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本書はＧＡ文庫「織田信奈の野望」を大幅に加筆・修正したものです。







　　　巻ノ一　信のぶ奈なのサルになれ！







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生は慌あわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の合戦場のど真ん中に立っていた。




「あれ？　待てよ。なんでだよ？　ここはどこだ？」




　川沿いの草原に轟とどろく馬ば蹄ていの音。

　鳴り響ひびく、種たね子が島しまの轟ごう音おん。

　長なが槍やりを構えて互たがいに押し合う、足軽たちの雄お叫たけび。




「戦国の軍団同士が会戦中じゃねえか!?　ゆ、夢なのか？　いや夢にしては生々しすぎる、リアルすぎる!?　ここは関せきヶが原はらか？　それとも三み方かたヶが原はらか？　待てよ。両軍の旗指物は……家か紋もんは」




　しかし、今の良晴にそんな余よ裕ゆうはなかった。見慣れない学生服姿の良晴を、両軍の足軽たちが「なんだぎゃ、あの格好は？」「南なん蛮ばん人じんか？」「にしては猿さる顔がおだみゃあ」「新手の敵だみゃあ」と誤解して左右から同時に襲おそいかかってきたからだ。

「ちょ。待ってくれ！　俺は兵士じゃないからっ！　通りがかりの迷まい子ごの学生だよっ!?」

「みゃあああ！」

「だぎゃああああ！」

「尾お張わり弁べん!?　それとも三み河かわ弁べん？」

　相良良晴。平和と帰宅部をこよなく愛するごく普ふ通つうの平へい凡ぼんな少年。

　趣しゆ味みはすでにおわかりのように戦国ゲーム。とりわけ戦国ＳＬＧの草分け的存在にして決定版である『織お田だ信のぶ長なが公の野望』の大ファンだ。

　特技はなぜかドッジボール。クラスでは通つう称しよう「球たま避よけのヨシ」。ボールを投げて攻こう撃げきするのは苦手だが、敵が投げてくるボールをかわす天性のカンの持ち主だった。生まれつき運動神経が「回かい避ひ」に特化しているらしい。ただし攻撃力は皆かい無むなので、ドッジボール部に誘さそわれたことはない。

　しかし、その良晴でもさすがに五本、十本と次々と繰くり出されてくる槍のすべてを避よけきることはできず、一本の槍の穂ほ先さきが肩かたにかすった。

　経験したことのない激痛が全身に走り、そして、血がほとばしった。

「……ぎゃあああ？　いってええええええ!?　ゆゆゆ夢じゃねええええ！　これは現実だ！　もしも夢だとしても、刺さされたら間ま違ちがいなくその痛みで死ねる！」

　なぜなんだ？　意味がわからない。俺はいつも通り学校に登校して、今はその帰り道の途と中ちゆうだったはずだが──？　あー早く『織田信長公の野望』の続きをプレイしてえ！　今回のバージョンアップで、上うえ杉すぎ謙けん信しんを女性にできる上に、各大名家の姫ひめたちを武将として登録できる『姫武将』機能が追加実装されるらしい！　老舗しにせ『織田信長公の野望』も昨今の姫武将ブームのビッグウェーブに乗ったのか！　とウッキウキだったはずなのに？

　もしかして、下校途中からの記き憶おくが飛んでいるのだろうか？

　なにがどうなっているのかわけがわからないがここはどうやら現実の世界だという確信を抱いだいた良晴は（あの長槍で田でん楽がく刺ざしにされたら即そく死しだ）と青ざめながら、追ってくる足軽たちに背を向けて、必死で駆かけた。

　この会戦は、河か川せん敷しきで展開していた。良晴はだから、川を目指して、けんめいに走った。霧きりが邪じや魔まで川向こうが見えないが、とにかく川を越こえればきっと安全地帯に辿たどり着けるはずだ！

「戦いくさ慣れしているおらたちが追いつけないぎゃあ。意外に逃にげ足が速いみゃあ！」

「あの、妙みような南蛮風の草ぞう履りの力かもしれんみゃあ」

「軽装だからだぎゃあ！」

　良晴は息を荒あららげて全力で駆けながら泣いた。

　いやいやいや！　おっさんたちこそ、そんな重量級の鎧よろいとか武具とかを装備しているくせに、異常に足が速すぎ！　しかも呼吸も乱さねえし全員スタミナの化け物だ！　戦国時代の足軽と現代の帰宅部高校生とでは、基き礎そ体力が違ちがいすぎるう！

「まずい！　川を渡わたられてしまうぎゃー！」

「うみゃあ。あれは敵方の忍しのびだみゃあ」

「言われてみれば黒くろ装しよう束ぞく！　こうなれば……弓矢、放てーい！」

「えっ、弓矢？　待ってくれえええ！」

　問答無用。

　背後から、次々と矢がいかけられてきた。

　頰ほおのすぐ脇わきをかすめた矢が、無音で足下の大地に深々と突つき刺さるさまを良晴は見た。

「うっ、うわあああああ!?」

　避けた。

　あたかも背中に目がついているかのように、必死で矢をかわした。ぎりぎりのところでかわし続けた。

　持ち前のカンだけが頼たよりだった。ボールが飛んでくる時と同じで、槍も矢も、良晴の身体からだに向かってくる際に周囲の「空気」を巻き込む。その空気の微び妙みような動きを、良晴のカンは皮ひ膚ふ感覚で感知するらしい。

　平和な学校生活ではなんの役にも立たなかった微妙な特技だが、まさかこんな不条理な死地に追い込まれた際に生きるとは、良晴は今まで考えたこともなかった。

「すげえ！　ほんものの猿だぎゃー！」

「一本も当たらないみゃー！」

　ところが俺は「場の空気」ってやつは読めないんで教室ではいつも余計な言葉を口走って女の子にはもてないんだよなあ、と良晴は泣きたくなった。

　ともかく逃げきれた。良晴は霧の帳とばりの奥へと突とつ入にゆうした──追い詰つめられると、意外にも身体が動いた。（人間、死んだ気になれば体力が湧わいてくるんだなあ）とわれながら不思議だった。下半身を川の流れに浸ひたしながら、「わけのわからないままに死にたくねえ」の一心で喘あえいで川を渡りきり、大地を再び踏ふみしめて「助かった……！」と安あん堵どしたその時だった。

　霧が晴れて、視界が開けた。

　そこは安全地帯などではなく、一軍を率いる総大将の本ほん陣じんだった。

　帳の下、南なん蛮ばん椅い子すに優ゆう雅がに腰こし掛かけている総大将と、良晴は目を合わせてしまっていた。

「な、なんだってええええ!?」

　その旗印は──丸の中に、二本線。

「忘れもしない。これは海道一の弓取り、駿する河がの大大名・今いま川がわ義よし元もとの家紋だ！　ってことは……ここは今川義元の本陣!?　いや、でも、違う！　だって間違ってる！」

「あら。わらわを知っていますの？　なんですの、お前は？　奇き妙みような黒装束を着ていますわね？」

　そう。

　今川義元が座っているべき南蛮椅子の上には、麗うるわしい貴族然とした少女が腰掛けていた。

　気が強そうな大きな瞳ひとみに長いまつげ、整った顔立ち、白い肌はだ。

　戦場だというのに、重そうな十じゆう二に単ひとえを着ていた。

　しかし、少女が平安貴族ではなくれっきとした武士だとわかるのは、彼女が頭に龍りゆうの前立てをあしらった兜かぶとを被かぶっていたからだ。

　貴族の姫は、絶対に、黄金に輝かがやく龍の兜なんかを被ったりはしない。

「き、き、きみが、今川義元？　たしかに今川義元は、昨今ではお歯黒の肥満した麻ま呂ろというキャラを脱だつしてイケメン化が激しかったけれど、しかし、姫武将化というのは……」

「まあまあ。意味のわからない言葉ばかりですわね。お前、どこの田舎いなか者ものですの？　もっとわらわに通じる言葉で話しなさい。それとも、わらわが美しすぎて混乱しているのですかしら？　無理もありませんわ。わらわは由ゆい緒しよ正しき足あし利かがの分家という高貴な血筋の生まれにして、近い将来、上じよう洛らくして天下を盗とるほどの英えい傑けつですもの！　おーほほほ！」

　俺は『織田信長公の野望』のやりすぎで、今川義元が姫武将化された世界の夢を見ているのか？　いや違う！　あの槍に受けた痛み、飛んでくる矢の質感と速度と殺傷力！　なによりも俺のカンが教えてくれる。このリアルな「空気感」は──信じがたいが、やはりここは現実の世界なんだ！

　ともあれこのままでは「くせ者」として始末されてしまう。この高校の制服が、どうやら忍びの黒装束の一種に見えるようだ！

　良晴はこの時、われながら不思議なほどにある意味落ち着いていて、錯さく乱らんしなかった。

　この窮きゆう地ちを脱するためには、この一手しかない。

　義元の足下にひれ伏ふして、叫さけんでいた。

「今川義元！　俺は忍びじゃない！　足軽として、今川家に仕官させてくれ！」

「イヤですわ！」

「ヒエッ。即そく答とうッ!?」

「なぜお前のようなあやしげな格好の男を、この由緒正しい今川家の姫大名であるわ・ら・わが雇やとってあげなければならないのです？」

「姫大名ッ!?」

「元もと康やすさ～ん。やっておしまいなさい！」

「承知いたしました～」

　陣じん幕まくをかきわけながら、小こ柄がらな眼鏡めがねっ子の姫武将が駆けつけてきて、腰こしの日本刀を笑え顔がおで抜ばつ刀とうしていた。頭にはなぜか、たぬきのようなつけ耳をつけている。眼鏡。たぬ耳。そして髪かみの毛は緑がかっていた。力ない笑顔が愛らしいが、どことなく幸さち薄うすそうだった。

「今川義元さまの一の家臣。松まつ平だいら元康、見参いたします～」

　このたぬき娘むすめが、松平元康？

　ということは、のちの徳とく川がわ家いえ康やす？

　戦国乱世の八割方を平定してあと一歩で天下統一を成し遂とげるところだった天下人・織田信長の同盟者。その信長亡なきあと、天下人の地位を継ついだ豊とよ臣とみ秀ひで吉よしのもとでもナンバー２を務め、そして秀吉が死ぬや否いなや手のひらを返して豊臣家を攻せめ滅ほろぼし最終的に天下盗りレースの勝者となった大おお御ご所しよ。かの徳川幕府を開設した大おお狸だぬき。

（そうか。松平元康は若い頃ころ、今川義元の使い走りだったんだ）

　小さくてなかなかかわいいなあと元康に見とれている暇ひまはなかった。

「義元さまのご命令で、上意討うちにさせていただきますね～」

　元康はにこやかな笑顔のまま、良晴の首筋に、刀を振ふり下ろしてきた。

「おわっ、あぶねえ！　油断した！　待ってくれええええ！」

　さすが、女の子になっても松平元康は腹黒い！　良晴は慌てて腰を捻ひねり、そのまま本陣から勢いよく飛びだしていた──その勢いで河川敷から転がり落ちて、川の中へと逆ぎやく戻もどりした。

「あれ～？　義元さま、かわされちゃいました～？」

「間ま抜ぬけ面づらでしたが、すさまじい身のこなしでしたわね元康さん。織田方が放った乱らつ波ぱに違いありませんわね」

「はい～。必ずや討ち果たして参ります～！」

　陣じん中ちゆうで殺さつ伐ばつとした会話が交かわされ、そして、笑顔の松平元康が刀を振りかざしながら陣幕をかきあげ、勢いよく河川敷を駆け下りてきた。

　ダメだ。今川義元に仕えるのは無理だ！　山やま本もと勘かん助すけが仕官を願い出た際に、顔がブサイクで怖こわいという理由で断ったという噂うわさはほんとうだったのか？

　ともあれ、良晴は川を元来た方に渡ってこの場から逃のがれねばならなかった。

「あわわ。待ってくださ～い。私が義元さまに[image: しか]しかられます～」

　日本刀をぶんぶん振り回しながら愛らしい声で叫さけんでいる松平元康。

　振り切らねば。

　しかし意外に元康は足が速く、川を渡わたりきったところで追いつかれそうになった。

「上意討ちです～」

「ちくしょー、こんなバッドエンドはイヤだっ！　何か武器はないか、武器は……」

　良晴は、松平元康と戦う覚かく悟ごを決めた。

　かわいい女の子を相手に戦うのは不本意だが──

　このままばっさりやられるくらいなら、戦って討ち死にしてやろう！

　もしもこれが夢ではなく現実だとしてもだ！

　傍かたわらに倒たおれている足軽の手から槍やりを奪うばおうとした。

　だが、すでにその足軽がこときれているためだろう。指が固まっていて、槍が外れない。

「えいや～！　隙すきだらけです～！」

「し、しまった！」

「坊ぼう主ず、あぶないみゃあ！」

　かばわれた。

　今川方の小柄な足軽が走ってきて、良晴の体を小こ脇わきに抱かかえると、そのまま走り出していた。

　危ないところを助けられたらしい。

「待つです～」

　朗ほがらかな笑顔で元康が追ってくるが、足軽は待たなかった。

　今度こそ、兵士が伏していない安全な林の中に運んでもらった。

　小柄な足軽は「ふぃ～」と息を吐はきながら良晴を下ろすと、自分は大木の幹に背をつけて座り込んだ。

　良晴は頭を下げて、礼を言った。

「あ、ありがとう。なんで俺を助けてくれたんだ？」

「坊主、お前は織田方の忍しのびだみゃ？　あの身のこなしはただ者ではないみゃ」

「えっ？」

「わしは今川の姫さまに仕えておったが、あのお方はブサイクな男が苦手みたいでみゃあ。出世できそうになかったぎゃ」

　確かに、足軽はまだ若いのにまるでサルのようなしわくちゃ顔だった。

「それでこの戦のどさくさに、織田方へ寝ね返がえろうと考えておった。なあ坊主、わしを織田の殿とのさまに紹しよう介かいしてくれんか？」

　これは、織田信長と今川義元の合戦だったのか……と良晴はつぶやいた。

「どうじゃ？」

「助けてくれたのに申し訳ないけど、俺は織田の忍びじゃないんだ」

「違うのきゃ？」

「俺は相良良晴。ただの高校生だよ」

「孝行せえ？　わしも、早く出世しておっかあに孝行してえみゃあ」

「いやいや、ええと……そうそう！　俺は、武士じゃないんだ！」

「わしとて農民のせがれよ。じゃが、今は乱世じゃ。合戦で手て柄がらを立てれば出世できるにゃあも。わしの夢は一国一城の主あるじになることじゃ」

「一国一城の主……」

「おうよ。男としてこの世に生を享うけ、一国一城を望まぬ生き方などわしにはできんみゃあ！　だってお城の主となれば、女の子にモテモテだみゃあ！」

　良晴は思わず、このサル面の足軽の手を握にぎって、その通りだ！　と叫んでいた。

　平和な現代日本ならいざしらず、戦国時代に来てしまった（？）以上は、国盗とり！　城持ち！　そして、城下町からかわいい女の子を集めてモテモテだ！

　それこそが男の甲か斐い性しよう！

　野性と野望を忘れた現代人よ、聞いたかっ？

「おっさん、気が合うな！」

「わしもそう思うみゃあ！　お主、わしに匹ひつ敵てきする女好きだにゃ？」

「ああ！　リアル彼女はいないが、脳内だけはいつもハーレムだぜ！」

「りある？　はあれむ？　なんじゃそれは？」

「あんた、いい人そうだし、俺の命を救ってくれたしな！　俺ぁ、おっさんの夢に賭かける！　一いつ緒しよに織田方に行ってみようぜ！」

「おお、ありがたいにゃ坊主！　ならば、わしの弟分になれみゃ！」

「なる、なる！　しかしあんたが大名になった暁あかつきには──かわいい女の子は俺たち二人で半分こだぜ！」

「約束するみゃあも」

　二人のスケベ男は、手を取り合って立ち上がると、西へ抜ぬける街道へと向かった。

　戦国ゲームで鍛きたえた知識によって、良晴の頭の中にはだいたいの戦国日本地図が描えがかれている。

　ここはおそらく、尾張と三河の国くに境ざかい。三河の大名・松平元康は史実通り今川義元の家臣になっているようだから、東の三河へ向かえば今川領、西の尾張へ行けば織田領なのだ。

　織田軍に就職できるアテはないが、なんとなくうまくいきそうな気がしていた。

　今川義元は名家の家いえ柄がらを誇ほこる大名だが、織田信長は身分にこだわらず有能な家臣であれば足軽だろうが農民だろうが抜ばつ擢てきしてくれる先進的な大名のはずだ。

　だが、林を抜けて街道へ出た瞬しゆん間かんだった。

「ふぐっ？」

　小柄な足軽が、いきなり胸を押さえてうずくまった。

「どうした、足軽のおっさん？」

「……流れ弾だまに当たったみゃあ……運がなかったみゃあ」

「な、なんだってっ？」

　たちまち、鎧よろいの胸当てが紅あかい血に染まっていった。

　マジかよ？　人間って、こんなにあっけなく死ぬのかよ？

　良晴の顔色がみるみる青くなっていく。

　震ふるえながら道の脇わき、地じ蔵ぞうの隣となりに足軽を寝ねかせた。

「……坊主。わしはこれまでだみゃ。お主だけでも行けい」

「おっさんを置いていけねーよ！」

「野望に憑つかれた者はいつ死ぬかわからぬ。これが戦国の世の常よ……わしの相方をお主にくれてやる、一国一城モテモテの夢をお主が果たしてくれい」

「おっさん……！」

「……わしゃ、おっさんと呼ばれるほど年とってないみゃあ……」

　すでに心の臓が止まろうとしていた。

　足軽の瞼まぶたがゆっくりと閉じていく。

「そ、そうだ。おっさんの名は？　俺が出世したら、おっさんのでっかい墓を建ててやるからさ！」

「……わしの名は……木きの下した……藤とう吉きち郎ろう……」

「えっ？　えええええええええっ？」

「……さらばじゃ、坊主。生きろよ、モテモテなる野望のために」

　ちょ。待て。待ってくれ。木下藤吉郎って──豊臣秀吉じゃねーか！！！！！

　織田信長に仕え、農民の子から天下人にまで上り詰つめる男。

　日本史上最大の出世を果たした、英えい雄ゆうの中の英雄じゃないか！

　言われてみれば、小柄でサル顔で──この人なつっこさといい、秀吉その人に間ま違ちがいなかった。

「おっさん、死ぬな！　あんたが死んだら、日本の歴史はめちゃくちゃになっちまう！　あんたが織田信長に仕えなければ、この先──」

「……信長とは誰だれじゃ？……織田家の当主の名は……のぶ……な……」

　こときれた。

　良晴の腕の中で、木下藤吉郎、後に戦国大名・羽は柴しば秀吉となり、ついには天下人・豊臣秀吉となって豊臣政権を築きあげる一代の英雄が、足軽のままでひっそりと死んでいった。

　藤吉郎の亡なき骸がらを再び地蔵の隣に横たえながら、良晴はぶるぶると震えた。

　こんなの、俺がゲームで習った歴史と違ちがう。

「ど……どういうことだよ？　何が起きてるんだよっ？」

　やっぱり夢なのか？

　頰ほおをつねった。痛い！

　槍で受けたらしい傷きず痕あとがまた裂さけて、血がしたたり落ちてきた。

「そうか。木下氏うじが死んだか……南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、でござる」

　背後で、幼い少女の声が響ひびいた。

　思わず振ふり返ると、鎖くさり帷子かたびらと忍者服で全身真っ黒の忍しのびが腕を組んで立っていた。

　忍びの少女は子こ猫ねこのように華きや奢しやで小こ柄がらで、しゃべり方も舌足らずだった。

　現代だったら小学校五年生くらいかな、と良晴は思った。

　口元はマスクで覆おおわれていたが、目だけは露ろ出しゆつしていた。

　瞳ひとみはぞっとするほど赤く、まつげが驚おどろくほど長い。

「拙せつ者しやの名は、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんでござる。これより木下氏にかわり、ご主君におちゅかえするといたちゅ」

　口調は忍びらしかったが、最後はかみかみだった。

「や、失しつ敬けい。拙者、長なが台詞ぜりふが苦手ゆえ」

「藤吉郎さんの友達か？」

「相方にござる。足軽の木下氏が幹みきとなり、忍びの拙者はその陰かげに控ひかえる宿り木となって力を合わちぇ、ともに出世をはたちょう、そういう約束でごじゃった」

「三十文字ぐらいが限界なんだな」

　マスクの下で、子供忍者・五右衛門の顔がぽっと赤くなった。

「う、うるさい。ご主君、名をなんと申す？」

「相良良晴」
















「では拙者、ただいまより郎党〝川かわ並なみ衆しゆう〟を率いて相良氏うじにお仕えいたす」

「いいけど、俺は一文無しで帰る家もない。俸ほう禄ろくは出せないぜ」

「織田家に仕官すればよいでござるよ。あそこは俸禄の支し払はらいがいい」

「うーん。藤吉郎のおっさんなら仕官できるだろうけど、俺はこっちの世界じゃあ完全に身元不ふ詳しようなんだよな」

　ふふふ、と五右衛門が忍にん者じやマスクの下で忍び笑いを漏もらした。

「相良氏、髪かみの毛を一本いただく」

　ぷつっ。

　五右衛門は、良晴の頭から髪を一本引き抜くと、胸むな元もとから取り出してきた藁わら人にん形ぎようの中にその髪を詰め込みはじめた。

「な、なんだい、それは？　俺を呪のろうのか？」

「我が宿主になっていただく契けい約やくでござる」

「奇き妙みような契約だなぁ、ハンコをつかせればいいのに」

「相良氏には、わが幹としてぜひとも出世していただく。それがきのちた氏とのやくちょくであろう？」

「ああ、それがおっさんとの約束だ──わかった、織田家に仕官してみせる！」

　実際、藤吉郎の読みは鋭するどかった。

　歴史上では、尾張の小大名にすぎなかった織田家がこの後、天下を盗るはずなのだ。

　だが、藤吉郎という未来の英雄を欠いた織田家のこれからの運命がどうなるかは、良晴にもわからない。

　歴史は、変わってしまったのだ。

　それでも、国持ち大名に出世して女の子にモテるという崇すう高こう（？）な志半ばで散った藤吉郎の代わりに、この俺が戦国ゲームでつちかった（微び妙みような）知識を駆く使ししてやれるところまでやってやろう、と決意した。

　それに、生きてさえいればいずれは元の世界に帰る方法がわかるかも知れない。

「相良氏、合戦はまだ続いている。織田家の旗はた竿ざおを持って槍やり働ばたらきをするがよい」

「ああ。槍なんて使ったことねーけどな、やってみっか！」

「ふふん。木下氏が見込んだだけのことはある。若いのになかなかの御ご仁じんだ」

「ただのバカかもしれねーぞ？」

「ふふ。同じことよ」

　五右衛門は九字を切り、小柄な体の周囲に木の葉を舞まいあがらせると同時にいずこかへと消えていた。

　やっぱゲーム？

　いや、藤吉郎のおっさんの屍しかばねはあまりにもリアルだ。

　これは、れっきとした現実。

　戦いくさに敗れれば、死が訪おとずれる。

　だったら……「気がついたら戦国時代にタイムスリップしていたぁ」と悲鳴をあげたりビクビク怯おびえている場合じゃない。

「おっさん。あんたの夢、俺が継ついだ！　これは弔とむらい合がつ戦せんだぜ、うおおおおおおおっ！」

　良晴は藤吉郎の鎧と武具を貰もらい受けると、アドレナリンを全開にして槍をかまえ、濃のう尾び平野で繰くり広げられている戦の場へと舞い戻もどっていった。




　戦場では、一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうが繰り広げられていた。

　織田軍の旗竿を背中に立てた良晴は、今川軍の足軽隊の中へと突とつ撃げきすると、生まれて初めて握にぎった長槍を振り回した。

　だが、いくら藤吉郎を殺した敵とはいえ、憎にくしみのない相手を殺すことはできなかった。

　ゲームの画面とはぜんぜんリアルさが違っていた。足軽の兵たちの顔が、そのまつげや口元のしわまではっきりと見える。

　こいつらマジで生きている人間だ！　と良晴は叫さけびたくなった。

（間違いない。俺はほんとうに戦国時代に来てしまったらしい。でも、どうして──）

　ええい、ままよ！

　そんなことは、生き延びてから考える！

「うらああああああああああ！」

　滅めつ多たやたらに槍をぐるぐると回して、敵が近づいてこないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　敵の足軽たちもそれなりに甲かつ冑ちゆうで武装していて、槍の心得がない良晴には討うち取ることはできそうもない。

　敵が繰り出してくる槍や刀は、「球よけのヨシ」ならではのテクニックをいかしてひらりひらりと避よけて逃にげられた。

　それでも次し第だいに息が上がってきて、あちこちに小さな傷を負った。

　もしもこの特技がなければ、あっという間に良晴は屍になっていただろう。

　小一時間、草原での押し合いは続いた。

　良晴は我が身を守るのが精一杯で一人の敵を討ち果たすこともできなかったし、敵を殺すつもりもなかったが、戦況は織田軍有利になっていた。

「はぁはぁはぁ……！」

「皆みなの者！　勇気を奮い起こせ、あと一押しだ！」

　軍ぐん馬ばに乗った鎧よろい武者が、前線に押し出てきて叫び声をあげはじめた。

　一気に敵前線を崩くずす好機とみた、騎馬隊の突撃である。

「足軽ども！　誰だれか本ほん陣じんへ戻り、ご主君をお守りせよ！」

　だが足軽たちは、敵の首を一つでも取ることに夢中で誰も本陣へ引き返さない。

　俺は敵の首をあげるなんてイヤだし、織田軍の負けはなくなったようだし──

　良晴はひらめいた。

（本陣へ向かおう！）

　自分の足で走りながら、良晴はちらりと騎馬隊を指揮する馬上の武者を仰あおぎ見た。

　立派な鎧よろい兜かぶとに身を包んでいたが、またしても女の子だった。

（今川義元も松平元康も、そしてこの織田家の武将も女の子だ。この世界はいったいどうなってるんだ？）

　考えている暇ひまはもちろんなく、槍を構えて織田軍の本陣へとはせ参じる。

　よほどの乱戦だったのだろう、すでに大将を守る近衛このえ兵へいたちも前線へ出てしまっており、本陣はがら空きだった。

　ところが、である。

　そこに、いずこからともなく急きゆう襲しゆうしてきた今川方の決死隊が切り込みをかけていた。

　織田信長、絶体絶命の危機！

（うおおおおおっ？　藤吉郎のおっさんに続いて織田信長まで死んじまったら、日本の歴史はもう修正不可能だ！）

　秀吉は最終的には天下を盗るのだが、それは主君の織田信長が戦国の世をほぼ統一してくれたから。この二人が共に倒たおれれば、秀吉の天下を後から奪うばった徳川家康（松平元康）も日本を統一できないだろう。家康は、この二人に仕えつつ、主君が死ぬのをじ────っと待ち続けた結果、最後に天下人の座が転がり込んできたようなものだからだ。

　誰も乱世を統一できない。もしそーなると日本がどーなるのかはさっぱりわからないが、戦国ゲーム好きとして、それはイヤだった。

　それに何よりも、本物の戦国時代の熱い息吹いぶきが、良晴の血をたぎらせていた。

　織田信長とおぼしき大将が今川決死隊に四方八方から取り囲まれているところへ、良晴はややへっぴり腰ごしながらも果か敢かんに突とつ進しんしていた。

　大将の兜かぶとへと飛んできた槍を、自分の槍で叩たたき落とした。

（間かん一いつ髪ぱつ、信長の命を守ることができた！　この俺がっ？　その時、歴史が動いた！）

　すげえ。この俺が、歴史に介かい入にゆうした！

　じーんと感動したものの、未いまだに敵に囲まれたまま。大将・信長と顔を合わせている暇はない。大将を守るために壁かべとなって立ちはだかる。

「織田家に仕官するため、素す浪ろう人にん・相良良晴、ここに見参！」

「新手の織田兵だ！」

「たった一人だぞ！　先にやってしまえ！」

　大将を倒すためには壁となった良晴を除かねばならない。

　今川兵たちがいっせいに良晴へと襲おそいかかってくる。

「おらおらおらおらおら！」

　良晴は焦あせった。本陣は狭せまい上に、敵の数が多すぎる。

　やばい！　いくら俺でもこれ以上接近されたら、刃やいばを避けきれなくなる。

「近寄ったら命はねえぞおおおお！　うおりゃあああああああ！」

　良晴は大声で叫びながら、ぶんぶんぶんぶん、とでたらめに槍を回転させた。

　だが──

「こいつ、素人しろうとだぞ！」

「四方から囲んでいっせいに槍で突つこう！」

「しまった、バレたか！」

　そりゃあ、バレる。

　その時、ぼむ、ぼむ、と破は裂れつ音おんを立てながら、足下から煙えん幕まくが広がった。

　視界が白い煙けむりに覆おおわれている中で、

「ぐおっ」

「うわっ」

「ふぎゃっ」

　と、今川兵たちの口から悲鳴が漏もれはじめる。

　そして、煙が風に流されて良晴の視界が開けると──

　本陣を襲っていた今川の兵士たちは全員、良晴の足下に失神して突っ伏ぷしていた。

（そうか。五右衛門がやったんだな）

　戦場では、相手を殺すよりも失神させるほうが難しいと聞く。

　よほど腕うでに差がなければ、手て心ごころを加える余よ裕ゆうなどないからだ。

（ってことはあの子供忍にん者じや、舌足らずのちびっ子のくせに実はすごく強いのか？）

　良晴がぽかんと口を開けていると、背後から馬が駆かけてくる蹄ひづめの音が響ひびいてきた。

「ご主君、今川軍は退却をはじめました！　ご無事でしたか！」

　さっき騎馬隊を率いて前線で突撃していた、勇ましい女の子武将だった。

　良晴と同い年くらい。意志の強そうな眉まゆと瞳ひとみがけっこう綺き麗れいかも、と良晴は思った。

（うん？）

　鎧の胸の部分が妙みように大きく膨ふくらんでいるのが見えた。

（きょ、巨きよ乳にゆう……？？？？）

　思わず胸元を見つめてしまうと、馬上の女の子武将がそのエロ視線に気づいたらしく「きゃあっ？」と悲鳴をあげていた。

「な、なんだ貴様はっ？　あ、あ、足軽の分際で、あたしの胸をじろじろと!?」

「あっ、ごめん！　こんな巨乳の女の子、リアルでは生まれて初めて見たのでつい……」

　かああああっ。

　男おとこ勝まさりりの女の子武将が、怒いかりに震ふるえながら真っ赤になって刀を抜ぬいた。

　勝ち気そうな目じりに、うるうると恥ち辱じよくの涙なみだが浮うかんでいる。

「ぶ、無礼者！　手討ちにしてやるっ！」

「ひい！　悪かった！」

　良晴が思わず倒れ込んで逃げだそうとした、その時だった。

　ずっと本陣の椅い子すに無言で座っていた大将が、口を開いた。

「やめなさい、六りく！　そいつは一応わたしの命を救ったんだから、褒ほう美びをあげなきゃ」

「なんと、それはまことですか？」

「ええ。槍で刺さされそうになったところを助けてもらったわ。それに、わたしにもよく見えなかったけど、そいつ妙な術を使って今川勢をまとめて倒したわ」

「……そ、そうでしたか。ぎょ、御ぎよ意い」

　そうだ。この本陣には、織田家の大将がいたんだった。

　危なかったが、守り抜けた。

　織田信長。

　戦国乱世を無む慈じ悲ひな鬼おにの戦で強ごう引いんに統一しようとした、魔ま王おうとも覇は王おうとも呼ばれる男──。

　いくらなんでも、信長まで女の子になっているわけは──。

「信長さま、ぜひこの俺を足軽として雇やとってくれ！」

　ガンッ！

　顔をあげると同時に、顔面めがけてわらじばきの足の裏が飛んできた。

「ふぎゃっ？」

「はあ？　誰よ、信長って？　わたしの名前は、織田信奈よ。の・ぶ・な」

「ええええっ？」

「何よ何なのよあんたは？　これから自分で仕えようとしている大将の名前を間ま違ちがえるなんて、あんたほんとにバカじゃないの？」

　良晴は顔を踏ふまれながら、この毒舌の大将の姿を見上げていた。

　茶色がかった髪かみは、でたらめな茶ちや筅せんに結ゆっていた。

　甲冑などは、着ていない。

　頰ほおとおでこは煤すすで真っ黒。湯ゆ帷子かたびらを片かた袖そで脱ぬぎにし、腰こしに巻いたわら縄なわに、太た刀ちと脇わき差ざしを差し、火打ち袋ぶくろとひょうたんをぶら下げ、そして腰と足を覆う袴はかまの上には虎とらの皮を腰巻きのように巻いていた。

　左の肩かたには、飼い馴らした鷹たか。やたらに獰どう猛もうそうだった。

　そして右の肩には、南なん蛮ばん渡と来らいの種たね子が島しま──黒々とした鉄てつ砲ぽうを担かついでいた。

　不良というか、かぶき者というか、独創的な衣装というか。

　これこそまぎれもない「尾張のうつけ者」織田信長の若き日のファッションだ──と良晴は思った。

　だが、しかし。

「なにをぼけぼけ見つめてんのよ？　わたしは、織田信奈！　尾張の戦国大名、織田家の当主よ！」

　良晴は今川義元、松平元康に続いてまたしても間違いを見つけた。

　今度は、ふたつ。

　ひとつ。名前がちょっと違ちがう。

　ふたつ。ひどく短気そうでわがままそうだが──この高い声、この細い腰、やわらかそうにふくらんだ胸むな元もと──またしても、女の子だった。

　こんなスーパー歌か舞ぶ伎きみたいなヘンな格好さえしていなければ、もしかしたらそれなりにかわいいかもしれない、でもこんなに汚きたない格好されてると元の顔がわからん、と良晴は思った。

　ただ、らんらんと生命力に溢あふれて輝かがやいているふたつの瞳だけは、美しいかもしれない。ちょっとだけ。

「ほら。あんたの名前は？」

　ぐにっ。

　口の中に、種子島の銃じゆう口こうを突っ込まれていた。

　答えないとこいつ本気で撃うつ！　と気づいた。

　しかし銃口が邪じや魔まになって、口がうまく動かない。

「さ……が…………ふがふが……は……る」

「ハア？　聞こえないじゃん！　わたしはね、グズが嫌きらいなのよ？　もう一度っ」

「……さ……ふがふが……は……ふが……る」

「わかったわ。『さ……（中略）……る』ね。あんたの名前は、サルよ！」

「ちがう、ふがふがっ、これを抜いてくれっ！」

「うるさいわね！」

　どがっ！　と蹴けり飛ばされた。

「あんたってば、見たこともない妙ちくりんな服着てるし、さっきは何もせずウワーッて槍やりを振ふってるだけで今川の兵士をなぎ倒すし、これはどう考えてもまともな人間じゃないわよね。従って、あんたはサル！」

　ひでえ、滅め茶ちや苦く茶ちやだ、と良晴は抗こう議ぎしたくなった。

「ふざけんな、俺は人間だっ！　いや、むしろ未来の世界から来たんだから神に近いかもっ？　命を救ってやったんだぞ、少しは俺をありがたがれっ」

「ひとつ。わたしはあんたみたいな妙な存在を自分と同じ人間だとは考えない。ふたつ。わたしは合理主義者で、神も仏も怪かい異いも信じない。したがって、結論！　あんたは人間以下の存在なのよ！」

「詭き弁べんだっ！」

「でもまあ、見た目は人間の雄おすに似ているわ。キーキー人語らしきものを口走るしね。つまりあんたは獣けものと人間の中間種、すなわちサルよ！　サルでしかありえないわ！」

　ふんふん、と煤で汚よごれた小鼻を鳴らしながら、信長……いや、信奈が良晴のおでこに人差し指を突きつける。

「でもこのわたしを救いに来るだなんて、見み所どころのあるサルじゃない。ご褒美として、わたしの飼いザルにしてあげてもいいわよ？」

　さらに、顔面へと追い打ちの足蹴りが飛んでくる。

　良晴はひらりと身をかわした。

　さっきは、あまりの無体に不意を突かれたのだ。

　顔面へ足蹴りが飛んでくるとわかってしまえば、どうにかかわすこともできた。

　必殺の攻こう撃げきをかわされた信奈は、きーっとキレた。

「ちょっとなんで逃にげるのよ、黙だまってわたしに蹴られなさいよ！　それでも動物なの？」

「うおおおおお、なんだこの女っ？　いいかげんに黙れ、俺は人間だー！」

「なっ……生意気なサルね！　自分の主君を女呼ばわりっ？」

「俺の名前は相良良晴っ！　誰だれがお前のペットになんてなるかよっ」

「ぺっと？　なにそれ、サル語なの？」

「飼いザルになんぞならねえって言ってるんだ！　いいから、足軽として雇え！」

　二人は顔をつきあわせて、ふーふーとお互たがいにうなりを上げた。

　姫さまに口ごたえするとは何たる無礼者！　斬きりましょう、と軍馬からおりてきた女の子武将が信奈に耳打ちした。

「六？　確かに斬るのは簡単だけど、天から降ってきためずらしいサルかもしれないわよ？　なにせ人語をしゃべるんだから。決めたわ、飼うわ」

「だから俺は飼われないっての！」

「姫さま、この男またしても暴言を！　やはり斬りましょう！」

「いいのよ。無用な戦いくさでずいぶんと小こ姓しようを失ったし──それにちょうど、男おとこ手でが欲しいところだもの」

「……ううむ。それもそうですね。確かに、今の姫さまには男手が必要です」

「それではこのサルを連れて、今すぐ出立よ、六」

「御意。この柴しば田た勝かつ家いえ、引き続き姫さまをお守りいたします！」

　なるほど。このおっぱいの大きな女の子が、信長に仕えた猛将・柴田勝家か……確かに体育会系で剛勇無む双そうって感じだな……と良晴は思った。

　六というのは、柴田勝家のあだ名らしい。

　しかし男手が必要って、もしかして「織田家の子こ種だねを宿せ」とか言われて種たね馬うまライフを送らされるんじゃあ……それはそれでアリかも……待て待て、こんな薄うす汚ぎたないガキが相手なんてイヤだあ！

　良晴がそんな微び妙みようなエロ妄もう想そうにふけっていると、いつの間にか首に縄をかけられていた。

　信奈はその縄の先をにぎったまま、自分の愛馬に跨またがっていた。

「あんたは走ってついてきなさい。サルなんだから、かけっこは得意でしょ」

「ちょっと待て！　うぐううううっ、しまるっ縄がしまるっ！」

「まったく口数の多いサルだ、斬りましょう」

「ダメよ六。わたしの飼いザルなんだから、勝手に斬ったら怒おこるわよ」

「いいからお前ら、馬で駆けるなあ！　首がっ、俺の首があああああっ！　うおおおー！　やいっ信奈っお前のほうが猿さるみたいな格好してるくせしやがって、今に見ていやがれええええ！」

　全力で信奈と柴田勝家の馬に併へい走そうしながら良晴は思った。

　主人公がこんな目に遭あう映画が昔あったな……なんだっけ。

　ああ……『猿の惑わく星せい』だった……。

　縄につながれたまま丘おかを駆かけながら「五右衛門助けろー」と叫さけんでみたが、五右衛門はいっこうに姿を見せなかった。

「今川軍が邪魔をしたせいで、すっかり遅おくれてしまったわね。ほらサル、さっさと池の水を汲くみ上げなさい」

「はぁ？」

　息もたえだえになった良晴は、山奥の池の畔ほとりで突つっ伏ぷしていた。

　その良晴のお尻しりに、馬から飛び降りてきた信奈がどんっと足を下ろしてきた。

「げほげほげほっ」

　柴田勝家は、池の周辺に足軽を配置して、集まってきた村人たちが信奈に近寄らないよう警備しているようだ。良晴は信奈に聞いてみた。

「なあ、池の水を汲み上げるってどういうことだ？　のどでもかわいたのか」

「あんたバカじゃん。ほんっとにサルなんじゃないの。わたしはいつでもどこでも水が飲めるように、ちゃんと腰にひょうたんをぶら下げてるじゃないの。見えないの？」

「見えてるよ！　バカなのはお前のそのファッションセンスだっ！」

「またサル語を使ってごまかす。ほら、ひょうたんを持ってなさい。腰にぶら下げて歩くと、けっこう重いのよ」

「おうっ」

　ぽんぽんぽん、と矢や継つぎ早ばやに顔面めがけて水の入ったひょうたんをぶつけられた。

「それ、一個でもなくしたら首をはねるわよ」

　この女いつか見てろ、がるるるる、と良晴は牙きばをむきだしてほえた。

「ほらほら、とっとと水を汲むの！」

「汲み上げたら、俺をペットではなく足軽として雇うと約束しろよ！」

「はいはい。汲み上げられたら、ね」

　男手が必要って、この労働作業のためだったのか……と良晴はうなだれながら立ち上がった。

　まあ、猿みたいな小こ汚ぎたない格好の信奈に「種馬になれ」と言われるよりはマシだ。

　ひしゃくで池の水を汲みながら、良晴は尋たずねてみた。

「で、どれくらい汲めばいいんだ？」

「全部よ。池の底が見えるまで」

「ちょっと待て───────────！　無理だろっ！　バケツ何杯分あるんだよっ？」

「はぁ？　ばけつって何？　いいから、とっととやりなさいよ」

「意味わかんねえ！　人間の精神はなぁ、無意味な単純作業を続けさせられると壊こわれるんだぞ！」

「ふうん。あんた、ほんとにこのへんの者じゃないのね」

　信奈は椅い子すに腰こし掛かけてひょうたんに唇くちびるをつけながら、ぶっきらぼうに説明した。

　実に面めん倒どう臭くさそうだったが。

「この『おじゃが池』にはね、龍りゆう神じんが棲すみ着いてるって噂うわさがあるのよ。それで、これまで村人たちが池に人柱として乙女おとめを沈しずめたりしてきたわけ」

「マジかよ。迷信深い村だなあ」

「まったく、神だの仏だのなんているわけないのにね。そんなもの、人間の頭の中に棲み着いているだけの気の迷い、要は幻まぼろしじゃん」

「さすがに合理主義者だな」

　やっぱりこの世界ではこいつが織田信長なんだなあ、と良晴は思った。

　だが、中世日本を革命した天才児には見えない。見えなかった。

　どう見ても、小汚くて瘦やせた不良の小ザル娘むすめといったところ。

「まったく、世の中バカばっかりでイヤになっちゃう。ほら、六の隣となりに線の細い美少女が立ってるでしょ？　あれが今年の生いけ贄にえ、人柱なわけ」

　信奈が指さす先に、確かに青白い顔をして震ふるえている和服の少女が一人。

　遠目にも、なかなかの美少女だということがわかった。

　長い髪かみの毛がなぜかつやつやと青くて、いかにも薄はつ幸こうのヒロインといった風ふ情ぜいだ。

「あ……あの子を池に沈めるだって？　モッタイナイ!!」

「そうよ。だからわたしが、この村の愚ぐ民みんどもに教えてやるのよ。池の底に龍神なんて棲んでいないってね。でも、そのためには池の水を全部汲み出す必要があるでしょ？　今川の連中が邪魔さえしなければ、大勢の男手を使って汲み上げられたんだけど」

　良晴の瞳ひとみが、きらきらと宝石のように輝き始める。

　藤吉郎のおっさん！

　さっそく来たぜ、俺たちの野望をかなえるチャンスがよ！

　見ていてくれよ！

「よーし、わかった！　汲み出してやらあ！　そのかわり、あの子を俺に紹しよう介かいしてくれっ！」

「……はあ？」

「龍神の生け贄なんてモッタイナイ！　龍神なんて迷信だという真実を村人たちに知らしめて、そしてあの子には俺の彼女になってもらうんだ！　いいな、約束だぞ！」

「ちょ、待ちなさいよ？」

　根こん性じようだ！

　根性だ！

　根性だあああ───！

　……

　いったい何時間かかったであろう。

　退たい屈くつした五右衛門が土ど遁とんの術と水すい遁とんの術を駆く使ししてこっそり池の水の一部を川に流すという作業をやってくれたとはいえ、池の水の半ばは良晴が己おのれの腕うで一本でかき出していた。

　その美少女への飽あくなき執しゆう念ねん、藤吉郎が我が弟分と見込んだだけの男ではあった。

　夜がとっぷり暮れた頃ころ、ついにおじゃが池の水は一いつ滴てきのこらず消しよう滅めつしていた──。

「すっごいわね、あんた……この根性、ただもののサルじゃないわ……」

　信奈も思わず感心するほどの働きっぷりであった。

　そして信奈は、働き者の家臣が好きなのである。

　池の水を汲み上げたことで、龍神伝説の正体も明らかになった。

　露ろ出しゆつした池の底には、龍神などは存在しなかった。

　かわりに、大きな鯉こいが一いつ匹ぴきぴちぴちと跳はねていた。

　その光景を目もく撃げきした村人たちが、どよめきはじめる。

「ほらほら、みんな見たかしら？　この鯉が、あんたたちが拝んでいた龍神の正体よ！　人柱なんてくだらない儀ぎ式しきは今後永久に禁止するわ！　逆らう者は死罪よ！」

　村人たちは、口々に「おどろいたみゃあ」「信奈さまの言うとおりだったみゃあ」とつぶやきながらそれぞれの家へと帰っていった。

　そして、この試練を執念と気合いだけで見事に達成した良晴は──

「よくがんばったわね、サル。あんたに命を救われた娘が、直接あんたにお礼を言いたいそうよ。はい。連れてきたわ」

「ほんとうにありがとうございました、相良良晴さま」

　過労死寸前にまで衰すい弱じやくしていたにもかかわらず、狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。

　うおおおお、俺のカンは適中していた！　目元ぱっちりの美人だあああ！　しかも、あの信奈が俺との約束を守ってくれたなんて!?　これは運命の出会いだよそうに違いない！

　学校では「神聖モテナイ少年同盟」の一員だった俺だが、意外にも実は俺って戦国時代では女の子に縁えんがあるらしい！

　そうだよ。がんばればがんばっただけ報むくわれるんだ、この戦国の世界では！　顔とか学力とか部活とか財力とかそういう男子としてのスペックなんて関係ねえ！　俄が然ぜん、やる気が出てきたぞおおお！

「私は今宵こよい、婚こん約やくしているお方と祝しゆう言げんをあげます。ほんとうにこのご恩は一生忘れません、相良良晴さま。ほんとうに、ほんとうに親切なお方」

「えっ!?　祝言ッ!?　婚約者ッ!?」

「はい。人柱に選ばれたことは本ほん望もうでしたが、幼なじみの許婚いいなずけを残していくことだけが気がかりで悲しかったのです……まさか現世で結ばれるだなんて。すべて、織田の姫さまとあなたのおかげです。私、幸せです！　今すぐにあのお方と祝言をあげます！」

「えええええっ!?」

「あなたがたに与あたえていただいた、ただ一度きりの人生です。後こう悔かいのないように日々を生ききらせていただきます！　それでは、失礼いたします！」

「あ。いや。うん。ヨ、ヨカッタジャナイデスカ。ガンバッテネ」

「ほんとうによかったわねサル！　わたし、こんなふうに人に感謝される経験ってあまりなかったのだけれど、良いことをした後って気分が良いわね。ああ、そういえば彼女に許婚がいることを教えるのを忘れていたかしら。ふふふっ」

　放心して崩くずれ落ちたとたん、ぶぎゅる、と信奈に後頭部を踏みつけられた。

「ちょっとなに倒たおれてるのよ。ご褒ほう美びにあんたを足軽にしてあげるわ。サルを足軽に取り立てるだなんて異例のことよ、感謝しなさいよ？　ねえちょっと聞いてるの、このサル？」

　だが、海よりも深く落らく胆たんした良晴にはもう反はん撃げきする元気も残っていない。

　大地にひれ伏して号泣しながら（ナイーブな俺のハートを弄もてあそびやがって、信奈め！　いつか必ずこの借りは返してやる、きっと大おお手て柄がらを立てて天下一の美少女を恩賞として要求してやる！）と誓ちかったのだった。







　　　巻ノ二　デアルカ！







　信奈一行は、北への街道をゆるゆると行こう軍ぐんしていた。

「どうしてあたしがお前の面めん倒どうをみなきゃいけないんだ、まったく」

　馬上には、唇をへの字に曲げてかっかしている柴田勝家。

　良晴は今、その馬の轡くつわを取って、勝家の従じゆう者しやとして同行させられていた。

　おじゃが池での龍りゆう神じん騒そう動どうの後、信奈は居きよ城じように引き返す間もなく「そろそろ約束の刻こく限げんが近いわね」と言いだして、そのまま美み濃のと尾張の国くに境ざかいへと向かったのだ。

　信奈は、いつでも一いつ騎き駆がけする主義らしかった。

　お付きの者は、「お待ちください姫ひめさま！」と慌あわてて信奈の後を追わねばならない。

　下手したらそのまま池の畔ほとりで行き倒だおれになりそうになっていた良晴だったが、とりあえず勝家の従者として信奈の所用についていくことになったのだ。

　良晴は理由もわからぬままに戦国時代に放り出されてから、休む暇ひまもない。

　元の世界への帰り方を調べるチャンスは、当分なさそうだった。

「しかしあいつも忙いそがしい姫さまだな……いや、大名だから殿との様さまなのか？」

「お、お前なぁ！　姫さまを『あいつ』呼ばわりとは何だ、斬きられたいのか？」

　勝家は器用にも、乗っている馬の足で良晴の尻しりを蹴けってくる。

「なあ勝家。どこに行くんだよ？　龍神の次は何を退治するんだ？」

「おいサル。このあたしをこんど呼び捨てにしたら、その時は」

「おっとっと！　槍やりをかまえるなよ！」

　ひらり、ひらりと槍の穂ほ先さきをかわしながら馬をひっぱる良晴。

　勝家は、はぁ、とため息をついた。

「まったく、なれなれしいサルだ。われらは今より美濃の蝮まむしに会いに行くんだ」

「龍りゆうの次は蝮か……どういう妖よう怪かい変へん化げなんだ？」

「お前、何も知らないんだな。蝮とは、美濃の大名・斎さい藤とう道どう三さんのことだ。信奈さまは道三の娘を義理の妹に貰もらい受け、縁えん戚せき関係を結ばれる予定なんだ」

「妹をもらい受ける？　妻を娶めとるんじゃないのか？」

「バカ！　信奈さまは姫君だぞ、妻なんか娶るものかっ！」

「あ、それもそうか」

「この戦国の世では、口約束の同どう盟めいほどアテにならないものはないからな。同盟を結ぶ時には、大名が男おのこであれば妻を迎むかえる。姫大名であれば妹を迎える。そうして縁戚関係を結んで、はじめて正式な同盟が成立するんだ」

「ふうん、姫大名かぁ。けっこう多いのか？」

「ああ。第一子が姫であれば、その姫が家か督とくを継つぐ定めだ。お前のようなサルは知らないだろうが、武士の社会ではそれくらい常識だぞ」

「ふーん。そういえば今川義元も女の子だったな」

「なにっ!?　貴様もしや今川義元の間かん諜ちようだったのか！　ええい、あたしが成せい敗ばいしてやる！」

「違ちがうってば！　槍をおさめろっ！」

　道中、勝家から信奈を取り巻く周囲の情勢について簡単に教わった。

　微び妙みように違う点もあるが、ここはやはり戦国時代の日本らしい。

　だいたいのところは、戦国ゲームで仕入れた知識と合がつ致ちしていた。

　信奈はやはり尾張を支配する大名・織田家の世よ継つぎだった。

　歴史の教科書や戦国ゲームでは「織田信長」として登場するはずの人物らしい。

　信奈は先年、父親を亡なくしたため、家督を継いだばかりだという。

　尾張は港を持ち、貿易でうるおっている経済大国だが、兵は弱く、周囲を敵に囲まれている。

　とりわけ東の強敵、「海道一の弓取り」の異名を持つ駿河の大大名・今川義元は、いずれ京に上り、衰すい退たいした足利将しよう軍ぐん家を補ほ佐さして自ら天下を治めると豪ごう語ごしている。
















　尾張の東ひがし隣どなりに位置する小国・三河に割かつ拠きよしていた松平家も、一時は織田に従っていたが、今では義元の配下になっていた。

　にもかかわらず、尾張の織田家内部には未いまだ「大うつけ」と悪評高い信奈に恭きよう順じゆんしない者が多く、今川と戦える状態ではない。

　もし今川軍が全軍で上じよう洛らくの兵を起こせば、尾張などアリのように踏みつぶされてしまうことは明らかだった。

　そこで信奈は、北で国境を接する大国・美濃の大名、「蝮」こと斎藤道三と同盟を結ぶ気になったという。

「あの蝮、今は斎藤道三なんて名乗ってるけど、元は京からやってきた油売りの商人だったらしいな」

　勝家が口をとがらす。道三を信用していないようだった。

「商人が美濃の大名に出世したのか？　下げ克こく上じようだなー」

「元の国主を追放して美濃を乗っ取ったんだよ。しかも、商人あがりなのにやたらに戦いくさに強い。だから蝮と呼ばれて恐おそれられている。父君の信のぶ秀ひでさまは道三と敵対して何度も戦っていたしな。そんな男と会見しようだなんて、あたしは、信奈さまが心配だ」

　勝家が、またため息をついた。

「心配なら、道三と同盟を結ばずに義元に対たい抗こうする策を考えればいいだろ？」

「簡単に言うなよ！　せめて尾張の内側が信奈さまの下にひとつになれば、対抗できるかもしれないんだけどさ……これが、ぜんぜんまとまってないんだよなぁ。はぁ～」

「なあ勝家。あんまり悩なやむと、目め尻じりに小こ皺じわがよるぜ」

「呼び捨てにするなと言ってるだろう、サルっ！　あ、あたしはまだ十八だ、目尻に小皺なんかよってないっ」

　ぶんぶんと馬上から槍が振ふり下ろされてくる。華か麗れいに避よける。このサルめちょこまかと！　ますます勝家は顔を赤くしてムキになって槍で突つこうと暴れた。

「本気で突くなよっ、危ないだろっ」

「はぁはぁはぁ……あ、当たらない……！　なんてすばしっこいサルなんだ……」

「信奈が置かれている状じよう況きようってけっこうやばいな。国内でも揉もめてるのか」

「うるさい。ちっ。どうして姫さまの恥はじをサルなんかに漏もらしてしまったんだ、あたしは……今の話を言いふらしたら斬るぞ！」

　勝手にしゃべっておいて勝手に怒おこるなんてひどいなぁ、と良晴は思った。

「なあ勝家、お前が信奈の反対勢力を黙だまらせればいいんじゃないのか。家か老ろうか何かなんだろ？」

「……あ、あたしは、ほんとは弟君の信のぶ勝かつさま付きの家臣なんだ。信奈さま付きのご家老が過か労ろうで急に亡くなったので、今日は代わりに侍はべっているだけさ……」

　家老が過労ってもしかしてシャレ？　とつぶやいた良晴を、勝家はウジ虫でも見るような目でしれ～っとにらんできた。

　くっ見下された、と良晴は屈くつ辱じよくに震ふるえた。

「そろそろ正しよう徳とく寺じに着くぞ。サル、お前は信奈さまのもとへ行け。片かた時ときも目を離はなすなよっ」




　正徳寺。

　ここは美濃と尾張の国境にある門もん前ぜん町まち（寺院勢力が治める町）で、両国の軍勢が立ち入れない非武装中立地帯だった。

　信奈と「蝮」斎藤道三の対面場所としては、最適だった。

　この対面の儀ぎの結果いかんで、信奈が道三の娘むすめを義理の妹として迎えることができるかどうかが決まる。

　もしも信奈が相変わらずのうつけっぷりを見せれば、道三は失望して娘を渡わたすことを渋しぶるどころか、その場で信奈を暗殺するかもしれなかった。

　なにしろ「蝮」と恐れられている百ひやく戦せん錬れん磨まの狒ひ狒ひジジイである。

　にもかかわらず、正徳寺の門前に到とう着ちやくしたばかりの信奈は、相変わらずのうつけ姿だった。

　馬上で憂ゆう鬱うつそうなしかめっ面つら。ふらふらと揺ゆられながら、髪かみは茶ちや筅せんまげ。縁えん日にちの夜店でも回ろうかという感じの湯ゆ帷子かたびらを着こみ、暑いのか片かた袖そでは外していた。肩かたには種たね子が島しまを担かつぎ、腰こしにはわら縄なわを巻いてひょうたんをたくさんぶらさげ、腰には珍ちん品ぴん・虎の毛皮。そして「お前、時代考証まちがってるぞ」と良晴が突っ込みたくなることに、袖を外した側の白い胸むな元もとには、どう見ても「見せブラ」にしか見えない布きれが。

　胸だけは綺き麗れいだな、胸だけは、と信奈のもとにはせ参じた良晴はしぶしぶ認めた。

　しかし、湯帷子の背中ににわとりの絵が描えがかれているのは何なのだろう。

　どこからどう見ても、戦国大名には見えない。

　こいつやっぱり本物のバカ！　と良晴はあきれた。

「あれ。あんた、まだいたの？」

　サルでも見るような目でにらまれた。

「いるよ！　足軽として雇やとうって約束を守れ！」

「ご苦労。ほら、ひょうたん持ってなさい」

「おっとっと……ぶぎゅるっ!?」

　放り投げられたひょうたんをキャッチしている隙すきに、今度は頭の上を直接踏ふみつけられた。

　ひらり、と良晴の頭上で一回転して華麗に門前へと着地する信奈。

「よっしゃー！　気合い入ってきたわよ！」

「人の頭を踏み台にするなっ！」

「……姫さま、道三どのはすでに本堂へと到着されているとの由よし」

　小こ姓しようらしき小こ柄がらな少女が、信奈に拝礼しながら報告した。

「デアルカ。わたしも着き替がえなくちゃね」

「あれ？　着替えるのかよ？」

「なんであんたが意外そうな顔をするのよ、サル？」

「無む駄だだと思うけどな。まあ、馬ま子ごにも衣い装しようって言うけどさ」

「ふん。サルはしょせんサルね。まあいいわ、足軽のあんたは本堂にあがってきちゃダメよ。犬いぬ千ち代よと一いつ緒しよに庭に侍はべってなさい！」

　犬千代と呼ばれた小姓の少女が、こくり、と無言でうなずいた。

　信奈よりやや幼い。ちょっとお人形さんっぽい整った顔の少女だった。

「犬千代。蝮が妙みようなことをしようとしたら、即そく座ざに斬るのよ！」

「……御ぎよ意い」

「いざという時は、そのサルを『猿さるの盾たて』にしていいわ」

「せめて『人間の盾』って言ってくれよ！」

「……御意」

　すぱーん。

　今度はいきなり、信奈が脱ぬいだわらじが良晴の顔がん面めんに猛もうスピードで衝しよう突とつしてきた。

「それも持っておきなさい！」

　良晴は、きぃ悔くやしい～足軽ってこんなにキツい仕事だったのか～と泣きそうになりながら呻うめいた。




　正徳寺の本堂。

　両軍の兵士たちは、衝突を避けるためにこの本堂からはずっと遠ざかっている。

　本堂から丸見えになっている広い庭には、良晴と犬千代。

　さらに、おそらくは犬千代と同じ任務を道三から言い渡されているのであろう、美濃の小姓らしき女の子侍が一人。

　きりりとした利発そうな美少女だったが、妙におでこが広いのがやや気になった。

　その侍とは軽く目で挨あい拶さつを交かわしただけで、会話はしていない。

　とりあえずケータイの番号でも交こう換かんしようか、あっこの世界にはケータイないんだった、と呻いていたところに、

「……私語禁止」

　と犬千代にたしなめられたからだ。

　すでに本堂では、美濃の蝮まむし・斎藤道三が自分の席に腰を下ろしていた。

　歴戦の戦国大名らしく、堂々の貫かん禄ろく。

　老いてはいるがその体にはたるんだところがなく、がっちりとしていて、「ワシは脱いだらすごいんです、ふんぬっ！」と叫さけび出しそうなパワフルな親父おやじである。

　素す手でで瓦かわらの十枚ぐらいならまとめて叩たたき割れそうだった。

　しかしまあ頭の禿はげ具合といい、ケンカは強そうだがそこはかとなく好色そうな面構えといい、まさに「狒ひ狒ひジジイ」だなと良晴は思った。

　だが、重大な会見だというのに軽い着流しの服装で現れて扇子せんすをぱちぱちと開いたり閉じたりしているあたり、

（どーせ相手は織田のうつけ姫だし）

　という道三の気の抜ぬけっぷりがみてとれた。

（同盟やめとこうかなー。ここで信奈をヌッ殺すか。いやぁ殺すまでもないかなー）

　そんな、面めん倒どう臭くさそうな感じ。

　でもまあ、俺だって同じ思いだよ、と良晴はうなずく。

　どうやら信奈がうつけ姿でのこのこと寺にやってきたところを、道三はどこからか見ていたらしい。

　それで、信奈があんな小こ汚ぎたない格好で来るのなら、自分だって正装するのはバカらしい、と思って着流し姿のまま本堂に現れたのだろう。

　小一時間が過ぎた。

「信奈とやら、遅おそいのう」

　道三が退たい屈くつそうに大あくびをした、その時だった。

「美濃の蝮！　待たせたわね！」

　突とつ然ぜん、信奈が本堂に姿を現した。

　道三は、口にしていたお茶を噴ふいた。

　良晴も、ほんとうにサルになったかのように口をぽかんと開いて、視線は信奈に釘くぎ付づけとなっていた。

　あの意味不明というかパンクというか間ま違ちがったゴスロリっていうか、とにかく今までの奇き妙みようなうつけ姿じゃない！

　つやつやと輝かがやく茶色がかった長ちよう髪はつをはらりと下ろし、最高級の越えち後ご上じよう布ふの着物を艶あでやかに着こなしたその姿は、まさしく尾張大名・織田家の姫ひめ君ぎみ。

　さっきまで煤すすで汚よごれていた顔には、相変わらず化け粧しようは施ほどこしていなかったが、陶とう磁じ器きのように白くてすべすべの素す肌はだがあらわになっていた。

　むしろ、これほど綺麗な肌の持ち主であれば化粧なんて不必要だった。

　そしてその信奈の素顔は、良晴がこれまで（二次元・リアルを問わず）見てきたすべての美少女を遥はるか彼方かなたまでぶっちぎって凌りよう駕がするほどに整っていて──長いまつげも、まっすぐ通った鼻も、小こ振ぶりな唇くちびるも、完かん璧ぺきにバランスが取れていた。

　綺麗だった。

　いや、ただ綺麗というだけでは足りない。可か憐れんにして誰だれよりも高こう貴き、まさに姫君にして大名。

　そしてその自信に満ちた大きな瞳ひとみからは、人々を畏い怖ふさせずにはいられない力強い輝きが放たれていた。

（お、お、おおおおおっ？）

　どう形容していいのか、現代人らしく語ご彙いが少なめの良晴からは言葉が出てこない。

　ただただ、うなり声ごえをあげながら、燦さん然ぜんと輝く信奈の艶あで姿すがたを食い入るように見つめていることしかできなかった。

　そして、本堂の中では斎藤道三も、

「う……うおおおおおおおっ？　な、な、な……なんという……美少女っ!?」

　良晴とまったく同じ感想を、そのまんま声に出して叫んでいた。

　道三が「うお、お、おおおっ」とうなっている間に、信奈はすすっ……と優ゆう雅がな足取りで本堂の中を進み、道三の正面へと腰を下ろした。

「わたしが織田信奈よ。幼名は『吉きち』だけど、あんたに吉と呼ばれたくはないわね。美濃の蝮！」

「あ、う、うむ。ワシが斎藤道三じゃ……」

　道三は年とし甲が斐いもなく照れてしまい、まともに信奈と目を合わせられない。

　扇子を振ふりかざして「恥はずかしいっ」とつぶやきながら、茶器を掌てのひらの上で回し始めた。

「デアルカ」

　女の子らしいカン高い声で、信奈が言った。

「お、お、おう……」

　道三は、法ほう悦えつ境きように迷い込んだかのようなぽわっとした表情で、なんとか返事をする。

　信奈の奴やつ、道三を驚おどろかせてヘロヘロにするために、今までわざとうつけの姿をしていたのだろうか──恐おそろしい子！　と良晴は思った。

　くい、と学生服の袖そでを犬千代に引かれた。

（違ちがう。わざとじゃない。さっきのが普ふ段だん着ぎ）

（なるほど。やっぱり中身はうつけなんだな）

　とはいえ、うつけ南蛮武将ファッションの煤まみれ娘が突然高貴な美少女に変身したとあっては、道三も良晴も胸の高鳴りを抑おさえることができない。

　今も昔も男ってベタ展開に弱いよなあ、と良晴はうなずく。

（ちっ！　た、ただの信奈じゃねーか！　と、ときめいてなんてないんだからな！）

　そんな誰にも聞こえぬツンデレ発言を胸の内で繰くり返す。

　信奈は「あー男どもの視線がウザったーい。特に庭のサル。だからこーゆー服装は嫌きらいなのよね」と髪かみをかきあげながら、茶を一いつ杯ぱい口にした。

　その飲み方も、実に作法にかなっていて完璧だった。

　やべぇこんな奴に一いつ瞬しゆん見とれちまったきぃ悔しい、と良晴は内心歯がみする。

「蝮！　今のわたしには、あんたの力が必要なの。わたしに義妹をくれるわね？」

　だが、「美濃の蝮」と恐れられる戦国大名・斎藤道三。

　茶を一服しているうちに信奈の先制攻こう撃げきを受けて喰くらったダメージから立ち直り、きりりっ、と眉まゆをつり上げて迫はく力りよく満点の真顔に戻もどった。

「さて、それはどうかのう。織田信奈どの」

　にやりと微笑ほほえむ道三は、迫力満点の悪人面づらだった。

　すげぇ！　立ち直った……この爺じいさん、おっかねぇ……と良晴は思わず震ふるえ上がった。

「いや、〝尾張のうつけ姫ひめ〟。そなたがはたしてワシと同盟を結ぶにふさわしい姫大名かどうか、確かめねばな」

「ふん。何を確かめるというの？」

「そなたの力量、いくつか疑問があるのでな。尾張一国もまとめられぬうつけという評判を聞いておるのでのう」

　言葉の字面は「蝮」にしてはおとなしめだが、その鋭するどい眼光、ドスのきいた低い声、そして今にも信奈に襲おそいかかって丸まる吞のみしてしまいそうな凄すさまじい闘気。

「場合によっては、この場でそなたのお命を頂ちよう戴だいするやもしれぬ。くっ、くっ、くっ」

　ついに言った！　出た！　平然と、笑いながら、暗殺宣言！

（こ、こ、これが、「美濃の蝮」斎藤道三……こええええええええ！）

　こんな圧あつ迫ぱく面接、俺だったら三秒で退散する、と良晴は思った。

　同盟会見なんかじゃない……まるで戦いくさだ。

　これは、斎藤道三と織田信奈、一対一の戦いなのだ。

　だが、信奈は怪かい物ぶつじみた蝮に恫どう喝かつされながらも、一歩も引かない。

「あんたほどの器うつわなら、わたしの実力のほどは一目見ればわかるはずよ」

「ワシはな、武将を見た目だけでは判断せぬのよ。ワシ自身、今でこそ禿はげ爺じじいだが、若い頃ころは水もしたたる美青年じゃったのでのう……己おのれの容よう貌ぼうを利用して主筋に取り入った。だが、心の中はその頃から毒蝮よ」

「あらそうなの。今の狒狒ジジイじみた見た目からは想像もつかないわね」

「ふ、ふ、ふ。歳としを取るとな、内面が外見にまで漏もれてくるのじゃよ」

　信奈の美少女ぶりにとろかされるような爺さんじゃなかったな……と良晴は歯ぎしりした。

「さてと、うつけ姫にいくつか尋たずねてもよいかのう？」

「いいけど、何かしら？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしの信奈と道三が、至し近きん距きよ離りから激しくにらみ合う。

　今にもお互たがいの喉のど元もとを食い破ろうと激げき突とつしかねない、そんな迫力だった。

　普ふ通つうの少女ならたちまち震えあがってしまいそうな老ろう獪かいな「蝮」道三の鋭い眼光に、びくともせずに胸を張っている信奈。

　むしろ、傲ごう然ぜんと道三を見下ろしているようにすら見えた。

　こいつ、生意気だけどもしかしてほんとにすげぇ奴かも……と良晴はつぶやいた。

　いよいよ二人の舌戦が始まった。

　道三の眼鏡めがねにかなわねば、同盟の話には入れない。いや、殺されるかもしれないのだ。

「ひとつめの質問じゃ。そなたはなぜ、領民からも家臣からも、〝尾張のうつけ〟とそしられておるのかな？」

　いきなり核かく心しんかよ！　言い訳できねえ！

　良晴が頭を抱かかえるが、信奈は動じない。

「逆だわ！　わたしの周りにいる家臣どものほうがうつけなのよ」

　不敵に微笑みながら道三をにらむ。

「はて。そなた、うつけ姿で町を歩いておるというが」

「違うわ。外出するのに効こう率りつがいい服装を選んで着ているだけよ」

「ほう……？」

「いくら姫武将だからって貴族ぶった格好で馬に乗ったり戦に出たりしていたら、機動力が落ちるでしょう？　今川義元みたいな十じゆう二に単ひとえなんて論外。戦で不覚を取ることになるわ！」

「されば、そのかぶいた茶ちや筅せんまげも効率のためなのかな？」

「ええ、そうよ。綺き麗れいに結ゆっていたら時間がもったいないでしょう？　わたしはとにかく忙いそがしいんだから！」

　良晴が持っているひょうたんを指差しながら、信奈は流れるように語り続けた。

「腰こしのひょうたんだって機能的で便利なのよ。いちいち小姓に持ってこさせなくても、必要なものをすぐに引っ張り出せるわ。種子島だって今は南なん蛮ばんのめずらしいオモチャだと思われているけど、これからの戦では槍やりや刀にかわって主役になるに決まってるじゃない！　今は日本一弱い尾張の兵士たちだって、種子島を持たせれば最強よ！」

「なるほど。じゃが、鉄てつ砲ぽうも一丁二丁では役にたつまいて」

「そうね。弓と同じで、数が必要だわ」

「高額で希少品の種子島を、はたして何丁集めたのかな？　十丁か、それとも二十丁かな？」

「五百丁よ！」

　五百丁!?　我が軍の何倍じゃ!?　と道三がうめいた。

　道三が手にしている扇子が震えはじめていることに、良晴は気づいた。

「はたして、それだけの種子島をどうやって調達したというのか？　尾張には、それほどの収入があるというのかの？」

「確かに織田家の石こく高だかは低いわ。でもね、貿易港の津つ島しまを押さえているの。津島の商人に納入させた矢や銭せん（軍資金）で買いそろえたのよ」

「なるほど。そなた、ただの大名ではないな。まるで商人じゃの」

「あんたも商人あがりでしょう、蝮まむし？　戦に勝つためには軍資金が必要だわ！　軍資金を調達するためには、商人を集めて貿易を盛さかんにする。これがいちばんよ」

　尾張のうつけと美濃の蝮が、腹の探さぐり合いをしながら同時に互いの本音をぶつけ合っているのだ。

　俺、やっぱり戦国時代に来てしまったんだな……と実感しながら、良晴は体を震わせていた。

（……恐こわいの？）

（違う。武む者しや震ぶるいだ）

　無表情でこちらを眺ながめている犬千代に、かろうじて答えた。

「なるほど、そなたがただのうつけではなく、とんでもない大うつけじゃということはわかった。あとひとつだけ尋ねたいのじゃがな」

「なに？」

「なぜそなたの父君──亡なき織田信秀公は戦ではワシにかなわぬと知りながら、美濃に何度も攻せめてきおったのかのう？」

　信奈は、胸を張って答えた。

「父上の考えは知らないわよ。でも、わたしが攻めるとしたら東にはいっさい手をつけずに、ひたすら美濃だけを攻めるわ！」

「ほほう。それはなぜかのう？」

　道三はいかにも楽しそうに唇をすぼめながら、身を乗りだした。

　さすがに戦国の雄おとこ、こういう会話が大好きらしい。

「それは蝮、あんたが最初に美濃を狙ねらったのと同じ理由だわ」

「──むっ？」

「蝮！　世間のバカな連中はあんたのことを『美濃を奪うばった蝮』と呼んでいるけれど、あんたはほんとうは『天下』を盗りたかったんでしょ？」

　天下。

　すなわち、奥おう州しゆうから九州四国までを含ふくめた、当時の日本全土。

　戦国時代は、京に御ご所しよを構えた足利将軍の室むろ町まち幕ばく府ふが衰すい退たいし、日ノ本全土の大名が互いに相争う大戦乱の時代。

　しかし、京を狙う大名は数あれど、足利将軍家を倒たおして自分の手で「天下」を盗ろうとしている大名はこれまでいなかった。

　それが、この時代、この世界の定てい説せつ。

　信奈は今、その定説を覆くつがえした。

「信奈どの。なぜ、ワシが天下盗りをもくろんでいたと断言できるのじゃな？」

「美濃（現在の岐ぎ阜ふ県けん）を制する者こそが、天下を制するからよ！　美濃こそが日本の中心だもの！　西は京の都に連なり、東は肥ひ沃よくな関東の平野へとつながっている。この美濃に難なん攻こう不ふ落らくの山城を築いて兵を養い、天下をうかがう。そして秋ときが来れば一気に戦乱の世を平定し、日ノ本を平和な国にする。商人が自由に商あきないに精を出せる、そんな豊かな国にする。それがあんたの野望だったんでしょう？」

　道三は、震えながら、なんとかうなずいていた。

　からり、と道三の表情が陽気なものに変わった。

「参った……参ったわい、信奈どの！　お主はまだ若いというのに、長らく誰だれにも話したことのなかったこのジジイの戦略をすべてお見通しだったのじゃな？　いや、参った！」

　うなずいているうちに、道三の喉のどから明るい笑い声が漏れていた。

　信奈の奴、美濃の蝮を完全に自分の味方にしちまった──良晴は舌を巻いた。

　だが、ひとたび志を口にした信奈は、立ち止まれない。

「最初に美濃に目をつけたあんたは立派な軍略家だわ、蝮。でもあんたは武士ではなく、残念ながら商人の生まれだった──だから、それほどの知ち謀ぼうの持ち主でありながら美濃一国を奪うのに全ぜん生しよう涯がいをかけなければならなかったのよ。天は、不公平よね」

「おお、その通りよ」

「蝮。天というものがあるのならば、このわたしこそが天に愛されている者なのよ。わたしは生まれながらの姫にして大名。狒狒ジジイのあんたとは比べものにならない高貴な美人。その上、十六歳にして美濃の隣りん国ごく・尾張を治めている。わたしには、まだ時間があるわ！」

「おう。そうじゃのう」

「だから蝮、わたしは美濃をいずれ併へい吞どんする。あんたの生涯の夢、天下統一の野望を、わたしがかなえてあげるわ！」

「商人が自由に商いを行える国を、そなたが？」

「商人だけじゃないわ。農民だって侍さむらいだって同じよ。日ノ本をこんなふうに乱れさせた古い制度なんか全部叩たたき壊こわして、南蛮にだって対たい抗こうできる新しい国に生まれ変わらせてみせるわ！　わたしが見ているのは日ノ本だけじゃない。『世界』よ！」

　道三が、大きな笑い声をたてた。

「……そなたが尾張でうつけ者と呼ばれる理由が、やっとわかったわ。この知ち恵え者しやのワシの頭の中ですら、『天下』、つまりこの日ノ本が知恵の及およぶ限界じゃった。だが信奈どの。そなたはすでに日ノ本を飛とび越こえて、『世界』などという途と方ほうもないものを見み据すえておったのじゃな」

「蝮、今のはここだけの話よ。あんたとわたしにしかわかり得ない話だもの。余人に聞かせれば、うつけどころか気が触ふれていると言われるわよ？」

　いえ。ここに理解できる者が一人おりまする！　と庭先から少女の声が響ひびいてきた。

　おでこが広い、道三の従者だった。

「おう十じゆう兵べ衛え、そちも思わず熱くなったのじゃな。しかしまだ早い。今は、黙だまっておれ」

「……ぎょ、御ぎよ意い」

　道三が扇子せんすをさして、従者を沈ちん黙もくさせる。

　礼れい儀ぎ正しい侍少女らしかった。

　しかし、礼儀などという言葉とは縁えん遠どおい良晴が、いきなり立ち上がった。

「爺さん、俺もいるぜ！」

「ちょっと、サル？　口をつつしみなさいっ！」

　あわてる信奈。

「いやっ、つつしまない！　爺さん、俺の名は相良良晴！　身分はしがない信奈の足軽だが、こう見えても俺は未来の日本からやってきたんでね！　あんたらが知らない未来のことをいろいろ知っているんだ！　元の世界への帰り道を探すのは後だ、俺も信奈の夢に力を貸すぜ！」

　良晴は今、じーんと鳥とり肌はだを立てて感激している。

　ちくしょう。うつけ女だと思っていたのに凄すごいぜ信奈。まさかこの戦国時代に来て『世界』なんて単語を聞くことになるとは思ってもみなかった！　スケールが違ちがう！　レベルが高い！　まあちょっとクソ生意気ですぐに暴力振ふるうし俺のことサル呼ばわりするのはむかつくが、こいつになら天下を盗とらせてもいい！　で、でも、惚ほれたわけじゃないんだからなっ！　俺はあくまで一人の戦国好きな男として──

「……聞き流しましょ、蝮。このサルは先の戦いくさでの頭の打ち所が悪くて……」

「おう。そのようじゃな、信奈どの。かわいそうにのう……」

　二人に同情された！

「こらー、俺の話を聞けー！　人がせっかく感動して熱くなってやってるのにっ！　やっぱり元の世界に帰るぞー！　帰ってやるー！」

「……黙る」

　犬千代に首根っこをつかまれて、押さえつけられてしまった。

　小さな身体からだなのに、犬千代は意外に力が強かった。

「……さて、天下盗りのために美濃が欲しいという話じゃったな、信奈どの」

「そうよ。美濃が、わたしにもらわれたがっているのよ」

「ふ、ふ、ふ。老いたとはいえど、ワシは蝮と呼ばれた男。それは出来ぬ相談よ」

「でしょうね。そう言うと思っていたわ。わたしも、タダでくれとは言わないわ」

「ふふふ。そなたが一代の英えい傑けつであるとわかってしまった以上、一度は戦場で相まみえて戦ってみたいのう……政略問答の次は、軍略の勝負をしてみたくなってきたのう」

「……ふん。そうなの、そう来るの。あんたがそう言うなら、戦ってあげてもいいわよ」

「では、開戦か」

「望むところだわ」

　ちょっと待て待て！

　信奈のバカ、「美濃を盗ってやる」なんて言うから話が妙みような方向にそれちまったじゃねえか！　少しは溢あふれ出てくる野望を抑おさえろよ！

　犬千代に押さえられたまま、良晴は再び声をはりあげていた。

「思いだしたぜ！　こら、爺じいさん！　そこの斎藤道三！　あんたが今何を考えているか、俺にはわかる！　どうせ美濃の将来が見えているくせに、頑がん固こジジイみたいにひねくれてるんじゃねえ！」

　無礼ね、黙ってなさいサル、と信奈が一いつ喝かつする。

「座興じゃ、言わせてみようぞ」

　と、道三。

「坊ぼう主ず。まことにワシが何を考えているか、わかるのか？」

「ああ。俺のゲーム仕込みの戦国知識はあやふやだが、この正徳寺の会見はわりと有名なイベントだからな！　やっと思いだしたぜ！」

「ふむ。南なん蛮ばん語ごをしゃべるサル小こ僧ぞうか……しかしでたらめを抜ぬかせば、小僧であろうが我が小姓・十兵衛がそなたを斬きるぞ」

　バカっ黙ってなさいよ蝮に詫わびなさいよサル！　と信奈がさらにしかりつけてくるが、良晴は（ここで俺が道三をあっと言わせねえと、このひねくれた二人は気が合っているはずなのにお互たがいの意地と知恵を張り合うためにむざむざ戦いくさを始めてしまう）と予感していた。だから、絶対に黙らなかった。

「道三、あんたはこの後、家臣にこう言うんだ！　『ワシの子供たちは、尾張の大うつけの門前に馬をつなぐことになる』ってな！」

　つまり、道三自身が「自分の息子むすこは信奈に敗れて美濃を奪われる」と予言することになる、という意味だ。

「ちょっ。サル。なんて失礼なことを言うのよっ？　あんたわたしより口が悪いわよっ？」

　さすがの信奈も顔色を変えていた。

「なんと？」

　道三の表情が、驚おどろきに凍こおりついていた。

　その通りだったのだ。

　斎藤道三はもともと、美濃の侍さむらいではない。

　前身は、京・山やま崎ざきの油売りである。

　その一いつ介かいの油売りという立場から「天下」を目指して身を起こし、ありとあらゆる陰いん謀ぼう・悪謀を用いて美濃の主君・土と岐き家から一国を奪うばい取った「下げ克こく上じよう」の男である。

　それ故に、主家を簒さん奪だつした斎藤道三に心から忠義を尽つくしてくれる国人は、美濃では数少なかった。主君を美濃から追い出して国を盗ぬすんだ道三には「知ち恵え」があったが、「血筋」もなければ「義」も欠けていたのである。

　しかも、道三の嫡ちやく男なん・斎藤義よし龍たつは、実は道三の実子ではなく、美濃の正統な主であった元美濃守護・土岐頼より芸のりの子だという噂が、義龍誕生時から根強く囁ささやかれていた。

　というのは、義龍の母親・深み芳よし野のは、主君・土岐頼芸の愛あい妾しようだったからだ。その愛妾を、道三が言こと葉ば巧たくみに奪ったのだ。そしてまもなく義龍が生まれた。

　道三と深芳野との再さい婚こんの時期と、義龍の出生日とをともに考こう慮りよして逆算すると、義龍が土岐頼芸の胤たねである可能性は高い。

　義龍も道三も、互たがいの血が繫つながっていないという噂を半ば信じている。父子の容姿があまりにも似ていないからだ。

　また、道三が古き秩ちつ序じよを破は壊かいする「下克上」の体現者であるのに対して、義龍が古式ゆかしい昔の美濃への保守回帰を理想としていたこともあって、父と子は対立していた。義龍は美濃の国人たちと結び、通商を重視する道三が富国強兵のために採り入れた「関所撤てつ廃ぱい」などの、国人を弱体化させる新政策に反対していたのだ。

　自分の出自に疑いを抱いだく義龍自身が「下克上の斎藤の血」を嫌きらい、道三以前の「古き美濃」に固こ執しゆうしていたのも、一因かもしれない。

　国人たちと妥だ協きようして美濃一国を保つことで精せい一いつ杯ぱいの義龍は、「天下盗り」という強力な信念の元に尾張の中央集権化と軍制改革を進める信奈にいずれ敗れるだろう。

　自分が死んだ後、必ず信奈は実力で美濃を併へい吞どんする。

　この日、「うつけ」の仮面を捨てた素す顔がおの織田信奈に出会った道三は、そう確信させられていたのだ。

　それゆえに（ならば、信奈どの相手に一戦を交え、最後の花を咲さかせてみたい）と戦国大名の血をたぎらせかけていたのだった。

「こ、小僧！　貴様、我が心を読んだかっ？　いかなる術を使ったっ？」

「術じゃねえ。言ったろう、俺は未来から来たんだ。そして、あんたは戦国時代の有名人。だからあんたのことをいくらか知ってただけさ！」

「未来──そのようなことが──」

「爺さん、あんたは自分の息子たちが信奈の器量に遠く及ばないと気づいているんだ！　だから美濃に帰ったら、こっそり信奈宛あてに『美濃譲ゆずり状じよう』をしたためるつもりになっている！　今は迷ってるが、あんたは必ず書く！」

「しかし、美濃の蝮まむしとして、信奈どのと潔いさぎよく一戦交えたいと願うのも我が本心！」

「いやっ！　ほんとうは信奈との戦なんてしたくねえんだ！　『天下統一』というあんたの夢を継ついでくれるのは、信奈だけだからな！　信奈に美濃を譲れなきゃ、あんたのこれまでの人生は全部無む駄だになっちまう！　だから譲りたい！　しかし主君を裏切り続けて国を盗った美濃の蝮ともあろうものが、そんなお人ひと好よしぶりを見せるなんて沽こ券けんにかかわる。世間から、老いたと笑われる。だから言いだせねえ！　どうだ驚け、図星だろうが！」

　しばらく道三は刀の柄つかに手をかけてわなないていたが、「ふはっ」と息を漏もらした。

「信奈どの。織田家に侍なしとは、たばかられたのう。足軽の中にも、これほどの者がおるとは──老いぼれたワシが勝てる相手ではないわい」

「えっ？　蝮？」

　何もかもお見通しか小僧。そうよその通りよ、と道三が苦く笑しようした。

「小僧！　貴様のおかげで、この蝮、最後の最後に素直になることができたわ！　ワシの夢を信奈どのに──いや、我が義娘むすめに受け継いでもらうことにするわい」

　信奈は道三と良晴の顔を交こう互ごににらみながら、唇くちびるをへの字に曲げていた。

「信奈どののためじゃ。この場で、『譲り状』をしたためよう。ワシはそなたに──我が娘に美濃一国を譲ゆずって、隠いん居きよするぞい」

「蝮!?」

　良晴の目には、相変わらず不ふ機き嫌げんそうに唇を曲げている信奈の瞳ひとみが一瞬うるんだように見えた。

　知恵者・斎藤道三ならば、自分の志を語っても理解してもらえるとは信じていたのだろう。だがまさか、これほどの無防備な好意を寄せられるとは思っていなかったはずだ。

「これより信奈どのは、我が娘じゃ。娘に国を譲るのは、父として当然のこと」

「ほんとうに、いいの？」

「蝮と憎にくまれたワシの国盗りにも、かような意義があったのじゃと思わせてくれ」

　道三は筆を取り出すと、「美濃譲り状」をさらさらと達筆な筆ひつ跡せきで書いてみせた。

「いずれ我が一人ひとり娘むすめをそなたの妹として尾張へ送るぞい。ワシは国元の家臣団と話をつけ、信奈どのの美濃入りを準備することにするわ」

　全人生を賭として奪うばい取った美濃を、斎藤道三は笑いながらあっさりと宿敵織田の娘・信奈に譲った。

　そして信奈は口をへの字に曲げたままで、礼も言わずに譲り状を受け取ると、読みもせずに懐ふところにしまい込んだ。

　この狒ひ狒ひジジイ、やっぱりただのエロ爺さんじゃなかったな……と良晴は（犬千代に押さえつけられたままだけど）ちょっとだけ涼すずやかな気持ちになった。

　これだぜ。

　これが、戦国時代ってやつだぜ。

　だが、その良晴の感動はすぐに台無しになった。

「……というわけで、ちょっとだけお尻しりを触さわらせてくれんかの。我が娘よ……ふぎゃっ？」

「なんであんたなんかにお尻触らせなきゃならないのよ、エロジジイ！」

　セクハラを働こうとした道三の側頭部に、すかさず立ち上がった信奈が強きよう烈れつな回し蹴げりを入れたからだった。

　やっぱり信奈の美少女っぷりに酔よってむざむざ国を渡わたした、ただのエロ爺さんなのかな……と良晴は考え直した。




　会見はその後も信奈が何度か「乳をもませてくれんかの」と迫せまる道三を蹴ったり投げたりジャイアントスウィングをかけて庭に飛ばしたりしているうちにつつがなく終わった。

　何度か、庭に侍はべっていた道三の従者が「ぶ、無礼すぎる」と刀の柄に手をかけていた。まあそれも当然だが、そのたびに犬千代の静かな視線に威い圧あつされて抜ばつ刀とうを思いとどまった。

　尾張と美濃の同盟は成り、道三は「美濃を譲る」と信奈に約束した。

（ほんとに何ごともなく譲ってもらえるかなあ）

　少し心配だったが、それまで藤吉郎の身代わり気分でなんとなく信奈に雇やとわれていた良晴の胸の内にも今、熱いものが煮にえたぎっていた。

　戦国ゲームの世界に憧あこがれ、戦国マンガを読みふけり、戦国大河ドラマに夢中になってきた。

　しかし、なんといっても本物の臨場感は違う。

　圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよく。

　正しよう真しん正しよう銘めいホンモノの斎藤道三、そしてちょっと間ま違ちがいが多いが天下万ばん民みんのために乱世の平定を夢見ている織田信奈。

　帰る方法がわからない以上、俺もしばらくは信奈の夢に協力してやってもいいかな、と思った。

　口は悪いし暴力的だしいつ手て討うちにされるかわからないが、黙ってさえいれば類を見ない美少女だと知ったし。

　い、いや、別に惚れてない。惚れてないんだからな。

「くそっ、なっ、なんだか胸の中がぽかぽかするぜ！　きぃ悔くやしいっ」

「何をキーキー叫さけんでるのよ、バカザル。帰るわよ、わたしのひょうたんとわらじを返してよ」

　玄関先で待っていると、新開発されたばかりの当とう世せい具ぐ足そくを身につけた信奈が現れた。

　道三が開発した軽量の鎧よろいで、鉄てつ砲ぽうの弾たまでも防ぼう御ぎよできるのだという。

「わらじ？　ああ、これか」

　良晴は、制服の上着の内側から信奈のわらじを取り出した。

「べ、別に温めていたわけじゃないぞ。お、お前の足を冷やすまいと懐で温めていたわけじゃないんだからな！」

　ぺっ、と信奈が忌いま々いましげにつばをはいた。

　高貴な美少女が台無しである。

「き……気持ちわるっ！」

「なんだとおおおお？」

　信奈は、どういうわけか激げき怒どしているらしかった。

　まっ白い顔を、赤くしたり青くしたり黄色くしたり。

「あんた、わたしの足の裏の匂においを嗅かぎたくてわらじをそんなところに入れていたんでしょっ！　もしかして、わらじで興奮する男なのっ？　うわっそんな高度な変態初めて見たっやっぱりこいつの前でわたしの美しい素顔を見せたのは生しよう涯がいの不覚だったわ！　でもまあここで手討ちにしてしまえばいいわけだし、是ぜ非ひに及およばずねっ」

「はぁ？　何を言ってるんだ？　ものすげー誤解だ！」

　抜刀。

　信奈が初対面の時よりハイテンションなのは、うつけのふりをやめたからか、道三との会見を大成功させて胸が躍おどっているのか。

　それとも、足軽とは思えない横おう柄へいな態度の良晴と怒ど鳴なり合うのに慣れてきているのか。

　そして犬千代は、二人の掛かけ合いを無言で観察していた。

「変態っ！　鬼き畜ちくっ！　ド淫いん乱らんザルッ！　主人のわらじに発情するようなサルは、この場で無礼討ちよっ！」

「ちょっと待てー！　お、俺はだな、実はお前の足を冷やしちゃダメだと思ってっ」

　すぅー、と息をいったん継いでから、信奈が再びマシンガンのように怒鳴りはじめた。

「はぁ？　別に温めていたわけじゃないんでしょ？　あんたがそう自分で言ったんでしょ？　言ったわよねえ？　ということは、そのわらじのぬくもりを肌はだで感じてハァハァしていたに決まってるじゃない！　それ以外にどんな理由があるっていうの？」

「うおおおおっ、道三の前で正体現したからって、妙に理り屈くつっぽく罵ば倒とうしてきやがって！　単純に蹴ったり罵ののしったりされるほうがまだマシだった！　かわいくねえ～！　実は美人だったと思いきや、ただのうつけよりも性格悪い女だったとはっ！」

「ふーんだ！　うつけだのなんだのと言われているけれど、これでも頭はいいんだから！　算術だって得意だし、最さい新しん鋭えいのそろばんだって使えるのよ！」

「ほほう、世界に冠かんたる教育王国・現代日本の義務教育を卒業したこの俺さまに算数でかなうと思っているのか？　だったら、連立方程式を解けるか？」

「そういうサルの国の算術は知らないけれど、雉きじや兎うさぎを数える算術なら解けるわよ？」

「ｘもｙも使えないとは哀あわれだなふふふ。それじゃあ鶴と亀の問題です。おじゃが池に、鶴と亀が合わせて八匹ぴきいます！　八匹ぜんぶの足の合計は三十本です。さて鶴と亀は何なん匹びきずついるでしょう!?」

「鶴は、匹じゃなくて、羽、でしょ？」

「そこはいいんだよ、流しておいてくれ」

　動物しか数えられない信奈に合わせて鶴と亀を登場させているが、これは実は連立方程式の問題だぜ。西洋数学を（たぶん）知らない信奈に解けるはずがねー、と良晴はほくそ笑えんだ。

　まず、

【「鶴の総数」＋「亀の総数」＝８】

　ここで、鶴を【ｘ】匹、亀を【ｙ】匹とすると、

【ｘ＋ｙ＝８】

　これが第一の方程式。

　また、

【鶴一羽の足の数＝２本】

【亀一匹の足の数＝４本】

　だから、

【「鶴一羽の足の数」×「鶴の総数」＋「亀一匹の足の数」×「亀の総数」＝30】

　こちらの第二の方程式は、

【２ｘ＋４ｙ＝30】

　となる。

　つまり、えーと、ｘとｙはいくらになるんだっけ？

　あ、あれれ？

「ふーん。偉えらそうな顔して、たいした問題じゃなかったわね。サルの足は数えなくていいのかしら？　ああそっかあ。サルというどうぶつは、前足を足と判定するか手と判定するか微び妙みようだものね～」

「時間稼かせぎか？　未来人の算数力にはかないませんと認めろ信奈、ふははは」

「いや。わたしもう、答えがわかっちゃったんだけど？」

「え？　あっ、ちょっと待ってくれ！　俺は歴史極ごく振ふりの文系脳なんだよ～！　覚えているのはここまでだあ！　かんじんの方程式の解き方を忘れた！　暗算じゃ無理だ」

「ハア？　自分で出題しておいて、どうしてわたしより計算が遅おくれるわけ？　遅おそくない？　あんたって、ほんとにサルなの？」

「ちくしょー、わかったよ！　暗算で解いてやるよ！　ええと、第一の式から【ｙ＝８－ｘ】が導かれるから、これを第二の式に代入して、ええと、【２ｘ＋４（８－ｘ）＝30】だ！　すなわち！　【２ｘ＋32－ｘ＝30】！　これを解くと【ｘ＝-2】！　だから鶴がマイナス二羽！　合計で八匹なんだから亀は十匹な！」

「……どうして亀が十匹もいるのよ？　鶴が一羽、亀が七匹。これが正解でしょ？　そもそも舞まい茄な子すって……なによ？　茄子に足があるの？」

「ははーん、かわいそうにな。マイナスも知らないのか……って、ギャー!?　俺はどこかで計算を間ま違ちがっているうううう!?　紙とペンを使わなかったからだあああ！　ってか信奈、お前計算ハヤスギイ！　どうしてさらっと連立方程式を暗算で解けるんだっ？」

「これはいわゆる『雉じ兎と同どう籠りよう』でしょ。算術の基本よ。仮に八匹がぜんぶ亀だとすると、足の数はぜんぶで三十二本のはず。でも、実際には三十本だから二本少ない。で、亀を一いつ匹ぴき、鶴に置き換かえると足の合計が二本減るから、正解は、鶴が一羽で亀が七匹。これでちょうど足の総和が三十本」

「連立方程式問題に、そんな計算方法が!?　もしかして鶴つる亀かめ算ざんってやつ!?」

「ハン。大見得切っておいて、がっかりだわ。サルの国の算術って、ぜんぜんダメね」

　ごめんなさい二度と和算を馬ば鹿かにしません！　と良晴は土下座して謝った。

「あんた未来から来たとか妙みようなことを口走っているけれど、ほんとにサルの国からやってきたんじゃないの？」

「未来から来たというのはほんとうだよ！　戦国時代の知識もゲームで仕入れたんだ！　すなわち、俺は未来が見える男！　きっとお前の役に立つはずだ！　少しはありがたがってくれよ～」

「うるさい、うるさい、うるさーい！　偉そうに、なにが芸げい無むよ！　実体は武芸もできないし算術もできない、ただの無む駄だ飯めし喰ぐらいじゃないの！　居直らないで！」

「待て、お前はたぶん誤解している！」

「『お前』言うな！　ああっもうっ、わたしはバカと態度のでかい男がこの世でいちばん嫌いなのよっ！　サル介すけ、あんたはその両方に該がい当とうっ」

「〝介〟をつけるな！　微妙に本名っぽい！」

　いつ果てるともなく、おでことおでこをつきあわせて「ふーふー」とうなりながら怒ど鳴なり合う、そんな非常識なうつけとサルの主従。

　小こ姓しようの犬千代は無言のまま、門前で斎藤主従を通せんぼしている自分の主あるじと新たな同どう僚りようの漫まん才ざいを「姫ひめのこんなおもしろい顔、生まれてはじめて見た」と言いたげな視線でじ～っと見物していた。







　　　巻ノ三　織お田だ家の騒さわがしい面々







　尾張の本城、清きよ洲す城じよう。

　織田信奈の本ほん拠きよ地ちだ。

　正徳寺で道三との会見を実現させた後、信奈はやっと清洲城に戻もどった。

　その帰り道、良晴は信奈の馬の轡くつわを取らされてまたまた罵ば詈り雑ぞう言ごんの雨あられを浴びながら、三度（やっぱこの場でこのバカ女をヌッ殺して下げ克こく上じよう）と決意しそうになった。

　だが、馬上で不機嫌そうに仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべている信奈が、時とき折おり見せる女の子らしい笑顔。

　その子リスのような愛らしい笑顔をちらりと見てしまうと、

（まあ、いいか。許してやろう。べ、別に、この毒舌わがままバカ女に惚ほれてるわけじゃないんだからな！）

　あっさり下克上の決意は溶とけてしまうのだった。

「万まん千ち代よ、戻ったわよ！　今川との合戦は引き分けに終わったわ！　こんどの出兵は、ただの様子見だったみたい。懸け念ねんしていた蝮まむしとは、意外と話が合ったわよ」

「お帰りなさいませ姫、柴田どの。よくぞご無事で、七十点です。おや、その黒くろ装しよう束ぞくの少年はいったい？」

　清洲城の門前で、信奈の小姓あがりの姫武将、丹に羽わ長なが秀ひで──通つう称しよう「万千代」が信奈主従を出で迎むかえていた。

　織田家では当主が信奈に交代してから急激に代だい替がわりが進んで若い武将が多い。勝家も若いが、つい最近まで小姓をつとめていた長秀も二は十た歳ちそこそこで、信奈にとっては姉のような存在の女性だった。

　だが、色いろ香か漂ただようオトナの女という印象はなく、どちらかというと「気のいい学級委員長的なお姉さん」という感じの、人なつっこそうな笑顔の持ち主だった。

　信奈も勝家も剣けん吞のんだが、このお姉さんはとても優やさしそうで安心できる人だ、と良晴は地じ獄ごくに仏を見つけた気分になった。

「万千代、こいつはどうぶつよ。行き場のないサルを拾ってあげたのよ」

「そうでしたか。姫は人間の殿との方がたには厳しいけれどサルにはお優しいですからね。九十点です」

「そうそう。人間と違ちがってサルは単純でいいわよねえ。頭が悪いから算術の能力は皆かい無むだけれど、押し出しだけはやたら強いのよ。あの美濃の蝮・斎藤道三を前にしてもぜんぜん怖こわがらないんだから。こいつのおかげで道三と手切れにならずにすんだみたい」

「ほう。それはたしかに、ただのサルではないのかもしれません」

「ええ。どうやら、人間とは恐きよう怖ふを感じる対象が違うのよ。たぶん、火が苦手なはずよ。どうぶつだから」

「どうぶつじゃねー！　俺は人間だ！　アイ・アム・ヒューマンビーイングゥ！」

「はじめましてサルどの。さっそく姫と道三どのの会見でご活かつ躍やくされたとは、お手て柄がらです。七十点を差し上げます。割り引いた分は、相当に難解な言葉を用いられるあたりです」

　長秀さんって採点癖へきがあるのか……妙な癖くせだな、やはり織田家の面々はみんな一ひと癖くせあるのだろうか？　と良晴は思った。

「聞き流しておいて万千代。こいつは興奮するとサル語を使うのよ。それじゃさっそく重臣を集めて評定に入りましょう」

「承知いたしました。それではお元気で、サルどの。またお会いしましょう。なにやら今後が楽しみです、ふふっ」

「行こう行こう。あたしはみそ焼きが食べたいなあ」

「あっ、おい!?　信奈、勝家、待ってくれ～!?　長秀さーん!?」

　信奈は二人の重臣・勝家と長秀を引き連れると、良晴を放置してさっさと城内へ入ってしまった。良晴は、門前に放置されてしまった。

「おーい。閉め出されてしまった！　足軽として雇やとってくれるんじゃなかったのかっ!?　いやまあ、新入りの足軽が評定に出られるわけもないか……しかしこの先、無一文の俺にどうしろと？　住むところもお給金もないってのに？」

　しょうがない。五右衛門に頼たのんで忍にん者じやの道にでも入門するか。忍者になれば野宿だって平気になれるはず……と良晴が頭を抱かかえていると。

「……こっち、こっち」

　小姓の犬千代に制服の袖そでをひかれて、三の丸のほうへと引っ張られた。

「ん？　なんだい？」

「サルに住み家を与あたえろ、と姫さまが仰おおせ」

「ほんとか？　ありがたい！　腹はぺこぺこだし、あちこち傷だらけだしな！」

「……食べ物なら、たくさんある」

　じぃん。

　信奈の奴やつ、あんなに口が悪いくせに、意外と優しいところあるじゃないか。

　良晴はうるうると瞳ひとみをうるませながら、犬千代の後についていった。

「……良晴は、めずらしい服を着ている」

「ああ、この学生服か？　俺の世界じゃ普ふ通つうだぜ」

「……南なん蛮ばんの人？」

「いや。未来の日本から来た」

「……ほらふき？」

「違ちがうっ！　なんで誰だれも信じてくれねーんだっ？　いや信じろってほうが無理かっ？」

「……到着した」

　犬千代が指さした先には、雑然とした長なが屋や町が広がっていた。

　うわっなんか貧びん乏ぼう臭くさっ？　と良晴はたじろいだ。

　家と家の間には立派な垣かき根ねなどなく、かわりにモミジのような草を這はわせた生いけ垣がきがあちこちを覆おおい尽つくしていた。

「こ、これが武家の住むところなのか？　もっと豪ごう華かな武ぶ家け屋や敷しきを想像していたぜ」

「ここは、うこぎ長屋。下級武士が暮らしている」

「犬千代もか？」

「そう」

「おっぱいのでかい勝家は？」

「勝家は家老だから、立派なお屋敷を構えている」

「ふーん。まあいいや、食い物はたくさんあるんだよな？　さっそく飯を食うぜ！」

「……この建物が良晴の住まい。隣となり同どう士し」

　良晴はさっそく家の中に入って、座り込んでみた。

　狭せまいし、すきま風が入ってくるような小こ汚ぎたない長屋ではあったが、この戦国の世に身一つで放り出された良晴にとっては屋根があるところで眠ねむれるだけでもラッキーだった。

　畳たたみが古びているのは、たぶん家老クラスの屋敷からのお下がりだからだろう。

「犬千代、それで、俺の食べ物は？　部へ屋やの中、からっぽじゃないか」

　無言でついてきた犬千代が、襖ふすまを開いて庭を指さした。

「……庭にある」

「おう、庭に家庭菜園でも準備されてるのか？」

「……似たようなもの」

　庭に飛び出したが、これといって野菜は植えられていなかった。ましてや米などあるわけもなかった。

「どこだよ、どこに食い物が？」

「……これ」

　犬千代は、生け垣に茂しげっている葉っぱを「ぺりっ」とちぎってザルに集めはじめた。

「これは『うこぎ』の葉っぱ。ゆでるとおいしい」

「って、自分ちの生け垣を喰くうのかよっ？　イヤだああああ！」

「……おいしい」

「生け垣を喰っちまったら、隣となりの家が丸見えだろっ？　プライバシーの侵しん害がいだろっ？」

「……？　……犬千代は平気」

　ああ、隣はこいつの家なんだっけ、と良晴はうなずいた。

　その間も、黙もく々もくと葉っぱを集めてくれている犬千代。

　無ぶ愛あい想そうだけど、もしかして、こいつって親切者？

「俺の食い物なんだから、自分でちぎるよ」

「……そう。じゃあ、一いつ緒しよに」

「お前も、葉っぱばっかり喰ってるのか？　もっと栄養つけないと背が伸のびないぜ」

「……むっ」

「そうか。勝家はご家老さまだから、うまいもん喰っておっぱいがばいんばいんのたゆんたゆんなんだろうな。なるほど」

「……胸なんて、飾かざり」

　頰ほおをぎゅーとつねられた。

　相変わらず表情はないが、もしかして激げき怒どさせちゃったのかな、と良晴はちょっと後こう悔かい。

「悪かった。二度と胸の話はしねえ。飾りだ、ああ、飾りだとも」

「……言葉に誠意がない。良晴は、噓うそをついている」

「悪かった。噓だ。やっぱ、ばいんばいんのおっぱいが好きだ」

　再びぎゅーと頰をつねられる。

　犬千代、見た目は小こ柄がらな少女なのに指の力はものすごかった。

「いってええええええ!?」
















「……月末のお給金が出れば、お魚やお米を買える。良晴もがんばってご奉ほう公こうすればいい」

「お、おう」

「……根っこも掘ほる」

「ね、根っこ？」

「うこぎの根を煎せんじると、薬になる。精がつくし、町の商人に売ればお金になる」

「へええ」

　犬千代がお隣さんにいてくれれば、なんとか生活できそうかな、と良晴は一安心。

　右も左もわからない良晴にとっては、あれこれ親切に教えてくれる犬千代は実に頼たよりになる存在だ。

　笑え顔がおもないが、別に嫌いやがってるそぶりも見せないし。

（ありがてえ。こんな親切な同どう僚りようが隣にいてくれるなんて、俺はついているぜ）

　犬千代のおっぱいが薄うすい（っていうか、ほとんどない）という話は二度とするまい、と良晴は誓ちかった。

「……葉っぱをゆでて、食べる」

　犬千代は草ぞう履りを脱ぬいで部屋に戻ると、鍋なべに水を入れてぐつぐつと煮に始めた。

「お、おう！　サンキューな！　でもやっぱり飯が食べたいなあ」

「……産休？　犬千代は、まだ生き娘むすめ。おぼこい」

「サンキューってのは南蛮の言葉で『かたじけない』って意味さ」

「南蛮……姫さまは南蛮の話が大好き。良晴も？」

「俺の世界では、日本人なら誰でも学校で南蛮語を勉強しているからな」

「……ぺらぺら？」

　犬千代の瞳が、ちょっとだけうるんだように見えた。

　もしかして俺、期待されているっ？

「ごめん。俺、実は英語は苦手なんだ！　ぜ、ぜんぜん話せない……！」

「……そう……」

　犬千代の無表情な顔のどこからか「がっかり」と言いたげなオーラを察知した良晴は、茶ちや碗わんによそってもらったうこぎ汁じるを猛もう烈れつな勢いで食べてごまかした。

　がつがつがつっ。

「うめえ！　うこぎの葉っぱの吸い物、なかなかいけるな！」

「……よかった」

「お互い、ちゃんと自己紹しよう介かいしてなかったな。俺は相良良晴。十七歳だ。生まれは……えーと、未来の日本。これだけは信じてもらえなくても言い続けるぜ！」

「……前まえ田だ利とし家いえ。あだ名は犬千代。十二歳。生まれは尾張。代々織田家に仕えている侍さむらいの家、前田家の当主」

　ぺこり、と犬千代が丁てい寧ねいに頭を下げてお辞じ儀ぎをした。

「犬とサルか……あと、雉きじがいれば鬼おに退たい治じができるな」

「……姫さまは、気に入った家来に動物の名前をくださる。良晴は気に入られている」

「ペット扱あつかいしてるだけじゃねーのか？」

　確かに犬千代は無愛想だが、信奈には犬のようになついているという感じで、犬チックといえば犬チックだった。

　うこぎ汁を食べ終えるとすぐに、また犬千代に「くいくい」と袖を引っ張られた。

「……食べたら、浅あさ野のさまのところへ挨あい拶さつにいく」

「浅野？」

「うこぎ長屋の主みたいな爺じいさま。長屋の侍の中では、いちばん偉えらい」

「おう、わかった」

　浅野家は、二人の家のすぐ向かいに建っていた。

　いちばん偉いと言っても、その屋敷は割と質しつ素そだった。

　すぐに犬千代ともども屋敷に通されて、「浅野の爺さん」と対面できた。

　同じ爺さんでも脂あぶらギッシュな美濃の蝮まむしとは好対照、枯かれきった感じの好こう々こう爺やといった印象だった。

　ただ、どことなく視点が定まっていないのが、ちょっと不安だった。

「おうおう、信奈さま。すっかり大きくなられたのぉー」

「……違ちがう。犬千代」

「おうおう、犬千代じゃったかのぉー。この前まではめんこい柴しば犬いぬじゃったのに、すっかり人間に化けてしもうたのぉ」

「……元から人間」

「ワシもぼちぼち老い先長くないでのぉー。犬千代や、うちの孫まご娘むすめのねねを嫁よめにしてはくれんかのぉ」

「……無理。犬千代も、娘」

「そりゃ残念じゃー。おとといまで立派な男じゃったのにのぉー。よく庭で一緒に小便の飛ばしっこをして遊んでやったもんじゃ」

「……ひとちがい」

　犬千代の頰がぽっと赤くなった。

　さすがにはずかしくなったらしい。

　犬千代の表情が変わるなんて貴重なものを見た、と良晴は得した気分。

「なあ犬千代。この爺さん、ちょっともうろくしてねえ？」

「……気のせい。それと、ひとちがい」

　ぎゅー、ぎりぎりぎり。

「人ひと違ちがいはわかってるから、俺の臑すねをつねるな！　肉が削そげる！」

「おうおう、そちらの男の子はどなたかな？　犬千代の旦だん那なさまかのぉ？」

「俺は相良良晴。今日から信奈の下で足軽をやることになった！」

「おうおう。犬千代の旦那さまなのじゃな～」

「……そう」

　こっくり、と犬千代が首を縦に振ふった。

「ああそうなんだ。俺と犬千代は夫婦めおとに……って、違う違う！　犬千代？　否定しろよっ、うなずくなよっ」

「……冗じよう談だん」

「ま、まあいいや。爺さん、俺はまだぺーぺーの新人だからさ。嫁なんていねーよ。いずれは天下一の美少女を嫁に迎むかえたいとは思ってるけどさ！　もちろん、おっぱいがばいんばいんでたゆんたゆんでＧカップってのが理想だ！」

　はて、じぃかっぷ……とは何じゃな？　と首をひねる浅野の爺さん。

「説明すると長くなるから、聞き流してくれ！　それに、胸の話をすると犬千代の目つきがなんか恐こわくなるんだ！」

「おうおう。威い勢せいがよい若者じゃの。ねねがもう少し年を取っておれば、嫁にやりたいところじゃがのぉー」

「爺さん、その『ねね』って何歳なんだ？　十六歳以上なら俺はオーケーだぜ！」

「数えで、八つじゃ」

「ちくしょう！　それは妹キャラだ！」

「ねねや、立ち聞きしとらんで入っておいで」

「おおっ、バレてた？　さすがは爺さまですな！」

　勢いよく襖ふすまが開いて、噂うわさの「ねね」が全速力で爺さんの膝ひざ元もとに駆かけ寄ってきた。

　数えで八つ＝満七歳というが、この時代の子供は現代人と比べると小柄なせいだろうか、見た目にはほぼ幼よう稚ち園えん児じだった。

　ただ、体は幼いが、目に力がある。なかなか勝ち気そうで、頭も良さそうだった。今はまだちんちくりんだが、将来はきりりと目元涼すずしい美少女に成長するに違いない。ガチロリ属性がある男なら、今すぐ「ねねたんハァハァ」と悶もん絶ぜつするだろう。良晴は十年後のねねの姿を妄もう想そうしてちょっと幸せになった。

（俺のゴーストが囁ささやくのさ！　この子はいずれ、きっとブレザーとニーソックスが似合うタイプに化けると見た！　うん？　そういえばこの世界には女子高生も女子中学生もいないんだ。ということは、もうクラスメイトの女子の制服や体操服やスクール水着がおがめないのか？　ああっやっぱり元の世界に帰りたい！）

　バカだった。

「この子がワシの孫娘のねねじゃ。なかなかのおりこうさんじゃぞ、おうおう」

「ねねにござる！　サルどの！　どうぞよろしゅう！」

　爺さんの膝ひざの上にちょこんとお尻しりを下ろしたねねが、両手をばんざいしながら歓かん声せいを上げた。

　口を開くと生意気にも大人ぶっていて名めい探たん偵ていコ○ンくんを想像させるねねだが、笑うと年相応に無む邪じや気きそうだった。

「サルじゃねえ！　俺の名は、相良良晴！　十七歳！」

「信奈さまのサルが来た、と長屋中で評判ですぞ！」

「見てのとおり、立派な人間だ！」

「口ではなんとでもいえまする。このおりこうさんのねねが、人間かサルか試してあげますぞ！」

「おうっ？　幼女に挑いどまれた？　なんでもドンと来い！」

「それではサルどの、鶴と亀の問題ですぞ。おじゃが池に、鶴と亀が合わせて八匹いますぞ！　八匹ぜんぶの足の合計は三十本ですぞ。さて、鶴と亀は何匹ずついるでしょうか、ですぞ！」

「わーははは！　偶ぐう然ぜんだな、その問題はさっき解いたばかりだ！　鶴がマイナス二羽、亀が十匹だ！」
















「米まい茄な子すとはなんですか、ですぞ！　正解は、鶴つるが一羽、亀かめが七匹ですぞ！」

「ギャ──────!?　しまった、またしても同じ間違いをっ!?　ほんとうに俺の知能はサル並みなのかっ？」

　サルどのはやはりサルですな！　とねねがうなずいたので、良晴は「ちょっとした間違い！　もう一度だけ機会をくれ、俺が人間だと証明させてくれ！」とねねの小さな身体からだをむぎゅーと抱だきあげて懇こん願がんした。

「ひ、人なつっこいサルどのですな～（照）」

「鶴と亀は苦手なんだ。人間が出てくる問題を頼む！　お願いねねちゃん！」

「わ、わかりましたぞ。それでは、あと一題だけ。人間らしく『嫁よめ入いり』の問題ですぞ！」

　嫁入り問題。

　ある日うこぎ長屋に、十七歳のサルっぽい男の人が住み着きましたぞ。

　そのサルどのは、八歳の美しい幼女・ねねを一目見るなり「なんと愛らしい子なんだ！　俺の嫁にしたい！　年ねん齢れい差なんて関係ない！」と惚ほれ込んでしまいましたぞ。美しい幼女は罪ですな！

　さっそくねねのお祖じ父いさまに祝しゆう言げんを申し出ましたサルどのですが、爺じいさまは「見る目がある若者じゃのう。孫を頼みますぞう」と承知しながらも、「しかしいくらなんでもねねはまだ若すぎるのう。おうおう」と世せ間けん体ていを気にしてサルどのに「とある条件」を出しましたぞ。

　今すぐ祝言というわけにはいかぬ。ねねが大きくなるまで待ってくれ。ねねの年齢がサルどのの年齢の半分になるまで成長したら、祝言を認めるぞ。おうおう。

　これが爺さまの出した条件ですぞ！

「さあサルどの、ねねが何歳になれば二人は祝言をあげられますかな！」

「ちょっと待て！　なんで俺がねねを嫁にするって話になってるんだよっ!?」

「照れていないでお答えなさいませ！　外したら祝言はなしですぞ！」

「俺はロリコンじゃねえぞ！」

「ほう？　露ろ璃り魂こんとはなんですかな、サルどの？」

「まあいい。幼女との祝言はともかく、人間であることを証明するために俺は正解に辿たどり着くぜ！　紙と筆を貸してくれ！」

「サルどのが燃えていますぞ！　そんなにねねと祝言をあげたいのですな！」

　俺の年齢が十七歳、ねねの年齢が八歳だから……。

　ねねの年齢が俺の半分に到とう達たつするまでの年数をｘとすると、

【17＋ｘ≧２（８＋ｘ）】

　うん？　もしかしてこれは不等式問題か？　ちくしょう和算をあなどっていた！

「おおー！　見たこともないサルの国の記号を駆く使ししていますな！」

「ここまで来れば、後は解くだけだ！」

　展開して、【17＋ｘ≧16＋ｘ】

　これをいじって、

【17－16≧ｘ－ｘ】

　つまり、正解は、

【１≧０】

　となる。

　って、あれれ。おかしいぞ？　ｘはどこに消えたんだ？

「そうか。この式には解かいがない！　つまり、実は二人はすでに祝言できる年齢差に達しているということだ！」

　いや、そうじゃない！　ちょっと待て！

「ギャ────！　またしても小学生レベルの計算を間ま違ちがった!?」

「愚おろかですな！　正解は『一年後』ですぞ！　来年になればサルどのは十八歳、ねねは九歳！　ちょうどサルどのの半分の年齢に到達しますぞ！」

「ヒエッ!?」

「たったの一年も待てぬとは情熱的ですな！　ねねもここまで押し切られれば、もう祝言を断りきれませぬぞ！　ずいぶんと幼妻好みですなサルどの！　これが露璃魂というものなのですな！」

「違う、違うんだ！　俺はただ計算を間違っただけで……われながら馬ば鹿かすぎるう！」

「やはりいろいろな意味でサルですな、爺さま！」

「おうおう。見た目は人間じゃが、頭はサルじゃのう。よくぞ見破ったのう、ねねはおりこうじゃのぅ」

「人類未満のケダモノのたぐいとは言えねねよりも年上ですから、これからは『サルさま』と呼ばせていただきますぞ！」

「おうおう。ねねは礼れい儀ぎも正しいのぅ」

　犬千代が同情の視線で良晴を見つめながら小声で尋たずねてきた。

「……もしかしてほんとうにサル？」

　良晴は、ああもしかしたら俺ってほんとうにサルなみの頭の持ち主だったのかもしれない、と目に涙なみだを浮うかべながら答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「サルさま！　そのようなバカでは、信奈さまの家臣はつとまりませぬ！　いずれサル鍋なべの具にされてしまいますぞ！　動物愛護の観点から、ねねが家庭教師になってあげてもよいですぞ！」

「う、うるせえ！　どこの世界の男子高校生が、ぴかぴかの小学一年生に算数を教わるっていうんだよ？」

「こーこーせー？　しょーがくいちねん？　このサルさまは難なん解かいなサル語を使いますぞ、爺さま！」

「おうおう。良晴どのからサル語を教わるとよいぞぉ、ねね」

「おおー、サル語！　それは、前ぜん人じん未み踏とうの学問にございますな、爺さま！」

「俺はサル語なんか知らんっ！　きぃいっ、こんなお子様にまでサル呼ばわりなんて、悔くやしいっ悔しすぎるうっ」

　ぽん、ぽん。

　犬千代に優やさしく肩かたを叩たたかれて、はげまされた。

　浅野さまは商人の出、だからねねも算術が得意。

　知恵でかなわなくても、気にすること、ない。

「……信奈さまは商人でもサルでも差別せずに取り立ててくれる。がんばる」

「だから俺はサルじゃないってば！　って、いいかげん同じ突つっ込みを返すのも疲つかれてきた！」

　一同が陽気にわいわいと大おお騒さわぎしていた、その時──

　門の外側から、乱暴そうな若侍の怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。




「なんだよ、うるさいなあ」

　浅野の爺さんは足が弱いので部へ屋やに待機してもらい、良晴・犬千代・ねねの三人が門の外まで出て行った。

　馬に乗った若侍の集団が、浅野家を取り囲んでいた。

「我われらは、織田勘かん十じゆう郎ろう信勝さまの家臣団よ！」

「信勝？　ああ、信奈の弟か」

「無礼者！　この家に、うつけ姫が拾ってきたというサルがいると聞いた！　我らはうつけに飼われる世にもあわれなサルとやらを見物しに来たのよ」

　若侍たちの態度は、信勝の威いを借りて横おう暴ぼうそのものだった。

「帰れよボケ」

「若わか殿との！　この礼れい儀ぎ知しらずの足軽、いかがいたしましょう」

　白い馬に乗った、いかにも貴公子然とした少年侍が「ふふん」と鼻で笑いながら馬を下り、良晴の目と鼻の先へと近づいてきた。

「あのうつけの姉上が動物を拾ってくるとはめずらしいのでね。ぼくも直接この目でサルとやらを拝んでみたくなったのさ」

　他の侍よりもずっと高級そうな着物を着ている。

　その上、肌はだが白くて顔立ちが人形のように整っていた。

　その外見だけでもすぐに、信奈の弟・信勝だな、と良晴にもわかった。

　しかし、ひねくれたように曲げている口元とどこか暗い目つきは、短気だけどまっすぐな信奈にはぜんぜん似ていない。

「お前が信勝か」

「ぼ、ぼくを上から目線で見下ろすな！　ぼくは尾張の大名・織田家の長男だぞっ！　お前こそ誰だれだっ」

「おう。俺は相良良晴。信奈の直じき参さん、身分は足軽だ」

「なるほど、貴様がサルか。確かにおかしな格好をしている」

「頭のほうもサル並みですね若殿。礼儀がなってない」

　信勝の取り巻きたちが、哄こう笑しようした。

「その通りだな。あの姉上にはお似合いのサルだ」

「礼れい儀ぎ正しき若殿とは大おお違ちがい。あんなうつけ娘むすめが尾張の国主とは片腹痛いです」

「まったくだ」

「ちょっと待て！　なんだとぉ？　もう一度、言ってみろ！」

　誰にサルと笑われようが本当にはこたえなかった良晴だが、どうやら信勝とその家来たちが信奈をバカにしているらしいと気づいたとたんに、心臓の鼓動がどどどどどと高鳴りはじめた。

　しかし、信勝のほうも退こうとしない。

　姉が家か督とくを継ついだことを苦々しく思っているのだろうか。

　あるいは、煽あおり立てる家臣たちの手前、引っ込みがつかないのかもしれない。

「ぼくの姉上はうつけだと言っているんだよ、サルくん」

「尾張の偉えらい殿との様さまが、自分の姉をうつけ呼ばわりか？　礼儀を知らないのはお前のほうじゃねーのか？」

「ははははは！　きみは何も知らないんだな、サルくん。父上の葬そう儀ぎの時に、姉上は、髪かみを茶ちや筅せんまげに結ゆって腰こしに巻いたわら縄なわに太た刀ちを差したうつけの格好で現れて、しかも抹まつ香こうをわしづかみにして父上の仏前にいきなり投げつけたんだぞ？」

　ほんとの大うつけですよ、と信勝を取り巻く若侍たちが大笑いする。

「あのバカ、何やってんだよ……」

　良晴も呆あつ気けにとられた。

　たった一人の父親の葬儀なんだ。素す直なおに泣けばいいものを、かわいくねえ強がりなんかするから、だから弟にまで「うつけ」なんて呼ばれるんだ。

　あのかわいくない、ぜんっぜん素直じゃない信奈を補ほ佐さするのは、並なみ大たい抵ていじゃつとまらない、と思った。

　くい、くい。

　袖そでを、犬千代に引っ張られた。

（……信勝さまは何度も姫さまに謀む反ほんしてる。これ以上口論すると、斬きられる）

　ねねも、心配そうに良晴の腰にぎゅーとしがみついていた。

　だが、正徳寺でうつけの仮面をかなぐり捨て、瞳ひとみを輝かがやかせながら自らの本心を、壮そう大だいな夢を語った信奈を知ってしまった良晴は、一歩たりとも退ひけなかった。

　目の前の信勝に、信奈のような大きな夢やまぶしい情熱があるとは思えなかったからだ。

　顔は美形だし、利口なのだろうが、だがそれだけだ。

　良晴の目には、駄だ々だをこねている弟が、出来る姉をねたんでいるだけに見えた。

　取り巻きの若侍たちに担かつがれているだけかもしれない。

　仲の良いきょうだいが、互たがいの家臣団の対立に巻き込まれて不仲になってしまう──戦国の世ではよくあることだ。

「姉上のあのうつけ姿を見てぼくはさすがに後こう悔かいしたのさ。いくら父上の遺ゆい言ごんだったとはいえ、あんな姉上に国を任せておけば尾張は滅ほろびる。このぼくが家督を継ぐべきだったとね」

「お前になんか、尾張の国主がつとまるものか。信勝、お前は尾張を信奈から奪うばった後、何をするつもりなんだ？　どんな夢を抱いだいてるんだ？　尾張を、いや、日本をこういう国にしたいというでっかい野望はあるのか？　言ってみろ！」

　な、なんだと、と信勝の顔色が変わった。

　しかし、そんな壮大な野望など考えたこともない。目をそらして、口ごもってしまう。

「……な、那な古ご野や名物のういろうを宣伝して、全国区の食べ物に育ててみたい、かな？」

「失格だ！　せいぜい県知事クラスがいいところだ！　どうせ何も考えちゃいねえくせに、偉そうに家督とか言うんじゃねえ！」

　若殿、こんなサル語を駆く使しする面めん妖ような奴やつはさっさと斬りましょう！　と怒った若侍たちが騒さわぎ始めた。

　だが信勝もいちおう武士。口論で負けっぱなしのまま斬るだけでは、我が慢まんならない。

「う～ん」と考えた、そして、ひらめいた！

「ぼ、ぼくが国主になった暁あかつきにはっ、ええと、尾張中からかわいい女の子を集めて──」

「なんだとっ？　俺さまと同じ野望を抱くなんて、ますます許せねえなっ！」

「ち、違ちがった！　今のは個人的な願望だ！　ええと、ぼくが尾張をまとめた暁には、東の今川義元を討うち、北は斎藤道三を討ち、海道一帯を織田家の領地にしてみせる──」

「どっちも戦いくさに強い大大名じゃねーか！　その両方を同時に敵にして戦う？　そして勝つ？　そんなことができるか！」

「で、できるとも……ぼ、ぼくにはできる！　ぼくには何しろ、尾張一の猛将・柴田勝家がついているんだからなっ」

「ほう。で、仮に勝家の活かつ躍やくで両家を倒たおせたとして、その後どーすんだ？」

「ええと……そ、その先は、考えていない……とりあえず美濃からも駿河からもかわいい女の子を集めて」

　良晴は、結論を出した。

「やっぱ、お前ダメ！　個人的には気が合うが、一いつ般ぱん論ろん的に言ってダメ！　お前なんかに戦国大名がつとまるなら、この俺にだってつとまるぜ！」

　サルごときに言い負かされるなんて！

　うぐぐぐ、と信勝と家臣団が顔を青くしていっせいに肩を震わせた。

「とにかく、ぼくの姉上は大うつけなんだっ！　尾張中の民が笑いものにしてるんだっ！　織田家の恥はじなんだっ！　だからぼくたちの母上も幼い頃ころから姉上を嫌きらって、相手にもしなかった！」

「──なんだと？」

「姉上は幼い頃から、うつけだったんだ。寺に通ってもじっとしていられなくて暴れてばかりだったし、礼儀作法もぜんぜん身につけられなかったのさ。だから母上は、礼儀正しいこのぼくに家督を継がせたいと以前から仰おつしやっていたんだ。亡なき父上だけは『吉、お前は天才だ。誰に何を言われようとも、自分が信じることをやれ』なんて言って姉上を甘やかしていたけれどね、その結果が今の姉上さ」

「……実の母親が、昔から信奈をうとんじていた……のか？」

「当然だろう？　乱暴でわがままで、南なん蛮ばん人じんなんかと親しくして、天下がどうとか種たね子が島しまがどうとかわけのわからないことばかりしゃべってる姉上は、子供の頃からずっと母上にうとまれてたさ。その証しよう拠こに、今だって母上はぼくの居城にいるんだよ」

　信勝は「きみは姉上が暴れた父上の葬そう儀ぎの現場にいなかった。あの葬儀場での姉上のうつけぶりを知れば姉上とぼくのどちらが尾張の主にふさわしいか、なぜ姉上が母上にうとんじられているのか納なつ得とくできるよ」と微笑ほほえみ、良晴にその日の葬儀の様子を語った。




「ぼくたちの父上は、織田信秀公。尾張守護の家臣を務める守護代のそのまた臣下という低い身分だったけれど、戦と蓄ちく財ざいに長たけていて一代で尾張の事実上の国主にのし上がった立派な人だったんだよ。美濃の斎藤道三にも駿河の今川義元にも負けてはいなかった。ただ、すさまじく気が短い人でね。ある日激げき怒どしすぎて突とつ然ぜん倒たおれて、そのまま若くして亡くなってしまったんだ──つまり、お上品なぼくは母上似で、暴あばれん坊ぼうでうつけの姉上は悪いところだけ父上似なんだね。父上はなぜか姉上に甘かったからね」




　父上の葬儀は、那古野城の萬ばん松しよう寺じで行われたんだ。

　しかし、家臣団も僧そう侶りよたちもずらりと勢ぞろいしているというのに、喪も主しゆを務めるべき姉上はなかなか葬儀に現れなかった。

　母上──土つち田だ御ご前ぜんは気が気でない。

「勘十郎。吉はどこなのです。またうつけ仲間と角力すもうで遊んでいるのではないですか」

「ははは。いつものことです。ご安心あれ母上。姉上が来られるまでの間、ぼくが喪主代理を務めましょう」

「さすがは勘十郎。頼たよりになります。お前が織田家を継ついでくれれば、安心できるというのに」

　とはいえ、かんじんの喪主が来ない葬儀だ。家臣団はざわついていた。

　ぼくの家老を務める柴田勝家は、姉上の守もり役を務める平ひら手てのじいに「信奈さまはいったいなにをしておられるんだっ」と詰つめ寄り、平手のじいは息も絶え絶え。

　哀あわれだったのでぼくは勝家を「父上の葬儀の場だぞ勝家。それに平手のじいはもうお年寄りだ。やめたまえ！」と一いつ喝かつ。勝家は「すみませんっお優やさしい信勝さま！　あたしってば馬鹿で愚かでのろまな鶴つる亀かめでした！」と平身低頭、泣きながらぼくに頭を下げた。勘十郎信勝の声望はますますあがった。ばんざいばんざいばんばんざい。




「いやちょっと待て信勝。それ、ほんとうに真実の回想か？　脚きやく色しよく入ってねーか？」

「むろん、すべて真実さっ！　黙だまって聞きたまえ！」




　勝家の隣となりでは、姉上をこれまでかばっていた丹羽長秀も「本日の姫ひめの遅ち参さんは許されません。三点です」とげんなりしている。

「それにひきかえ信勝さまの立たち居い振ふる舞まいは素敵です。完かん璧ぺきです。満点です」

「いやいや、満点は言い過ぎだよ長秀くん。はっはっはっ」

　そんな「信勝待望論」がわき上がる葬儀のさなかに、ようやく姉上が式場へと飛び込んできた。

　うつけ仲間でお供の小こ姓しよう・前田犬千代とただ二人で。

　姉上は、最悪の格好だった。

　髪かみは、姉上独特のかぶきもの様式「茶ちや筅せんまげ」。わら縄を腰こしに巻いて、そこに太た刀ちを差している。ついでに、謎なぞのひょうたん装備。

　今日から尾張の当主になる人の格好にはとても見えなかった。

　目は真っ赤に血走っていて、まるで獣けものだった。

「──父上の葬儀デアルカ！」

　姉上は啞あ然ぜんとする家臣団の中を突つき進み、読ど経きようしていた僧侶たちの首根っこをいきなり摑つかまえて意味不明の言葉を叫さけびはじめた。

「こんな経文なんて意味ないでしょう！　あんたたちの仏法の力とやらで、父上を生き返らせて！　蘇よみがえらせれば無限の報ほう酬しゆうを払はらうわ！　できないのならみんな焼き殺すわよ！」

「ひいっ？　しししし死人を生き返らせるのは仏法の仕事ではありませぬ！」

「だったらなんのために高い布ふ施せを盗とって葬そう式しきを開いているわけ？　この寺だって父上が開基したんでしょう！　今こそたっぷり利子を付けて恩を返しなさいよ！」

「御み仏ほとけの教えとは、死者を生き返らせる邪じや法ほうにあらず。生前に合戦で殺せつ生しようを重ねた死者の魂を、すみやかに送って成じよう仏ぶつしていただくために……」

「どこに？　父上の魂とやらを、どこに送ったわけ？」

「ごごご極ごく楽らく浄じよう土どかと」

「ハア？　極楽浄土？　それ、どこにあるの？　見せてみなさいよ！」

「生者には、見ることができませぬ」

「なによそれ。詐さ欺ぎだわ！　じゃあ、わたしがあんたたち坊ぼう主ずをまとめて送ってやるから、極楽浄土について父上に出会ったら合図なさい！　あんたたち坊主は死んでも極楽に行けるんだから、殺されてもぜんぜん文句ないわよね？　最初から世を捨ててるんだから！」

「ひいいいい！　そんな無茶な理由で殺さないでくだされ！　ご勘かん弁べんくだされ！」

「人間は、死んだらそれで終わりなのよ！　なにが魂よ、なにが極楽よ！　わたしはそんなものは信じないわ！　どうして死んでしまったの……父上……！」

　まず、ふごおおおお！　と平手のじいが口から泡あわを吹ふいて倒たおれてしまった。母上たちも、開いた口が塞ふさがらなくなってしまったよ。冷静だったのは大人物たるぼくくらいかな。

「吉っ！　なんという格好なのですかっ、それでも織田家の跡あと取とりなのですかっ、あなたはっ」

「まあまあ母上、落ち着いてください」

「……姫……なんですかその狂きよう乱らんぶりは。情けないです。一点です」

「ひひひ姫さまあ！　とうとうほんとうにご乱心あそばされたんですかっ？　品行方正な信勝さまを少しは見習ってください！」

「……うるさい！　こんな葬式なんて、意味ないのよ！　みんなでかしこまって坊主の経文を聞きながら泣いたって、もう父上は帰ってこないんだから！　こんな茶番、あんたたちの自己満足にすぎないでしょ！」

　この葬儀の席での姉上はまさに、あらぶる虎とらのような荒あれ狂くるいぶりだった。

　しかも、これで終わりではなかったよ。

　姉上はもしかしたらお酒でも飲んで酔よっていたのだろうか？　そうでなければ真実、正気を失ったとしか思えない行動に出たんだ。

「父上！」

　抹まつ香こうをわしづかみにして、父上の位い牌はいに向けて思いきり投げつけたんだ。

　母上が「なんなのですかあなたは？　吉！　お前に尾張一国の当主など務まりません！　廃はい嫡ちやくします！」と叫び、長秀が「姫はこれで終わりました。これからの尾張は信勝どのでなければ治められません。あなたは零れい点てんです」とため息をつき、勝家は「くううっ！　なんという親不孝！　うつけものにも程ほどがあります！　もはや黙って見ていられません！　姫さま！　この勝家が斬きり捨てます！」と立ち上がっていた。

　もちろん「父上の葬儀の場を血で穢けがしてはならないよ」とこの尾張の貴公子であるぼくが勝家をたしなめたので、勝家は「すみませんでしたお優しい信勝さま！」と土下座し、ことなきをえたがね。ははは。

「犬千代！　行くわよ！　ういろう買ってあげる！」

「……承知」

　暴れるだけ暴れた姉上は、勝家の鬼おにの形相とぼくの神こう々ごうしい貴公子ぶりに恐おそれをなしたらしい。もはや家臣団すべてから見放されたことに気づいた姉上は、哀れなほどに浮うき上がっていた。ただ一いつ匹ぴき、ういろうでの餌え付づけに成功して懐なつかせていた忠犬の犬千代を引き連れ、吠ほえながら葬儀場を逃にげるように飛びだしていってしまったんだ。




「姉上の守り役を務めていた平手のじいは、この葬儀のあとまもなく病を発して死んじゃった。母上は姉上のもとを飛びだして、ぼくの居城である末すえ森もり城へ移り住んだ。つまり母上は織田家の次の当主は信勝だ、と尾張中に宣言したことになるのだけれど、なによりもあんなおかしな姉上と一いつ緒しよに暮らすことが耐たえられなくなったんだよ。姉上は南なん蛮ばん人じんの奇き妙みような宣教師と親しくしたり種子島を撃うって遊んだりと、ずーっと奇き行こうを繰くり返して母上を困らせていたうつけ姫だけれど、あれはさすがに究極だったもの。尾張の歴史が続く限り未み来らい永えい劫ごう語り継がれるであろう愚ぐ行こうだよ。母上に見捨てられたのも無理はないねえ、ははは」




　かああっ、と良晴の全身が燃えるように熱くなっていた。

　こんな恥はずかしい願望と妄想が混じった噂うわさ話ばなしを語ることでしか自分の優位を主張できねえのか、実の弟のくせに葬儀場で信奈がどれほど辛つらかったのか理解してやれなかったのかと信勝の脳天気ぶりにも腹を立てたが、なによりも信奈の寂さびしそうな仏頂面が頭の中に浮かんできて、（あいつ、子供の頃ころから周囲に理解されずにずっと寂しい思いをしてきたのか。数少ない理解者でいてくれたお父さんの葬儀の場で、とうとう爆ばく発はつしてしまったのか）と思うとたまらなくなった。

　信奈はかわいくないわがまま凶きよう暴ぼう女だが、たぶん、時代を超こえた天才なのだろうと良晴は思う。「ひょうたんを腰にぶらさげていれば何でもすぐに取り出せて便利」なんて言っても、この戦国時代の人々の大半は「品がない」と眉まゆをひそめるだけだろう。まして「天下」だの「世界」だの、理解されるわけがない。同時代人で信奈の考えを理解できる人間は少ない。信奈が知っている人間の中では、せいぜいが亡なき父親と、先日の会見で初めて会った斎藤道三ぐらいなのだろう。常識人の母親や弟と不仲なのも、仕方のないことだった。

　でも、だからって、父親の葬そう式しきでうつけのふりをして暴れるだなんて、そんなことばかりしてるからみんなにますます誤解されるんじゃねーか！

　あいつ、やっぱ、バカだ！　バカ女だ！

「どうだサルくん、わかっただろう？　織田家の家督を継ぐべきは、うつけの姉上ではなく、このぼく──ぎゃふううううっ？」

　気がついた時には、ぺらぺらとよくしゃべる信勝の顎あごを、渾こん身しんのアッパーで打ち抜ぬいていた。

　あっ、怒いかりのあまり勝手に体が動いていた──と殴なぐってから気づいた。

　どさっ！　と信勝の体が腰から崩くずれ落ちた。

　見物人や信勝の家来たちが（あの足軽……信勝さまを殴った！）と騒そう然ぜんとする中、良晴は腰にぎゅーとくっついているねねの頭を撫なでながら、可能なかぎりかっこいい声を作って、つぶやいた。

「……信奈の弟という立場に免めんじて、今一度だけ許してやる。次に言ったら、お前をぶん殴るぜ」

「もう殴ってるっ！　思いっきり殴ってるじゃないかああっ！」

「ちっ。ごまかせなかったか」

「ああああっ、ぼくの、ぼくの美しい唇くちびるから血が、血があああ！　勝家、勝家ええええええー！」

「……とんでもない真ま似ねをしてくれたな、サル」

　困ったようにため息をつきながら、見物人の間を割って勝家がやってきた。

　すでに、腰の刀を抜いている。

　一いち撃げきで首を落とすつもりらしい。凄すさまじい殺気を帯びていた。

　いくら逃にげ上手の良晴でも、本気の勝家から逃げられるとは思えなかった。戦いくさの時のような平原ならともかく、なにしろここは狭せまい長屋町。その上、周囲を信勝の家来たちに囲まれてしまっているのだ。

　ひううう、と涙なみだ目めで震ふるえているねねの背中を「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」と撫でながら、良晴は「さあ困った」と腹の中でつぶやいていた。

　しかしどこか抜けているらしく、恐きよう怖ふ心しんは薄うすかった。

　どーやって生き延びるか、ということをせっせと考えている。

「信奈さまには貴様を斬るなと命じられていたが、わが主君へのこの仕打ち──今度ばかりは、見み逃のがせないぞ」

「ほんとに信勝の家老だったんだな。なんでお前ほどの武将がこんなのの言いなりになってるんだ？　尾張を守れるのは信奈しかいないってわかってるだろうに、お前が織田家の家臣団をまとめろよっ！」

「……う……う。あ、あたしは、政治とかそういう難しいことはわからないんだっ！　ただ、あたしの主君は信勝さまだからなっ！　どこまでも忠ちゆう義ぎを尽つくすしかないだろっ？」

「時と場合によるだろうが！　こんなぼんぼんをいつまで甘やかしてるんだよ、信奈が家臣をまとめられないのはお前の責任だぞっ勝家！」

「う、うるさいっ！　難しいことを言ってごまかすな、バカー！　頭が、頭が割れるっ！　こ、これって新手の精神攻こう撃げきかっ？」

　ねねが追い打ちをかける。

「それでは勝家どのに出題ですぞ！　おじゃが池に、鶴つると亀かめが合わせて八匹ぴきいますぞ！　八匹ぜんぶの足の合計は三十本ですぞ。さて、鶴と亀は何なん匹びきずついるでしょうか、ですぞ！」

「ええっ？　これがもしかして、噂うわさの鶴亀算というやつ？　ええと、ええと。かかか亀といえばすっぽん。すっぽん料理といえば、みそをたっぷり入れて煮に込んだすっぽん鍋なべ！　ででででも、さすがに鶴は値段が張る珍ちん味みだからあたしほどの身分でもあまり食べられないよなあ……姫さまに献けん上じようしたら褒ほめてもらえるかなあ。あー、食べ物のことばかり考えていたらおなかがすいてきたっ！」

「これは今夜のおかずの話ではありませんぞ！　鶴と亀の『数』を当てろと言っているのですぞ勝家どの！」

「えー？　そんなのわかんないよ！　そうだ、ぜんぶ捕まえればわかるはずだ！　とりあえず残らず捕ほ獲かくしてさばいて陣じん中ちゆう食しよくにしよう！　腹が減っては戦ができぬ、なにはなくとも戦場においては動物は捕とらえて食べるものなんだ！」

「勝家どのは考え方が粗そ暴ぼうすぎですぞ！　時間切れですぞ！」

「うわああん！　算術なんてあたしは知らないんだー！　あたしは武術に極振ふりな女だからっ！」

「勝家……ほんとに戦バカなんだなぁ、お前って」

「サルのくせに『お前』言うな！　と、と、とにかく足軽の分際で信勝さまを殴った罪は死罪に値あたいするっ、覚かく悟ごして死ねっ！」

　ダメだ、口くち八はつ丁ちようで切り抜けられると思ったけど甘かった！

　おーい五右衛門……どうやら留守のようだ。長屋には入ってこないのか!?

　勝家が太刀を大上段にかまえて、良晴の脳天めがけて振ふり下ろそうとしたその時。

「ダメですぞ！　サルさまは斬らせませんぞ！」

「……そう。ダメ。姫さま想おもいの家来は、殺させない」

　ねねと犬千代が、手を広げて良晴をかばった。

　勝家は慌あわてて刀を止めた。

「なんでお前が邪じや魔ますんだよ、犬千代っ？　ますます話が面めん倒どうになるだろーがっ」

「わかったか勝家。この俺が役に立つ立派な家臣だと見み抜ぬいているんだぜ、犬千代はな」

「……違う。良晴は、バカで礼れい儀ぎ知しらずで槍やりも刀も使えなくて文無しでどこのサルの骨とも知れない奇きっ怪かいな姿のあやしげな男」

「こら犬千代、ちょっとは俺を褒ほめろよっ!?」

「……しかも、おっぱいばいんばいんが好き。むかつく」

「犬千代さあああんっ！　謝りますから、機き嫌げんを直してっ」

「ば、ば、ば、ばいんばいんが好きっ？　やややややめてくれ、やらしい視線であたしの胸を見るなっこの変態ザルっ、やっぱり斬きるっ！」

　良晴はいよいよ絶望しはじめていた。

　犬千代……俺を斬れと勝家にそそのかしてるも同然じゃねーか、これじゃあ。

　犬千代は「エロザル死ね死ね」と真っ赤になって騒いでいる勝家を見つめながら、淡たん々たんと小さな声で話し続けた。

「……でも……犬千代は姫さまの笑え顔がおを、失いたくない」

「ええ？　こいつが、そんなに姫さまに信しん頼らいされてるってのかよ？」

「……たぶん……きっと……もしかしたら……そうなんじゃないかな……」

　すげえあやふやなんですけど犬千代さん！　と良晴が声をあげて泣いた。

「ぜんぜん根こん拠きよがないぞ、犬千代」

「……良晴をお仕置きしている時の姫さまは、父上さまといる時みたいに笑う。楽しそう」

「そ、それは、あたしもなんとなく気づいていたけどさ……アレだろ、ご幼少の折、南蛮人の宣教師に懐なついていた時の感じにもちょっと似てるよな？」

「……そう」

　南蛮人の宣教師って誰だれだ？　と良晴は首をひねった。

「姫さまはああいう遠国からやってきた手合いが好きだからなぁ。謎なぞのサルに興味を持つのもわかるけどさ」

「……良晴が死んだら姫さまはまた、ひとりぼっちになる。犬千代には、信奈さまの夢を、わかってあげられないから……」

「……う、う、う。そ、それを言われちゃ、あたしも同罪だからな……このとおりの戦バカで、いくら忠義を尽くせど姫さまが仰ることの一割も理解できないよ……天下とか言われてもさー……尾張の外にほとんど出たことないあたしには、なんのことやら……」

「……犬千代も、姫さまが好き。でも、好きだけじゃ、姫さまの心の穴は埋うめてあげられない」

「だ、だからってさ、このサルが姫さまの考えてることを、夢を理解できるって証拠でもあるのかよ？」

「……証拠はない。でも、良晴はそう言った。蝮まむしと姫さまの前で、瞳ひとみを輝かがやかせながらそう言った。だから、信じる」

「う、う……犬千代。お前にそこまでまっすぐ見つめられちゃ、仕方ないなぁ」

　勝家は、頭をかきむしりながら刀を鞘さやに収めた。

　地面に倒れたまま放置されていた信勝が「ちょっと待ってくれよ」と泣き声をあげた。

「か、勝家？　ぼくを殴ったこの凶暴な足軽を見逃すというのかっ？」

「え、えーと……信勝さま。信勝さまも何度も姫さまへのご謀む反ほんを企たくらみましたが、そのたびに命を許されています。ここは、借りをひとつ返すということで」

「お、お、織田家の貴公子と、この足軽の卑いやしいサルとを一いつ緒しよにするのかあっ？」

「ひ、ひとまず、帰りましょう。今川家が上じよう洛らくを目指して尾張に侵しん攻こうしようとしているという噂うわさもありますし、えーと」

　今川家が攻せめてくるかもしれないと言われると、信勝も無む理り強じいはできなかった。

　そもそも、「海道一の弓取り」今川義元と戦って勝つ自信など、信勝にはないのだ。

　実のところ信勝の対今川戦略は、「勝家がなんとかしてくれる」という程度だった。

　信勝の取り巻きをやっている若わか侍ざむらいたちも、誰だれ一人ひとり勝家には逆らう度胸がない。

　束になってかかっても勝家に勝てないと思い知っているのだ。

「う、ぐ、ぐ。さ、サル！　きょ、今日のところは勝家に免じて、これで勘かん弁べんしてやる！　だ、だが、今に吠ほえ面づらかかせてやるから覚えておきたまえよっ！　いいか？　ぼくは、父上にも殴られたことがなかったんだぞ！」

　どこかで聞いたような捨て台詞ぜりふがフルコースでてんこ盛りだな、と良晴は思った。

　信勝たちが去った後、良晴は「ふぃい～」と目を回してしゃがみ込んでいるねねの体を抱だっこすると、肩かたの上に乗せた。

「ありがとうな、ねね。さ、爺じいさんの元に帰ろうぜ」

「さささ触さわるなっ肩に乗せるなっ！　ね、ねねは犬千代をかばってあげただけですぞ！」

「……あれ……肩が……なんだか、生ぬるい……さてはお前、おしっこ漏もらしたなっ？」

「ここここれは汗あせですぞ！　ね、ねねともあろうお利口者が、こここ子供じゃあるまいし、おおおおしっこなど漏らすはずがっ！」

「うおお、きたねえっ！　下りろ、下りろっ！　臭においが移るっ」

「振るな振り回すな落ちる落ちまする！　あ、汗ですから問題ありませんぞっ！」

　そろそろ不ふ吉きつな騒さわぎは収まり、わいわいと明るい騒ぎに変わったらしい。

　そう察した浅野の爺さんがいつのまにか玄げん関かん先さきまで出てきて「おうおう、まさしく『よき兄と妹』という光景じゃのう」と微笑ほほえんでいた。

　犬千代は、足で首を挟はさんで折ろうと肩の上で暴れるねねを相手に本気で格かく闘とうしている良晴を無言でじっと見つめながら、

「……ちんちくりんも、好き？」

　一声、すねたようにつぶやいていた。







　　　巻ノ四　良よし晴はる、初めてのおつかい







　良晴が清洲城のうこぎ長屋に来てから、一週間が過ぎた。

　一週間は、あっという間だった。

　相変わらず信勝一派にからかわれたり、ねねが繰くり出す算術の問題に悪あく戦せん苦く闘とうして「俺は人間だ！」と証明しようと無む駄だに頑がん張ばったり、犬千代の家との間に茂しげっていたうこぎの生いけ垣がきがほとんど消しよう滅めつしてお互たがい丸見えになっちゃったり。

　その合間に、合戦で必要な武具を調ちよう達たつするためにうこぎの根っこを城下町で売ったり、それを元手に中古の兜かぶとを買ったり。

　所用を済ませて家に戻もどって一息つくと、浅野の爺さんがやってきて「槍の使い方を教えて進ぜようのぅ」と稽けい古こをつけてくれたり。

　そんな、とてつもなく慌ただしい日々を過ごした。

　ホームシックにかかっている暇ひまもない。

　だがしかし、この一週間、信奈は良晴の存在をすっかり忘れたかのようにまるっきり放置。

（やべー。俺、まさかほんとうに忘れられてるんじゃあ……あいつ、忙いそがしいもんなあ）

　ちょっと首筋が涼すずしくなってきたその日の朝、良晴の枕まくら元もとに犬千代が現れて、

「……姫さまがお呼び」

　と一言、ぽつりとつぶやいてくれた。

　良晴は、ぺらっぺらのせんべい布ぶ団とんをはねのけて勢いよく飛び起きた。

「待ってたぜ！　いよいよ合戦か？」

「……今は合戦の準備中。でも、仕事」

「来た！　初仕事か！　敵の武将を引き抜ぬく調ちよう略りやく活動か？　それとも、足軽隊の訓練をやればいいのか？　もしかして種たね子が島しまの調達？」

「……来れば、わかる」




　浅野の爺さんからもらった足軽侍らしい古着に着き替がえた良晴は、犬千代に連れられて本丸にある信奈の部へ屋やへと初めて入った。

　もちろん戦国時代の建物なので和室だったが、広い畳たたみの上に虎とらの毛皮とパンダの毛皮が並べられていたり、むすっとした顔で上座に座っている信奈の手元に南なん蛮ばん渡と来らいの大きな地ち球きゆう儀ぎが置かれていたり。

　なかなか個性的なお部屋だなと良晴はつぶやいた。

　それにしても、甘そうなういろうをかじっている信奈がやたらに不ふ機き嫌げんそうなのはどういうわけか。

「……連れてきた。相良良晴」

「デアルカ。犬千代、サル、ちこう寄りなさい」

　犬千代が膝ひざを畳についたまま、すすっ……と信奈のすぐそばまで滑すべるように前進する。

　真ま似ねしようとした良晴は、膝を引きずろうとしたとたんに滑った。ごろり、ごろり、と勢いで前回りしながら信奈の鼻先近くまで突つき進む。

　あやうく唇くちびると唇が衝しよう突とつしそうになったが、ひっ、と小さな悲鳴をあげた信奈が先に体を翻ひるがえし、小こ姓しように持たせてあった太た刀ちを抜いた。

「驚おどろかせないでよ！　あんたってばほんとうに無礼なサルね。さっそくだけど、手て討うちにしてあげる！」

「事故だ！」

「ハン。サルふぜいがわたしの唇を奪うばおうとしたでしょ？　家臣、しかもいちばん下したっ端ぱの分際で身の程ほどをわきまえなさいよ。ったく汚けがらわしいわね」

「だっ、誰がお前みたいなかわいくない女とキスしようとなんてするかよ！」

「ん？　鱚きす？　鱚がどうしたの？　サル語でごまかすつもり？」

「ハッ！　いっちょまえに地球儀なんか飾かざってるくせに、南蛮の言葉も知らないんだな。いいか。キスってのは南蛮語で接せつ吻ぷんのことだ、接吻！　唇と唇をこう、むちゅーと」

　ばしん、と良晴の頰ほおめがけて平手が飛んできた。

「いてえっ？」

「ちょっと何すんのよ。唇が当たりそうになったじゃないのよ、汚らわしいわね。ああもう、サルの悪あく臭しゆうが唇にうつっちゃったわよ」

　犬千代が無言で木も綿めんの手て拭ぬぐいを取り出し、信奈の淡あわい唇をそっとぬぐう。

「もうダメ。もう限界。生かしておかない。結論。この場で無礼討ちしかないわね」

　他の結論はないのかお前の頭には、と良晴は思った。

「だから、お前みたいなかわいくない女相手に接吻なんてしたくねー、誰がするかよ！　って言ってるだろ！」

「何よそれ何なのよ何様なのよあんた。よくもおそれおおくもかしこくも尾張一の美少女であるわたしを侮ぶ辱じよくしたわね」

「尾張一は言い過ぎだろ！　調べたんか？　尾張中の少女を全員調べて競きそい合ったんか？　そもそも、性格でもお前が一番なんかっ？」

「やっぱりサルには人間の美意識は理解できないみたいね、手討ちね。って、何度も同じことを言わせないでよ」

「お前こそ自じ意い識しき過か剰じようだっ！」

　この女は、俺の顔を見ると怒いかりゲージＭＡＸになって血が沸ふつ騰とうするらしいな！

　こいつ、どーして主君であるこのわたしにこんなタメ口きけるのよ？

　互いに憎にくしみと敵意とイライラに燃える瞳をギラつかせ、二人は鼻をつき合わせて相手の顔にツバを飛ばしながら激しくいがみあった。

　姫さまと良晴、唇がくっつきそう……と犬千代がつぶやいた。

「あーだこーだと難なん癖くせつけやがって。いったいどう言えば満足するんだ？　『信奈さまと接吻したいです！』って言えばいいのか？」

「ハァ？　何言ってんの、渋しぶ柿がきと甘あま柿がきの区別もつかない哀あわれなサルのくせに？　その台詞せりふすっごく気持ち悪いから、手討ちね」

「こら待て、それじゃあどう転んでも手討ちじゃねーか！　どこの意地悪問題だよっ」

「つまりわたしはあんたの存在自体がむかつくのよ。わたしから喰くうや喰わずの捨すて扶ぶ持ちを恵めぐんでもらっていながら、態度でかすぎでしょ」

「うわ、タチの悪い女！　捨て扶持だってわかってんだな……」

「サル鍋なべにされないだけでも、ありがたく思いなさい。もっとも、あんたの肉なんて臭くさくて食えそうにないけどね」

「うるせー、もっと俸ほう禄ろくよこせ！　もう、庭のうこぎの葉っぱを全部食い尽つくしたぞ！」

「無む駄だ飯めし喰ぐらいに支し払はらう俸禄なんてないわよ。働きなさいよ」

「俺はやる気まんまんだっての！　お前が仕事をよこさないんだろっ」

「……姫さま。良晴に仕事の話を」

　いつ果てるともなく続く二人の罵ば倒とう合戦を、待ちきれなくなった犬千代が制した。

　信奈と良晴は、咳せき払ばらいをしながら互いの座布団の上に座り直す。

「……そうだったわね」

　信奈がかじりかけのういろうを犬千代に突き出すと、犬千代は「ぱくっ」と頰ほお張ばった。

「……おいしい……もぐ、もぐ」

「犬千代、いつもながらに、いい食べっぷりよ！　もう一個あげるわ！」

「……ぱくっ」

「かわいいわねえ～」

　犬千代って、もしかしてういろうで餌え付づけされたのかな……と良晴。

「なあ信奈。俺には『ういろう』くれないのか？」

「ふん。タダ飯喰らいに那古野名物を下か賜ししてやる義理はないわね」

　はむはむ。仕事の話、と頰いっぱいにういろうを詰つめ込んだ犬千代。

「そうそう。サル、喜びなさい。あんたに仕事を命じてあげることにしたわ」

「やっと話が進んだよ！　今までの会話、全部無駄だったよ！　それをもっと早く言えよ！」

「いちいち口ごたえしないでいいのよ、うざい」

「で、何をすればいい？　やっぱりここは一世一代の大仕事がいいな。城を建てるとか、敵将を調略するとか」

「ハァ？　呆あきれるわね、あんた何様？　脳が腐くさってるんじゃないの？　新入りの足軽、しかもサルの国から迷い込んできたあんたに、そんな家老級の大仕事を振ふるわけないじゃない」

「俺は、でかい仕事のほうが燃えるんだよ」

「米よ。米を買ってきなさい」

　信奈が手をぽんと打つと同時に、小姓たちが積み上げられた小判の束を持ってきて良晴の前に差し出してきた。

「三千貫かんあるわ。期限は二週間。これで米を買ってくるのよ」

「うーん。楽すぎる仕事だな。まるで子供の使いだ」

「ただし！」

「ただし？」

「最低でも八千石ごくは買って来なさい！　それ以下だったら、あんたはクビ！」

　相場がわからない、と良晴は隣となりの犬千代に尋たずねてみた。

　今の清洲の相場だと、三千貫で四千石しか買えない、と犬千代が教えてくれた。

「予算分の二倍の米を調達しろ、ってことか……面おも白しろいじゃねーか。その勝負、乗った！」

「勝負じゃないわよバカね。命令よ！　さんざん大口叩たたいてるんだから、これくらい朝飯前よね？」

「おぅしわかった。こんな仕事、簡単だ。戦国ゲームでつちかった俺の利り殖しよく術作戦、発動！　要はバクチで元金を増やせばいいだけじゃねーか！」

　自信まんまんにうなずいてみせる良晴。

　さすがはおおざっぱな戦国時代、ラスベガスまで出かけなくても町の賭と場ばに出ればいくらでも賭かけ放題だからな。

　二週間後を待っていやがれと宣言しつつ、立ち上がった。

　犬千代と共に部屋を出て行く際、背後から信奈のからかうような声が聞こえてきた。

「そうそう、言い忘れていたわ。元手を無くして米を調達しそこなったら、法に照らしてあんたは打ち首よ」

　良晴は、叫さけんでいた。

「バクチで元金を増やす作戦、中止！」




　長屋に戻ってきた良晴は、うーん、うーんと頭を抱かかえてゴロゴロと転がっていた。

　犬千代が部屋の隅すみにじっと正座しながら、

「……どうするの？」

　と尋ねてくる。

「ああ。戦国ゲームでつちかった俺の利殖術には第だい二に弾だんがある。だが、その策を実行するためにはどうしても必要な奴やつがいるんだ」

「犬千代、協力する」

「ありがとうな。是ぜ非ひ助けてくれ！　でも、侍さむらいだけじゃダメなんだ。忍しのびが要るんだよなぁ」

　きょとんとしながら、犬千代が小首をかしげた。

「……？　忍びに、お米を盗ぬすませる？……？」

「バカだな。信奈が治める清洲の城下町から米を盗んだりしたら、それこそ俺は打ち首だぜ」

「……そうだった……」

　良晴は、声を荒あららげて叫んでみた。

「おーい、五右衛門！　いないのか？　今こそ、お前の力が必要なんだ！」

「……蜂須賀五右衛門、参上つかまつる」

　音もなく、庭に黒ずくめの忍び装しよう束ぞくを着こんだ少女が現れていた。

　鼻と口は相変わらずマスクで覆おおっているが、妖あやしげに赤く光る瞳ひとみで五右衛門とわかった。

「……驚いた」

「ぜんぜん驚いたように見えないんだけどさ、犬千代」

「……誰だれ？」

「俺とコンビを組んでる忍びの五右衛門さ。五右衛門、部へ屋やに入れ」

「いや拙せつ者しやは庭にて結構でござる。相良氏うじ、そもそも忍びとは常に陰かげに潜ひそみ──」

「いいからいいから。固いこと言うなって。長台詞をしゃべるとまたかむぜ」

「う、うるさい」

「……良晴は、相手が主人でも家来でも態度が変わらない。誰に対しても適当」

「誰に対してもフランクと言ってくれ、犬千代」

「ふらんく……？」

　結局、五右衛門が折れた。

　三人で、うこぎ鍋をかこみながら作戦会議となった。

　いきなり「我が郎党どもは川かわ賊ぞくにござる、土蔵破りなどお手の物」と言いだした五右衛門を手で制止して、良晴は言った。

「戦国ゲームでつちかった俺の利殖術・第二弾！　名付けて、〝貿易で荒あら稼かせぎ作戦〟！」

「……ぼうえき」

「いや、それ以前に『せんごく芸げい無む』とは何でござる？」

「まあ聞け。作戦はこうだ」

　元手の三千貫を六千貫に増やせば、ノルマの八千石の米を買える。

　ここまではわかるな。

　そこで、最初に三千貫を使って清洲の商人から物産品を購こう入にゆうする。

　そして、それを他の町の商人に四千貫とか五千貫とか、とにかく買い値より高く売る。

　増えた金でまた物産品を買って、また別の町の商人にさらに高値で売る。

　これを何度か繰くり返せば、三千貫が六千貫になるはずだ。

　で、予算が六千貫に達したら、清洲で米を買う。これで八千石のノルマを達成。

「……のるま？」

「ふうむ。なぜ買ったものがすべて高値で売れるのでござるか？」

「……買う時に、値切る？」

「なるほど。こちらの言い値で売らずば、商人どもを根切り（皆みな殺ごろし）でござるな」

「違ちがう違う。物ぶつ騒そうなことを言うな。相場だよ」

「……そうば」

「俺の（微び妙みような）戦国ゲーム知識に基もとづけば、町によって物の値段が違うはずだ。相場が安い町で大量に物産品を買い込んで、相場が高い町でそれを売り払はらえば増える」

　いい考えのようだが……五右衛門がマスクで覆った顎あごに指を添そえた。

「町に行ってみなければ相場はわからぬでござる。行き当たりばったりで売り買いしていて、わじゅか二週間で二倍にふやせるかにゃ？」

　かんだ、と犬千代がつぶやいた。

　ギロリと赤い瞳で犬千代をにらむ五右衛門。

「だからお前を呼んだんだ、五右衛門。忍びの情報網を駆く使しして、尾張とその隣国の町の相場をかたっぱしから調べてくれ！　そうすりゃ、どこで何を買ってどこで売ればいいか、あらかじめわかるだろ？　品物を運ぶ仕事も、お前の郎党にやらせれば安全だ」

　これが『貿易』の基本だ。泥どろ棒ぼうや押し込みなんてやらなくてもいい、誰も傷つけずに金を増やせるのさ、と良晴が鼻を鳴らす。

　天才でござる、と五右衛門が手を打ってうなずいた。

「拙者、そのようなことに忍びを使うなど考えたこともござらぬ。さすがは木下氏がおにょーにょと見込んだおにょこ、ふふふ」

　すごくかんだ、と犬千代がまたつぶやき、五右衛門がまたまた犬千代をにらみつける。

「いやまあ、俺の戦国知識は全部ゲームで仕入れただけだよ」

「その芸無とは、もしや南なん蛮ばん秘伝の巻物でござるか」

「似たようなもんだな」

「それではさっそく周辺諸国の相場を調べて参る。なに、二日もあれば十分」

　九字を切り、煙えん幕まくを張る。

　五右衛門は再び、音もなく消えた。

「げほげほ。部屋の中で煙けむりを張るなよ！」

「……畳たたみ、燃えてる」

「あっち！　あちちちち！　早く消さなきゃ！　水、水！」




　二日後。

　良晴は、五右衛門に連れ出されて、とある山の中を訪おとずれていた。

　周辺を川の流れに分断された中なか州す地帯にあるその山は、まだ昼間だというのに鬱うつ蒼そうとしていて、いかにも賊ぞくの根城となっているようなあやしげな森だった。

「ご、ご、五右衛門？　こんなおっかねえところに俺を連れてきてどうするつもりなんだ？」

「手下どもに命じて、清洲、美濃の井いノの口くち、伊い勢せの港町・大おお津つにゃどのそーばをちらべあげてきたでござる」

「手下？」

「ふ、ふ、ふ。拙せつ者しやの郎ろう党とうども、川賊の川並衆でござる」

「ああ、例の。もしかして今でも盗とう賊ぞくやってるのか!?」

「そうでござる。お尋たずね者ものどもゆえに清洲城下にはちと呼びづらく、相良氏のほうからでむいてもらったでごじゃる。あいことばは、やみゃ！」

「「「親分の舌っ足らずが、出たあああ！　待っていたぜえ！」」」

　ズザザッ！　と森の四方から屈くつ強きような野や郎ろうどもがわれさきにと飛び降りてきた。

　どいつもこいつも、見るからに殺さつ伐ばつとした盗賊然とした男どもである。

「うわあああ！　出た、出た！　命ばかりはお助け！　ゴエモーン！」

「だいじょうぶでござる。みな、拙者の郎党どもでござる！　うにゅう。だきちゅくな、だきちゅくなあ！」

　しかし良晴は、なおも震ふるえが止まらなかった。

「ご、ご、五右衛門ってこいつらを仕切ってるのかっ？」

　凶きよう悪あくな盗賊の群れにしか見えないからではない。

「親分にぎゅーって抱だきついてやがる、この小こ僧ぞう！」

「俺らの永遠の偶ぐう像ぞうである親分になんて真ま似ねを。殺してやりてえ！」

「俺たちゃ、親分のぷにぷにしたお手手に触ふれたこともないのに！」

「こいつはとんでもねえ悪党に違ちがいない。いいやそう決まった！」

　そんな荒あらくれ野郎どもの嫉しつ妬とに満ちた視線攻こう撃げきが、良晴を震えさせているのだった。

　こいつらこんな荒々しい連中のくせして全員ロリコンかよ！　と良晴は泣きたくなった。

　もしかしてマスクを取ったら五右衛門って意外とかわいいのかなあ、という嬉うれしい疑ぎ惑わくも持ち上がってくる。

「ちゃわるな、ちゃわるなあああ！」

「あっと失礼。どうしたんだ五右衛門、ふらふらだぞ？」

「さささ相良氏のせいでござるっ」

　ずいっ、と良晴の身体からだを五右衛門から引っぺがした副将格の男が、良晴の首に刀を沿わせてドスの利きいた声で話しはじめた。

「おいこら。かみかみの親分に代わって、この前まえ野の某なにがしさまが川並衆を紹しよう介かいしてやらあ、坊主。とにかく親分に触れるんじゃねえ、次に触れたら殺すぞ。いいな？」

「ま、前野某さん？　ええと……前野長なが康やすさんじゃなくて？」

「坊主。名前とかどうでもいいんだよ。俺ら川賊だし。俺ぁてめえの本名なんぞとうに忘れちまった」

「はあ」

　前野某いわく──。

　川並衆は今は幼い少女の五右衛門を二代目の親分として担かついでいるが、もともとは五右衛門の亡なき父親が率いていた川賊たちだった。

　盗賊とはいえ、ほとんどの者はもともとは侍さむらいだったのだがいろいろ子細あって主家が滅ほろび、失業してしまった連中だ。

　どこから見ても盗賊にしか見えないいかつい男たちだが、先代から受けた恩義もあり、幼いながらも紅一点の五右衛門に異常に懐いていて、その忠誠心はただの侍よりもはるかに厚い。

「いいか坊ぼう主ず！　親分は『将来に見込みあり』と買っていた先代の友人・藤吉郎と組み、二人して大名に奉ほう公こうして出世を果たし、俺たちを日ひ陰かげの盗とう賊ぞく稼か業ぎようから抜ぬけさせ、再び侍の身分に戻もどそうとがんばってくれていたんだ」

「ところがその藤吉郎があえなく死んじまってよ」

「あいつは女好きだったが、頭が切れるし、いいやつだったなあ」

「なにしろ親分は先代から家業を継ついだ泣く子も黙だまる川賊の親玉で、しかも忍にん者じやだ。常識では、とうてい侍になど取り立ててもらえる立場じゃねえ」

「だからよ、藤吉郎の影かげとなり、藤吉郎を立身出世させることで俺らを藤吉郎に召めし抱かかえさせるという手はずだったんだ」

　川並衆がいっせいに「ああ。どこまで続くんだ幼い親分に降りかかる苦難の道は」と涙なみだぐんだ。

「なるほどなあ。しかし、川賊と忍者がどこで結びついたんだ？」

「にんにん。忍しのびは己おのれの過去を語らぬでござる、相良氏。子細は秘密でござる」

　さすが親分！　過去に訳ありの女ってときめくぜえ！　うおおおお！　と川並衆の野郎どもが気勢をあげ、「訳ありの女って……五右衛門のこと？」と良晴は彼らの真性ロリコンぶりを目まの当たりにしてたじろいだ。

　普ふ通つうに考えれば、先代と呼ばれている五右衛門の父親が、もともと忍者だったのだろう。抜ぬけ忍にんだったのかもしれない。だとすれば五右衛門が容易に自分の過去を語らないのもうなずける。あるいは五右衛門は父親の前身を知らされていないのかもしれなかった。

　まあ、すべては良晴の推測なのだが。

「とにかくよ、坊主。盗賊独自の情じよう報ほう網もうを使い、いろいろな町の物産品相場を調べ上げてきた」

「てめえのもくろみ通りだ。町によって、在庫がだぶついて値ね崩くずれしている品や、逆に品しな薄うすで割高になっている品がそれぞれ異なる。町と町の間で相場を見ながら品物を動かせば、それだけで濡ぬれ手てで粟あわの商売となる……はずなんだがよ」

「しかし問題は、関所だ」

「織田の姫ひめさまが関所を壊こわして回っている尾張や、関所を最初に壊しはじめた斎藤道三のお膝ひざ元もと・井ノ口の周辺は別だが、伊勢や三河なんぞはぜんぜん違う。大名や各地の国人や地侍ども、さらには寺社の連中が、街道の途と中ちゆうに関所を設けてやがるんだ。それも阿あ呆ほ臭くさいほどの数だぜ。関所を通ってちょっと進んだらまた次の関所だ。正直にいちいち通り賃を支し払はらっていけば、せっかくの稼ぎ分がたちまち消えちまうんだ」

　あーっそうか！　関所であがる関せき銭せんつまり通行税こそは、この時代の大名や国人たち、あるいは寺社の重要な収入源だ！　尾張から一歩出れば、通行税が馬ば鹿かにならないんだ！　やはり戦国ゲームみたいなチート商売は無理なのか、と良晴は自分のうかつさに気づいて天を仰あおいだ。

　だが五右衛門が「しかし、でござる」と赤い瞳ひとみをぎらつかせながらうなずいた。

「運が良いでござるよ相良氏。川並衆の本業は川賊と盗賊」

「そうよ。俺たちはつまり、侍が知らない山の抜け道に詳くわしい！」

「その上、木き曽そ川がわや長なが良ら川がわの激流を自在に船で往来できる！」

「ここいらじゃあよ、川の上で俺たちから関銭を取ろうとするような命知らずはいねえ！」

「そうか！　その手があったか！」

　良晴は、はたと膝ひざを打っていた。

「どうだ坊主。関所を片かたっ端ぱしから破り、抜け道を用いて商品を運ぶか？」

「だがよ。俺たち盗賊どもとつるんで違い法ほうな商売をやったとなれば、しくじればその場で首が飛ぶ。よくても織田家から追い出されるぜ？　坊主」

「てめえに、その度胸はあるか？」

　足ががくがくと震えていた。だが、よしわかった、それでいこう！　と良晴は勇気を振り絞しぼってうなずいていた。

「たたたたしかに今の世では関所破りは違法かもしれないが、関所なんてものは信奈が天下を盗とれば必要最低限の場所以外は消えてなくなるものだ！　人も商品も自由に往来できてこそ、商あきないが栄え国が栄えるんだ。やろうぜ、みんな。手を貸してくれ！」

「言うなあ小僧！」

「それじゃさっそく、出発だ！　山中の獣けもの道みちを通って岡おか崎ざきの町へ向かうぜ！」

「ヒャッハー！　織田の仇きゆう敵てき・今川領だぜ、命がけだ！」

「岡崎の名産品は、瀬せ戸と焼やきだぞ坊主！」




　こうして良晴と命知らずな川並衆は、各地で関所破りの商売を開始した。

　危険を冒おかしながら、諸大名や国人、寺社への莫ばく大だいな関銭を支払うことなく、町と町の間で商品を転がしてどんどんと銭ぜにを稼かせいでいったのだ。

　おっかないがこれも戦いくさだ、こうして他国で俺たちが稼いだ銭はすべて信奈の軍資金になるんだ！　良晴はそう叫さけびながら五右衛門と川並衆とともに、果か敢かんにあらゆる獣道や激流へと突とつ進しんしていった。もっとも、馬にも乗れないし船も漕こげないのでひたすらに足手まといになったのだが。




　そして──。

　気づいた時には、うこぎ長屋の良晴の部へ屋やはもはや畳が見えないくらいの小判で溢あふれかえっていた。

　元手が三千貫という巨きよ額がくだったため、予想を超こえる途と方ほうもない金額を稼かせいでしまったらしい。

「こ、こ、これは、小判の畳？　黄金の部屋っ？　俺ってもしかして大金持ちっ？」

　最初は米を買うための元手を増やすつもりだったが、これだけじゃんじゃん増やせるのなら可能な限り増やしてやろう、と良晴は欲よくを出した。

　小判の山の中にダイブして、じゃらじゃら～とクロール泳ぎで小判の波をかいて泳いでみた。

　ああ、なんだか気持ちがいい……恍こう惚こつの表情で、良晴はつぶやいた。

「モテる。これだけ小判を持っていれば、俺はモテモテになれる。それが世の習わし！」

「……まるで商人あきんど」

　犬千代があきれたようにつぶやいたが、生まれて初めて大金持ちになった気分の良晴には聞こえていない。

「商人で結構。俺は戦とかで人を傷つけるのは苦手だしな」

「……それは、わかる」

「よーし、俺は織田家の番頭になる！　稼いで稼いで、稼ぎまくるぜ！　俺、大金持ち！」

「……でも……それ全部、信奈さまのお金」

「何を言ってるんだ、犬千代。これだけ増やしたんだ、ちょっとぐらいもらってもわかりゃしねーって！」

「……まるでお金の亡もう者じや」

「お前にも新しい小こ袖そでを買ってやる！　たまの休みくらい女の子らしく着き飾かざってかわいく過ごせ！」

「……うう。断れない……」

　スイム～スイム～と鼻歌を歌いながら良晴が小判の中で悶もん絶ぜつしていると、向かいの浅野家からねねがやってきた。

　しばらく良晴が顔を出さないので心配になって様子を見に来たらしい。

　室内に溢れかえる小判の洪こう水ずいと、すっかり調子に乗って「モテモテだぁ」とへらへらしている良晴を見るなり、ねねは両手を挙げて大声で叫んでいた。

「サルさま！　何をやっているですかー！」

「おお、ねね。お前にもういろうをいっぱい買ってやるぞ！」

　ねねは目をつり上げながら、どんっ、と良晴の脇わき腹ばらを蹴けり上げてきた。

「おうっ。何すんだよ？」

「サルだサルだとは思っていたですが、ついに泥棒になりましたな！」

「違う違う、合法的な商売で稼いだんだよ！」

「むー！　庭のうこぎを食い尽くしたサルさまに、商売の元手などないはず！」

「さすがはお利口幼よう稚ち園えん児じだ！　だがな、元手ならあるんだ。信奈が気前よく俺に三千貫かんを貸してくれて──って、アレ─────ッ？」

　遅おそまきながら、今さら気づいた。

　違う、貸してくれたんじゃない！

「俺は信奈から『三千貫で米を買ってこい』って言いつけられてたんだ！　『大金つかんでモテモテ』の夢に目がくらんで、すっかり忘れていた！」

「何をやっているのですかまったく！　ねねがついていないとサルさまはダメダメですな！　犬千代どのもサルさまを甘やかしすぎなのですぞ！」

「……犬千代も……忘れてた」

「い、い、犬千代！　この仕事の期限はいつだったっけ？」

　犬千代がこころなしか不安げに、指を折って日数を数え始める。

「……わかった……期限は、今日の夕刻」

　もう昼過ぎじゃねーか！

　しまった！

　あの女のことだ、いくら小判を積み上げたって米が一ひと粒つぶもなけりゃあ打ち首!?

　良晴は慌あわてて立ち上がって、本丸の信奈のもとへと走りはじめていた。

「犬千代、五右衛門たちの手を借りて今すぐこの金を全部米に換かえてきてくれ！　時間がねーから、値切らなくていい！　で、信奈のもとへ運んでくれ！　頼たのむぞ！」

「……わかった」

「サルさま！　信奈さまを怒おこらせないよう！　ひたすら土下座して、お米の到とう着ちやくを待ってもらうのですぞー！」

　そりゃたぶん無理な話だな、と良晴は思った。




　土下座も何も、そんな暇ひますら与あたえられなかった。

「こ、こ、こ、このアホ～！　バカ！　たわけ者～！」

　上座から立ち上がった信奈は、良晴の顔を見るなり烈れつ火かの如ごとく怒りだしていた。

　キック、キック、這はいつくばる良晴の顔面へとキックの嵐あらし。

　さらに、良晴の髪かみをつかんで畳の上をずりずりと引きずり回す。

　うっかり土下座しようと腰こしを曲げたばっかりに、鬼おに攻こう撃げきを避よけられなかったのだ。

「痛いじゃねえか！　抜ぬけるっ俺の髪が抜けるっ」

「あんた、締しめ切りも忘れてさぼってたんでしょ！　な、な、なんでわたしがあんたなんかのためにいちいち気を揉もんで……ほんと、バカじゃんっ？　糞くそたわけっ」

「待て待て信奈、かんしゃくを起こすな！」

「あんたが悪いんでしょっ、あんたがっ！　なんで手ぶらっ？　どうして米が一粒もないのよ？　預けたお金はっ？　三千貫はっ？」

「なあ……前から気になっていたんだけど……たわけってどういう意味？」

「そんなことも知らないのぉ？　先祖伝来の田畑を子供たちに細かく分けていくうちにどんどん貧びん乏ぼうになっちゃう、そんなおバカな連中のことを『たわけ』って言うのよ。わたしはそんなたわけになりたくないから、領地をもらうばかりで役に立たない無能な家臣はさっさと解かい雇こすると決めているのよ……って、そんなことでごまかされるかっ！」

「バレたか」

「法に照らして、三千貫をなくしたあんたは打ち首よ！」

　信奈は小こ姓しようから受け取った太た刀ちをすらりと抜いて、良晴の首根っこに刃はをぴたりと当ててきた。

「まだ日が沈しずんでない、もうちょっとだけ待ってくれ！」

「うるさい！　主命を達成できなかったのなら素す直なおにあきらめてお金を返せばいいじゃない！　まさかほんとにバクチに使って全部なくしたんじゃないでしょうね？」

「違う違う違う！　せっせと元手を増やしていたんだ！」

「どうやって？」

「企き業ぎよう秘密だ！」

「またわけのわからないサル語でごまかす。甘えるのもたいがいにしてほしいわね」

「未来語と言え」

「ふん。増やしたのなら、今いま頃ごろここにたくさんの米俵が積まれているはずよね？」

「多すぎて俺一人じゃ運びきれなかった！　今、犬千代が運んでいる！　頼むから俺を信じて待ってくれっ」

「……あんたなんか信じちゃいないけど、犬千代がかんでるのならあの子に免めんじて刻限まで待ってあげてもいいわ」

　信奈は「ふんっ」と鼻を鳴らしながら太刀を鞘さやに収め、再び上座に座り直した。

　いらいらいらいら。

　見ている良晴まで胸をかきむしりたくなるほどにいらだっている。

　にこにこ微笑ほほえんでいれば、まぁ美少女と言えなくもないのに、素材がすっかり台無しだ。もったいない……と良晴は思った。

　ひとまず、打ち首はまぬかれた。

　正確に言えば、打ち首タイムが延びただけだが。

　しばし、にらみ合いが続いた。

　一分……二分……三分。

　信奈の忍にん耐たい力りよくは、カップラーメンの調理時間並みだった。

「来ないわね」

「す、すぐには来ないさ。なにしろ量が多いからな……」

「退たい屈くつだわ。わたし、退屈するとサルを斬きりたくなるの。そういう病なの」

「退屈するの、早っ!?」

「サルがあげる断だん末まつ魔まの悲鳴を聞いてみたくなってきたわね」

「な、何かおしゃべりして時間を潰つぶそうぜ？」

「三千貫をまるごと擦すって一粒の米も買ってこられないサルごときから聞きたい話なんて、何もないわね」

　白目をむいて、「きーっ」と信奈がサルの声を真ま似ねしてみせた。

　まったくかわいくねえ。なんて顔しやがる、と良晴は忌いま々いましくなった。

「それじゃお前が話せよ」

　信奈はつんっと横を向いて、空を見た。

　襖ふすまの向こう、青空が少しずつ赤みがかってきていた。

　悔くやしいが、口を閉じているとやっぱり綺き麗れいだな、と良晴はうっかりため息をついてしまった。

（ち、違ちがう！　惚ほれてなんていない！　惚れてないんだからな！）

　信奈が、赤くなって座ったままごろごろと身体を揺ゆらしている良晴をじろりとにらみつける。

「どうせわたしの話になんて興味ないくせに。首と胴どうが離はなれるまで、黙だまっていたらいいじゃない」

「興味ないことないさ。南なん蛮ばん商人から種子島や地ち球きゆう儀ぎを買い求めたり『天下』とか『世界』を見み据すえているお前が、どうして『尾張のうつけ』なんて言われるおかしな奴やつになっちまったのか、後学のために聞いておきたいな」

「……生まれつきよ。自分では覚えていないけど、わたしは生まれてすぐに乳う母ばの乳ち首くびをかみちぎりまくったらしいわ」

「それはヘンだな。赤あかん坊ぼうには、歯なんて生えてないだろ？　作り話だよ」

「母上から直接聞いたのだから、間ま違ちがいないわ」

「信勝のところにいるお母さんか……」

　なんで勘十郎のこと知ってるのよあんた、と信奈は口をとがらせて手元の金こん平ぺい糖とうをぶん投げてきた。

　あぐらをかいたまま、ひらりとかわす。

「あいつは毎日のように徒と党とうを組んで俺の長屋にやってきて、嫌いやみを言いやがる。俺の仕事の邪じや魔まをしているつもりらしいな」

「そう。不出来な弟のしでかしたことだけど、わたしは詫わびないわよ」

「いいさ。お前に謝られたら、こっちが気持ち悪くなるだろ」

「勘十郎は、母上から『織田家の家か督とくを継つぎなさい』とお尻しりを叩たたかれて武芸や学問に励はげんでいたの。でも、いつもわたしに負かされてたのよ。それで少々ゆがんでるだけなの。そんなに悪い人間ではないわ」

「確かに、お前のひねくれかたと比べれば、あいつはまだかわいいレベル……痛いっ」

　正面から投げるとかわされると悟さとった信奈が、不意打ち。

　ノーモーションの背面投げで金平糖を良晴の頭にヒットさせた。

「わたしのどこがどうひねくれているというのよ、証しよう拠こもなく主しゆ君くんを中傷するだなんて許し難がたいわね」

「父親の葬そう式しきにうつけ姿で現れて暴れたそうじゃないか。ひねくれすぎだろ」

「あの時は、勝手にわたしを遺のこして死んじゃった父上にも、すまし顔で居並びながら自分たちの身の振り方の相談ばかりしている重臣どもにも腹が立ったのよ！　誰だれも、真しん剣けんに父上の死を悲しんでなかったわ！　それが悔しかったのよっ！」

「そうか。信勝もそんな感じだったのか？」

「勘十郎は……泣いて悲しんでいたわ。でも、取り巻きの連中はね……わたしへの謀む反ほんを考えている目つきだったわ」

「あいつ、何度もお前に謀反したけどそのたびに許されてきた、って勝家が言っていたな。お前みたいな鬼おに娘むすめでも、実の弟はかわいいんだな」

「うるさいわね。わたしは、謀反人はたとえ弟でも許さない主義よ！　母上が悲しむから、斬りたくても斬れないだけ！」

「そうか……」

　信奈は悲しげにうつむくと、何か小さな声をもらしかけた。

　だがすぐに唇をかみしめて、きっと鋭するどい視線で良晴をにらんできた。

　戦国大名の顔になっていた。

「でもね。勘十郎が……いいえ、信勝が今度わたしに謀反したら、殺すわ」

「なんでっ？」

「だって、家中が分ぶん裂れつしていたら強大な今川家から尾張を守るなんて無理だもの。だから、そう決めたのよ」

「物ぶつ騒そうだな。そんなこと言わずに、仲直りしてみろよ」

「口を慎つつしみなさい、サル。わたしは、尾張の戦国大名・織田信奈よ。あんたとは立場が違うのよ。尾張の民と家臣団全員に対して、責任を背負っているんだから！」

「……それに、『天下』という夢のためにも、お前個人の感情を犠ぎ牲せいにしなけりゃならない時もある……ってことか？」

「そうよ。もういいでしょ、足軽ふぜいにこれ以上話すことなんてないわ」

　ちっ、逃にげやがった、と良晴は内心で舌打ちした。

　いや違う。まだまだ俺は、こいつに対等の存在だと思われていないんだろうな……そう気づくと、悔しさにどこか胸のうちがかっと熱くなってくる。

「それより、この地球儀であんたの知能を測定してあげるわ」

「地球儀か。その勝負、乗った」

「勝負じゃないわ。人間とサルが対等に勝負できるとでも思ってるの？　これはあくまでもサルの知能測定よ」

　信奈は手元の地球儀をゴロゴロと回しながら、とびっきりの笑え顔がおを見せて叫さけんだ。

「これを作った南蛮の連中は手て強ごわいわよ！　大きな海を渡わたって、地球を半周して日本まで来るんだから！　あんたにわかる？　この地球儀の意味が？　世界って、平らじゃないの。この地球儀のように球体なのよ！」

「それぐらい知ってるよ」

「ええ～？　噓うそいいなさい」

「学校で習ったんだ」

「サルの国の寺子屋が南蛮並みだなんて、信じがたいわね」

　信奈が、良晴をにらみながら小さな口をとがらす。

「じゃあ、この地球儀のどこに日本があるか知ってるかしら？」

「ああ、知ってる。この小さい島国がそうだ。ちなみに、お前たちが南なん蛮ばん人じんって呼んでいる連中は、ずっとずっと西にあるこのヨーロッパから来ている」

　良晴は、突つき出された地球儀を転がしながら、日本と南蛮の場所を示してみせた。

　南蛮の位置が微び妙みように間違っていたが（スペイン・ポルトガルをささないといけないのに、良晴はフランスを指さしていた）、だいたい当たっている。信奈は、「世界は球体だ」って誰に説明しても信じてくれないのに、なんであんたみたいなバカがそんなことまで知ってるのよ？　と意外そうな顔をしてむくれた。

「別に俺の頭がいいわけじゃないよ。俺がいた世界では、常識なんだ」

「ふうん。あなどれないわね。サルの国。人類最大の敵になるかもしれないわ。今のうちに滅ほろぼしておかなきゃいけないかもね」

「だからサルじゃねえ！」

「地球を一周できる船や種子島を持っている南蛮諸国はね、ほんとうに強いわ」

　良晴の突っ込みを聞き流しながら、信奈は言った。

「今はデウスの教えを伝える宣教師しかやってこないけど、いつかきっと大船団で日本まで攻せめてくると思うの。だから一日も早く乱れた天下を治めて、南蛮の奴らとも対等につきあえる国を作らなくちゃダメなのよ！　ねえ、わたしの言ってること、おかしい？　うつけだと思う？」

　良晴は思った。こいつ、南蛮の話とか世界の話をする時だけは、ちょっとだけ、ちょっとだけだけど、いい笑顔を見せるよな……。

「なに赤くなってるのよ？　熱でもあるの、サル。もしかして知ち恵え熱ねつ？」

　お前の言ってることは正しいよ、と良晴は鼻の頭をかきながら答えた。

「忌々しいが、お前は時代を超こえた天才なんだよ。お前を笑う連中のほうがバカなんだ。でも、仕方ねえ。お前のほうが特別製なんだ。気にすんな」

「……ふん。サルにそんなこと言われても、嬉うれしくないわね。根こん拠きよがないわ。あんたって、実はおべっか使いなんじゃないの？」

　相変わらずの毒舌を吐はきながら──信奈がひどく無防備な、少女らしい笑顔を見せた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったけど。

　すぐに、慌あわてて元の不ふ機き嫌げんそうな表情に戻もどしたけれど。

　どくん、どくん、どくん、と良晴の心臓が高鳴ってきた。

（待て待て。騙だまされるな！　こ、こんな凶きよう暴ぼうな暴君に、ほ、惚れちゃダメなんだからなっ！　だいいちあまりにも身分違いだろーが！　俺はしがない足軽、こいつは俺の主君で尾張を統すべる戦国姫ひめ大名！　下げ克こく上じようにもほどがあるだろっ）

　不意に、信奈がきょとん、と瞳ひとみを見開いて、良晴の顔を覗のぞきこんできた。

　信奈の鼻息が頰ほおにかかる距きよ離り。

　ちくしょう。信奈のくせに美少女だなんて生意気だ。

「なに。どうしたの、その顔？　わたしに何か言いたいことでもあるの？」

「えっ？　な、なにもねえよ！」

「言いたいことがあるのに黙ってるなんて、あんたらしくないわね。謀反でも企たくらんでるの？」

「謀反というか、下克上の企みかな……」

「……ふうん。どういう、下克上なの？」

「そ、それは……その……ええと」

「……なに……？」

　良晴は金かな縛しばりにあったように動けない。

　悔しいが、こいつやっぱり綺麗だ！　顔だけだけど！

　二人が無言でしばらく見つめ合っていると、城のどこからか、時を告げる太たい鼓この音がドンと鳴り響ひびいてきた。

「……日にち没ぼつね。刻こく限げんだわ」

　信奈が、不意に真顔に戻った。

「サル──織田家の法に従って、あんたの首をはねるわ。座り直しなさい」

　精せい悍かんな、戦国大名の表情だった。

　間に合わなかったか……。

　良晴は、信奈の足下に正座して頭こうべをたれた。

　不思議に、恐きよう怖ふはない。

　俺は相変わらずどこか抜ぬけてるな、と良晴はおかしくなった。

　信奈は、ためらわずに斬きるのだろう。

　戦国大名として生きるために、弟を殺す覚かく悟ごすらしているのだ。

　足軽の一人や二人、ためらうはずもなかった。

「俺がしくじったのが悪かったのさ。さあ、やれよ」

「……言い残すことはないの、サル？」

「どうせ死ぬんだ。最後に、俺さまが編み出した──というのは噓うそだが、俺さまが戦国ゲームで仕入れてきた『金の増やし方』を教えといてやる」

　刀をかまえて良晴の後ろに立った信奈が、金切り声をあげた。

「そんなこと、どうでもいいのよ！　他に何か言うことはないの？　死にたくないとか、殺さないでくださいとか！」

「アホか。そんな命いのち乞ごいをしたら、お前があとあと苦しむだろーが。お前、ほんとうはこういうの苦手なんだろ？」

「……う……うるさいっ！　三千貫かんの軍資金を全部なくしてしまったバカな家臣なんて、生かしておくに値あたいしないわ！　そうよ、あんたがここで首をはねられるのも当然なのよ！　あんたが斬れっていうから斬ってやるだけなんだからっ！　自じ業ごう自じ得とくだわ！　バカっ！」

　信奈の特とく徴ちようであるカン高い声が、だんだん詰つまったような鼻声になってきた。

　あれ……俺ってもしかして命乞いしてたら、助かってた？

　こいつ、素す直なおじゃないからはっきりそう言わないだけで、助けるつもりも……少しはあったのか？

　しまった、カッコつけすぎた、と良晴が声をあげた時にはもう。

　信奈が、かまえていた刀を振ふり下ろしていた。

　どんな顔をしているのか、良晴からは見えなかった。

　だが、良晴には悪運があった。

　カツンッ！

　信奈の手から、刀が落ちていた。

　不意に縁えん側がわの方向から飛んできた手しゆ裏り剣けんの束に、刀を飛ばされていたのだ。

　後頭部を三ミリほど斬りつけられただけで、良晴の首はつながっていた。

「あ、痛い……皆みなの者、出会え！　く、くせ者だわ！」

「……くせ者、違ちがう……遅おくれた……」

「犬千代？」

　部へ屋やの中に、血で汚よごれた侍さむらい姿の犬千代が入ってきた。

「……良晴……お米、買ってきた……」

「おおお、犬千代～！　助かったぜ！　あ、ありがとうっ！」

　手裏剣を投げたのは五右衛門だな、と良晴は気づいた。

　どうせならあと一秒早く来てくれていれば、後頭部から流血しなくてもよかったのに。

「でも犬千代、米俵は」

「そうよ。どこにあるのよ？」

「……今、城門から運び入れている」

　信奈と良晴が窓から身を乗りだしてみると、途と方ほうもない数の米俵が次々と城内に運び込まれていた。

「おうおう、良晴どののお手て柄がらじゃのう」

「大だい収しゆう穫かくですぞ！　うこぎ長屋にも一俵持って帰りますぞ！」

　浅野の爺じいさんとねねが笛と太鼓を鳴らして、俵を担かつがされている郎党衆と、そして川並衆の野郎どもを鼓こ舞ぶしていた。

「ものすごい数だわ！　いくつ買ってきたの？」

「……七万五千俵」

「一石が二俵と半分だから……三万石っ？　噓っ？　ほんとにっ？」

　ちくしょう信奈め計算が速い、と良晴はつぶやいた。

　ノルマは八千石だったから、調達してきた米の量は実にほぼ四倍近くになる。

　大おお手て柄がらだった。

　信奈は「信じられない。これで種子島を買いそろえる資金が捻ねん出しゆつできるじゃない」と微笑ほほえみながら、良晴の頭にグーでパンチを入れた。

　ゴンッ。

「喜びなさい、サルっ！」

「おうっ？　褒ほう美びをくれるのか？」

「あんたは刻限に遅れたから、褒美はないわ！　でもそのサル首はつなげておいてあげる！　犬千代の働きとわたしの寛かん大だいさに感謝しなさい！」

「なんだよそれっ？　けちくさいんだよ、お前は！　こういう時にどかっと褒美を渡せば、部下は喜ぶんだよ！　だいいち自分の家臣を『うこぎ長屋』なんかに押し込めるなんて、どこの守しゆ銭せん奴ど経営者だよっ？」

　ドゴッ。

　今度は、笑え顔がおかつ無言のまま脇わき腹ばらに回し蹴げりを入れられた。

「こらっ笑いながら攻こう撃げきするんじゃねえ、避よけそこねただろっ」

「うるさいわね！　生かしてやるんだから、泣いて感激しなさいよ！　わたしの足下にひれ伏ふして『信奈さまぁああ、サルは一生あなたさまについてまいりまするううぅ』と泣いて拝みなさいよっ拝みたいんでしょっ？」

「はぁ～？　お前こそ、俺さまの錬れん金きん術じゆつに感動して『良晴、あなたがいてくれないとわたしはダメなの～』とデレやがれ！　その美少女面づらはただの飾かざりかっ？　少しはかわいいところを見せてみろやこの凶暴女がっ！」

「う、ぎ、ぐ、ぎっ！　何よ何なのよ、ちょっとばかり米をいっぱい調達したからって偉えらそうにっ！　気持ち悪い妄もう想そうしないでよー！　やっぱお前、殺す！」

　またまた二人がおでこを突き合わせて「ふううぅ～」とうなり声ごえをあげていると、犬千代が「くいっ」と信奈の袖そでを引いた。

「……姫さま……犬千代を、斬る」

「えっ？　何を言いだすの、斬られるのはこのサルよ？」

「……犬千代はさっき、信勝さまの小こ姓しようを斬った。法はつ度とを破った」

　言われてみれば、犬千代の袖にまだ新しい血がついていた。

「……だから犬千代を斬らないと、信勝さまと揉もめる」

「何を言うのよ。そ、そんなこと、できるわけないじゃない！」

「……尾張の、ため」

　良晴が、犬千代の両りよう肩かたを抱だいて大声で問いただした。

「犬千代。お前、米俵を城内に運び入れようとした時にまた信勝たちに邪じや魔まされたんだな？　そうなんだろ？」

　こくり、と犬千代が小さくうなずいた。

「……時間が、なかった。斬らないと、間に合わなかった……命は、取ってない」

「聞いただろ、信奈。悪いのは信勝のほうだ！　犬千代を斬るな！」

「わかってるわよ！　でも……でも」

　犬千代は、信奈にとって妹同然の存在のようだった。

　斬れるわけがない。

　しかし、見み逃のがせば信勝側が黙だまっているわけがなく、再び姉と弟の対立が深まってしまう。

　良晴の目にも、あの甘い信勝が信奈に勝てるとは思えなかった。

　過去にも何度も謀む反ほんして、そのたびに負けているのだ。

　つまり、信勝側が犬千代の件で立腹してまた信奈に叛そむけば──

　信奈は、実の弟を、信勝を斬ることになる──

（犬千代を斬るか、信勝を斬るか、どちらかを選ばなければならない）

　選べるはずがなかった。

　信奈は言葉を失うと、ふらふら、と欄らん干かんにもたれて震ふるえ始めていた。

　見ていられない、と良晴は声をあげそうになった。

　しかし、違う言葉を叫さけんでいた。

「犬千代！　出しゆつ奔ぽんしろ！」

「……出奔……」

「清洲から逃にげるんだよ！　信奈に斬られそうになって逐ちく電でんしたってことにして、信勝側と手打ちにする！　いずれ信勝と信奈が和解した暁あかつきに、戻もどってこい！」

「……でも……」

「ああもう！　俺のために頑がん張ばってくれたお前にこんなことを言うなんて我われながら情けねえが、今はそれしかない！　それでお前も信勝も信奈に斬られずに済むんだ！」

「……わかった」

　犬千代は、今度はためらわずにうなずいた。

　信奈のほうに向き直って、深々と頭を下げた。

「……姫さま。お別れ」

「犬千代」

　信奈の頰ほおに、一筋の涙なみだがこぼれていたように見えた。

　だがそれは、良晴の錯さつ覚かく。

　確かに、心では泣いていた。

　でも、それを顔には表していない。

　我が慢まんしていた。

　涙に見えた一筋は、血だった。唇くちびるが破れていた。

　まるで普ふ通つうの女の子のように思わず弱よわ音ねを吐はきそうになった唇を、自分の歯でかみしめていたのだろう。

（わたしを置いていかないで、一人にしないで、くらい言えばいいじゃないか）

　どこまでも素直じゃねえ女だ、と良晴は思った。

　だが、信奈が口に出して言わなくても、犬千代には伝わっているのだ。

　信奈を見つめる犬千代は、ひどく優やさしい微笑みを浮かべていた。

「……きっと戻る。それに、良晴がいる」

　こいつこんなふうに笑うのか……と良晴が思わず見つめていると、犬千代は不意に良晴のほうへ向き直った。

「お、おうっ？　びっくりしたっ？　犬千代、約束だぜ！　絶対帰ってこいよ！」

　こくり、とうなずかれた。

「……約束……忘れてた」

「うん？　なんだっけ？」

「……小こ袖そで、買ってくれる？」

　戻ってきた時には俺さまの利り殖しよく術でいくらでも買ってやるぜ、と良晴は犬千代の手をつかんで振り回していた。







　　　巻ノ五　織田家、お家いえ騒そう動どう







　信奈とその弟・信勝の対立を防ぐために、犬千代は清洲から逐ちく電でんしてしまった。

　だが、それでも織田家のお家騒動を食い止めることはできなかった。

　信勝の家老を務める勝家は、信奈の側近である長秀・犬千代と裏でこまめに連れん絡らくを取り合って、信勝派と信奈派との激げき突とつをかろうじて回かい避ひしてきたのだ。

　その三人のうちの犬千代が欠けたことで、一気に流れが変わった。

　信奈陣じん営えいは先の今川家との合戦で旗本衆・小こ姓しよう衆を大勢失った上に、犬千代が抜けたことで明らかに弱体化したわけで、争いはますます加速した。

　信勝を担かつぐ一派は「今こそあのうつけ姫を廃はいして信勝さまを尾張の当主に」と盛り上がった。なにしろ信勝方には、姉弟きようだいの実母である土田御ご前ぜんもいるのだ。

　いつしか信勝のもとには、信奈が動員できる数の二倍を優に超こえる兵力が集まっていた。




　その日、信奈は犬千代の代わりに良晴を連れて清洲城の茶室にいた。

　文化の中心である京や堺さかいでは、茶の湯が大だい流りゆう行こうしていた。

　流行に敏びん感かんな信奈は清洲城に自分専用の茶室を造らせて茶器を集めはじめているのだが、礼れい儀ぎ作法など守るつもりはなく、この日も座ざ布ぶ団とんの上にあぐらをかいていた。

　正座すると、足が痺しびれるからだった。

　信奈は茶の点たて方も適当というか自己流で、茶ちや碗わんの中に大量の抹茶をどばっとブチ込んで、沸ふつ騰とうしたお湯をざばっとかけて「ぐしゃぐしゃぐしゃっ」とかき回して、まだ熱いうちにぐいっと一気飲み。

　あげくの果てに、おなかがすいたわねとつぶやきながら那古野名物「てばさき」をがぶがぶとかじりはじめた。

　てばさきとは言っても、良晴が知っている「世界のてばちゃん」で売られている小さなサイズではない。なぜか、フライドチキンよりも大きかった。てばさきをこよなく愛する信奈がにわとりを品種改良させて大型化させたのだという。

　このてばさきの大きさから計算すると、本体はもしかして人間が乗れるサイズだったりして……と想像すると良晴はちょっと怖こわかった。

「ふぅ～。てばさきはいつ食してもまったりと美お味いしいわね」

　ぱくぱくとジャンボサイズのてばさきを小さな唇くちびるで丸かじりしている姿は、やんごとなき姫大名にはとても見えない。

　同じ礼儀作法知らずでも、まだ「サル」と呼ばれている良晴のほうがお茶の真ま似ね事ごとをしようとがんばっているだけマシだった。

　斎藤道三を相手に茶を飲んだ時の作法はきっちりしていたのに、あれはやはり「よそ行き」だったんだな、と良晴はため息をついた。

「お前って、ほんっとに自由奔ほん放ぽうだな。茶の湯の作法を無視するんなら、最初から茶室なんか作るなよ」

「うるさいわね。お茶って飲み物なのよ。飲み物なんてものは、美味しく飲めればそれでいいじゃないの。茶碗をぐるぐる回して『はぁ～いい仕事してますなぁ～』なんてつぶやくのは枯かれたお年寄りのやること、わたしの趣しゆ味みじゃないわ。たらたらやってるうちに、かんじんのお茶が冷めちゃうじゃない」

「それに……そんな丈たけの短い着物を着てあぐらなんかかいてると、み、見えるぞ」

「問題ないわ。この茶室にはわたしと飼いザルしかいないでしょ。人間の殿との方がたなんてどこにもいないじゃない」

「そう言うのなら、いくらでも見せてもらうけどな……ぎゃふっ？」

　首を曲げて信奈の太ふと股ももの間を覗のぞこうとした良晴は、熱いお湯が入っている茶碗を頭上にぶん投げられて悶もん絶ぜつした。

「あちちちちっ？」

「その茶碗、高いのよ。割ったら弁べん償しよう」

「……なあ、信奈？　犬千代はどこでどうしているのかなあ、今いま頃ごろ」

「勘十郎の徒党が、犬千代を捜さがし回っている。清洲の城下町にはいられないわ。山中をさまよっているわね、きっと」

「飢うえたりしないのかな。あいつ、瘦やせてるし薄うす着ぎだから山で過ごすには寒そうだし。心配だ」

　むすっと頰ほおを膨ふくらませながら、信奈は窓の外に視線を逸そらした。

　信奈にとって犬千代は、幼い頃ころからずっと犬のように付き従ってきた、唯ゆい一いつ心を許せる友にして家来。いや、実の妹同然の存在だったのだ。

「勘十郎から再三、通告が来ているわ。犬千代を引き渡わたさないと、ご謀む反ほん申し上げる、と……。やるなら勝手になさい、戦場でわたしの首を盗ればいいでしょ、と突つっぱねているけれどもね」

「信勝本人はただのお調子者なんだけど、取り巻き連中がなあ。勝家が抑よく止し力りよくになってくれないだろうか？」

「六は代々織田家に仕えてきた武門の家いえ柄がら。剛勇無む双そうだけれど、竹を割ったような性格だから、まつりごとや陰いん謀ぼうにはからっきしなの。そこが好きなんだけれどもね」

「たぶん、勝家が信奈の家老で、長秀さんが信勝の家老だったらきっとうまく治まったんだろうけどな」

「今いま更さら言っても仕方がないことよ。勘十郎の周りにいる連中はみんな名門だけれどもヒヨッコみたいなやつらで、戦いくさになるとなにもできないの。勝家抜ぬきでわたしを倒たおせるわけがないことくらいは理解しているだろうから、謀反となれば勝家が兵を率いてわたしと戦うことになるわね。最悪だわ」

「身の程ほどを知らないだけに逆に厄やつ介かいだな」

「あんたほどじゃないけどね。この尾張国主の織田信奈にタメ口を利きくバカ家臣は、尾張広しといえどもあんただけだわ」

　ともあれ、今謀反されたら最悪だわ、と信奈は「てばさき」をかじりながらつぶやいた。

「駿河の今川義元が上じよう洛らくの準備を進めているのよ。義元が動けばまっさきに攻せめこまれるこの尾張で、姉弟が揉もめている余よ裕ゆうはもうどこにもない。ああもう。あの謀反好きのバカ弟の相手をするのはもうこりごりよ！　誰だれのせいで犬千代が出しゆつ奔ぽんしたのよ、あいつが先に犬千代にちょっかいを出したんでしょう？」

「しかし、信勝はお前にとって、血を分けたただ一人の弟だろう？　いくら戦国の世だからって実の弟を殺すなんて絶対にダメだぜ」

「……そうね……そこまであんたが言うなら、もう一度だけあいつを許してあげてもいいかもね……殺すのは一いつ瞬しゆんでできることだし……ただし、許せるのはあと一度だけよ」

「えっ？　ほんとにっ？」

「……はあ？　なんであんたが驚おどろくのよ？　あんたが泣きそうな顔でしつこく説得してくるから、しぶしぶ考え直してやったんでしょ？」

　信奈が俺の言葉を聞いてくれた！　信勝を殺すという覚かく悟ごを翻ひるがえしてくれた！　良晴はうっかり小こ躍おどりしたくなり、（いや俺は別にこいつの行き先を心配しているわけじゃなくて、その、戦国の世に魔ま王おうが降臨したら日ノ本中の民が迷めい惑わくするから敢あえて信奈を心配してやっているだけで、げふんげふん）と強がりをつぶやいていた。

「とにかく、よかった！　だが、どうすれば姉弟が仲直りできるんだろうな。道三の時みたく、直接会って飯でも食ってみればどうだ？」

「さあ。あいつに天下を語っても仕方ないと思うけれど」

「なにしろ、ういろう大臣だからな。あいつ、なんであんなにういろうにこだわるんだろう」

「……それは、たぶん……」

　と、そこに。

　いつの間にか音もなく清洲城内に潜せん入にゆうしていた信勝方の忍びから、矢や文ぶみが畳たたみの上に投げ込まれていた。信奈はその文ふみを読むなり、顔を真っ赤にして破り捨てていた。

「デ……アルカ。良晴、これは勘十郎からの宣戦布告状だわ！　犬千代を引き渡さなかったことを口実にして、とうとう勘十郎のやつ、末森城で挙兵した！　大将は六！　軍勢は総勢、千七百！　一方、わたしが集められる兵の数は七百が限度だわ！」

「戦力差は倍以上じゃないか！　しかも勝家が軍を指揮するなんて。織田家存亡の秋とき、だな……」

　信奈の白い頰が、ひどく張り詰つめていた。

「ああもう、苦いお茶ねっ！　売られたケンカよ、買ってやろうじゃない！　兵を挙げて主に公然と謀反するだなんて、いくら弟とはいえ許されることじゃないわ！」

　今にもかんしゃくを起こしそうな苛いら立だった声で、茶碗の中の濃こいお茶をぐいっとまた一気飲みした。

「ほんとうに信勝と戦うのか？　あいつはバカだけど、そう悪いやつじゃない。外見だけはお前似の貴公子だしな」

「……わたしのような姫ひめ大名はね」

「うん？」

「討うち死にしちゃえば別だけれどね。たとえ戦に敗れて捕とらわれても、髪かみを下ろして出家すれば命だけは許されるわけ。そういう習わしなの。『姫武将不殺』の掟おきてとでもいうのかしら？　でも男は別。降こう伏ふくしても、敵方に許されなければ問答無用で切腹、あるいは斬ざん首しゆよ。勘十郎は人材豊富な今川方にしてみればわざわざ家臣団に組み入れたくなるほどの武将じゃないし、謀反常習者だしね」

　不ふ機き嫌げんを装よそおいながらそうつぶやく信奈の声が、珍めずらしく弱々しかった。

「だからどのみち、あの程度の器うつわじゃ尾張の主あるじになっても戦国の世を生きられないわ。わたしが国を譲ゆずっても同じ結果になるの。ううん、この尾張の国が滅ほろびるのだからもっと悪いわね」

　良晴は、そんな信奈の横顔をじっと見つめていた。

「そうだ信奈。斎藤道三に援えん軍ぐんを頼たのもう。道三に姉弟ゲンカを仲裁してもらうんだ。爺じいさんはもう、お前の父親のようなものだ」

「蝮まむしだって美濃国内の造反勢力を抑おさえるのに手て一いつ杯ぱいよ、無理ね。それに、ぐずぐずしていたら今川義元がなだれこんでくる。末森城へ出しゆつ撃げきするわよ」

「信奈！」

「万千代、いる？　馬、ひけーい！」




　末森城で信勝が謀反に踏ふみ切った経けい緯いは、このようなものだった。

「勝家、ぼかぁ姉上に謀反して尾張当主の座を実力でつかむことにした！　とはいえ、ぼくは合戦が苦手な貴公子でね。合戦の指揮は勝家、きみに一任しよう！　ぼくは末森城ででーんと構えて、勝ち戦の知らせを待っているからね！　はっはっは、よろしく頼むよ！」

　お調子者の信勝は周囲の面々にすっかり乗せられてしまい、打だ倒とう信奈の兵をあげると決断したのだった。

　しかも、勝家に謀反軍の采さい配はいを丸投げするというさっそくの無能貴公子ぶりだった。

「ええええっ？　いけません信勝さま！　姫さまにたてつくなんてもってのほかです。そもそも今の織田家はそんなことをしている場合では」

　勝家は武辺に青春を捧ささげた生きつ粋すいの姫武将。竹を割ったような豪ごう放ほう磊らい落らくな性格で、政治感覚とかそういう小難しいものを持ちあわせていなかった。

　立場は信勝の家老ながら、勝家は昔から信奈をある意味崇すう拝はいしている。

　無愛想で毒舌で少々意味不明の言動と奇き矯きような行動が目立つが、父・信秀が病で亡なくなる以前の信奈は、思わず見ている勝家のほうが「はぁ……」と溜ため息いきをついてしまうような麗うるわしい笑え顔がおを見せることも希まれにはあったのだ。

　信奈はただ容姿が美しいというだけでなく、思わず頰をすりすりしたくなるほど愛らしい表情だって持っているのだ。

　だがしかし、最大にして織田家中唯一の理解者だった父親を失ってからの信奈は、その父の葬そう儀ぎ場で騒そう動どうを起こし、以後はかたくなに心を閉ざして唇を固く結び、家臣たちに対していらいらと尖とがり続けていた。信奈の守もり役・平手のじいが死んだあと、信奈が信しん頼らいしている家臣は、長秀と犬千代くらいだ。勝家はこれまで、この二人と協調して織田家の内ない紛ふんを防いできた。ところがその犬千代が欠けた。残された長秀は温厚な性格で、武ぶ闘とう派はではない──。

　だからこそ、信勝の取り巻きたちが「愛想のよさだけには定評のあるうちの殿とののほうがいけるんじゃね？」と増長して謀反をもくろむようになってしまったといえる。

「やめてください！　姫さまは信勝さまの姉上ですよ！」

　勝家は信勝を止めたが、逆に信勝の取り巻きたちから、

「勝家どの。尾張一の槍やりの腕うで前まえは、噓うそだったのか」

「そこもとは信奈方に通じているのではないか」

「前田犬千代と陰かげで何度も会っていたという噂うわさがあるが」

　と矢や継つぎ早ばやに責められた。

　ああっちくしょう、こいつら全員叩たたききってしまいたい！　虎とらの威いを借る狐きつねどもめ、織田家に巣くう獅し子し身中の虫どもめ！　と勝家は取り巻き連中に向けて殺気を放ったが、どこか抜けている信勝はどこ吹ふく風でいっこうにひるまなかった。

「まあまあ、諸君。そう勝家を責めるな。いいかい勝家。ぼく自身が姉上と戦場で戦うのは気が引けるし、それに尾張最強のきみが思う存分暴れれば、さしもの姉上もおとなしく降参するだろう！　姉上はたいして合戦が得意じゃないからね。ぼくほどじゃないけどもね。むろん、この戦いが長引くと今川家や斎藤家がどう動くかわからないから、一日でけりをつけてくれたまえ！」

　勝家は、数の論理に押されてついに信勝の謀反を止めきれなかった。

　あたしの責任だ、と勝家は自分を責めた。

　もはやかくなる上は、速戦で決着をつけねばならない。この尾張国内でのお家いえ騒そう動どうが長引けば、上洛を窺うかがっている今川家に隙すきを突かれる。

　織田勘十郎信勝、末森城にて挙兵！

　信勝軍の大将は、尾張最強を誇ほこる姫武将・柴田勝家！

　ついにこの宿命の対決の時が来てしまった、と尾張全土が震しん撼かんした。

　この日、尾張最強の猛もう将しよう・柴田勝家──あだ名は「六」は、信勝への忠義と信奈への思し慕ぼとの間を揺ゆれながら、やむをえず清洲城と末森城との間に位置する稲生いのうの平原に陣じん取どり、川を越こえて進しん撃げきしてくる信奈軍を待ち受けた。

「あたしが率いる軍勢は千七百。先の今川との合戦で打だ撃げきを受けている姫さまはせいぜい七百。全力で戦えば、あたしが勝ってしまう。かといって手を抜いて対たい陣じんを長引かせたり、膠こう着ちやくして両軍が互たがいにぼろぼろになれば、すぐさま東から今川軍が攻めてくる。織田家を滅ぼさないためには、速戦で決着をつけるしかない。どうする、柴田勝家」




　一方、戦場に到とう着ちやくした信奈のもとには、さらなる衝しよう撃げき的てきな報告が入っていた──。

　尾張と三河の国境に位置する、対今川家の最終防衛拠きよ点てん、鳴なる海み城。

　この鳴海城の城主が、信奈と信勝の家か督とく争いを見て織田家を見限り、今川義元に寝ね返がえったという。

　その上、鳴海城の南西に位置する織田方のもうひとつの拠点・大おお高だか城をもすばやく落城させたのだと。

「デアルカ……鳴海城と大高城の周囲に砦とりでを──付つけ城じろを設けて、両城の動うごきを封ふうじるのよ。今川方からの補給路を断たたないと……勘十郎！　よくもこんな時に最悪の真ま似ねをしてくれたわね！　あんたはほんものの馬ば鹿かだわ！」

　信奈の軍師として侍はべる丹羽長秀が「鳴海城と大高城を落とされた今、もはや尾張は今川に対して丸まる裸はだかも同然となりました。そして目の前には柴田勝家どのの大軍勢。内ない憂ゆう外がい患かん。姫、現状は一点です」と苦しげにつぶやき、小こ姓しようたちに交じって「草ぞう履り取り」として従軍していた良晴は「ちくしょう！　俺に勝家みたいな武力があったら！」と歯ぎしりした。

「サル。あんたの織田家における役目は米の買い占しめと草履温めでしょう？　まともに馬にも乗れないくせに、戦場で六の前に飛びだしちゃダメよ。ひとたび槍を取った六は文字通りの鬼おによ？　一瞬で首が飛んじゃうから」

「だがな。いくら米転がしで巨きよ利りを生んでも、こんな切せつ羽ぱ詰つまった戦場で兵士として働けないんじゃあ俺は……せめて犬千代の代わりにお前の護衛役を務められればいいのに。われながら情けねえ」

　良晴も、浅野の爺さんのもとで日夜槍の修しゆ行ぎように明け暮れてはきたが、槍の穂ほ先さきを避よける技術ばかりが高まる一方で、猛将・柴田勝家と戦うなんて夢のまた夢だ。勝家がお年とし頃ごろの女の子姿なのはさすがに慣れて、「男なのに女より弱い」ということは気にならなくなってきたが、良晴の武力はまだまだ戦場で兵士として戦える域に達していない。そもそも、いくら戦場とはいえ人間を槍で突つき殺すような真似は、良晴にはできそうになかった。

「相良どの。あなたは平和な未来から来たのですから、この時代の武将より弱くて当然です。ご自分にできることを精せい一いつ杯ぱいなさればよいのです」

「だけど長秀さん」

「なんでもお一人でこなせる人間など、おりませんよ。姫の家臣として一人前になりたいのでしたら、ともかく己おのれの得意技を磨みがくことです。たとえば私の場合は、採点の精度をもっとあげることです」

「それって得意技だったのか……それよりも圧あつ倒とう的てきな勝家軍を破る知ち謀ぼうを見せてくれよ、長秀さん」

「私は薙なぎ刀なたの名手で、古今東西の知識に長たけた物知りお姉さんですが、実戦の指揮は苦手なのです。私の武名がもっと高ければ柴田どのもこのような苦しい板いた挟ばさみのお立場には……私は軍師としては二十点ですね」

　つまり事実上の軍師不在か……その上、兵数も不足。犬千代が抜ぬけているから猛将もいない。ないないづくしだ、これはまずいと良晴は焦あせりはじめていた。

　しかし倍以上の兵力を誇る勝家の軍勢を前に、信奈は一歩もひるまなかった。

「もう合戦ははじまっているのよ！　黙だまっていなさいサル！　行くわよ！　全軍、突とつ撃げき！　六の旗印『雀すずめちゅんちゅん』を目指してかかれえっ！」

「姫。柴田どのの家か紋もんは雀ちゅんちゅんではありません。雁かりです。同じ鳥類ですが五十点です」

「ええ？　雀でしょ？　どのみち六はかわいいどうぶつが大好きだから似たようなものよ。その上、かわいいかわいい、ごめんなさいごめんなさいと泣きながら雀を焼いて美お味いしく食べちゃうんだから業ごうが深いわよね！」

　なるほど。勝家も信奈も胸が大きい……特に勝家は。そうか。犬千代に足りなかったものは鶏とり肉にくだったのか、と良晴は気づいた。この戦場に、犬千代がいてくれれば。

「ちなみに丹羽家の家紋は『バッテン』です相良どの。あなたの戦いくさぶりは点数が低くて不合格です、という敵への厳しいダメ出しを表しています。私の採点能力を見せつけることで敵を威い圧あつするという寸法です」

「それはその、敵を挑ちよう発はつしているだけのような？　滑すべってるよ長秀さん」

「滑ってはいません決して滑ってはいませんとも相良どの」

　ここに稲生の合戦が、はじまった。

　信奈も勝家も、この戦いを長引かせてはならないことを知っている。

　いずれが勝つにしても、短時間のうちに圧勝しなければならない。長引けばそれだけ死傷者が増え、この内戦の隙をついて鳴海城と大高城を奪うばい取った今川軍をますます利するばかりだった。

　だから勝家軍と信奈軍は、容よう赦しやなく正面から激げき突とつした。

　信奈はしゃにむに、わずかな手勢を突撃させた。

　自らも種子島を馬上で構えて、「一人で撃うてば反動で吹き飛んじゃうわ。サル！　支えなさい！」と良晴を馬上に引き上げ、自分の腰こしをつかませ、敵兵の群れめがけて弾たまを放った。

　信奈の腰の細さ、その身体からだの熱さに良晴は思わず遠えん慮りよしようとしたが、これは合戦だ。互いの命がかかっている。敵味方の兵の命もかかっている。尾張の命運もかかっている。照れている暇ひまはなかった。それでも信奈を後ろから支え、いざとなれば盾たてになることくらいはできる。俺は信奈に背中を任されるほどに信頼されている、と良晴は気づいた。

「ちっ。当たらないわね！　悔くやしいけれど馬上からの射しや撃げきは無理ね！　弓隊、放てえ！」

　敵はその圧倒的な数を頼みに、軍を二手に割って挟きよう撃げきしてくる。

　いったん戦場に立った勝家の采配は、容赦がなかった。

「まずいわ。左さ翼よくから末森の別働隊！　挟はさまれたら壊かい乱らんするわ！」

「戦局は十五点です。正面の柴田どのは姫ひめにお任せします。別働隊は私が防ぎます！」

「頼むわね、万千代！」

「柴田どのと直接槍を交え、この合戦をやめるよう説得したかったところですが……どうか姫、ご武運を！　相良どの、姫をよろしくお願いします！」

「わかった！　長秀さんも、死なないでくれよ！」

「この局面で年上の姫武将にその甘い言葉。相良どのはどうやら天然ですね。九十点です」

　言葉ではおどけながらも、決死の形相を浮うかべた長秀が一隊を率いて、左翼戦線へと離り脱だつしていく。

　信奈率いる本隊の数はさらに減った──

　気づけば、本ほん陣じんで信奈を守る兵の数は、わずか四十人ほどになってしまっていた。

　柴田勝家は、この時を待っていた。

「勝機！」と叫さけびながら、敵てき陣じんの中から勝家が巨馬を駆かって出現し、一直線に信奈をめがけて突とつ進しんしてきた。

　すさまじい突進力だった。触ふれるものをみな、問答無用で薙なぎ飛ばしていく。

　慌あわてて信奈子飼いの精せい鋭えい種子島部隊がいっせいに弾を放ったが、すでに種子島部隊が想定していた防衛ラインは勝家の問答無用の一いつ騎き駆がけによって突とつ破ぱされていた。放たれた弾はすべて、勝家が通り過ぎたはるか後方を飛んでいた。

「とんでもねえ！　こんなに強かったのか勝家は？」

　良晴は、「種子島が通じない」とつぶやき硬こう直ちよくして馬上で固まっている信奈の腰を背後から力ちから一いつ杯ぱい抱だいていた。

「来たぞ！　どうする信奈？」

「種子島部隊の運用方法がまだまだ甘かった。一流を相手にした実戦では、装そう塡てんに時間がかかる種子島は通じないということね……」

　なぜサルが姫さまと馬上で抱だき合っているんだあ！　と真っ赤になりながら、勝家は必殺の間合いに信奈を捉とらえようとしていた。

「姫さま！　申し訳ありません！　尾張の危機です、あたしは主君・信勝さまのために鬼になります！　降参してください、さもなくば……！」

　勝家はついに信勝一派の暴走を止められなかった罪を背負い、「主しゆう殺ごろし」の汚お名めいを被かぶって自らも切腹する覚かく悟ごだった。

　信奈にも良晴にも、その勝家の決意が伝わってきた。

　もはや種子島部隊の装塡も、間に合わない。

　敗北を悟さとった信奈は叫んだ。

「六！　死んでも降こう伏ふくはしないわ！　やるならやりなさい！　あんたにここで討うたれるようでは、はじめから天下など夢にすぎなかったのよ！」

　雷かみなりのような大声だった。激しい悲しみが、怒いかりになった。幼い頃ころからともに過ごしてきた勝家を敵と突き放し、「裏切り者」と切り捨てようとした。

「六！　あんたなんて、もう家臣じゃない！　この、うらぎりも……」

「……姫さま……!?」

　信奈は、父・信秀の葬そう儀ぎの席でかしこまった顔をしていた家臣団たちに腹を立てて暴れた時のように、またしてもすべてをひっくり返してぶち壊こわしにしようとしていた。

　だが、今までは鈍どん感かんで人の心をなかなか察することができなかった良晴が、この時、信奈のその心の動きに気づいた。

　信奈が葬儀場での失敗をまた繰くり返そうとしている。

　止めなければならない。

　とっさに後ろから伸のばした手で、信奈の口を塞ふさいだ。

「裏切り者」という、純真で一本気な勝家に向けて決して言ってはならない言葉を信奈が言い終えてしまう前に。

「ななななにをしているんだ、サルううううう！　この戦場のまっただ中で発情して姫さまに襲おそいかかるとは、お前はほんとうにサルだったのかっ!?　その汚きたない手を離はなせええええ！」

「むーっ、むーっ!?」

「信奈！　怒おこれ！　怒れ！　心のおもむくままに叫べ！　ただし怒る相手は勝家じゃない！　俺はお調子者で鈍感なガキだけれど、未来から来たからこそ知っているんだ。勝家の忠義心が誰だれに捧ささげられているものかを！　勝家はお前の敵じゃない！　お前のために戦い、お前のために死んでくれるたいせつな家臣なんだ！　勝家を信じろ！」

「ささささサルっ、いつまで姫さまを襲っているんだ！　手を離せっ！」

「むーっ、むーっ!?」

「いいか信奈！　お前という人間を理解しようともせずにうつけ姫とあなどり、信勝とお前を争わせ、勝家をこんな板挟みの立場に追い詰つめた連中をこそ、怒れ！」

「ぷはっ！」

　良晴が、信奈の口を塞いでいた手を外した。唇くちびるを解放された信奈は、とてつもない大声で叫んでいた。怒り狂くるっていた。ただしその怒りの矛ほこ先さきは──。




「無礼者！　この、エロザルううううう！　わわわわたしを誰だと思っているのよっ？　尾張の主、戦国大名、織田信奈なのよっ！　よくもどさくさにまぎれてわたしを押し倒たおそうとしたわね！　あんたは切腹よ！　手討ちよ！　死罪よっ！　六っ、こいつを手討ちにしなさい！　そこの槍やりで殴なぐり合っている男ども！　合戦している場合じゃないでしょう、尾張の主であるわたしを襲ったこのサルを討つのよっ！　さもなくば、この場にいる男たちはどいつもこいつもサルに内心味方した罪で皆みな殺ごろしよ！　わたしのこんな恥はずかしい姿を見ておきながら……絶対に生かしては帰さないんだからっ！」




　両軍ともに、足軽の大半はもちろん男である。

　あの葬儀場を上回る、信奈生しよう涯がい最大の激げき怒ど。

　まるで、魔ま王おうが覚かく醒せいしたかのような恐おそろしい剣けん幕まく、鬼おにの形相、周囲を薙なぎ払はらうかのような規格外の大声。

　その矛先は、いきなり信奈を襲ってきた良晴、そしてその良晴を止めずに勝手に戦っている足軽の野や郎ろうどもに向けられていた。

　勝家軍の足軽たちがまず、

「申し訳ありません！」

「サルがうらやましいと内心喜んでしまってすみません！」

「姫さま、どうか命ばかりは！」

　恐れをなして槍を投げ出し、いっせいに戦場から……いや、信奈から逃にげだしていた。

　信奈軍の足軽たちもあまりの信奈の怒りぶりに思わずその場にへたりこんでしまったが、とにかくもっとも混乱したのは柴田勝家だった。

　ぎりぎりだった。忠義。家老職。主筋の命令。だが、そんなものよりもなによりもあたしにとってたいせつなものは、姫さまの笑え顔がおだった、と勝家はあらゆるしがらみを破って、自分自身のほんとうの気持ちを取り戻もどすことができた。

　そうだ。あたしが主君と定めたお方はただ一人、姫さまなんだ！　信勝さまに仕えてきたのは、それが信秀さまの命令だったからにすぎない──謀む反ほんに荷か担たんさせられて、もう姫さまに見放されたと思って絶望していた。目に涙なみだを浮かべた姫さまに裏切り者と罵ののしられかけた時に、（信秀さまの葬儀の席であれほど姫さまが傷ついていたのに自分は驚おどろきのあまりなにもできなかったんだ。それどころかこうして姫さまを討とうとした。だからとうとう姫さまに見放されたんだ）と悟ってにわかに血の気がひいて、あたしはなんて馬ば鹿かだったんだと悔くい、このまま馬上で切腹しようと思い詰めかけた。

　でも。今ならば。どういうつもりかサルがいきなり合戦の空気をぶち壊しにして暴走した今ならば、あたしはまだ姫さまのもとに戻ることができる。どうして気がつかなかったんだろう。姫さまと信勝さまを和解させられる立場にいる者は、あたししかいない！　あたし自身の命を賭かければきっと可能だ！　今が、あたしが姫さまに許しを乞こい、姫さまのために働いて死ねる最初で最後の機会だ、と。

「六！　なにをぐずぐずしているの！　わたしの貞てい操そうを守りなさいよ！」

「ぎょぎょぎょ御ぎよ意い！　ただいまよりこの勝家、姫さまのもとにお仕えいたします！　やいサル、姫さまの信しん頼らいを土ど壇たん場ばで裏切りやがったな！　覚悟しろっ！　者ども、この合戦は終わりだ！　あたしはこのサルのとんでもない裏切りを目もく撃げきして、衝しよう撃げきのあまりやっと目が覚めた。尾張の主あるじは、織田信奈さまただお一人だっ！」

「やったぜ勝家が信奈側についてくれたああああ！　って、どうして信奈、俺を馬上から突つき落とそうとしてるんだっ？」

「当然でしょっ！　反省もできないなんて、あんたはサル以下だわ！」

　どん、と信奈に突き飛ばされて大地を転がる良晴の周辺に、いっせいに騎き馬ば武者たちが迫せまってくる。

「おいおい勝家？　あれ長秀さんまで。どうしてみんな、俺を取り囲んでるの？」

「サル、覚悟！　姫さまに返り忠を果たしたこの勝家が、貴様に天てん誅ちゆうを食らわせてやる！」

「合戦は姫の逆転勝利、謀反軍は壊乱しました。満点です、と言いたいですが相良どの？　これはいかなることでしょうか。馬上の姫が真っ赤になって目に涙を浮かべて震ふるえておられますが……」

　ぎゃああ！　本気で怒らせると勝家より信奈より、長秀さんがいちばん怖こわい!?　と良晴は知ってしまった。

「ななな長秀さん？　違ちがうんだ、誤解だあああああ！　俺はただ、信奈と勝家の間の決定的な亀き裂れつを食い止めようと！」

　噓うそよ噓、そいつはわたしの唇を奪おうとしたのよ！　腰に抱だきつかれたし、もしかしたら胸まで触さわられたわ！　と信奈が身み悶もだえし、良晴は己おのれの死を覚悟して瞑めい目もくした。




　こうして、良晴が半死半生のダメージを負うという犠ぎ牲せいのもとに、稲生の合戦は終結した──柴田勝家が土壇場で信奈に一いつ喝かつされて降伏し、なおも戦場に留とどまって徹てつ底てい抗こう戦せんを続けようとした残党は勝家に蹴け散らされ、ほとんど裸はだか城じろ同然となった末森城の信勝とその取り巻きたちは「勝家が降伏？　そんな馬鹿なっ？　姉上はそんなに強かったのかっ？」「信じられない！」と真っ青になってここに進しん退たい窮きわまったのだった。

　まもなく白しろ装しよう束ぞくに着き替がえた勝家が、命を賭としてその末森城へと単身舞まい戻っていた──信勝に、信奈への降伏と和解を勧すすめるためだった。

　しかし勝家の武勇を知っている信勝の取り巻きの若侍たちの多くは「あの勝家がまさか寝ね返がえるなんて」「殺されるぞ」と戦せん々せん恐きよう々きようとなり、末森城を捨てて逃げ散ってしまった。

　信勝は敗戦の報を知ると同時に非戦闘員の女子供たちをすでに城から退たい却きやくさせていたので、信勝のもとには、わずかばかりの家臣たちと、そして母親の土田御ご前ぜんが残るだけとなっていた。

　信勝と土田御前、そして柴田勝家は、信奈との和わ睦ぼくの条件を詰めるために三者で会議を開いた──。

「申し訳ありません、信勝さま。土田御前さま。この勝家、姫ひめさまに敗れました。この上はあたしの命と引き替かえに、なんとしてでも和睦を成立させますので、信勝さまはこれよりあたしとともに清洲城へ。姫さまのご命令です」

「ひいいいっ!?　かかか勝家、きみはぼくを裏切ったのかっ？　いったいどうしてこんなことに？　姉上がきみより戦いくさに強いはずがないじゃないかっ！」

「……槍を構えての武勇ではあたしのほうがはるかに上ですが、姫さまにはあたしにないものがあります。天下という志です。残念ながらあたしにはそれがなんなのか、よくわかりませんが……その姫さまの志はどうやら、あの織田家の仇きゆう敵てきだった斎藤道三をも突き動かした原動力のようです。あたしもまた、その姫さまの志の強さに敗れました」

　もしも、姫さまの口から「裏切り者」と言われていれば、その場であたしは自分の愚おろかさと弱さに絶望して腹を切って死んでいたはずでした。しかし、姫さまは思いとどまってくださいました、あたしを信じてくれました、と勝家は誠意を込めて語った。

「……勝家……」

　土田御前が苦く渋じゆうに満みちた表情を浮うかべ、信勝に「この上は直接吉と対面して和を乞うのがよいでしょう」と勧めた。

「勘十郎。勝家の言葉を信じるならば、信秀さまの葬儀の時の暴れぶりに比べれば吉も落ち着いてきているようです。仲直りをなさい」

「でででですが母上。ぼくがのこのこと清洲城へ顔を出したら、姉上に殺されるんじゃないでしょうか……勝家を戦場で一喝して降伏させるほどの姉上に狙ねらわれたら、ぼくは……ううう」

「まさか。いくら吉がうつけでも、実の弟を殺すはずが。そなたたちは幼い頃ころは仲むつまじかったではありませんか」

「それは家か督とく争いがはじまる以前の、ずっと昔の話ですよ母上！　今は亡なき父上が姉上を織田家の跡あと取とりとしてかわいがり、母上はそんな父上に対たい抗こうするかのようにぼくをひいきした。そのために、姉弟きようだいの仲はどんどんこじれて！」

「それは吉が非常識なうつけだからです。あの子の暴走がいずれ尾張と織田家を滅ほろぼすことになると信じたからです。今もその疑念は捨てていませんが、今は勘十郎、お前の命がなによりもだいじな局面なのですよ。お前が死ねば織田家はどうなります」

「信勝さま、だいじょうぶです。姫さまがもしもそのようなおつもりでしたら、あたしに信勝さまを討うてと命じているはずです。あたしがこの首をかけて精せい一いつ杯ぱい取りなしますから、どうか一いつ緒しよに来てください」

　信勝はもう生きた心ここ地ちがしない。自分をさんざん持ち上げてきた取り巻きたちはみな蜘く蛛もの子を散らす勢いで逃げ散ってしまった。信勝の味方はもはや母親と勝家、そして尾張中から信勝を応おう援えんするために集まってきた女の子たちだけだった。だがその女の子たちは武将ではないので、すでに城から待たい避ひさせている。

　このまま末森城に籠こもっていれば、こんどこそ姉上は業ごうを煮にやし軍勢を率いてぼくを攻せめ潰つぶしにかかるだろう。今川家へ逃げようか？　ダメだきっとあの気位の高い今川義元に「弱っちい。役立たずですわね」と罵られて斬ざん首しゆ、よくて門もん前ぜん払ばらいだ。だったら美濃の斎藤道三のもとへ……「よくも信奈どのをいじめたのう、小こ僧ぞう！」とくびり殺されてしまう！

「うああああ。怖い。姉上が怖いよう。母上、勝家、助けて～！」

「ういろうを持って行きなさい勘十郎。吉が昔、そなたを餌え付づけする時に用いていたお菓か子しを」

「うえええん。ういろうなんか見せたら、姉上は犬千代のことを思いだしてぼくを斬きりますよ母上！　ういろうで餌付けされる役はもう、ぼくではなく、犬千代のものなんです！」

「しかしここまで関係がこじれた以上、家族の情に訴うつたえねば関係を戻すことはできますまい」

「ぼくだけじゃ無理です！　母上もともに、姉上と仲直りを」

「……この母はもう手て遅おくれです。家督を継ついだ娘むすめを見捨てて、息子に姉への謀反をそそのかしたのですから。それに、意地でも吉を認めるわけにはいきません。信秀さまの葬そう儀ぎを穢けがし、弟のそなたをここまで容よう赦しやなく追い詰めた娘を、認めることはできません。吉も、この母を絶対に許しはしないでしょう。この不要な争いのために、織田家は今川に追い詰められたのですから」

　土田御前は信奈に対していまだに立腹しているらしい。よほどあの葬儀の件が業腹だったのだろう。勝家は（この母子はどこか気き性しようが似ておられる。お互たがいに我がが強くて、意地っぱりなところが。姫さまと土田御前さまが和解する日は遠いかもしれない……でも、もともと我が弱い信勝さまならばきっとだいじょうぶ。今ならばぎりぎりで、まだ間に合う）とうなずき、土田御前が差し出したういろうの箱を手に取った。

「この争いのさなかに、織田方の城は次々と今川家に奪うばわれています。幸い姫さまには斎藤道三という後うしろ盾だてがいてくれるので、今川の悲願である上じよう洛らく作戦はまだはじまらないでしょうが、それでも猶ゆう予よはなりません。この勝家の命にかけて、必ずや姉弟ゲンカを終結させます！」

「……そうだね……姉と弟がこうして派手に合戦をやらかしたせいで、今川家がまんまと鳴海・大高の城を奪ってしまったんだよね……ああっ、やはりぼくは姉上に殺されるんだあああ！」

「だいじょうぶです、男の子なんですからもっとしゃきっとしてください！　それでは参りましょう、信勝さま」




　　　　※




　清洲城──信奈は寝しん室しつでただ一人きりとなって、降こう伏ふくした信勝の謝罪を待ち受けていた。

　はじめは、ほんとうに和解するつもりだった。だから、姉弟水入らずで仲直りをしたいと、良晴や長秀たちを遠ざけた。良晴には「だいじょうぶ。あんたの言うとおりに勘十郎と仲直りしてみせるから」と笑顔まで見せた。

　しかし、こうして一人きりになって、冷静になって、不意に考えが変わった。尾張が滅びようとしているというのに、それではあまりにも甘すぎると。

　誰だれにも打ち明けぬまま、信奈はこの時、一大決心をしていた。

　あと一度だけ弟を許すという良晴との約束を反ほ故ごにすることになるが、心が痛むが、やむを得なかった。

（わたしは尾張の国主。天下を平定するという野望を掲かかげているわたしの足を引っ張り続ける弟を、やっぱり、これ以上許すわけにはいかない。清洲城にやってきた勘十郎を討ち果たして、二度と織田家で内ない紛ふんが起こらないようにする。最終防衛線を突とつ破ぱしてきた今川の侵しん攻こうを防ぐためには、尾張がわたしのもとに一丸とならねばならない。決断が遅おそすぎたんだわ。もう、こうなっては……勘十郎を除くしかないのよ）

　信奈はこの時、「信勝粛しゆく清せい」を決意していた。

　だが、家臣に信勝暗殺の仕事を押しつけたくはなかった。信勝がどれほど愚かであれ、他ならぬ弟なのだ。自分自身の手で討つ、と決めた。

　偶ぐう然ぜん、誰にも知られずに弟を討てる条件が揃そろってしまった。そのために、信奈の心は不意に、「切り捨ててしまおう」「手放してしまおう」という衝しよう動どうに引きずられたのかもしれなかった。弟に、信勝にまたしても叛そむかれるかもしれないという未来を恐おそれたのかもしれなかった。誅ちゆうしてしまえば、殺してしまえば、もう決して裏切られることも叛かれることもない──。

　信勝粛清を決断した時からずっと胃が痛く、信奈は起き上がれない。

　その信勝が、涙なみだ目めになって震えながら寝室に姿を現した時、床とこに伏ふしていた信奈は作り笑いを浮かべようとした。

　だが、笑えなかった。心が痛んだ。勝家も連れずに一人でのこのこやってきて。自分がやらかしたことの重大さがわかっていないのかしら。どこまでも馬ば鹿かな弟だわ、と信奈は泣きたくなった。

「あ、姉上？　ご病気なのですか？」

「胃のあたりがきりきりと差し込んで気分が悪いだけよ。あんたのせいよ、勘十郎」

「うわ～ん!?　申し訳ありませんでした姉上！　降伏の印に、ういろうを持ってきました！」

「デアルカ……どうせ、母上の入れ知ぢ恵えでしょう？　子供の頃は、あんたをういろうで餌付けするのがわたしの日課だったものね。情に訴えて許してもらえ、と言われたのでしょう。娘を尾張国主の座から追い落とそうとしておきながら、いざ負けたらこんどは情に訴えるなんて。母上らしいわね」

「ぼくも母上も、愚かな真ま似ねをしてしまったと反省しています。姉上に反旗を翻ひるがえしたために、鳴海・大高の両城を今川に盗とられてしまったことを。もう謀む反ほんなんてしませんから、どうかこのういろうで許してください姉上～！　ぼくはただ、この美お味いしいういろうを那古野が誇ほこる一大名物にしたかっただけなんです！　ういろう大臣のぼくなどはとうてい姉上には及およびません！」

　わかったわよ。それじゃ、あんたが手ずからわたしに食べさせて、と信奈は床に横おう臥がしたまま信勝を手招きした。

「はいっ！」

　許された！　と安あん堵どしてすがすがしい笑え顔がおになった信勝が、箱を開いてういろうを楊よう枝じで突つき刺さし、信奈のもとへと近づいた──その時、信奈は懐ふところに隠かくし持っていた短刀を無言で鞘さやから抜ぬいて、目の前に迫せまっていた信勝の首筋へ突きつけていた。

「……あ……姉上!?」

「手討ちよ、勘十郎！　度たび重かさなる主君への謀反の罪を悔くいなさい！　ここであんたを許せば、どうせまた取り巻きや母上にそそのかされて懲こりずに謀反するのでしょう？　あんたはそういう粗そ忽こつな馬鹿弟だわ！」

「そんな!?　二度と謀反しません、誓ちかいます姉上！　勝家に諭さとされて、ぼくは自分と姉上との器量の差をやっと悟さとったんです！　勝家よりも強い姉上に、ぼくが勝てるはずがない……」

「噓うそだわ！　あんたが、わたしを何度裏切ったと思ってるの？　もう信じられない！　尾張のために死ぬのよ、勘十郎！」

「あ、あ、姉上……せめて、最後にともにういろうを……！」

　信奈の眼光に射すくめられて動けなくなった信勝は、（ああ。二人きりの姉弟だったのに、あんなにも子供の頃は仲が良かったのに。どうしてこんなことになってしまったんだ。ぼくはほんとうに愚かだった）と泣いた。

　信奈もまた、信勝の喉のど元もとに短刀を突き立てられずに、震ふるえていた。

　血を分けた弟を、殺すか否いなか。

　固まりながら、逡しゆん巡じゆんした。

「いくら謀反人とはいえ、母上は殺せない。でもこのまま全員を助命しては家中の収まりがつかない。六か勘十郎、どちらかを殺すことでやっと織田家はひとつにまとまり、今川に対抗する態勢を固められる。どちらかを選ぶなら、勘十郎、あんたよ。これは天下のためよ。わたしは織田家という家族よりも、尾張の国、そして日ノ本すべての民のために生きなければならないの！　あんたにはわからないでしょうから、黙だまって死になさい！」

「姉上は……人であることを、やめられてしまうのですか!?」

「そうよ。これまでは人間の女の子らしく家族の情などを引きずってきたから、いけなかったのよ。これからはそのようなものはぜんぶ斬り捨てて、第六天の魔ま王おうのように生きるの。そうでなければ、わたしのすべてを捧ささげ尽つくさなければ、天下は微笑ほほえんでくれないわ！　わたしが天下平定のために戦わなければ、乱世はいつまでも続く。日ノ本はいずれ時間切れとなって南なん蛮ばんに吞のみ込まれてしまうの！」

　六もサルも万千代も納なつ得とくしないでしょうけど、わたしは天下人となるために家族への情を捨ててみせる、と信奈は叫さけんでいた。

「勘十郎。あんたはここで死ぬべきよ。わたしの目は、いつも十年先、百年先を見ているのよ。誰も理解できなくても、わたしには自信がある。責任もある。心が痛む時は念仏のかわりに『天下万ばん民みんのため』という言葉を唱えなさい。わたし一人が罪を被かぶればいいの。そう、六たちにも言い聞かせるわ」

「……姉上」

「父上の葬儀の席で、決心するべきだった！　尾張をひとつにまとめるために、あんたを殺すと！　そうすれば、これほど尾張は追い詰つめられなかった！」




　萬松寺で、父・信秀の葬儀が行われていた日──。

　織田家中でただ一人、自分のよき理解者だった父上を失ったわたしは、お供の犬千代を連れて那古野の町の茶店に陣じん取どり、そして悲しみと絶望とに打ちひしがれていた。

　幼い頃ころからわたしはその奇き行こう癖へき、落ち着きのない言動、南なん蛮ばん人じんに懐なつくといった好こう奇き心しんに溢あふれる性格などを問題視され、母・土田御ご前ぜんから「うつけの娘」と嫌きらわれていた。

　以前は毎日ういろうを与あたえていた弟の勘十郎信勝とも、いつしか疎そ遠えんになっていた。母や、弟の取り巻きたちが、わたしと勘十郎の間に見えない壁かべを作ってしまったのだ。

　南蛮宣教師を通じて海の向こうの新しい知識に触ふれていたわたしは、僧そう侶りよの教えや人々が信じている古い「迷信」を、無意味だと思っていた。

　どうせなにをしたって父上はもう生き返らない。

　人間は、死んだら灰になる。

　人の心は、身体からだの中にある。

　だから死ねば魂たましいも霊れいも、地上には残らない。あの世なんてものもない。

　もう生き返らない父上のためにみんなで集まって経きようを読むなんて、ただ悲しくて心が痛むだけだ。

　苦しくて苦しくて、心が壊こわれてしまいそうだった。

　葬儀から逃にげてしまいたかった。

　実際、犬千代にういろうを与えているうちに時間がどんどん過ぎていった。

　しかし、業ごうを煮にやした犬千代に「父上さまの葬そう儀ぎには出なければ。きっと今いま頃ごろ、平手のじいが困っている」と[image: しか]しかられて、わたしは遅ち参さんながらも寺へと向かった。

　もう、着き替がえている暇ひまはなかった。うつけ姿のまま、寺に入った。

　葬儀場に到とう着ちやくしたわたしは、激げき怒どした。僧侶が三百人はいた。意味のわからない経文を読んでいた。どれほど経文などを読んだところで、父上はもう生き返らないというのに！

　片かた隅すみに、勘十郎がいた。泣いていた。抱だきついて一いつ緒しよに泣きたかった。だが、できなかった。母上が、そして勘十郎の取り巻き連中が、やはり、壁になっていた。うつけの姿で葬儀場に現れたわたしを阻はばみ、勘十郎から遠ざけようとした。

　わたしの守もり役を務める平手のじいは、「吉さまのあのお姿はいったいなんだ」と家臣団から詰め寄られ、言葉を失っている。自分のせいだ、とわたしはやっと気づいた。

「尾張の次の国主は、やはり勘十郎信勝さましかいない」

　葬儀場は大混乱した。家臣団の多くは次々と「信勝さま！」と叫び、まだ葬儀中だというのに勘十郎と母上に取り入って媚こびを売りはじめた。

　父上の葬儀中だというのに。僧侶たちの、形式だけで効力のない無む駄だな経文。家臣団の大半は自分の栄達と保身のことばかりを考え、父上の位い牌はいを無視していっせいに勘十郎にへつらっている。

　今までとは違ちがう。わたしを褒ほめてくれて守ってくれる父上は、もういない。もう、戻もどってこない。父上は死んだ。

　頭の中が真っ白になった。

　わたしは僧侶たちや家臣団を責める言葉を大声で叫びながら、抹まつ香こうをわしづかみにして父上の位牌へと投げつけていた。

　万千代が「皆みなさん。姫ひめは、たいせつなお父上を失われて混乱しておられるのです。次期国主である以前に、姫はまだ年とし端はもいかない女の子なのです。さあ姫、どうか別室でお着替えを」とわたしの手を引いてきた。

　六は、「信勝さま！　お願いします、どうか今こそ姫さまの隣となりに！」と家臣団をかきわけながら勘十郎のもとへ急いでいる。

　しかし、混乱したわたしを守ろうとしてくれた家臣はほんの少しだった。

　品行方正と評判がよかった勘十郎に、彼らの多くがいっせいになびいた。

　一国の主あるじとなった以上は、家臣たちに甘えて逃げ隠れすることは許されない。毅き然ぜんとして戦わなければならない──わたしがそう悟った時にはもう手て遅おくれだった。

　なによりも、母が、そして弟が、すでに自分の側にはいないことを、わたしは心で感じ取っていた。もう、ただの織田家の家族という関係ではない。尾張の国主の座を巡めぐる敵かたき同士になってしまったのだ、と。

　母上のことはあきらめていた。しかし、勘十郎が自分のもとへ駆かけ寄ってきて手をとってくれないことに、わたしは耐たえられなかった。

「勘十郎！　ういろうを──」

　そう叫んだが、葬儀場の喧けん噪そうの中にわたしの言葉はかき消されていた。

　わたしは犬千代だけを連れて、葬儀場から駆けだしていた──。




　信奈の述じゆつ懐かいを聞き終えた信勝は、無言でうなだれていた。

　自分はあの時、なにを見、なにを聞いていたのだろう。取り巻きたちに「次の当主に」とちやほやされて調子に乗って、父上を失った悲しみに打ちひしがれ荒あれ狂くるっていた姉上をかばおうとしなかった。まるで理解しようとしていなかった──ただ一人の弟だったのに、と悔いた。

　だが、信勝にも、己おのれの主張はあった。葬儀場で、父親を失った悲しみに打ちひしがれて泣いていた。とても姉を気き遣づかう余よ裕ゆうはなかった。それに、姉への不満も、あった。言いたいことも、あった。

「……ぼくはただ……父上に『吉。お前は天才だ。この広い天の下で誰だれにはばかることなく自由に生きるがいい』と愛されていた姉上が、うらやましかったのです……南蛮の宣教師に出会って以来、姉上はどんどん、ぼくの手の届かないところへ行ってしまって……」

「そうだったの。わたしは、母上にかわいがられていたあんたがうらやましかったわ。勘十郎。そして、その母上のえこひいきを、とうとう尾張を二つに割っての謀む反ほん騒そう動どうにまで膨ふくらませたうかつなあんたが、許せないわ」

「……どうしてぼくにういろうを食べさせてくれる日課を捨てたんです、姉上！　なぜぼくがいるべき場所に、犬千代を!?」

「あんたがわたしから遠ざかっていったんでしょう!?」

「違う！　姉上のほうが、ぼくを邪じや険けんにして」

「逆よ！　あんたがわたしを嫌きらって、壁の向こうへと隠れてしまったんだわ！　母上を独ひとり占じめしたんだわ！　お行ぎよう儀ぎよくしてさえいれば、母上に愛されるものね！」

「勝手なことを言うなぁ！　父上を独どく占せんしていたのは、姉上のほうじゃないか！　織田家の長男なのに、父上と姉上の会話にまるで入っていけないぼくが、どれだけみじめな思いをしたか……！　姉上の足下にも及ばない馬ば鹿かなぼくは、せめて礼れい儀ぎ作法を極きわめることくらいしかできなかった！」

「……勘十郎」

「ぼくが姉上に遠く及ばないことは、わかっていた！　いつの頃からか、姉上には近づきがたかった。こんな泣き言を言えば[image: しか]られる、軽けい蔑べつされると恐おそれていた。でも……ずっと、お慕したいしていました……姉上……」

　信奈は、信勝の首筋に突つきつけた短刀の柄つかを、強く握り直していた。

　あとほんの少し力を加えて前へ突き出すだけで、信勝は、ただの肉につ塊かいになる。死ねば、魂も霊も残らない。

「……勘十郎……わたしたちはもっと早く、こうして二人きりで口げんかするべきだったわね。でももう、手遅れだわ。兵を率いて戦場で戦ってしまった以上は、もう」

「……わかっています。姉上はもはや織田家の当主。それなのに、自分は姉上の弟だからと甘えていました……ぼくが、愚おろかでした。どうか尾張を、今川からお守りください」

　ですが今の姉上はとても悲しそうです。こんな馬鹿な言葉しか残せなくてごめんなさい、と信勝は震えながらつぶやいていた。




「……勘十郎。さよなら……」




　だが、第六天魔王として生きるはずだった信奈の運命は、この時。

　劇的に、変わった。

　いきなり四方の襖ふすまが吹ふき飛ばされて、家臣団が押し寄せてきたのだ。

「姫。いくら戦国の世とはいえ実の弟君を手にかけるなど、なりません！　このような真ま似ねをすれば姫のお心は取り返しのつかない傷を負うことに……零れい点てんです！」

「そうです姫さま！　どうしても尾張をまとめるために犠ぎ牲せいが必要とあればこの勝家が切腹しますから、信勝さまの命だけは！」

「万千代？　六？　どうして!?　皆に所用を申しつけて、寝しん室しつから遠ざけておいたはずなのに？」




「それはもちろん、この俺さまがみんなを集めたからだああああ！」




　ドン！　と真打ちが登場した──といっても、天てん井じようから落ちてきて大の字に転がってしまったのだが。

「あいててて。五右衛門、そっと下ろしてくれよ……」

「ええっ？　サルくん!?　もしかして最初から天てん井じよう裏うらに？」

「ああ！　悪いが姉弟きようだいのケンカ話を、一部始終聞かせてもらった！　というか心ならずも聞いちゃった、悪い！」

「さ、サルッ!?　あんたまさか、天井裏からわたしの寝室を覗のぞいていたの？　変態にも程ほどがあるわ！」

「覗いていたんじゃねえ！　信奈、きっと寝室で一人きりになったお前はすべての罪と責任を背負って信勝を暗殺しようとするだろうと、俺にはお見通しだったんだ！　だからこうして、みんなを集めた！　家臣団が集合したとなれば、暗殺はできねえだろう!?」

　庭園にも、続々と織田家の家臣団が詰つめかけてきた。

　信奈への降こう伏ふくを肯がえんじない信勝派の主犯たちの多くはすでに尾張を逐ちく電でん。ここにいる者たちは、信奈の戦場での勇姿に打ち震ふるえて忠誠を誓ちかった面々である。

「首しゆ謀ぼう者しや」が相良良晴だと知った信奈は、思わず手にしていた短刀を良晴めがけて投げつけていたが、「球よけのヨシ」の異名を取る良晴は「ひらり」と避よけた。

「おわっ。危ねえなあ、もう！　的が俺じゃなきゃ刺ささってた距きよ離りだぜ!?　そのキレ癖ぐせは改めろよ！」

「もう許さないわサル！　あんた、忍しのびを用いてあたしの動向を探さぐっていたのね！」

「違うな！　俺は、未来から来た人間だって言っただろう？　知っていたんだよ！　お前が、謀む反ほんして敗れた信勝を清洲城に呼び出して暗殺するという未来をさ！」

「噓うそおっしゃい！　あんたはわたしを説得できたと、わたしが今日この清洲城で勘十郎と和解すると思い込んでいたはずよ！　だってわたし自身も直前まではそのつもりだったのだから！　それともわたしを信じていなかったの？」

「信じていたよ。だがお前が信勝との対面を控ひかえて寝ね込んだと聞いて、驚きよう愕がくしたんだ！　これは『織田信長公の野望』の有名イベント『信勝暗殺』と状じよう況きようがそっくりだと！　偶ぐう然ぜんにしてはあまりにも条件が揃そろいすぎていた。だからふとお前の心がお前自身の『運命』に囚とらわれて、信勝を殺すという『未来』に引きずられちまうんじゃないかと気づいたんだ！」

「それで、主君の部へ屋やの天井裏に勝手に忍び込んで覗いていたというわけ？　あんたとうとう、主君と家臣という分をわきまえずに越こえてはならない一線を踏ふみ越えたわね！　そんなに殺されたいの!?」

「ああ。なにかの間ま違ちがいで戦国時代に流された俺だ。どうせ死んでもともとだからな！」

「戦場で堂々と戦う武勇すらないあんたが、どうしてよ!?」

「……この信勝暗殺騒そう動どうの成り行きを、その顚てん末まつを、お前の未来をただ一人知っている者として、黙だまっていられなかったんだよっ！」

　良晴は、耐えられなかったのだ。

　弟を殺そうとしている今の信奈の姿が、今まで戦国ゲームやドラマで何度も観みてきた「冷れい酷こく非道な魔ま王おう・織田信長」のイメージに、ぴったり重なりつつあった。

　そんな信奈は嫌だ、絶対に嫌だ、と思ったのだ。

　良晴は、小姓から差し出された太た刀ちを構えた信奈と、鼻をつきあわせるように至し近きん距きよ離りから睨にらみ合った。

　だが相手は、いつもの彼女ではない。

　弟の暗殺を決意し、戦国の魔王と化しつつある織田信奈だ。

　二人が鋭するどい視線を飛ばして睨み合うさまをかたずを吞のんで見ていた勝家たち家臣団は、（この相良良晴の肝きもの太さ、もしかしたらとんでもないやつかもしれない！　それともほんとうにサル並みのうつけなのか？）と一様に自分の目を疑った。

「よくもわたしに逆らったわね。あんたはどうせここで死ぬのよ、サル。言いたいことがあるなら今のうちに言いなさい！」

「ああ、言ってやるとも！　ここで魔王と化して信勝を斬きったら、お前はこれからも自分の周りにいる親しい人たちを斬って斬って斬り続ける魔王人生一直線だぜ！　お前、それでいいのかよ？」

「そうよ、それでいいって言ってるでしょう？　すべては天下のためよ！　家臣たちがわたしの命令に忠実に従わない限り、天下統一なんて大事業はとうてい不可能でしょう？　いちいちわたしに逆らう弟なんて要いらないのよ！　わたしの邪じや魔まばかりする家族なんて要らない！」

「……自分の弟一人すら守れないようなお前のどこが天下人だ！　そんなのはただの非道な暴君っていうんだ！　この馬鹿女ッ!!」

「な、なんですってっ？」

　家臣たちがざわめいた。

　もはやサルを助ける手立て、なし！

「勘十郎を『身内だから』って許していたら、戦いくさで命を落とす兵隊や民たちに対して不公平よ！　人の命の価値は侍さむらいだろうが農民だろうが町人だろうがみな同じだわ！　勘十郎を斬って尾張の民の命を守れるのなら、そっちのほうが誰にとっても得になるでしょう。違ちがう？」

「だから、それは理り屈くつなんだよ！　理屈だけじゃ、誰もついていけねえよ！　お父さんの葬そう儀ぎの場で、僧侶の読ど経きようには合理的な意味がない、と騒さわいだのと同じなんだよ！　人間の心は理屈だけではできてないんだ！　お前だってそうだろう？」

「はぁ？　なにそれ、論点をずらすつもりっ？」

「お前、弟のこと殺したいほど嫌きらってるのか？　違うだろ？　ほんとうはよわっちぃ信勝を乱世に巻き込みたくなかったから自分で家か督とくを継ついだんだろっ？　なのに、お前がその手でこいつを斬るなんて本ほん末まつ転てん倒とうじゃねえか！」

「さ、サル！　わたしに言い負かされたからって、そんなこと言いだすわけ？　卑ひ怯きようよっ」

「卑怯なもんかよ！　俺は、お前を魔王みたいなおっかねえやつにしたくないんだよっ！　楽しそうに地ち球きゆう儀ぎをぐるぐる回していた時のお前のままでいてほしいんだよっ」

　ぱちんっ。

　信奈は刀を振ふり下ろすかわりに、空いているほうの手で良晴の頰ほおを叩たたいた。

　つー、と良晴の鼻から鼻血が流れてきた。

「うるさい、うるさいっ！　バカ、バカ、バカ！　じゃあ、いったいどうしろっていうのよっ？　謀反を起こす弟も合戦で首を盗とりにくる敵兵も、尾張の主君にとっては同じ一人の命よ！　命の区別はできない！　えこひいきはできないの！　これからは、天下万ばん民みんにとって有用な命かどうかだけが、わたしの判断基準よ！　そうであるべきだわ！」

「そうじゃないよ！　逆だよ！　ここで家族への想おもいを断たち切って実の弟の命を奪うばえば、お前はもう誰だれの命もたいせつに思えなくなるんだ！　情を失って、数え切れない人間の命を無下に奪い続けることになるんだ！」

「合戦で次々と人を死なせながら、自分の家族はだいじにかわいがれと？　厚かましいことを言わないで！」

「だから天下盗りのために家族を捨てる必要なんてないんだ！　どっちもあきらめるな！　お前自身、素す直なおになればいいんだよっ！　お前はほんとうは信勝をどうしたいんだよっ？」

「……殺したくないに決まってるじゃないっ！　自分の弟を殺したがる女の子なんて、いるわけないでしょ！　いちいち言わせないでよ、馬鹿あっ！」

　信奈の頰に、こんどこそ透すき通った涙なみだが一筋、流れ落ちていた。

　姉上、と信奈の足下にうずくまっていた信勝が思わず声を漏もらしていた。

「じゃあ、そう言えばいいじゃないか！　お前は尾張の主あるじなんだろ！　いちばん偉えらいんだろ？　素直にそう言えばそれですむのに、とことんかわいくねえ女だなっ」

「な、な、なんですってっ？」

　家臣の前で、涙を見せてしまった。

　しかもこともあろうに、サルの前で。

　これからは家臣たちの前で冷酷無比な魔王として振る舞まおうと決意していたはずの信奈はうろたえ、錯さく乱らんしていた。

　そして、良晴も「俺は信奈と家臣団の前でいったいなにを必死になって叫さけんでいるんだ」と戸と惑まどいながら、言葉を振り絞しぼり続けた。なぜか、良晴の目も潤うるんでいた。

「頼たのむよ信奈。天下人・織田信奈を目指してくれていい。俺たちも全力で補ほ佐さする。でも、人間の女の子であることをやめないでくれ。自分の家族を斬り捨てるような魔王にはならないでくれよ」

「そ、そんなこと。あ、あ、あんたには関係ないでしょう!?」

「関係なくても、俺が嫌いやなんだよ！」

「ど、ど、どうしてよ!?」

「し、し、知るかっ！　とにかく嫌なものは嫌なんだ！　お前がほんとうに魔王になってしまったら俺自身が苦しいんだ。俺自身が嫌なんだ。辛つらいんだ。心が痛いんだ。だから、黙って見ていられないんだ！」

「……サル……」

　信奈の心の中で、なにかが動いた。

　まだ、良晴にも信奈にも、それがなにかは、わからなかったが──。

「……わかったわよ……勘十郎は許すわ……なにがあっても決して、殺さない。ただし、今後は尾張のために命がけで働いてもらう。それでいい？」

「……お、おう……」

「姉上!?」

　伏ふしてうなだれていた信勝のもとに、信奈が腰こしを下ろした。

「ふ、ふん。サルのせいで気分が変わっちゃったわ。勘十郎？　刀のかわりに、ういろうをあげる。あんたが差し入れてきたういろうだけれどもね」

　小姓が、薄うす切ぎりされたういろうを信奈の手元にそっと差し出してきた。

「食べなさい。あんたの好物でしょ」

「……いいのですか、姉上」

「ええ。仲直りの印よ」

「……い、いただきます……」

　信勝は、信奈の手からういろうを受け取って、頰ほお張ばった。

　数年ぶりだった。家督争いで家中が割れる以前は、信奈から毎日のようにこうしてういろうを貰もらっていた。

　貴重な砂糖を用いた高級なようかんに比べると、ういろうは庶しよ民みんのおやつ。ひどくさっぱりしている。

　それでも、信奈が「ほーらほら勘十郎、餌えさをあげるわ」とはしゃぎながら分けてくれたういろうの味を、幼き日の信勝はどんなごちそうよりも美お味いしいと感じてきた。

　そもそも信勝がういろう好きになったのは──姉が手ずから食べさせてくれた、自分へのご褒ほう美びだったからだ。

「どう？　美味しい？」

「……し、塩しお辛からいです、姉上」

「バカね。それはあんたの涙の味よ」

「いえ。姉上の涙の味かもしれません」

「ふん。わたしの目から流れているものは、水よ」

　……これで、信勝を殺すという件は落着した。

　信奈は、目を細めながら立ち上がった。

　消えていたはずの殺気が、再び蘇よみがえる。

「さてと──サル、家臣たちの前で言いたい放題にわたしを罵ののしったあんたは斬きる！　絶対に斬るっ！」

　良晴は、怒ど鳴なった。

「おう、斬れ斬れ！」

「言われなくてもほんとに斬るから！」

　抜ぬいた！

「……いや、やっぱり、ちょっと待て！　俺を斬っても魔王コース一直線かも……いや俺ごときを斬ったくらいじゃ別にダメージないかっ？」

「何を言ってるのかさっぱりわかんないのよ！　サル語使うな！　キーキーとよくもまぁ……とにかく無礼討うちッ！」

「待てーっ、待ってくれーっ！」

　家臣たちの前で、命がけの追いかけっこがはじまった。

　姉上、たわけものの弟をお許しください、おいおいおい、と信勝はうずくまったままおおぎょうに涙なみだを流していて良晴を助けようという勇気はないらしく、勝家も魔王と化した信奈に向かって考えられないような罵ば倒とうを繰くり広げた良晴の肝っ玉（あるいはバカっぷり）に呆ぼう然ぜんとするばかり。

「五右衛門助けろー！　って、もしかして留守っ？　非番の日っ？」

「よくもわたしを泣かせたわね、サルのくせに生意気だわ！　死になさいよっ！」

「まあまあ。姫も相良どのも、そのあたりで」

　果てしない追いかけっこを制止した勇気ある家臣は、万千代こと丹羽長秀だった。

　日ひ頃ごろの長秀は信奈のやることにめったに口を挟はさまない温厚な性格なのだが、このままでは二人でじゃれあっているうちに本当に良晴がざっくり斬られてしまいかねないと思って立ち上がったようだ。

「信勝どのが姫に忠誠を誓ちかうのならば、八十点です。それでよいではないですか」

「ダメよ万千代。誰も罰ばつされないんじゃ、家来たちに示しがつかないもの」

　振り下ろした刀に力を込めながら、信奈が唇くちびるをとがらせた。

　ちなみに良晴が頭上に振り下ろされた太た刀ちを真しん剣けん白しら刃は取どりした時点で、二人の戦いは膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。

「相良どのは姫の飼いザルですよ。それよりも信勝どのの始末のほうが大事です」

　姉のような長秀が、包み込むような癒いやし系けい笑え顔がおで信奈のかんしゃくを抑おさえていく。

　ああ、なんて頼たよりになる人なんだ、と良晴は感動した。

「むぅ。それじゃ万千代、あんたならどう始末をつける？」

「そうですね……織田姓を捨てていただき、分家を立てていただくのはどうでしょう？」

　生まれて初めて見た、無愛想で毒舌で凶きよう暴ぼうな姉上の涙が、自分のために流されたものだった。ぼかぁ感動した。これからは生まれ変わったつもりで、姉上に弟として仕える。そう決めた信勝が二人の足下にひれ伏ふして、そして日頃は無む駄だなことにしか使われていない利口者ぶりをめずらしく有効に発揮した。

「姉上。お許しいただけるのでしたら、ぼくは二度と取り巻き連中に担かつがれないよう、潔いさぎよく織田姓せいを捨てます！　ただいまより、分家の『津つ田だ』姓を名乗ります！」

「……それはいいご決断です、信勝どの。九十点」

「ついでに名前も改めます！　姉上に勝とう勝とうとやっきになっていたのも、信勝という名前の相が悪いため！　これからは姉上に対して木き曽そ川がわの流れのように澄すみ渡わたった心でお仕えします、ですから名前も『信のぶ澄すみ』に改名します！」

「……ちょっと媚こびすぎかもしれません。三点」

　お調子者の信勝らしいな、と良晴は思った。

「ふ、ふん。まあいいわ。それじゃ、あんたは今日から津田信澄と名乗りなさい、勘十郎」

「ありがとうございます、姉上！」

「ちょ、調子に乗らないでよね！」

「姉上から受けた愛情を、決して忘れません！　ぼくは、姉上のためなら死ねます！」

「……気持ちわるっ……！　し、しばらく勝家の下で武将として鍛きたえてもらいなさい！　今のあんたはへなちょこすぎて、ものの役に立たないんだから！」

「御ぎよ意い！」

　織田信勝あらため津田信澄は、将来の信奈を支える武将となるべく、勝家の与よ力りきとなった。

　さんざん謀む反ほんを煽あおっていた取り巻きたちは、しばらく蟄ちつ居きよさせた後、配はい置ち換がえを行って信澄のもとから別の部署へと移すことになった。

　それで、信勝の始末は決着した。

　緊きん張ちようの糸が切れた勝家は「はぁあああ～」と長いため息をつき、長秀は「これにて一件落着です、九十三点」と微笑ほほえみながら、照れ隠かくしで弟を足あし蹴げにする信奈の姿を眺ながめていた。

　ちなみに良晴は途と中ちゆうから忘れ去られ、真剣白刃取りで信奈が繰り出した太刀を拝み取りしたポーズのまま「まだ解決してねえよ！　誰か、信奈の手から太刀を取り上げろぉ～」と一人で叫さけんでいた。

　弟を足で蹴けりつつも、サルにおしおきするために手にした太刀は決して放さない信奈なのだった。




　　　　※




　その夜、良晴はうこぎ長屋に戻もどり、一人で庭の生いけ垣がきの葉っぱをちぎっていた。

　ほとんどちぎりつくしたのだが、まだうこぎ汁じる一いつ杯ぱい分くらいの量はかろうじて残っていたのだ。

　しかし、生け垣の消しよう滅めつですっかりつながってしまった隣となりの前田家には、犬千代の姿はなかった。

　今いま頃ごろどこでどうしているのやら……早く、お家いえ騒そう動どうが解決したことを犬千代に教えてやらなけりゃ、と良晴は思った。

「やべえ、ホームシックになりそう。犬千代がいないとさびしいなあ～」

　五右衛門、犬千代を呼び戻してきてくれ、と夜空に向かって吠ほえてみた。

　しかし返事がない。五右衛門は別件で清洲からでかけてしまっているらしい。

「まあ、子分も抱かかえていてなにかと忙いそがしい奴やつだしな……今川家の情報でも収集しているのかもしれない」

　あきらめて部へ屋やに戻ると、来客たちが勝手にあがりこんでいた。

　まずは向かいの浅野屋や敷しきから出張してきた、ねね。

「サルさま！　このたびは姫さまに諫かん言げんしたとか！　命がいくつあっても足りませぬぞ！」

　良晴を[image: しか]しかりつけながら、ぐつぐつ煮にえている鍋なべから「あく」をおたまですくいとっている。

「サル、お前は信奈さまに対して無礼すぎるぞ！　ほ、ほんとうなら手討ちにしてやりたいところだが、今回だけはおおめに見てやるっ」

　身分違ちがいのはずの勝家も来ていた。

　めずらしく、湯ゆ帷子かたびら姿だった。

　ひきしまった身体からだから浮ういているふくよかな胸むな元もとに、良晴は一いつ瞬しゆんくぎづけとなり、次の瞬しゆん間かんには激げき怒どした勝家渾こん身しんの右ストレートを顔面に受けそうになった。

　天てん賦ぷのスウェイ技を駆く使しし、かろうじてぎりぎりのところで見切って上体をそらしダメージを流したが、直ちよく撃げきを受けていたら頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ間ま違ちがいなしだった、と良晴は震ふるえた。

「やあサルくん。今日のお礼に、那古野名物の『ういろう』をごちそうにきてあげた。感謝したまえ、はっはっは」

　そして、呼んでもいないし呼ぶつもりもなかった信勝あらため信澄も、洒落しやれ者ものじみた華はなやかな格好で堂々と上座に鎮ちん座ざしている。

「サルくん、サルの国から来たきみにとってはめずらしいお菓か子しだろうが、ういろうはおいしいぞ。口に頰張るやいなや、甘くてとろけるぞ。しかも後味さっぱり。京や小お田だ原わらのういろうよりも美味だ。いずれぼくはこの那古野産のういろうを、日本中で流は行やらせてみせる！」

　良晴は、信奈からういろうを餌として与あたえられていた犬千代の姿を思い浮かべていた。

「ういろうか……犬千代の好物だったなぁ……」

「さあ、今日は織田家がひとつにまとまったことを記念して祝しゆく杯はいだ！」

「あれ信澄？　お前、まだ中学生くらいの年ねん齢れいなんじゃね？」

「ぼかぁ、忠ちゆう楽がく姓せいではない。津田姓にあらためたのだ」

「……まあいいか、戦国時代だし」

　乾かん杯ぱいですぞ、とねねがばんざいした。

「ぞ、増長するなよサルっ！　信澄さまとともに『ういろう』を食らう仲になれたからって……お、織田家中の娘むすめたちに色目を使ったらその場で斬るからなっ！」

　勝家だけは、まだ良晴に何か含ふくむところがあるらしい。

　ついつい、うっかりあられもない湯帷子姿で来てしまった勝家。

　そのためか、良晴が自分の胸元をちらちら見てくる視線が今までよりも十倍いやらしくなっている気がして、「意外と見所のある奴」という日中の評価が一転、「あ、あ、あたしの胸ばかり視し姦かんしやがってぇ……くううっ、やっぱりこいつはサルだ！」と元々の評価に戻ったらしい。

　そもそも、いくらなんでも信奈に対しての態度がひどすぎる。家臣とは思えない。

　あの後、信奈に「示しがつかないですから、やはりサルにはお仕置きをしたほうが」とすすめてみたのだが、「あいつが人間だったら打ち首だけど、未来のサルの国から来たサルなんだから怒おこってもしょうがないわよ」の一言で片付けられてしまった。

　それもまた、勝家にとっては忌いま々いましい。

（さ、サルのやつ、信奈さまに気に入られている……！　だ、だからあれだけ言いたい放題言っても本気で怒られないんだぁ！　っていうか普ふ通つう、足軽ふぜいがあれだけやらかしたら問もん答どう無む用ようで打ち首だろうっ!?　くうううっっ……なんだか悔くやしいっ！）

　ありていに言えば、信奈の寵ちよう愛あいを巡めぐるヤキモチだった。

「だいたいあたしだって信奈さまの小姓に選ばれていれば今頃は毎日信奈さまの手からういろうを『あーん』って食べさせてもらって……ああもうむかついてきたっ、今夜は飲んでやるっ！　ほら信澄、酒つげ酒っ！」

「ひぃ、勝家に呼び捨てにされたっ？　か、勝家、目がすわってるよっ？」

　どうやら勝家はお酒に弱い上に、酔ようとからんでくるらしい。

「くやしいが、サルが来てから信奈さまは明るくなられたかもしれないっ！　お父上・信秀公のご葬そう儀ぎ以来、触ふれれば壊こわれてしまいそうだったあの信奈さまが……かたくなにうつけの真ま似ねをして誰にも心を開かなかった信奈さまが、よもや信澄のために涙なみだを流されるとは……美しい……美しい涙だったっ……あ、あたしは、そんな信奈さまをほんとうにうつけかもしれぬと疑ったりもしたっ……バカ！　バカ！　ほんとうのうつけは、この柴田勝家だったあっ！」

　涙？　目にゴミでも入ったんじゃないかとまぜっかえす良晴の頭をとりあえず張り倒たおす勝家。

　同時に片かた腕うでで信澄の首を絞しめることも忘れない。

「あ、あ、あたしは生涯、信奈さまのために奉ほう公こうの限りを尽つくすと決めた！　これぞ武士の本ほん懐かい！　突とつ然ぜん、目の前に道が開けてきたようだ！　くくっ……せめて、もう少しあたしの頭が良ければ～」

「お前がとった栄養は全部胸にいっちゃうもんな」

　酔った勝家が、口の減らない良晴を再び殴なぐりつける。

　ねねが「ささ、どうぞどうぞ」と勝家の杯さかずきにどぶろくを注つぎまくり、そのたびに勝家は一気飲み。

　良晴は殴られながらも（おおっ酔っぱらった勝家のぱつんぱつんの胸元がほんのりとピンク色に……た、た、たまらねえ）と鼻を押さえているが、女の子離ばなれした怪かい力りきで首をつかまれた信澄はそれどころではなく、生きたここちがしない。ぎりぎりと締め上げられて、グキッ、と首の骨が大きく鳴った。

「ひいい。許しておくれよ勝家～！」

「う・る・さ・い！　てめーが謀反ばかり企たくらむせいで、あたしまで信奈さまに嫌きらわれるところだったじゃねーか！　いやっ、あたしの信しん頼らい度どはすでにサル以下だっ！」

「か、勝家、飲み過ぎだよ？　ひいいっ？」

「明日あしたからてめーをしごいてしごいてしごきまくってやるからなっ！　せいぜい訓練で死なねーように気合い入れやがれ！」

　まあまあ。

　ねねと良晴が間に入って、二人を分けた。

「サルくん。犬千代はぼくたちが責任を持って呼び戻すから、きみは安心していたまえ」

「おう、頼たのむぜ」

「任せておきたまえ。サルくん、きみから受けた恩義はこの信澄、決して忘れないよ！　受けた恩は必ず返す、それが貴公子というものだ。これからはこの信澄、合戦の折にはきみと共に行動しよう！」

　何を言ってるんですか姫さまのご命令どおりあたしの下で働いてもらわないと困りますぅ、と酔いつぶれて良晴の膝ひざ枕まくらの上に崩くずれ落ちていた勝家がすねたような女の子口調でつぶやいた。

「信澄。お前って、戦いくさがとてつもなく苦手そうに見えるが……？」

「確かに戦は弱いが、ぼくには尾張中のかわいい女の子たちが親衛隊としてついているからね。場合によってはけっこう役に立つと思うよ」

「ちっ。さすがは姉似のイケメンだな……しまった、こいつが隣にいちゃ俺がモテなくなる？」

「はっはっは。サルくん、元気を出せ。いずれ人間になれた暁あかつきには、彼女の一人ぐらいできるかもしれないさ！　ぼくの親衛隊はざっと百人はいるがね」

　量的には百人くらい欲しいが、質にこだわるならば天下一の美少女が一人いれば満足だ俺は、とうなずく良晴の頭をねねがぺちっとはたいてきた。

「むう。半人前のサルさまには、女遊びは早すぎますぞ！」

「なんでっ？」

　その後、泥でい酔すいした勝家がすっかり冷め切った「みそ煮に込みうどん」を思いだしたように取り出してきて「喰くえっ！　おらっサルっ、あたしのみそ煮込みうどんが喰えねえってのかっ？」と良晴にまたまたからみまくった。

　もう那古野名物はいいよ！　と思いながら、良晴は冷めた上に伸のびきっているみそ煮込みうどんを頰ほお張ばらされた。




　四人で大おお騒さわぎしているうちに夜が更ふけた。

　ねねたち三人が熟じゆく睡すいしている中、良晴だけはなぜか目がさえて眠ねむれなかった。

　うこぎ長屋を出て、本丸のほうへと向かってみた。

　今頃、信澄と和解できた信奈はぐっすり眠れているだろうか……い、いや、別に信奈のことを気にしているわけじゃないからな！　とか考えながら。

　坂道を上っている途中で、寝しん具ぐを着た姿の信奈と鉢はち合あわせした。

　もう、昼間に見た「魔ま王おう信奈」ではなかった。

　いつもの、不ふ機き嫌げんそうに口をへの字に曲げている、普通の女の子らしい信奈だった。

「なんだ。これから、あんたを呼びに行くところだったのに」

「俺を？」

「ちょっと来なさい」

　本丸の、信奈の部屋に通された。

（こんな夜中に二人きり……？）

　まさか……？

　妙みような期待に胸を高鳴らせながら、良晴は信奈の部屋に入って下しも座ざに腰こしを下ろした。

　信奈は縁えん側がわから月を見上げながら、大切にしているらしい地ち球きゆう儀ぎを懐ふところに抱だいて何かをつぶやいている。

　しばらくの間、信奈は良晴を連れてきたことも忘れたかのように、じっと月を凝ぎよう視ししていた。

　その月光に照らしだされた真っ白い素す肌はだと整った横顔、長いまつげ、凜りんとした眼まな差ざしに、良晴は言葉もなくただ見入っていた。

（黙だまってさえいたら、天下広しといえどもこいつほど綺き麗れいなやつはいないかもな……）

　織田家は美男美女の家系らしい。だから信澄も顔だけは男前だが、信奈とは人間性そのものから滲にじみ出てくる美しさのレベルが違っていた。

　こいつは今、何を見ているんだろう、と良晴は気になった。

「な、なあ、信奈。俺に用って、何なんだ？」

「ん？　ああ、あんた……いたの」

　不意に我われに返った信奈が、良晴に視線を戻もどす。

　なんだこいつの瞳ひとみ、きらきら輝かがやいてやがる。綺麗な目だな……で、でも、惚ほれないからな！　こんなかわいくない凶きよう暴ぼう女は俺の趣しゆ味みじゃねえ！　どうせ口を開いたら台無しさ！　と良晴はムキになって心の中でつぶやく。

「いたの、じゃないだろ。お前が連れてきたんだろう？」

「そうだったわね。あんた、この世界が球の形をしてることを知ってるって言ったわよね？　南なん蛮ばんの場所も知ってるって」

「ああ。それが？」

「わたし、あんたの言葉をぜんぜん信じてなかったんだけど、もしかしてホントかなって思い直したのよ」

「どうしてだ？」

「ひとつには、蝮まむしの考えていることを言い当てたってのもあるけどね……あれはただのはったりかもしれないとも思ったわ。未来から来たという証しよう拠こにはならない。でもね」

　あんたが示した南蛮の場所がだいたい当たってたから、と信奈がつぶやいた。

「この地球儀はわたしの宝物なの。子供の頃ころ、父上が津島の港から連れて来た南蛮の宣教師にもらったの。その青い目の宣教師から、いろいろなことを教わったわ。日ノ本は地球の上ではちっぽけな島国にすぎないってこと、その島国で同じ日本人同士がいがみあって戦っていること、『科学』が盛さかんな南蛮では種たね子が島しまをはじめいろいろな発明が次々となされていて、いずれ強大な武力と経済力で日ノ本も吞のみ込んでしまうだろうってこと……あいつらの国の王さまたちはみんな日本のことを『黄金の国じぱんぐ』って呼んでいて、欲しがってるんだって」

「そりゃあ、マルコ・ポーロの責任だなぁ」

「わたしはね、あの宣教師からいろいろなことを教わっているうちに、いつか天下をひとつに治めたら、日ノ本を飛び出して世界中を巡ってみたいって思うようになったの。鉄板で完全防備した大きな船を造って、その船に乗って七つの海を渡わたりたいの。日本人がまだ見たこともないこの広い世界の何もかもを、この目で見てみたいのよ。だから海の向こうからやってきたあの人が、わたしの夢の原点」

　ずいぶんと親切な宣教師さんだったんだな、と良晴はうなずいた。

「まあね。びっくりするような新しい話ばかりを聞かされたわ。もう死んじゃったけどね……」

「そうなのか。悪かった」

「どういうわけか、わたしが好きになって頼たよりにした人って、みんなすぐに死んじゃうのよ。父上もそうだったわ。蝮も今、美濃で豪ごう族ぞくたちから突つき上げられているらしいの……わたしなんかに国を譲ゆずるなんて言うからよ。死んじゃうかもね」

　信奈は、さびしげな笑いを浮うかべた。

　ほんとうは何か別のことを言いたげだったが、何を言おうとしているのかは良晴にはわからない。

「ねえ、サル……わたしが勘十郎を斬きったら、次々と親しい人を斬り続けることになる……みたいなこと言ったわよね？」

「あ、ああ」

「どうして断言できるのかしら。鈍どん感かんでバカでサルなあんたごときに、わたしの心がわかるはずないじゃないの」

　なんだろう、こいつの瞳から視線を逸そらせねえ……良晴は、自分の頰ほおがどんどん赤くなってくることに気づいた。

　何を焦あせってるんだよ俺は！　と気合いを入れ直して、どうにか口を開いた。

「そ、それは、俺が未来人だからさ。信じろ」

　それじゃあんた、わたしの未来も全部知ってるの？　と信奈が尋たずねてきた。

「厳密に言えば、お前の未来はわからない。だが、お前によく似た、ある戦国武将の人生なら、だいたいのことは知ってる──そいつは自分に謀む反ほんした弟を殺してから、心のどこかが壊こわれちまって、歯止めがきかなくなっちまったんだ。そして──」

　信奈が、指で良晴の唇くちびるを押さえてふさいでしまった。

「それ以上は言わないでいいわ。言ったら殺すわよ」

「なんでだ？　未来がわかれば便利だろう？」

　自分の未来がわかっちゃったら、泣いたり喜んだりしながら生きてる意味なんてなくなるじゃない？　と信奈が笑った。

「お前の未来じゃないさ。お前にそっくりな別人の未来しか、俺は知らないよ。それも、ゲームやマンガで仕入れた通とおり一いつ遍ぺんの知識だけで、大きな事件しか知らないんだ」

「それでも、わたしに未来を教えたら殺すから。あんたに操あやつられそうでイヤなのよ」

「そうか。そうかもな」

　確かに他人の言いなりになって生きるなんて、どこからどう見てもこいつらしくねえ、と良晴も納なつ得とくした。

「わかった、もう言わないから安心しろ」

「あら。うまくわたしを操ろうとは思わないの？」

「俺はこの世界の人間じゃないからな。この世界の天下を統一できる奴は、信奈、お前しかいないよ。だから俺はさ、お前の夢に賭かけようと思う。俺に先が読める範はん囲いで、お前が自分の道を逸れそうになったら、こっそり俺がなんとかする。お前には、俺が知っている未来について何も知らせない。それでいいだろう？」

　いいわよ。それじゃ正式に主しゆ従じゆうの儀ぎ式しきをしましょう、と信奈がぶっきらぼうに言った。

「いつまでもサルとして飼っておくわけにはいかないしね。そろそろ本物の侍さむらいにしてあげる」

「ああ、いいぜ。儀式って、戦国風にか？　どうやるんだ？」

「そうね、南蛮風のほうがかっこよくてお洒落しやれだわ。ほら。わたしの手に、忠誠を誓ちかう口づけをするのよ」

　乱暴に、白い手を突き出された。

　これって……お姫ひめ様さまへの忠誠を誓う騎き士し……だよな？　と良晴は気づいた。

　なるほど、信奈は「姫武将」なんだから、これで合ってるんだ、とも思った。

　それにしても、俺の心臓はどうしてこんなにバクバク鳴ってるんだろう……。

「相良良晴。わたしを主あるじと仰あおぎ、忠誠を誓いなさい」

「……お、おう。わ、わかった……」

　いつものように逆らえなかった。

　月光のせいだ。夜空に青白く輝く月光が綺麗すぎて、信奈がどこかのお姫様に見えてしまっているせいだ。

　信奈の足下にひざまずき、手の甲に唇を押し当てた。

　ふだん刀を握にぎっているはずなのに、柔やわらかくてすべすべとした指だった。

「わたしへの忠誠を、永遠に誓う？」
















　誓う、と言ってしまったら、このまま信奈の虜とりこになってしまいそうだった。

　けんめいに強がってみた。

「帰り道が見つかるまで、かな」

　元の世界への帰り道なんてわかるはずもないのに、そんな台詞せりふを言ってみた。

「……そう。なら、それでいいわ。それまでは」

　今、信奈がどんな顔でしゃべっているのか、自分の眼めで確かめる勇気が出てこなかった。

「ああ。絶対にお前を裏切らない。お前の夢をかなえてやる」

「それじゃあわたしの夢がいつまでもかなわなければ、帰れないわね」

「ああ、そうだな」

　信奈の手を握っていると緊きん張ちようする。喉のどが、からからに渇かわいた。

「でも、サル。あんたは？」

「えっ？」

「あんたの夢は？　奉ほう公こうに対しては、御ご恩おんで返さなきゃ。あんたの夢、わたしがかなえてあげてもいいわよ」

　俺の夢。

　ええと……普ふ通つうに就職して普通に家庭を持って……いや、それは元いた世界でのささやかな夢だった。

　この世界では……この世界で、俺が目指しているものは……夢は……。

　緊張しすぎていた。

　不意に、藤吉郎のおっさんの笑え顔がおを思いだした。

（そうだ。俺は、おっさんの夢を継けい承しようすると約束したんだっけ。出世して早くおっさんの墓を建ててやりてえな）

「ねえ。サル？　あんたの夢って、このわたしがかなえてあげられる夢かしら？」

　おっさんの夢って確か──

「そ、そうだった。俺の夢は──モテてモテてモテること！　これしかねえ！」

「は、はぁっ？」

「戦国乱世に男として生きる以上、女の子をいっぱい侍はべらせていい気分になる、これしかないだろうやっぱ！　しかし俺は量にもこだわるが質にはもっとこだわる男！　数さえ揃そろえればいいってもんじゃねえ、天下一の美少女を嫁よめにしていちゃいちゃしまくりたいっ！」

　……

　ゴンッ！

　信奈は自分の手をふりほどくと同時に、その手を握りしめて拳こぶしを作り、良晴の側そく頭とう部ぶめがけて全力で打ち下ろしていた。

「うおっ？　不意打ちかっ？　何すんだよっ」

「あ、あ、あ、あんた、言うにことかいて何を言いだすのよっ？　て、て、て、天下一の美少女を嫁にっ？」

　信奈の顔が、真っ青になっていた。

　凍こおりついていた。

「なにテンパってるんだよ？　俺は素す直なおに自分の夢を言ったまでだ。どうだ、かなえてくれるのか？」

「そ、そんな夢、かなえられるわけないでしょっ？　わたしとあんたとじゃいくらなんでも身分が違ちがいすぎるじゃないのよっ？　気持ち悪いっ、気持ち悪いっ」

「えっ？　ま、待て！　俺は天下一の美少女と言っただけで、誰だれのことと決まってるわけじゃないぞ？　そもそも、なんでお前なんかと結けつ婚こんしなきゃならねえんだよっ？」

「やめてよっ！　天下一の美少女と言えば、わたしのことに決まってるじゃない！　他にどう解かい釈しやくしろって言うわけ？」

「自じ意い識しき過か剰じようだっ！　しかも悪化してるっ？　この前までは自じ称しよう『尾張一の美少女』だったぞっ？」

　良晴は思った。ここまで自意識過剰だと、ある意味感動する。

「うあああああ、全身にさぶいぼがあっ？　気持ち悪いっ、見なさいよっあんたの不ぶ気き味み発言のせいで、わたしの玉の肌はだがさぶいぼで覆おおわれてっ」

「見せなくていい！　唯ゆい一いつのお前の取り柄えである見た目まで台無しだっ」

「おえ、おええええ。サルの嫁にされてサルの赤ちゃん産まされる自分を想像しただけで、お腹なかのそこから熱いものがっ？」

「吐はかなくていい！　俺のナイーブなハートが傷つくからやめてくれ！」

　良晴は泣いた。少しは赤くなって照れろ！　なんで拒絶反応起こしたみたいに震ふるえてるんだよこら吐く真ま似ねするなよ、うわあマジ傷ついた！

　男泣きに泣いていると、再び信奈の拳が飛んできた。

　今度は予測できたので、ひらりとかわした。

「こら逃にげるな殴なぐられなさいよ！」

「とにかく、その行きすぎた自意識過剰を改めろっ！　自分で自分を美少女とか抜ぬかす美少女がどこにいるよ？」

「うるさい！　あんたがよく言う『地ぢ石いし木き』って何よ、何なのよっ？」

「意味もわからずに怒おこるなよ！　お前は美人だけど顔だけだ！　性格がかわいくねー！　凶きよう暴ぼうで素直じゃなくてわがままですぐに暴力を振ふるうっ！　だからこの俺さまのとぎすまされた審しん美び眼がんからすると、バーツ！」

「サルっ……ゆ、ゆ、許せないっ……こ、こ、今度という今度は、殺す！」

「だからぁ、いちいち刀を抜くなよっ」

「こら、待ちなさいっ！」

「誰が待つか！」

　結局、追いかけっこになってしまった。

　本丸から三の丸まで続く、深夜のサル追つい撃げき戦せん。

　立ち止まれば斬ざん・即そく・死し。自分を斬きろうと背後から追つい尾びしてくる信奈が実は楽しそうに笑っているのか、それとも本気で「うえええ」とえずいているのかは、その夜の良晴には確かめられなかった。

　逃げるので精せい一いつ杯ぱいだったのだ。







　　　巻ノ六　風雲！　桶おけ狭はざ間ま！







　良晴と信奈が、二人きりで主しゆ従じゆうの誓いの儀ぎ式しきを執とり行った、その翌朝だった。

　事態は、五右衛門がうこぎ長屋の良晴にもたらした急きゆう報ほうによって一転した。

「拙せつ者しや、美濃での諜ちよう報ほう活動より戻もどってまいった」

　五右衛門は表情を変えず、淡たん々たんと報告する。

　しかしその内容は、良晴にとって驚おどろくべきものだった。

「美濃の豪ごう族ぞくたちは、道三が信奈どのに」

「なんだって？」

「国を譲ゆずると宣言したことに腹を立て」

「五右衛門、まさか？」

「道三の息子むすこ、斎藤義龍を担かつぎ上げて謀む反ほん」

「いちいちセリフを切るなよ！　まとめて言えっ、道三はどうなった？」

「道三は美濃の本城である稲いな葉ば山やま城じようを追われ」

「……悪かった。かんでも笑わないから、一度にしゃべってくれ」

「されば。こほん……道三は手勢を率いて長良川へ押し寄せ、いなばにゃまじょーを攻せめようとしておりまちゅるが」

「……ぷっ」

「……」

　良晴は、（こんな一大事なのにどうして話が進まないんだよ！）と泣きたい気持ちで手を合わせて謝った。

「……こほん。斎藤義龍は道三軍の十倍近い大軍で長良川へ出しゆつ陣じん、父子の間で合戦がはじまったのでごじゃるにょ」

　もう、五右衛門がかんだ！　と笑っている余よ裕ゆうはなかった。

「十倍？　道三は孤こ立りつ無む援えんなのか!?　美濃の国人たちが、信奈への国譲りを認めない気持ちはわかるが。義龍はよくも父親に反旗を翻ひるがえしたな」

「血が繫つながらない親子だとの噂うわさでちゅからな。義龍自身、その噂を信じておりまちゅ。わがまことの父は、まむちのどうちゃんに国を追われた土岐氏でありゅと」

「たしかにそういう説はある……だが、確証はないぜ。この戦国時代じゃ、ＤＮＡ鑑かん定ていだってできないわけだし。道三が主君を追い出して美濃を奪う際、土着の国人たちは当然『斎藤家とは何者であるか』と納得しなかったはずだ。だから道三は、息子の義龍が実は美濃の旧主・土岐家の血筋を引く子だという噂を敢あえて黙もく認にんしたのかもしれない」

「たとえ血が繫がっていたとしても、廃はい嫡ちやくされて『尾張の姫ひめに美濃を譲る』といわれれば、むほんちゅるでござろう」

「……それもそうだな……親子であろうとも敵となれば戦う、それが戦国のならいだ。武たけ田だ信しん玄げんだって、自分を廃嫡しようとした父親の信のぶ虎とらを駿する河がに追放している」

「義龍は追放どころか、道三を討ち果たすつもりですぞ。実父の敵かたきだと信じていまちゅからな」

「だったらなおのこと、道三はどうして籠ろう城じよう戦をやらない。いくら美濃の蝮まむしでも、十倍の兵力差で野戦をやれば木こっ端ぱみじんだ！」

「左さ様よう。道三は、潔いさぎよく戦って死ぬる覚かく悟ごでござる」

「なぜっ？」

「おそらく、籠城すれば信奈どのが美濃へ援えん軍ぐんを入れるでござろう。さすれば上じよう洛らく準備をちゅちゅめている今川義元が空き家同然の尾張を襲おそいまちゅな」

「信奈が援軍を？」

「信奈どのは気むずかしいお方ですが、一度人を好いたら、とことんまで尽つくす御ご仁じん」

「だから信奈が美濃の政変に気づく前にさっさと討うち死にしてしまおうっていうつもりなのか、あのエロ爺じいさんは？」

「さすがは美濃の蝮、そこまで先を読み切ってのご出陣でござる」

　良晴は、立ち上がって駆かけだしていた。

「相良氏うじ、どこへ行かれる？」

「信奈に報告するんだよ」

「捨ておかれよ。知らぬ顔でおられよ──伝えれば尾張は、織田家は滅ほろびまちゅぞ」

「そんなもん、信奈次し第だいだろうが！　俺が握にぎりつぶしていい話じゃない！」

「おやおや。拙者が留守をしていた間にずいぶんとあの姫ひめに情が移りましたにゃ、相良氏」

　別にそんなんじゃねーよと口をとがらせながら、良晴は本丸へとひた走りに走った。

　勝家とあやとりに興じていた信奈のもとへ直行し、長良川で道三が息子の軍に囲まれて絶体絶命の死地に陥おちいっていることを包み隠かくさず報告した。

「さ、サルっ？　なんでお前がそんなこと知ってるんだよっ？」

　と、体中に紐ひもを絡からめながら勝家が怒ど鳴なった。

　信奈は、落ち着き払はらっている。

「ほんとうなの？」

「ああ。噓うそだったらこの首をくれてやる。だがな信奈、援軍は出すな。出せば、この尾張が危あやうくなる」

「ええ。駿河の今川義元、いつでも上洛の軍を起こせる状態だわ。こんな時に美濃への援軍なんて出すわけないじゃない、このわたしが」

「──えええっ？　出さないのかっ？」

「あんたが出すなって言ったんじゃない。わたしは徹てつ頭とう徹てつ尾び、合理主義者なのよ。損そん得とく勘かん定じようをすれば誰にだってわかることだわ。美濃の国主でなくなった蝮にはもう利用価値がないもの、このまま見捨てましょう」

　けろりとした顔で、信奈が言った。

　ちょっと待て。話が違う。

　こいつ、実はこんな冷たい奴やつだったのか？

「何よ、不満そうじゃない。わたしが『蝮を助けるために尾張を捨てるわ！』って金切り声で叫さけびだしたら満足なのかしら？」

「そ、そういうつもりじゃねえけどさ！　ちょっとくらいあせるとか悲しむとか、そーゆーのないのかよっ？」

「サルの浅あさ知ぢ恵えね。どうせ結論は『援軍は出せない』、最初からそう決まってるのよ。だったら、迷ったり情に流されたりするだけ無む駄だでしょう」

「……た、確かにその通りだ。でも……道三は」

「あんたにはわからなくても、あの蝮はわかってるわ。わたしが援軍なんて出したら、それこそ『うつけ者めっ』って[image: しか]しかりつけられるわよ」

　そりゃ道三や信奈のような知ち恵え者しやが理り屈くつで考え抜いたらその結論になるんだろうけど、そんなにあっさりと割り切れるものなのか？

　道三あやうしと聞いた瞬しゆん間かんに颯さつ爽そうと立ち上がって槍やりをにぎっていた勝家が、え？　え？　出陣なさらぬのですか？　と振り上げた槍の下ろしどころを見失って立ち往おう生じよう。

「そういうことだから、もうこの話はこれで終わりにしましょう」

「しかしだなぁ」

「うるさいわね！　わたしが終わりと言ったら終わりなのっ！　出過ぎた真似をしないでよ、このサル面づら冠かん者じや！」

　良晴は気づいた。

（待て。信奈の、一見能面みたいな冷たい顔。よく見ろ。唇のはしが、ひきつっている……本心を語ってるんじゃない。「弟を殺す」と宣言していた時と同じだ）

　無理をして、情を切り捨てた魔ま王おうモードに入っているだけだ、と。

　これ以上俺が何か言ったら信奈を無駄に傷つけるだけだ、今は黙だまって「御ぎよ意い」と言ってやるしかないんだ、と悟った。

（こいつは父親に続いて、やっと出会った理解者の道三まで失うのか）

　俺は何もできないのかっ……と良晴が悔くやしげに畳たたみをかきむしり、勝家に「こらサル、ひっかくな！　その畳、高いんだぞっ」と槍で頭を殴られているその間に信奈は──

「六、サル。聞きなさい。蝮が死んでも、この『美濃譲ゆずり状じよう』がある限りこちらには美濃を攻める大義名分があるのよ」

　と眉み間けんにしわをよせながら、道三が書いた譲り状を取り出していた。

　もしも気き恥はずかしいことが書かれていたら困る、と思って今まで放置していたらしい。

　勝家と良晴も、信奈の左右に侍はべって譲り状の中身を覗のぞきこんだ。

「もしかして『美濃は譲らないよ～ん』とか書いてるんじゃないだろうな、あのエロ爺さん」

「ただの事務的な書状でしょ」

「あ、あたし、漢字が苦手で何が書いてあるのか読めません……うああああ、バカだっあたしはバカなんだあ！　でもサルだって読めないから気にしない！」

「残念だったな勝家。俺は読めるぞ」

「うああああああっ、あたしの知能ってサル以下っ？」

　左右からサルとバカが漫まん才ざいをしている中で──

　仏ぶつ頂ちよう面づらで譲り状を読み始めていた信奈の肩かたが、読み進めていくにつれて小刻みに震ふるえだしていた。

　乱らん世せの梟きよう雄ゆう。美濃の蝮、斎藤道三。

　若かりし頃ころは僧そうだったとも言われるが、京で油売りとして成功を収め、その財産を元手に美濃に入って侍となる。次々と自分の主君を追放するという悪あく辣らつな手を使って出世を続け、ついには一いつ介かいの商人から美濃の国主の座へと上り詰つめた大悪人。

　敵からも家臣たちからも「蝮」と呼ばれて恐おそれられてきた男だった。

　しかしその譲り状の内容は、まるで別人が書いたかのようだった。





　信奈どののことを、実の娘むすめのように愛いとおしく思っている。

　我が生しよう涯がいはすでに天下統一の夢の途と中ちゆうで朽くち果てようとしているが、信奈どのに出会えておのれの夢にまだ続きがあったことを知った。

　国盗とりに賭かけた人生が徒労でなかったと知り、これほどの幸せはない。

　許されるならワシが半生をかけ、丹たん精せいして作り上げたこの美濃の国を信奈どのに進しん呈ていし、我が軍略と政略のすべてを信奈どのにお教えし、そなたの天下統一を陰かげからお支えしたい。そのような余生をすごしてみたくなった。

　だがもしも、十中八九そうなるであろうが、美濃で異変が起きた時には、この年寄りのことは忘れ、自分の手で美濃を切り取るように。

　この道三の娘を任じるのであれば、天下の夢を継つぐというのであれば、決して、感情に流されて援軍など出してはならない。

　ただ、わが愛まな娘むすめの帰き蝶ちようを妹としていつくしんでいただければそれだけでよい。

　ワシは老人であり、そして人はいずれ死ぬ。別れは必ず訪おとずれる。しかし、潰ついえようとしていた夢の続きを見つけることができた。誰だれにも志を理解してもらうことなく、ただの悪人として生を終えずともすんだ。であるから、自分の魂たましいはもう救われた。

　これで、十分である。

　願わくば、そなたの夢を理解してくれる若き者に、そなたが出会えることを祈いのりつつ、これより冥めい府ふへと参る。






　信奈が震えながら譲り状を読み終えると同時に、小こ姓しようが駆けつけてきて、

「美濃より、斎藤家の姫が落ち延びて参られました」

　と口早に告げた。

　乳う母ばらしき老女が、信奈の足下に伏ふして一礼する。

「約束の妹をお送りする、重ねて援軍は無用、と道三よりことづてを預かって参りました」

　信奈は、取り乱した。

　魔王の仮面が剝はがれ落ちて、一人の少女に戻もどっていた。

　誰にも聞き取れないような悲鳴を上げていた。

　体の奥底からこみあげてくる慟どう哭こくを抑えつけようとあがきながら、

「ぜ、ぜ、ぜんっ、ぜんぐんっ、ぜんぐんでっ……！」

　全軍で美濃へ、そう下げ知じしようとした矢先だった。

「──御ご免めんっ！」

　勝家が、信奈の脇わき腹ばらに拳こぶしを叩たたき込んでいた。

　華きや奢しやな信奈はその威い力りよくにあらがうことができず、一いち撃げきで失しつ神しんして勝家の腕うでの中に倒たおれ込んでいた。

　良晴が、勝家に食ってかかる。

「か、勝家っ？　何すんだよっ？」

「サル。道三の言う通り。あたしたちは今、東に今川義元の大軍を抱かかえている。だから……」

「だからって信奈を気絶させて、目が覚めた信奈に『もう道三は死にました』って報告するつもりかっ？」

「そうだよ！　他に何ができるんだよっ？」

「軍団なんて要いらない。むしろ、少しの数でいい。決死隊を出して、道三を救い出す！」

「それも考えたさ！　でも、あたしは尾張を動けないしっ……！　他に、決死隊を率いて成功しそうな奴はいないし……！」

「ああ、お前が抜ぬけた織田軍なんて烏う合ごうの衆しゆうだ！　だからお前はこの清洲城で今川の動きを見張ってろ！」

「じゃあ……誰に『死にに行け』って命じるんだよ？　信澄にか、それとも長秀にかっ？　あたしには言えないよ！」

「俺が、行く！」

「なんだって？」

「俺が死んでも織田家には何の影えい響きようもねえ！　それに、これは俺個人のわがままだ！」

　サル、お前そこまでの覚かく悟ごができる奴だったのか、と勝家が目を見開いてつぶやいた。

「信奈が目を覚ましたら、サルは天下一の美少女を探すと言って出しゆつ奔ぽんしましたとでも伝えておけ！　いいな、勝家！」




　勝家の前で威い勢せい良くそう言ったはいいが、足軽の一番下したっ端ぱにすぎない良晴には直属の家臣などいない。

　だから、長良川の戦場を目指して一人でがむしゃらに駆かけるしかなかった。

　駆けているうちに、背後に五右衛門の気配を感じた。

「相良氏。勝手に犬死にされては困る」

「力を貸してくれるのか？」

「拙せつ者しやは宿やどり木ぎ。宿主が枯かれては立ちゆかぬでござる」

「助かるぜ。サンキュー」

「産さん休きゆうではない」

「南なん蛮ばん語ごで、ありがとう、って意味だ」

「ほう……南蛮語……」

　街道の途中。

　五右衛門が調達してきた馬に乗った。

　乗馬など未経験なので、仕方なく馬上で五右衛門の背中に抱だきついて駆けてもらった。

　続々と、五右衛門が率いている川かわ賊ぞく集団、「川並衆」の男たちが集まってくる。

　川並衆の副将格・前野某なにがしが、馬で併へい走そうしながら五右衛門に問う。

「親分、戦いくさですかい、盗ぬすみですかい？」

「美濃の蝮まむしを、盗み出す」

「それは、でかい仕事ですな。して子細は」

「蝮は長良川で戦の最中。筏いかだで長良川へと繰くり出し、蝮をさらって尾張へとひきかえちゅ」

「出た！」

「親分の舌足らずが出た！」

「かんだっ！　たまらねえやっ！」

「この一いつ瞬しゆんのために川賊やってるのよねえ！」

　川並衆どもが、いっせいに歓かん声せいを上げる。

　なんだこいつらマジでやべえ、と良晴は彼らがいよいよ恐ろしくなった。

　全速力で駆けながら川辺まで進み、いよいよ筏へと乗り移った。

　しかし五右衛門は、良晴を乗せまいと小さな手を振ふり回して邪じや魔まをしてきた。

「相良氏は来ずともよいでござるよ」

「いや、俺も行く。お前らだけに危ない橋を渡わたらせられるかよ」

「意外にこの坊ぼう主ず、男気あるぜ！」

　と川並衆たち。

「足手まといでござる」

「そうだ、足手まといだ！」

　と川並衆たち。

「お前ら、自分の考えとかないのかよっ？　とにかく俺は行くぜ！　この戦で死ぬと決めた道三があっさりお前らに従うわけがねえ、俺が説得するっ！」

「……さような理由であれば、御ぎよ意いでござる」

「そうだ、俺たちには坊主の力が必要なんだっ！」

「だからお前ら、自分の意思とかねえのかっ？　真性ロリコンの集団かっ？」




　川並衆は、陸よりもむしろ川での盗とう賊ぞく稼か業ぎようを本業としている。

　とりわけ地元の長良川一帯は、彼らにとっては自分の庭のようなものだった。

　幸いなことに季節は梅つ雨ゆの時期。深い霧きりがなかなか晴れず、良晴たちの乗った筏は尾張と美濃の国境を早々と越こえて戦場へと潜せん入にゆうすることができた。

　浅あさ瀬せではすでに、道三軍と斎藤義龍軍の死し闘とうが繰り広げられていた。

　もはや道三の兵はちりぢりとなり、ほとんど本ほん陣じんのみを残すばかりだった。

　間かん一いつ髪ぱつで間に合った！　と筏の上で良晴は思わずガッツポーズ。

「霧がこれほど濃こくなければ潜入は難しかったでござる。どうやら相良氏にはツキがありまちゅじょ」

「出たっ！　親分の舌足らずが！」

「たまらねえやぁ！」

「おいら、これだけでご飯三杯ばいはいけるぜ！」

「だからお前ら、静かにしろっ！　本陣の裏に筏をつけてくれっ！」

　良晴は五右衛門を連れて浅瀬へとあがり、道三の本陣まで一直線に駆け込んだ。

　駆けながら、五右衛門は「たどん」を投げまくって煙えん幕まく、煙幕、また煙幕。

　濃霧の上に、煙えん幕まく攻こう撃げき。

　一時的に本陣周辺の視界がほとんどきかなくなった隙すきを見て、五右衛門は床しよう几ぎの上に腰こし掛かけていた道三の前まで辿たどり着いた。

　良晴は途と中ちゆうで転んでしまい、「待ってくれ」と這はいずりながら五右衛門の足下へ。

「斎藤道三。黙だまって尾張へ来ていただくでござる」

「坊主、やはりお前が来たか」

　道三はしかし、床几の上から立ち上がろうとしない。

「ふぉっふぉっふぉっ。ワシは動かぬぞい」

　言葉こそ軽いが、さすがの迫はく力りよくだった。

　なまなかなことでは、この老将を捕とらえることなどできない。

　決死の覚悟でいっせいに取り押さえても、何人の犠ぎ牲せいがでるか。いや、道三に自じ決けつされてしまっては元も子もない。

　やはり相良氏の説得が必要でござる、と五右衛門がつぶやいた。

　おうよ、と良晴が立ち上がって道三と舌戦を開始。

「爺じいさん！　ここで美しく散って人生を総決算したいというあんたの気持ちもわかるけどよ！　遺のこされた信奈がどれほど悲しむかってこともわかれよ！」

「この、大おお馬ば鹿か者ものっ！！！！！！！」

　くわあっ！　と眦まなじりをつりあげながら、道三が良晴を一いつ喝かつした。

　その大声の衝しよう撃げきだけで、良晴の身体は三センチほど後退していた。

「うわっびっくりしたっ？」

「愚おろかじゃな、坊主！　ワシはすでに老人、もはや長くはない命よ！　じゃが貴様は、信奈どのと同年代の若者ではないか！」

「はあ。それがどうかしたか？」

「坊主。ワシなぞよりもお前を失った時の信奈どのの悲しみのほうが、はるかにでかいということじゃよ」

「ええっ!?　なんで？」

「……坊主、そなたの知ち恵えはまさにサル並みじゃな。それで未来人などと言えるのかのう」

　もはや一刻の猶ゆう予よもござらぬ、と五右衛門が良晴に耳打ち。

「坊主よ、拙せつ僧そうが教えてやろう。夢は、誰だれかと共有してこそ夢なのじゃ。ただ一人で抱いだき続ける夢は、野望にすぎぬ。当人が夢だと言い張っても、周囲が認めねばのう」

「悪い。すまん。ちょっと難しい……」

「信奈どのの夢が紅ぐ蓮れんの炎ほのおにおのが身を焦こがす野望となるか、この国の民のためとなる美しきものとなるかは、そなたにかかっていると言えるのじゃ」

「……あいつの途と方ほうもない、同時代人には理解されがたい夢を共有できる家臣が、つまり未来から来た俺があいつには必要だ、そう言いたいわけか？　爺さん」

「うむ。それだけわかれば、まずはよかろうぞ。わかったら帰れ」

「手ぶらで帰れるかよっ」

　良晴は、どかっ！　と芝しばの上に腰こしを下ろしてあぐらをかいた。

　道三とにらみ合いながらも、宣言した。

「あんたがここを動かないのなら、俺も動かない。一いつ緒しよに討うち死にしてやらあ！」

「……坊主っ……!?」

「誰にも言うなよ。秘密だぞ。信奈はぜんぜん素す直なおじゃないかわいくない女だが、うっかり俺に弱音をもらしたんだ。自分が好きになって頼たよりにした人は、みんな死んでしまう……って言ってたぜ！」

「なんと」

「あの時のあいつの顔……すげぇ悲しそうだったぜ！　爺さんの譲ゆずり状じようを読んだ時も同じ顔をしていた！　見ているこっちが叫さけび出したくなるくらいだったぜ！　俺はあんなあいつの顔、二度と見たくねえんだ！」

「……ぬぅ」

「だから爺さん、あんたがこんな戦で死んじゃダメなんだよ！」

　道三は笑い声をもらしながら、床几の上からゆっくりと立ち上がっていた。

「……坊主、いよいよそなたを死なせるわけにはいかなくなったのう……」

「えっ？　なんで俺の話になるんだ？」

「すでに若者の時代であるのう。この戦は、ワシの完敗じゃな」

　でかしたでござる相良氏、と五右衛門が残った「たどん」を周囲に投げつけながら大きくうなずいた。

　だがしかし。

　ここは、戦場のまっただ中なのだ。

　道三の軍勢を完かん膚ぷなきまでに蹴け散ちらした斎藤義龍の大軍勢が、いよいよ道三の本陣めがけて西から東から殺さつ到とうしてきた。

　狙ねらうは、敵将・斎藤道三の首ひとつである。

　五右衛門率いる川並衆の手勢だけでは、とてもではないが対たい抗こうしきれるはずもない。

「親分、早く逃にげないとアリみてぇに踏ふみつぶされちまう！」

「うむ。出発でござる」

「くそぉ、霧が晴れてきやがった！」

「参ったな、こんな時に」

「うるせえサル坊主、お前が長話するからだぎゃあ！」

「さて、無事に尾張へたどり着けるかどうか。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいじゃのう」

　道三を乗せた筏を先頭に、筏の群れが戦場から離り脱だつをはじめる。

　しんがりを務める筏には良晴と五右衛門が乗った。ここで良晴は初めて弓を手にした。追つい撃げきしてくる義龍軍の小こ舟ぶねを威い嚇かくするために矢を射るのだ。

「ゆ、弓ってこんなに重いものだっけか？　硬かたくて、ひきしぼれねえ」

「相良氏。身を乗りだすと危ないでござる、敵も矢をいかけてまいりますにょ」

　恐おそるべき猛もう追つい撃げきだった。

　ひとたび蝮を敵に回した以上、なんとしてもここで討ち取っておかなければならない。

　蝮の恐ろしさを知っている義龍軍は、必死だった。

　尾張の経済力に道三の知ち謀ぼうが加われば、美濃を守りきれなくなるかもしれないのだ。

　だからこそ、蝮・道三を尾張へ亡命させてはならなかった。

　義龍は懸けん命めいに追い打ちをかけ、自らも舟に乗って執しつ拗ように道三を追いかけた。

　次々と矢をいかけ、川並衆の筏を沈しずめようと本気で攻せめ続けた。

　多勢に無勢。

　さすがの良晴も、音ねを上げそうになった。

　せめて再び霧が出てくれればと天を見上げるが、抜ぬけるような一面の青空だった。

　まるでキャンバスに空色の絵の具をぶちまけて塗ぬりつぶしたような、現代の都会ではもう見られない澄すみ渡った青空。

　次し第だいに筏いかだは突つき立てられた矢の重みで傾かたむきはじめ、速度が落ちてきた。

　三メートル、二メートル、と義龍軍の舟との距きよ離りが詰つめられてきた。

「もうダメだ、敵の数が多すぎる！」

「相良氏、あと少しで尾張領でござる」

「そうは言ってもこいつら、尾張領まで追いかけてくるぜ……！」

　万ばん事じ休すか。

　だが。

　尾張側の岸辺から、カン高い少女の声が届いた。

「義龍軍を陸おかへあげてはダメよ！　全軍突とつ撃げき！」

　軍勢を率い、馬に乗った信奈の声だった。

　しかも、信奈の背後には約二千の尾張軍団が勢せい揃ぞろいしていた。

　義龍軍の船団めがけて、信奈軍の弓きゆう兵へいたちがいっせいに矢をいかける。

「退ひけ、退けっ！」

　まさか織田勢がほぼ全軍で押し寄せてくるとは予想していなかった斎藤義龍は、忌いま々いましげに舌打ちしながら自軍に撤てつ退たいを命じた。

　道三の首を盗とるべく猛もう追ついしてきたため、せっかくの大船団も蛇へびのように細く伸のびきっていた。

　そこを陸に陣じん取どる織田軍に攻められたら、蛇の頭から順次撃げき破はされるのが目に見えていたからだ。

　義龍もさすがに道三の跡あと継つぎだった男、戦いくさの駆かけ引きには長たけていた。

　道三仕込みの軍法を頭に叩たたき込まれているのだ。

　だから、退く時も速かった。

　一いつ斉せいに義龍軍の船団が川の流れの中を反転し、美濃へと舞まい戻もどっていく。

　五右衛門が「ふにゅぅ」とめずらしく安心したような声をもらす。

「地じ獄ごくに仏とはこのことでござる」

「ちょっと待て。なんで信奈がここにっ？　清洲城で寝ねてたはずじゃないのかっ？」

　良晴は、（これじゃ意味ねえだろ）と慌あわてていた。

　その上、柴田勝家までもが信奈の隣となりに付き従っていた。

　確かに勝家が指揮しなければ、弱兵ばかりの尾張軍はまともに戦えない。

　だがしかし、これじゃあ尾張をみすみす捨てたに等しいんじゃあ……？

　ともあれ道三と良晴たちは、危ないところを命拾いしたのだ。

　川並衆が歓かん声せいを上げる中、良晴は道三を連れて筏を降り、陸へとあがった。

「それで天下一の美少女はみつかったのかしら、サル？」

　馬から下りた信奈はむすっと口をつぐみながら床几の上に座り、その隣には勝家が（とほほ……）と肩かたを落として侍はべっていた。

「なんで信奈がここに来てるんだよ？　しかも、ほとんど全軍で出しゆつ撃げきしてるじゃねえか！　勝家、お前まさか俺さまの作戦をこいつに教えたのか!?」

「し、仕方なかったんだよ！　信奈さまに問い詰められたら、答えるしかないだろっ」

「答えたのは仕方ないけど、止めろよ！　もう一度気絶させろよ！」

「ば、バカを言うな！　二度も信奈さまを殴なぐれるかっ！　お諫いさめはしたよっ」

「いさめた結果、お前まで清洲城から出てきたのか？」

「し、仕方ないだろっ、信奈さまだけを行かせるわけには……」

「どーしてそんなにバカなんだっ、少しは先を考えろよー！」

「なんだとぉ？　サルにバカと呼ばれる筋合いはないよっ！　実際あたしたちが来なければ、お前も道三もことごとく討ち死にしていたじゃないかっ」

「それとこれとは話が別だ！」

「別なわけないだろっ、首だけになってもそーやってキーキーしゃべれるのかっ？」

「お前はおっぱいだけになってもギャーギャー騒さわげそうだがな」

「な、なんだとぉ？」

　信奈が、つかみ合いのケンカをはじめた勝家と良晴の二人をにらみながら「うるさいわね」と不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

　二人とも、石のように固まってその場に立ちすくんだ。

「全軍で出撃していなければ義龍はあくまでもあんたたちを追って上陸していたわ。勝家とわたしが先頭に立って、本気で決戦を挑いどむ覚かく悟ごをしてみせる。これが一番手早く義龍軍を追い返す方法だったのよ」

「で、でもなあ」

　平手が飛んできた。

　思いきり頰ほおを打ち抜かれていた。

「サル、そもそもあんたが独断専行したからでしょう！　これ以外に蝮まむしと決死隊を救う方法はなかったのよ！」

「信奈さま、サルを引き留めなかったのはこの勝家の責任です！　申し訳ありませんっ」

　もういいわ。サルなんかを家臣にしたわたしが愚おろかだったのよ、と信奈が大げさにため息をついてみせた。

「でもサル。あんたは許さないわ！　よくも出過ぎた真ま似ねをしてくれたわね！」

「悪かった。お前が寝ている間に、爺じいさんを連れてくるつもりだったんだ」

「それが出過ぎた真似だと言うのよっ！　ろくに槍やりも使えないくせして、自分一人でなんでもできるとうぬぼれてるのよ！」

「……お前が怒おこるのはわかるから、口ごたえはしない。俺が全部悪い。でもさ、そこまで怒るくらいなら俺を見捨てりゃよかったんじゃないか？　俺はそのために自分で決死隊に志願して……」

　どんっ、と信奈が良晴の腹にパンチを入れてきた。

　いつものようには、かわさなかった。

「あ、あんたなんかを助けに来たんじゃないわよっ、うぬぼれないでっ！　わたしは蝮を助けに来ただけよ、蝮が亡命してくればわたしに美濃攻こう略りやくの大義名分ができるからよ！　ただ、それだけよっ！」

　ああそうかい。良晴もいよいよ腹を立て、口をつぐんでしまった。

　ますます信奈は不機嫌になる。

「あんたなんか、義龍軍にやられちゃっても、ぜんぜんどうでもよかったんだからっ！」

「なんだよ、なんでそこまで執しつ拗ように怒るんだよっ？」

　信奈が良晴の勢いにつられて何か言おうとした。

　だが、不意に「……あ……」と声を漏らすと、きゅっと唇くちびるをかみしめた。

「……それは……その……」

「そ、それは!?」

　そして、再び口を開いた時には、猛もう烈れつな罵ば倒とうの言葉を吐はき出した。

「あ、あ、あんたのことが──嫌いだからよっ！」

「えええっ？　またそうやってすべてを台無しにするような暴言を！　人間関係ってのは、築くのはたいへんだけれどぶち壊こわすのは一いつ瞬しゆんでできちまうんだぜ？　少しは考えてからしゃべれよ！」

「だから、一いつ拍ぱくおいてちゃんと考えてから言ってやったでしょう？　なにも考えずに言いたいほうだいなのは、あんたのほうでしょ！　未来人だかなんだか知らないけどいちいちわたしのことなんでもわかってるような顔して、なんにでも遠えん慮りよなくずけずけと口を挟はさんできて、無神経にも程ほどがあるのよっ！」

「そそそそうかよ！　ああ、そうだよ！　俺も心に浮うかんだ言葉をぶわーっと一気にしゃべっちまう性格で、相手の気持ちを推おし量れるような余よ裕ゆうがなくて、学校でも女子からは大不評だったさ！　だからこそお前が繰くり返している失敗が……い、いや、なんでもねえ！　おおお俺だって、短気でわがままでかわいくねえお前なんか嫌いだしなっ！」

「あら、ありがとう！　サルなんかに好かれてなかったと知れて嬉うれしいわ！　もう二度と、小うるさいサル語でわたしに話しかけないでっ！」

「誰が話しかけるかよっ、この自意識過か剰じよう女！」

「……クビよ、クビっ！　あんたなんて要いらないんだからっ！　どこかに行っちゃえ！　今すぐ尾張から出て行って！」

「姫さま、それはさすがに……」

　勝家が大げんかを仲裁しようと試みたが、信奈も良晴も顔を真っ赤に染めながら「ふんっ」とそっぽを向いて鼻を鳴らし、とりつくしまもない。

　そこへ、清洲城で留る守す居い役やくを務めていたはずの丹羽長秀が早はや馬うまを飛ばして駆けつけてきた。

「駿河の今川義元が、二万五千の大軍勢でこの尾張へ進軍を開始。いよいよ上じよう洛らくする決意を固めたようですね」

　やっぱり留守を狙われたわね、全部サルの責任だわ、と信奈が執しゆう念ねん深ぶかそうな目つきでつぶやいた。声のトーンがやたらに低い。

　お前のせいだろうが、とあさっての方角を向きながら良晴が忌々しげに言い返す。

　だが、お互たがいに目も合わせない。

　二人の間に立たされている勝家のほうが、お腹なかがきりきりと痛くなってきた。

「我が軍の置かれた状じよう況きようは零れい点てんです」

「わたしも織田家ももう終わりね。〝尾張那古野〟とは、よくいったものだわ」

「姫、その駄だ洒落じやれは百点満点で五点です」

「辛からいわね、万千代。二十点くらいちょうだい」

「これでも姫補正でおまけしています」

　こんな状況でも、長秀は笑顔を絶やさない。

　勝家は（長秀ってなんだかすげーな）と底知れぬ丹羽長秀のおおらかさっぷりに畏い怖ふしつつ、懸けん命めいに策を考えた。そして、ひらめいた。

「そ、そうだ！　信奈さま、道三どのにお知ち恵えを借りましょう！」

　名付けて、〝人ひと頼だのみの策〟。

　ところが。

「……うう……腰こしがっ……腰がっ……」

　肝かん心じんの道三は筏で揺ゆられている時に持病のぎっくり腰ごしをやってしまったらしく、茣ご蓙ざの上にうつぶせに倒たおれながら「うおおおお」となさけなくもうめいていた。

「う、うぬうう……かほどの痛みはこの道三も生まれて初めてっ……知恵が回らぬっ……」

「だーっ！　肝心の時に役に立たない爺さんだなあああーっ？」

　さらに早馬。

「今川軍、尾張領内に突とつ入にゆうしてきました！」




　　　　※




「海道一の弓取り」今川義元は、織田・斎藤の同盟が破れ、京への通り道になる尾張が孤こ立りつしたと聞き及および、颯さつ爽そう可か憐れんに全軍を出立させた。

　今川家の悲願・上じよう洛らく戦の開始である。

　五月十二日に義元自らが率いる本隊は本国・駿河を出発し、十三日には掛かけ川がわ。十四日に引ひく馬ま、十五日には吉よし田だと順調に東海道を進軍し──そして五月十八日。

　ついに今川義元は、織田・今川が国境を接する最前線基地、沓くつ掛かけ城に到とう達たつし、軍議を開いていた。

　季節は旧きゆう暦れきの五月。すでに梅つ雨ゆ入りしている。

　天気は快晴だったが、湿しつ度ども気温も高く、じめじめと暑かった。

　義元は「上洛する以上は、優ゆう雅がな正装でなければ」と十じゆう二に単ひとえを着こんできたのだが、この暑さでは十二単姿で馬に乗って行軍することは難しかった。途と中ちゆうで脱だつ水すい症しよう状じようを起こしかけたため、急ぎ「塗ぬり輿ごし」を準備させていた。都の足利幕府から使用を許された者だけが乗ることのできる、高貴な乗り物である。

「これぞ天下人の輿ですわ。この輿を見れば、織田の足軽どもも領民どもも、わらわの高貴さに打ちひしがれて平へい伏ふくするはずですわ。おーほほほ。元康さん？　元康さーん？」

「はい～、ここに～」

　松平元康。三河の国主のはずなのだが、眼鏡めがねのせいか、緑髪が祟たたったのか、生まれながらの不幸続き。祖父も父も家臣に暗殺されたという呪のろわしい家系。元康自身、今川家の人ひと質じちになったり、誘ゆう拐かいされて織田家に売り飛ばされたり、またまた今川家に人質として連れ戻もどされてわがままな義元の使い走りにされたりと、踏ふんだり蹴けったりの半生を過ごしてきた姫武将である。

　そのせいか、いつも腹黒そうな笑え顔がおを浮かべて自分の意見を滅めつ多たに口にしないという「童顔の苦労人」だった。

　今も、「暑いわねえ」と半はん裸ら姿になって小姓の娘むすめたちにうちわで扇あおがせている義元の素す足あしを大喜びで舐なめそうな雰ふん囲い気きだった。

「元康さん。現在の戦せん況きようを手短に。続いて、作戦をお出しなさい」

「そのような大それた仕事は、軍師・太たい原げん雪せつ斎さいさまのお役目でしたが～」

「雪斎はもういないのですわ。雪斎の弟で子しであるあなたが代行なさい」

「はい～。それでは～」

　元康は地図を広げて、織田・今川両軍の動きを説明した。

　今川軍はすでに尾張国内に侵しん入にゆうし、沓掛城まで進んでいる。

　信奈と信澄の内ない紛ふんのどさくさにまぎれて織田方から奪うばい取った鳴海城・大高城までは目と鼻の先。現代の単位で言えば、両城まではわずか十キロ前後の距きよ離りしかない。この沓掛から鳴海・大高に至る一帯は山や川や泥どろ田たに覆おおわれているが、今川本隊がひとたび大高城あるいは鳴海城へ入ってしまえば、そこから清洲城までは尾張名物の広大な平野が続くばかりだ。

　つまり、義元自らがほんのあと十キロを進んで鳴海城か大高城に入城を果たせば、二万五千の大軍をもって尾張全土を一気に蹂じゆう躙りんできる。

　あと一日で、勝負はつく。

　織田信奈は、大高城に対して丸まる根ね砦とりで・鷲わし津づ砦、鳴海城に対しては善ぜん照しよう寺じ砦・中なか島しま砦といった「付つけ城じろ」つまり砦を築いて包囲し、両城を兵ひよう糧ろう攻ぜめにするとともに今川本隊との合流を阻はばんでいた。

　だが、かんじんの清洲城の主力が斎藤道三と義龍の合戦に介かい入にゆうして尾張本国を一時的に空にしたために、これらの砦は孤立無援になった。

　待ってましたとばかりに義元がすかさずその隙すきをついて今川の大軍勢を一気に進軍させて尾張に侵入し、沓掛城へ詰つめたことで、今や尾張の武士たちは意い気き消しよう沈ちんしており、戦意は低い──。

「道三のために尾張の守りを捨てるだなんて、ずいぶんと甘かったですわね織田信奈さんは。しかもその道三も身ひとつで美濃から追われていますし、信奈さんは結局のところ道三を捨てられなかったばかりにすべてを失いましたわね」

「はい～。尾張併へい合ごうの決戦をはじめるにはあと四、五年はかかるかと思っていましたが、意外と早まったです～。進軍目標地点を沓掛城から近い順に並べますと、大高城、鳴海城、熱あつ田た神じん宮ぐう、となります～。正せい攻こう法ほうでいくならまずは大高城です～。裏をかいて鳴海城に入ってしまう、あるいは熱田を急きゆう襲しゆうするという手もありますが、石橋を叩たたいて渡わたるように確実に行くならば……」

「ええ、ええ。これは圧あつ倒とう的てきな戦力差を誇ほこる王者の戦いくさですもの。奇き策さくなど用いずにひとつずつ順番に踏みつぶしましょう」

　元康さん。今すぐ大高城方面へ出しゆつ撃げきなさい。大高城へ兵ひよう糧ろうを運び込み、邪じや魔まな丸根砦を攻こう略りやくなさい、と義元は命じた。

「お隣となりの鷲津砦にも、朝あさ比ひ奈な隊を送って落としてしまいますわ。なにしろ今川は二万五千という前ぜん代だい未み聞もんの大軍ですのよ。たかが付城など、まとめて攻略すればよい。これぞ王者の戦ですわ」

「ふえ？　せ、先せん鋒ぽうですかあ？　あの……軍師役は……？」

「まあまあ。元康さん、雪斎の代わりはあなたには十年早いですわよ」

「え、えへへ。そうですよねえ～。でも、どなたかが本隊に留とどまって軍師役を務めないと」

「元康さん？　わらわはもう一人前。こたびのような楽勝の戦くらい、自分で仕切れますことよ。軍師は無用ですわ」

「ぎょ、御ぎよ意いです～。では、丸根砦をさくっと落としてしまいますね～」

「尾張一国もまともに掌しよう握あくできぬくせにわらわに逆らう愚おろかな信奈さんに、容よう赦しやしてはなりませんわよ。お、ほ、ほ」

「ああ、さすが義元さま。素敵な腹黒笑顔ですね～。うふふ～」

「腹黒さでは元康さん、乱らつ波ぱを使って卑ひ劣れつな戦をするあなたのほうが一枚上手ですわよ。お～ほほほほ」

　尾張さえ踏みつぶせばあとは無人の野を行くのみとお嬢じようさま育ちの義元は簡単に考えているようだが、上洛戦の移動距離は長い。その途中で一いつ揆き勢や国人勢力などの抵てい抗こうを受けることも考えられる。そんな中を虎の子の今川本隊を温存しながら京まで行軍するためには、松平隊のような外と様ざまが先鋒を務め続けねばならないだろう。

　文字通り今川の走そう狗くとして酷こく使しされる元康にとっては辛つらい仕事だったが、幼くして祖父も父も失い、故郷の岡おか崎ざき城すら奪われて今川に飼われていた身の元康が、強大な今川家に逆らえるはずもない。ひたすらに平身低頭して仕えねばならなかった。義元が好まない「忍しのびの者」を元康が重用し、今川家における諜ちよう報ほうの仕事を一手に引き受ける羽目になっているのも、岡崎城を義元が返してくれない以上、つねに兵力が足りないからである。

「義元さま。勝利した暁あかつきには、八丁みそをよろしくお願いしますね～。あと、なにとぞ三河の岡崎城をお返しいただきたく」

「ええ、ええ。考えておきますわ。すべては織田信奈さんを滅ほろぼし上洛を果たした後の話ですわよ。それにしても八丁みそとは、欲よくのない娘だこと」

「いえ。そろそろ岡崎城を……」

「ええ、ええ。わらわが天下人になれば、気前よく返して差し上げても構いませんことよ。わらわを信じて織田との合戦に励はげみなさい、おーほほほ」

　元康は、この人は根っからの貴人なので私のような貧びん乏ぼう武士の苦労はいまいちぴんと来ないのかもしれないです～とため息をつきそうになった。元康は愛想笑いを浮かべ、「それではお先に。明日のお昼過ぎには大高城で再会しましょう、義元さま」と一礼して、決死の丸根砦攻こう略りやくへと向かった。だが、正面から戦うには兵力が少なすぎる。

「半はん蔵ぞうさん半蔵さん。松平家は、こんどこそ滅びちゃうかもしれません。働いてもらいますよ～」

　結界は完かん璧ぺきです、侵入してきた織田方の斥せつ候こうは一人たりとも尾張には返しませぬ、と元康の影かげの中から若い男の声が響ひびいてきた。




　　　　※




　運命の、五月十九日。信奈の陣じんはひっそりと静まりかえっていた。

　斎藤道三を救出した後、良晴とこれまでで最大の大ゲンカをした信奈は本陣の中に一人でひきこもり、いくら家臣たちが待っても下げ知じをしない。

　こうしている間に、丸根砦が松平元康隊に包囲されて陥かん落らく寸前という急報が入ってきた。

「元康は忍しのびを砦の中に前もって潜せん入にゆうさせていたらしく、内側から火の手が」

「実に腹黒い攻せめ方です」

「姫さまはいずこ！」

　信奈の筆頭家老となっていた勝家は主立った者を集めて、本陣の前で作戦会議を開いた。

　ここで話し合えば、本陣に巣ごもりしている信奈にも会議の内容が聞こえると考えての苦しい選せん択たくだった。

　しかし、武ぶ辺へん者ものの勝家は「こうなった以上は、全軍で今川軍へ正面から突とつ撃げきあるのみ」と玉ぎよく砕さい戦法を主張する以外に策がないし、他の諸将は「清洲城に籠ろう城じようし、今川軍が尾張を素す通どおりしてくれることを祈いのるしかなし」と望みの薄うすい消極策。

「みんな、甘すぎるよ！　城に籠こもったら最後、義元に攻せめ潰つぶされる！　美濃からの援えん軍ぐんはもうないんだぞっ」

　勝家の言うとおり、戦わねば滅ほろぼされることは明らかだった。

「あたしが先せん陣じんをきって義元の本陣へ斬きり込むっ」

　丹羽長秀は笑顔で首を横に振ふった。

「敵は二万五千の大軍。お味方はわずか二千。いかに剛勇無む双そうの勝家どのとはいえ、敵の本陣に辿たどり着く前に力ちから尽つきてしまいます。十七点」

「じゃあどうするのさ、長秀？」

「私にも秘策はありません」

「道三どのは？」

「ぎっくり腰の痛みが相当にひどいらしく、ものの役に立ちません。三点」

「あのジジイ～！」

「今こそ、我われらが姫におん自ら決断していただくのが最良。九十点の道です」

「でもさっ、姫さまは……」

「……相良どのとのケンカで、すっかりへそを曲げてしまいましたね」

　一同が、本陣のほうを振り返った。

　ちなみに信奈からクビを言い渡わたされた良晴は、長秀たちの後ろであぐらをかいてめずらしく口をつぐみ、何かを考え込んでいる。

　本来なら素す浪ろう人にんに戻もどった良晴を陣から追い出すべきなのだろうが、みんなそれどころではなかったのだ。

「姫がうつけだったか、それとも天下盗とりにふさわしい大将であったかは、この次のお下知で決まるでしょう」

　長秀が静かにつぶやき、勝家が「ごくり」とツバを飲み込みながら本陣の前に屹きつ立りつしていたその時だった。

　いきなり、本陣を覆おおい隠かくしていた幕が開いた。

　信奈が、決断したのだ。

　その肌はだは、透すき通るように白い。

　しかし、瞳ひとみは紅ぐ蓮れんの炎ほのおのようにまぶしい光を放っていた。

　やはり、尾張のうつけなどではなかった。

　家臣たちは思わず、誰だれからともなく信奈の足下に伏ふしていた。

　この姫に籠城はありえない、と勝家も長秀も確信していた。

「六！　小こ鼓つづみを打ちなさい！」

　カン高い声で、信奈が叫さけんだ。

　勝家が、小鼓を取って「敦あつ盛もり」のリズムを取り始める。

　信奈は床しよう几ぎから立ち上がり、幸こう若わか舞まいを舞まいはじめた。

　辛い時。苦しい時。「死」が、目の前に迫せまった時。「運命」が、自らの行く手に立ちはだかった時。

　信奈は、敦盛を舞う。





人間、二十年

下天の内をくらぶれば

夢ゆめ幻まぼろしのごとくなり

ひとたび生を得て

滅めつせぬ者のあるべきか






　誰だれ一人ひとり、声をあげることもできなかった。

　良晴も、勝家たちも、この日この時、自らの死を覚かく悟ごした信奈の舞い歌う姿を生しよう涯がい忘れることはなかった。

　ただ、無む性しように、体が熱くなった。

　早く、戦いたかった。

　舞い終えると同時に、信奈は何も言わず、風のように本陣を飛び出していった。

　馬に飛び乗り、ただ一いつ騎きで今川軍との決戦へと向かっていたのだ。

　慌あわてて、家臣たちが後を追う。

　良晴だけが取り残された。

　ついに、一度も信奈と目を合わせることもかなわず、まるでその場にいないかのように無視されたまま捨て置かれたのだ。

　だが、このまま尻尾しつぽを巻いて信奈のもとを去ろうなどとは、ちらりとも考えない。

（俺があいつに無断で道三を救おうとしたせいで、清洲城が空っぽになって、機を見た今川軍が尾張になだれこんできた──完全に、俺の責任だな。見放されて当然だ。だけど）

　無視されようが嫌きらわれようが、あいつを死なせたくない。

　俺は、素浪人でもともと。

　初めてこの世界に迷い込んできた時と同じさ。

　一人で戦うまでだ、とつぶやきながら立ち上がった。

　背後から、声をかけられる。

「坊ぼう主ず。無駄に戦で散るな」

　斎藤道三だった。

　起き上がれない体を小姓たちに左右から担かつがせて、良晴に何かを伝えようとしていた。

「爺じいさん。俺は、自分だけが未来を知っていて、そして信奈を理解できる人間なんだと、思い上がっていたんだ。その人の未来を知っているということと、相手の心を理解するということは、まるで別の話だったのにな。その結果、俺は信奈を無神経に傷つけて完全に嫌われちまった……」

「ほう。言うてみよ、坊主」

「信奈は心が傷ついている時に、悲しんでいる時に、激高して、誰だれかから差し出された手を振ふり払はらおうとする癖くせがある。たぶんお母さんとの不仲がもともとの原因なんだろうけど、あいつの人生と運命を狂くるわせる致ち命めい的てきな悪あく癖へきだ。父親の葬そう儀ぎでは僧そう侶りよたちと家臣団を罵ののしっての大暴れ。稲生の戦場では、勝家を裏切り者と一いつ喝かつして切り捨てようとした。そして清洲城での、衝しよう動どうに突つき動かされたかのような信勝暗殺未み遂すい──」

「そうかもしれぬのう。信奈どのは、どうせこの人に愛されぬのならこちらから捨ててしまおう、鳴かぬのならばホトトギスなど殺してしまおう、そういうかんしゃくを爆ばく発はつさせてしまう娘じゃ。好意を抱いだいている人に拒きよ絶ぜつされることが、耐たえられぬのじゃのう。恐おそろしいのじゃろう。だから、自分から壊こわしてしまう。幼い頃ころから、実の母親に嫌われておったためじゃろうな。あれほどの才知と姫ひめとしての美び貌ぼうに恵めぐまれながら、痛ましいことじゃ」

「……それなのに俺は、無ぶ遠えん慮りよに信奈を何度も引きとめていちいち説教みたいなことを言って、信奈を変えられたと思っていた。それが思い上がりだったんだ」

「それは違ちがうのう、坊主」

「どう違うのさ？」

「信奈どのは、坊主が憎にくくて放ほう逐ちくしたのではないぞ。たしかにあの子は、先刻そなたと口論になった際、いちどは感情にまかせてそなたを嫌いだと罵った。いつもの癖でな。しかし、今までとは違い、そなたの気持ちをおもんばかっていったん思いとどまった。そこで、そなたをこの勝ち目のない戦いくさで死なせたくないという思いが、そなたに嫌われるくらいならばなにもかも台無しにしてしまいたいという恐きよう怖ふと怒いかりに勝ったのじゃ。だからこそ、どこへなりとも立ち去れ、と坊主に言うたのじゃぞ。この勝ち目のない戦いにそなたを巻き込めば、そなたは十中八九、死ぬであろうからな。言葉の上では同じでも、これまでの信奈どのとは、まるで違う」

「……なにを言いやがるんだ、爺さん。もうろくしたんじゃないのか？」

「ふぉっふぉっ。嫌いよ、と信奈どのに突き放されて哀あわれなほどに混乱していた坊主にはとても気づく余よ裕ゆうがなかったろうがのう。ワシにはお見通しよ」

　ほんとうに、そうなのだろうか。

　俺の身勝手な思いは、ほんとうは信奈に伝わっていたのだろうか。

　俺を切り捨てるふりをしてまで、俺の命を救おうとしてくれたのだろうか。

　だとしたら。

　だとしたら、悔くやしいが、あいつってちょっとだけ、もしかしたら、かわいげがあるかもしれねえ……と良晴は思った。

「どうじゃ坊主。落ち延びる決意はついたか？」

「爺さん、ありがとうよ。いよいよやる気が出てきたじゃねえか──俺は、たとえクビを言い渡されていようが織田家の家臣として戦うぜ！」

　あんな不器用で危なっかしいやつを放ってはおけねえ、と良晴は目を輝かがやかせながらまくしたてた。

「逃にげぬのか」

「ここであいつを捨てて逃げたら、俺は一生負け犬じゃねえかよ！　そんな相良良晴なんざ、許せるかよ！」

　全身が、熱く燃えていた。

　もう、恐怖は感じなかった。

「夢は誰かと共有してこそ夢なんだって、爺さんが言ったんだろう？　俺は誓ちかったんだ、あいつの夢をかなえてやる、この世界にいる限りあいつを助けるってな！　時代の先を走りすぎているあいつを、未来から来た俺が背後から支えるんだ！　そのために俺は来たんだ！　身勝手だろうがなんだろうが、俺はそう決めた！　絶対にこの決断を、翻ひるがえさねえ！」

「なるほどのう……そんな大それた誓いなんぞするから、信奈どのは坊主を放逐する以外に手がなかったんじゃろうな」

　道三は腰こしの痛みに顔をしかめながら、「若いのう、二人とも若いのう。幼く、そして、不器用じゃのう。だが、それがいい。まぶしいわい」とつぶやいていた。

「爺さん。なにか策はないのか？　爺さんは悪わる知ぢ恵えを使わせたら天下一、美濃の蝮まむしだろう？」

「今のワシはもう隠いん居きよジジイじゃよ。これからは若者の時代じゃ」

「待て待て！　勝手に隠居すんなよっ！」

　ふぉっふぉっふぉっ。

　道三が奇き妙みような笑い声をあげ、良晴の鼻先に指を突つきつけてきた。

「坊主、そなたにこそ秘策があるのではないのか？　未来が見えるのであろうが？」

「……見えるわけじゃねえ。知識として多少のことを知っているだけだ。ただ……」

「ただ？」

「思い当たることが、ないわけじゃない。もしかしたら、俺が知っている有名な合戦が、今から起ころうとしているのかもしれないんだ」

「ならば、その心当たりに賭かけてみよ。槍働きよりも、そなたはその未来の知識とやらで信奈どのを助けるのじゃ。それこそ、そなたにしかできぬ奉ほう公こうよ」

「……おう、そうだな！」

「そなたの槍の腕うででは、足軽として信奈どのの役に立つことはできん。あの娘のために命を捨てるというのならばもはや止めぬが、命を賭けるところを間ま違ちがうでないぞ」

　どうすれば最良の結果を導き出せるのか、どうすれば信奈を守ることができるのか──ずっと考えていた。

　今こそ、良晴の迷いは吹ふっ切れた。

「生きてこそ主君のために働けるというものよ」

　わかったぜ、爺さん。

　良晴は道三に別れを告げると、信奈たちの後を追った。

　駆かけている途と中ちゆう、馬に乗った五右衛門と川並衆たちがまたどこからともなく現れた。

「相良氏。どうやら織田家はもう終わりでござる。他家へ行くか」

　五右衛門の問いに、良晴は笑え顔がおで答えていた。

「行くわけねぇだろ！　俺が仕えてやる主君は、天下に織田信奈だけだ！　あんなに手間のかかる主あるじは、他にいねえ！」

「左様でござるか」

「左様でござるさ！」

　ふふっ、と五右衛門がマスクの下で笑ったように見えた。

「御ぎよ意い。ならば、拙せつ者しやたちもおともつかまつる」

　肝きもっ玉たまの据すわった坊主だぜ、と川並衆の男たちが喝かつ采さいをあげた。

　五右衛門の後ろに飛び乗り、行き先を告げた。

「五右衛門。今川勢がひしめいている最前線へ行ってくれ」

「沓掛城と、鳴海城・大高城との狭はざ間まの一帯に、ですかな？」

「そうだ。俺のゲーム知識によれば、この戦は戦国史上もっとも有名な戦い──『桶狭間の合戦』だ。史実よりもずっと時期が早いが、俺が道三の爺さんを救きゆう援えんに向かったために、信奈が尾張をがら空きにして隙すきを作った結果、史実より早まったんだと思う」

「ふむ。芸げい無む知識でござるか」

「今川義元は、二万五千の大軍を分散させているはずだ。信奈は鳴海城と大高城を封ふう鎖さするために多くの付つけ城じろを設けている。これらをいちいちしらみ潰つぶしに潰すとなると、当然軍を複数に分ける。下手に大軍勢だから、同時に複数の砦とりでを攻こう略りやくしようとするはずだ」

「ありそうですな。そもそも鳴海城より向こうは清洲城周辺とは違って平地が少なく、たいぐんをいっかしょにあつめられまちぇん」

　そいつは都合がいい！　と良晴はうなずいた。

「だったら義元の軍勢は分散して、かつ長く伸のびきっているはずだ。線としては大軍でも、点としては小さくなっている。その小さな点となった義元の本隊を発見して奇き襲しゆうすれば、勝てるかもしれない」

「ですが川並衆だけで奇襲は無理でござろう。点どころか、ふけばとぶようなにんずうでござるじょ。みずべのたたかいならば、ともかく」

「もちろん俺たちは斥候部隊だよ。この数で特とつ攻こうしたって一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつしちまう。今川義元の本隊を発見し、熱田神宮に入っているだろう信奈に知らせるんだ」

「信奈どのが相良氏の報告を信じなかったらいかがなさる」

「あいつは、信じるさ」

　良晴は（しくじれば、もう信奈には会えないかもしれない）と後うしろ髪がみを引かれる思いだった。

　しかし今は一分が、一秒が惜おしい。馬で進む良晴と川並衆は熱田神宮には入らず、織田・今川の両軍が激げき突とつしている最前線へと突き進んだ。

　五右衛門いわく──。

　沓掛城を出立した今川義元が選べる進路は三つ。

　一。北の街道を進み、鳴海城も大高城も素す通どおりして熱田神宮方面へと直接進む。

　二。中央の丘きゆう陵りよう地ち帯たいの谷間に延びた一本道を行軍して、鳴海城へ入城する。

　三。その丘陵地帯の南側に延びる街道を進んで、大高城へ入城する。

　信奈は鳴海城と大高城に付城を設置して補給路を封鎖している。今川が尾張へ本格侵しん攻こうするには、まずこの両城の封鎖を解除しなければならない。なので、北の街道を進む可能性は除外していい。

　事実、大高城の付城である丸根砦・鷲津砦では、今川の先せん鋒ぽう隊との激戦が続いているという。丸根砦を攻略している武将は、松平元康。

「あの松平元康か！　それじゃ丸根砦はもう陥落しているかもな。義元は悠ゆう々ゆうと大高城に入るだろうか？　それとも、鳴海城の付城の攻こう撃げきに自ら加わるかな？」

「いずれにせよ、われらからは鳴海城のほうが近いでござるな」

「それじゃ順番に行こう！」

　俺たちが侍さむらいになれるかどうかはこの仕事にかかっている、と川並衆の副将格・前野某なにがしが荒あら々あらしい声をあげた。

「坊ぼう主ず、勝ったら親分を取り立ててくれよ！」

「頼たのむぜ！」

「だが坊主、永遠の俺らの偶ぐう像ぞう・五右衛門親分に手をつけたら殺すみゃあ！」

「親分はッ！」

「永遠にッ！」

「穢けがれないッ！」

　だからお前らそのいかつい容よう貌ぼうで全員ロリコンかよ？　と良晴は五右衛門の背中に抱きついて深いため息をつきながら鳴海城近きん郊こうまで前進。織田方の付城である善照寺砦を経て、さらに中島砦へ到とう達たつした。

　中島砦は低てい湿しつ地ちにあり、二本の川が合流する中なか州すの中に建っている。この二本の川のうち、手て越ごし川がわに沿って、沓掛城方面へと平へい坦たんな一本道が伸びていた。鳴海城と沓掛城を結ぶ「中央の道」だ。

「ふむ。今川本隊らしき軍勢の姿はみえまちぇんな」

「鳴海城へ向かっているのなら、すでに俺たちの視界に入っているはずだ。今川義元は南の街道から大高城へ向かっている。急ごう！」

「この手越川沿いの一本道を進めば、南の街道へ素早く出られまちゅぞ」

「しかし低地に延びるこの道を行けば、俺たちの姿は鳴海城から丸見えになるな……」

「では大おお幅はばな遠回りになりますが、馬を下りて山中の獣けもの道みちを進むでごじゃる」

「親分がまたかんだっ！」

「超ちよう貴重な『ごじゃる』が出たッ」

「俺っち、もう死んでもいいっ！」

「おっ…お前ら、うるさいでござるよ！」

　良晴たちは馬から下り、義元本隊の姿を追い求めて山へ入り、獣道を突き進んだ。沓掛城と大高城の間を繫つなぐ南側の街道筋へと出るために。その街道のどこかに、義元はいる。

　山の中には、今川方の忍しのびの気配はない。

　いける、いけそうだ、と良晴は逸はやった。

「ううう。脇わき腹ばらが痛んで吐はきそうだ……五右衛門。今、どのあたりだ？」

「ここは『太たい子しヶが根ね』でござる。ここからは下り坂。いったん谷下へ出まちゅ」

「そこが目的の街道か？」

「いや。そこから次の山へ入り、山頂へ出れば街道が見えるでござるじょ」

「うええええ……全力で走りすぎた……吐く……もう、吐く……！」

「吐くにゃ、吐くにゃあ！　相良氏、あと一息ですぞ。根性を出すでごじゃる！」

　息も絶え絶えになりながら、良晴は谷間を抜ぬけてふたつめの山を登った。山頂に開けた草原へと抜け、そしてついに探し求めていた敵の姿を発見した。

　五右衛門が指さした先──眼下の平野に延びる街道に、絢けん爛らん豪ごう華かな大名行列の如ごとき軍勢が列を成して堂々と行軍していた。

「大高城へ向かう今川の軍勢、総勢五千ほどでござる」

「五右衛門。生きるか死ぬかの合戦場にわざわざ風流な輿こしを繰くり出してゆるゆると行軍する戦国武将……おそらくは」

　輿の中の姫ひめ武将は、優ゆう雅がにも程ほどがある十じゆう二に単ひとえを着こみ、頭には黄金に輝く巨きよ大だいな龍りゆうの前立てを据すえ付けた重量級の兜かぶと。

　おーほほほほと素すっ頓とん狂きように鳴なり響ひびく、実に耳みみ障ざわりな笑い声。

　都の公く家げの娘むすめと言われても信じるしかない、京人形のように整った美しい顔。ただし、性しよう根ねのわがままさがどこからともなく漏もれている。

「見えた、あの顔！　間ま違ちがいない、あの姫武将こそ今川義元だ！」

「たしかですか、相良氏？　たしかなら、お手て柄がらでちゅぞ」

「ああ。俺はいちど義元を戦場で直接見たことがある。性悪そうだが美少女だった！　そして、俺はいちど見た美人の顔は絶対忘れない！」

　おお。ここまではたいしたもんだぜ。しかしよ、これからどうするんだ坊主？　と前野某が尋たずねてきた。

「西の空を見なよ坊主、丸根砦・鷲津砦の方角に黒こく煙えんがあがっている。ありゃあ今川軍の先鋒部隊が砦を落としたんだ。もう、義元の行く手を遮さえぎるものはない。義元はこのまま大高城へ入っちまうぜ」

「だだだだいじょうぶ！　義元は、俺が知っている歴史通りに展開するならば、桶狭間という場所で休息を取るはずだ！」

「うにゅう。桶狭間ですと、相良氏？」

「そうだよ五右衛門。今川義元は視界の悪い谷間にわざわざ陣じんを敷しくはずだ。そこを少数精せい鋭えいで奇襲すれば、不意を突つかれた義元軍は総そう崩くずれに。桶狭間はどこだ？」

「相良氏？　桶狭間とは、今われらが頂上に立っている、この小高い山の名前でござるじょ？」

「えっ!?　や、山っ!?　ここっ？」

「左様。ここが『桶狭間山』でござる」

　おかしいじゃないか。こんなに見晴らしのいい山に布ふ陣じんされちまったら、敵に気取られず奇襲するなんて無理だぞ!?　い、いや、待て。たった今、俺たちが突き進んできた太子ヶ根の獣道を通れば、ぎりぎりまで見つからずに接近できるはず……いや、あんな狭せまい獣道を千や二千の軍勢が一気に押し通るなんて無理だし、遠回りすぎて機会を逸いつする！　手越川沿いの一本道をまっすぐ進軍すれば間に合うか？　いやいやだから、あんな低地を進軍したら鳴海城や山上の敵から丸見えで奇襲にならないんだって！

「そうだった、最近の説では桶狭間は山だったという話になっていたんだった！　歴史の学説ってころころ変へん更こうされるんだよなあ！　『その時日ノ本が動いた』では、実は織田軍は山上に布陣する今川軍めがけて正面から突とつ撃げきして普ふ通つうに勝ったとか……だがこうして現地に実際に来てみると、その説はありえない！　絶対に途と中ちゆうで見つかっちまう！　もしかして俺の歴史ゲーム知識なんて、現実の世界では役に立たないものにすぎなかったのかあ？　それじゃあ俺ってもしかして、ただの役立たずの迷まい子ご？　どどどどうすればいいんだよゴエモーン!?」

「う、うろたえてはならぬでござるよ！　抱だきつくにゃ、抱きつくにゃっ！」

　こいつ殺す！　と血の涙なみだを流しながら、川並衆の荒あらくれ男たちが良晴へと殺さつ到とうした。

「そそそそれ以前に、休きゆう憩けいするそぶりがいっこうにありまちぇんぞ、さがらうぢ」

「ギャー!?　ほんとうだ！　義元が行ってしまう!?　桶狭間山を無視して、一直線に大高城へ向かっているううううう!?」

　大高城を包囲していた丸根砦と鷲津砦がすでに陥かん落らくしちまったからだ！　義元はもう、なにか想定外の事態でも起こらない限りわざわざ途中で休む必要はないんだ！

「ダメだダメだ！　義元に大高城に入られちまったら、もう織田軍は手も足も出ないぞ!?　足止めしなくちゃあ！」

　川並衆の男どもが激げき怒どして良晴を五右衛門から引きはがし、「なんてことしやがる！」「坊主の予想とぜんぜん違ちがってるぞおい！」「完全に織田の負けじゃねーか！」「親分を襲おそうためにこんな山の中まで連れてきやがったんだな！」と殴なぐる蹴けるの暴行を加えはじめた。

「あいてて、あいてて」

　ガンッと前野某の拳こぶしが側頭部に入った瞬しゆん間かん、良晴の目から火花が飛んで、そして、閃ひらめいた。

「……そ、そうだ！　思いだした！　歴史戦略シミュレーションゲームの最高傑けつ作さく『織田信長公の野望』の桶狭間イベントを！　あれはシナリオ１『敦盛の章』を信長でプレイするといきなり発生する超定番イベント……何度も繰り返し見てきたのに、かんじんなところをすっかり忘れていたぜ！」

　今川軍が尾張に攻せめ寄せ、織田信長が「敦盛」を舞まって桶狭間の義元本ほん陣じんを奇襲する。ここまでは有名だ。だが、この話には続きがあった！

「これが世にいう桶狭間の戦いであるが、実際に義元が討うち取られた場所は『田でん楽がく狭はざ間ま』である」というナレーションを、思いだした！

　良晴は野や郎ろうどもの鉄てつ拳けんをすり抜け、再び五右衛門に抱きついていた。

「五右衛門っ！　まだ信奈は勝てる！　勝機は残っている！　なんとしても義元を、田楽狭間へ誘ゆう導どうするんだ！　そうだよ。田楽狭間こそはきっと泥どろ田ただ、死地とも言える谷地のはずだ！」

「で、田楽狭間でござるか？」

「おいおい。まさかこんどは田楽狭間山という名の山がある、なんて言いだすんじゃないだろうな？」

「で、でんにゃくはじゃまなるやまは……ちちち、ちりまちぇん！」

「五右衛門？　なんで頭からかんでるんだよ？」

「は、は、放してくりゃしゃい。あう、あう、あう」

「なんか顔が赤くね？」

「お、お、男、男にむにゅうと抱きつかれ……うにゅうううう～」

「しっかりしろ五右衛門！　まさか熱か、風か邪ぜなのかっ？　ちくしょう、頼みの五右衛門が急な病に倒たおれるとは！　もはや打つ手はないのか……のっ、信奈ぁ～！」

　しつこいぞこの野郎いいかげんに親分から離れやがれ！　親分のお肌はだが腐くさる！　と再び良晴めがけて男たちの怒ど号ごうと鉄拳が飛び交かう中。




「待ちたまえ！」




　追い詰つめられた良晴の前に、新たな援えん軍ぐんが現れた！

　良晴たちの跡あとを追うように桶狭間山を登ってきたその総勢、数十名。

　全員が、尾張中から選よりすぐられた美少女たちだった。武家姿の女の子はおらず、みな、艶あでやかな町娘や旅芸人の格好をしている。

「尾張の貴公子！　織田勘十郎信勝改め津田信澄、サルくんとの友情の誓ちかいを果たすべく、ただいま参上！　侍姿ならば通過できない道中も、華はなやかな女の子だけの旅芸人姿ならば余よ裕ゆうで通れるってわけさ！　はーははは！」

「あれ、信澄？　お前、まだいたのか。忘れていた」

「えええ、ひどいや！　いるに決まっているじゃないかあっ！」

「家臣団が軍議を開いている時にも姿がなかったから、てっきり風を食らって尾張から逃にげたのかと思ってたぜ」

「失敬な。織田家の貴公子たるぼくが、めめしい敵前逃とう亡ぼうなどするものかね。ぼくは姉上に謀む反ほんしたばかりなので軍議に呼んでもらえなかっただけさ。はっはっは」

「威い張ばるようなことかよ？」

　信澄さま素す敵てき！

　かっこいい！

　こんな冴さえない男との友情を守ろうなんて！

　ああでも男と男の友情って最高、やっぱり戦国の世に生まれてきてよかった！

　そんな黄色い歓かん声せいがきゃーきゃーとあがるたびに、信澄が片手をさっとあげて「ははははは、そうほんとうのことを言われると照れるじゃないか」と白い歯をきらりと光らせる。

「でもどうして俺を追ってきたんだよ、信奈とともに戦わないのか？」

「いやあ。ぼくは戦いくさはからきし苦手でねえ。どうすれば姉上のお役に立てるだろうと迷っていたところを、長秀に勧すすめられたのさ。相良どのがなにか秘策を抱いて最前線へと飛びだしていきました。おそらくは斥せつ候こうに出たのでしょう。未来から来て日ノ本の歴史を知っている相良どのと、ご当地育ちで尾張の地理を知り尽つくしている若が力を合わせれば、きっと姫の運命を変えられます、とね」

「なるほど、長秀さんが……決して出しゃばらないけれど、信奈を背後で支えてくれているお姉さんなんだな」

「ははは。彼女は通つう称しよう『米こめ五ご郎ろう左ざ』だからね」

「織田家にとっては米のように欠かせない人、か。違いない」

「ただし長秀を『五郎左』と呼んではならないよ。点数換かん算さんすると五点だからね。『万千代』はいいんだ。一万一千点だからね」

「しかしちょっと待てよ。信澄？　どうしてお前まで女装しているんだ？」

　そう。今の信澄は、どこからどう見ても、信奈を少し小さくしたような絶世の美少女ぶりだった。しかも、花魁おいらんと見まがうような派手なかぶき姿。

　こんなにも美しくてかわいいのに中身は信澄なので、衆道趣しゆ味みのない良晴はときめかないどころか腹が立って仕方がなかった。

「だからぁ。侍さむらい姿で街道を行けば、今川勢に捕つかまっちゃうだろう？　そこでぼくは美男美女の家系・織田家の血を引いたたぐいまれな美び貌ぼうと天てん賦ぷの女装癖へきという特技を生かし、親衛隊の彼女たちを連れて『女の子だけの旅芸人』という触ふれ込みで堂々と今川軍がひしめく中を通り抜け、きみたちを捜さがしていたのさ。頼たのもしいご当地援軍としてね！　ははは」

「天賦の女装癖ぃ？」

「いやあ。なにしろ正体を現して那古野の町で夜遊びすると母上や勝家に[image: しか]しかられるからねえ～。遊び人の知ち恵えさっ。むろん、この美貌がなければ不可能な技だがね。ははは」

「「「信澄さま、うつくしーい！　まるで天てん女によ！」」」

　イラついたらしい五右衛門が、背中の忍にん者じや刀とうを抜いて信澄の首筋に押し当てた。

「ひい。乱らつ波ぱのお嬢じようさん、援軍のぼくになにをするんだい？」

「黙だまるでござる。こんなちゃらちゃらした連中、役に立たないというより足手まといでごじゃる。きりまちょう、ちゃがらうぢ」

「待て待て五右衛門。なにがあっても、かわいい女の子を斬きってはいけない。絶対にだ。これ、俺がこだわる絶対の掟おきてな。約束を破ったらコンビ解消だ」

「鳶とんび怪かい鳥ちよう、でござるか？」

「信澄はどうでもいいぞ」

「サルくんっ！　冷たいじゃないかあっ」

　信澄親衛隊の少女たちが「田楽狭間をお探しのようですが」「田でん楽がく坪つぼ、なら知っています！」「今川義元が今行軍している街道と、この桶狭間山との間にあります！」「まさに、泥田と池ばかりのぬかるんだ谷間の悪所なんです！」と口々に騒さわぎはじめた。

「ぼくの親衛隊は文字通り尾張全土から集まっている。こちらの女の子たちはこのあたりの土地の出身だから、とても詳くわしくてね」

　良晴は、膝ひざを打った。

　不意に、すべてが繫つながった。

　南の街道を進み、大高城へと向かう今川義元。

　そのルートの途と上じようにある、桶狭間山。

　そして、街道と桶狭間山との間には、泥田ばかりの田楽坪。

「今川義元が後世に伝えられているような戦下手でも、わざわざ視界が利きかない谷間に陣じんを敷しいて自ら死地に飛び込む可能性は低い。休むならば見晴らしのいい桶狭間山に登る。そこへ信奈が奇き襲しゆうをかけて今川本隊を混乱させれば、義元は当然、もと来た街道へ駆かけ下りようとする。義元が山を下りて街道へ戻もどろうとするその時に、田楽坪の泥田を通らせる！　つまり信奈の奇襲隊が、なんらかの方法で今川方に発見されずに桶狭間山に接近して攻め登ることができれば……！」

「不意を打たれた義元を田楽坪へ追い落とせますな、相良氏」

　信奈たちがどうやって敵の目をかいくぐって山まで接近するかが問題だが、その最後の、そして最難関の一手は信奈自身がきっと見み出いだしてくれるはずだ。あいつがほんとうに「織田信長」に匹ひつ敵てきする英えい雄ゆうならばきっと。俺はあいつを信じて自分にできることをやる、と良晴は腹をくくった。

　その時、つっ、と目に痛みが走った。流れ落ちてきた大おお粒つぶの汗あせが目に入ったのだ。

「……うん？　そうだ。今日はうだるような暑さだ。いかにも日本の梅雨時らしく、湿しつ気けもひどい。十二単を着ている今川義元は汗をかいて疲つかれ切っているはずだ。信澄は義元の行軍を引き留めて、桶狭間山へ誘導してくれ！　俺はこれから、熱田神宮へ駆け戻って信奈に奇襲を進言する！」

「やあ。サルくんがまるで軍師のような表情になった。でも今川義元をどうやって足止めするんだい、サルくん？」

「旅芸人の少女たち。全員美少女。しかも隊を率いる信澄は信奈を幼くしたような超ちよう絶ぜつに魅み力りよく的てきな美貌を誇ほこる男の娘こ……おえっ……とくれば、義元本人はともかくとして、大勝利に浮うかれている今川軍の男武者たちは女の子たちを侍はべらせて祝い酒といきたくなっているはず！　信澄。今川の侍を色いろ仕じ掛かけで惑まどわしてくれ。なるべく身分の高い侍さむらいをな──うん。これはアリだな」

「それだ！　サルくん、よくぞぼくの活いかし方を見出してくれた！　これで姉上にもようやく顔向けできるよ、がんばるよぼかぁ！　女の子と来れば次は酒と飯だ！　ぼくのこの清せい楚そなお色気で、このあたりの村や寺からたくさん酒と肴さかなをかき集めて今川軍に献けん上じようしよう！」

「そうだ。戦で緊きん張ちようしている今川侍たちを全力で遊びほうけさせる、これほどお前に向いた任務はないぞ信澄！」

　信奈が生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだ。仮にこいつが興奮した今川侍に押し倒されてろくでもない目にあっても俺の心は痛まねえ、と良晴はうなずいた。戦国の世には「かわいければ男の子でもいい、むしろ男の娘のほうが」と喜ぶ衆道趣味の持ち主がほんとうにいることを、根っからの女好きの良晴はまだ知らない。

「拙せつ者しやと川並衆はどうすればよろしいのですかな、相良氏？　さがらうぢをおまもりいたちまちゅか？」

「五右衛門たちには重要な任務を任せたい。俺は一人でもだいじょうぶだよ。今来た獣けもの道みちを逆に戻れば、馬に乗せてくれる川並衆の仲間に合流できるだろう？」

「それはそうですが、一人で戻れますかな？」

「だいじょうぶ、道順は覚えてるから迷わないさ。五右衛門は、忍しのびの術を用いて義元の行軍を攪かく乱らんし、一時的に足止めしてくれ。信澄たちが今川軍に接近して声をかける機会を設けてくれ！」

「御ぎよ意い。あの脳天気な輿こしを担かついでいる連中のうち、一人か二人を殺せば進軍はしばらく止まりまちゅな。そこに、おんにゃのこたちがあらわれれば」

「おっさすがは忍者だが、逆効果だからおおごとにはするな。失神させればそれでいいぜ？　この暑さで倒れたと思わせる程度にな」

「なるほど」

「それと、川並衆のおっさんたちは田楽坪一帯の水辺に潜ひそんでいてくれ。最後の最後に今川義元を取り逃がさないための伏ふく兵へいだ。信奈には、義元の逃とう走そう経路を塞ふさぐための余分な兵力はないからな。全軍一体となって義元の本ほん陣じんに突とつ進しんする以外に信奈には勝機がないんだ」

　任せておけ坊ぼう主ず！　てめえ、たいした度胸と閃ひらめきだ！　と川並衆がいっせいにうなずく。

「承知いたした。ですが、行きはよいよい帰りは怖こわいと申しますぞ。さがらうぢ、ごぶうんを」

「五右衛門たちこそ、危ない仕事を押しつけちまってすまない。死ぬなよ。藤吉郎のおっさんのもとへ行くには、まだ早いぜ」

「ふふ。忍びはそう簡単には死にませんぞ、相良氏」

「それじゃあ、行ってくる！　合戦場で再会しようぜ！」

　良晴は単身、山中の獣道を元来た方角へと走り、川並衆の一人が馬とともに待機している地点へと向かった。馬に乗れば、信奈たちが集まっている熱田神宮まではすぐだ。

　甲かつ冑ちゆうを外し、身軽な町人姿になった良晴は、自分の体に気力がみなぎっていることに気づいた。

　なんだろう。

　これほどの充じゆう実じつ感かん、これほどの熱さを、良晴は今まで体験したことがなかった。

　自分の報告一つに、織田家と信奈の運命のすべてが託たくされているからだ、と気づいた。

　ああ。ほんとうに戦国時代に来たんだ、と思った。

（今の俺は、どこまでも駆かけられる）

　そう思った。

（待ってろよ、信奈）




　そして、信奈のもとへと走る良晴は、最大の危機に陥おちいった。




　山中を駆けている途と中ちゆう、不意に背後から恐ろしい気配を感じた。

　ドッジボールの試合で、背後からいきなりボールを投げつけられる時と似ていた。

　視界の外からボールを投げてくるプレイヤーにも、「こいつを倒してやる」という意志がある。

　その意志が、空気を通して伝わってくるのだ。

　理り屈くつでは説明できないが、神経を研とぎ澄すませていると感じることができる。

　だが、この気配は、もっと冷たく鋭えい利りなものだった。

（殺される？）

　考えている余裕などない。

　本能と勘かんだけで、良晴はとっさに前のめりに倒れた。

　良晴の頭の上を、十字手しゆ裏り剣けんがいっせいに通過していった。

「に、忍にん者じやかっ？」

「フフフ。さすがだ、よくぞかわした」

　殺気に満ちた低い声が聞こえてきた方角を見上げた。

　木の上に、黒くろ装しよう束ぞくの男が立っていた。

　声の張りからみてまだ若いが、その忍しのび装束に包まれたひきしまった肉体、自信に満ちた不敵な目つき。かなりの手て練だれに見えた。

　しまった!?　やはり川並衆を何人か護衛役として連れてくるべきだったか？　と良晴は悔くいた。

「わが名は服部はつとり半蔵。貴様らが斥候としてこのあたりをうろついていることはすでに知っていた。俺の目はごまかせん。しかし今、わが下げ忍にんたちはみな結界を張るために四方へ出で払はらっていてな。いかにこの俺でも、一対多ではさすがに分が悪い。よもやあれほどの人数で斥候を強きよう行こうするとは、まるで素人しろうとのやり口だ。この俺も裏を搔かかれた」

「は、は、服部半蔵だって？」

「ゆえに、こうして貴様が一人きりになるこの時を待っていたのよ。すでに織田方が放った斥候は、貴様らを除きすべて始末した」

「……信奈の斥候が……!?　そうか。あいつも、ひそかに義元の本陣を探さぐっていたのか……！」

「一人や二人では服部党の結界は抜ぬけられぬ。あとは貴様を殺せば、桶狭間山に集つどっている連中がなにをしようが織田信奈との連れん係けいは断たたれ、貴様の企たくらみのすべては水の泡あわとなろう。断じて貴様を織田信奈のもとへ帰すわけにはいかん、フフフ」

　服部半蔵、徳川家康のもとで暗あん躍やくした忍びの頭とう領りよう。

　ということは、今は「松平元康」と名乗っているあの眼鏡めがねっ子の配下。

　つまりは、今川方の忍びだった！

「今川方の本軍を突つき止とめるとは、名のある侍と見た。行くぞ」

「待て、待て待て待ってくれっ」

「待たぬ」

　服部半蔵が、音も立てずに木の上から「ふわり」と飛び降りてきた。

　その軽い身のこなし、体に反重力装置でも搭とう載さいしているかのようだった。

（やべえ！　立ち止まったら終わりだ！）

　良晴は跳はねるように立ち上がって、夢中で走った。

　だが、服部半蔵のスピードはあまりにも非常識なほどに速い。

　気がつくと、前方へと回られていた。

「げえーっ？　なんだよっこいつ生身の人間じゃねえよっチートキャラかよっ？　逃にげ道をふさがれたっ」

「死ねい！」

　またしても手裏剣が飛んでくる。

　地を這はうように直進してくる手裏剣をかわそうと、ジャンプした。

　だが、足下に飛んできた手裏剣が不意に舞いあがって、良晴の喉のど元もとへと向かってきた。

「ななななんだこの手裏剣ッ!?」

「服部流手裏剣術〝風ふう穴けつ〟！　これを見て生き延びた者はいない！」

　独特の投げ方と山の気流を利用し、手裏剣の軌き道どうを変えて浮うかび上がらせる。

　そして、足下に気を取られてがら空きになっている敵の喉を突き破やぶる。

　一いち撃げき必殺、服部半蔵の秘術。

「うおおおおおおおおおおっ!?」

　良晴はブリッジしながら、首の関節を可か動どう限げん界かいギリギリまで後ろに倒してなんとか皮一枚で喉への直ちよく撃げきを避さけた。

　それでも、蛇へびのように急所を追ってきた手裏剣が「つっ」とイヤな音を立てて、喉のあたりにかすった。かすっただけで喉と顎あごの皮ひ膚ふが裂さけ、赤い血が飛び散った。

「いっ……いてえええええええっ!?」

「フフフ、よくぞ必殺の一撃をかわした！　それでこそ殺しがいがある！」

「ふざけんなっ！　俺は、信奈のもとへ帰り着くんだっ！　敵は桶狭間にあり、と伝えるんだ！　それまでは絶対に死ねるかっ」

「やる男かと思ったが、逃げるだけか──ふん。それではこの戦国の世は生き延びられぬぞ」

「うるせー！　俺はこんなところで死なねえ！　かわしてかわして、かわし続けてやる！」

　良晴の脚あしが、機関車のように回転した。

　体の奥から、自分のものとは思えない力が出た。

　でたらめに走った。

　手練れの忍び、服部半蔵が舌をまくほどの執しゆう念ねんと気力で、一分、二分、三分と逃げ続ける。

　完全には、かわしきれない。

　手に足に背中に、次々と手裏剣で傷をつけられ、体力を削そがれていった。

　しかし、直ちよく撃げきは一発も受けなかった。

「貴様っ……なぜだ、なぜ当たらぬ」

「俺が倒れたら信奈はどうなるんだよ？　絶対に生きてやるっ」

　もう、どこからどう走り、半蔵の手裏剣を避よけ続けたのか、良晴にもわからない。

　だんだん、目がかすんできた。

　それでも、山の中を夢中で走り続けた。

　まずい、と半蔵のほうが慌あわて始める。

「かくなる上は、我が美学に反するが──ハンミョウの毒をぬった手裏剣で、貴様の息の根を止める！」

「毒っ？」

「かすっただけで死ぬ！　成じよう仏ぶつせい！」

　足がもつれた。

　あちこちからかなり出血して、体力が削そがれていたのだ。

　倒れた。

　毒を塗ったという棒手裏剣が、束になって降り注いできた。

「ち……ちくしょおおおっ！」

　しかし、その手裏剣は。

　カン、キンッ、カンッ！

　良晴の体に刺ささる直前で、ことごとく一本の槍やりによって薙なぎ払はらわれていた。

「だ、誰だれだっ？」

「……良晴、加勢に来た」

「って、誰っ？」

　良晴の命を救ったのは──

「……姫さまの危機と聞き、ただいま帰り新しん参ざんとして参上つかまつり候そうろう」

　朱しゆ槍やりをかまえた、小こ柄がらなかぶき者だった。

　ド派手な虎とらの毛皮帽を頭から被かぶり、帽ぼう子しのかわりに虎の頭を装着。背中にはビロードの南なん蛮ばんマントをひらひらとはためかせ、腰こしには袴はかまではなく南蛮風の半ズボン。白くて細い太ふと股ももはあられもなくむき出し。さらに、まっ白くて整った小さな顔には赤い染料でまるで歌か舞ぶ伎き役者のような隈くま取どりが施ほどこされていた。

「……良晴、運が良い。実は、昨夜ゆうべからこの山で野の宿じゆくしていた」

「だから、お前は誰だよっ？」

　とても不満そうに、かぶき者は口をあひるのようにとがらせた。

「……犬千代」

「うん、なるほど犬千代か……って、キャラが違ちがってるっ！　逐ちく電でんした後、いったい何があったんだよっ!?」

「……グレた」

「グレたのかっ？」

「……かぶいた」

「かぶいたのかっ!?」

「……バサラになった」

「それって全部同じことを言ってるだけじゃねえのかっ？」

「……実は、自分探しの旅をしているうちに、自分を見失った」

「自分探しの旅の果てが、どうして虎の頭を被ったバサラなんだよっ？」

「……話せば、長くなる」




　信勝（信澄）の家臣を斬って、信奈のもとから逐ちく電でんしたあと──。

　前田犬千代は俸ほう禄ろくも家も失い、尾張の山中を裸はだか同然の薄うす着ぎ姿でさまよっていた。

　町に下りれば、信澄の取り巻きたちに見つかって再び騒そう動どうとなることは必定だったから、信奈と信勝（信澄）の対立が終わるまでは獣けもののように山で過ごさなければならなかったのだ。

　貧しさには慣れていたはずだった。しかし、うこぎ汁じるで鍛きたえた粗そ食しよくの習慣も、いざ味わった山での野生暮らしの厳しさの前には「犬千代は今まで贅ぜい沢たくをさせてもらっていた」と思い知らされるほどだった。

　なにしろ、家がない。屋根がない。鍋なべもない。その上、服もない。はじめに着ていた一いつ張ちよう羅らが山野を駆け巡めぐるうちにぼろぼろになってしまうと、毎晩寒さに震ふるえねばならなくなった。

　飢うえと寒さと孤こ独どくを味わいながら山を放ほう浪ろうしていた犬千代に残されたものは、朱しゆ槍やりだけだった。

　人と会わないうちに、だんだん、人語すら忘れはじめていた。

　ういろうなど、夢のまた夢である。

　そのうち、食えるものは食い尽つくしたらしく、いくら山をさまよっても草も木の実もなかなか集まらなくなった。

　万ばん全ぜんを期して良晴や勝家たちとも完全に連れん絡らくを絶ったのが裏目に出た。このままでは飢えて死んでしまう。冬を越こせない……。

　犬千代は、ある日、決断した。

　虎が一いつ匹ぴき、山中に住み着いていた。

　尾張には虎は野生していないのだが、新しいもの好きの信奈が南なん蛮ばん商人から買い求めて飼っていた虎が逃にげて野生化したものらしい。

　この虎と戦って、そして勝つ。勝てば、肉が食べられる。

　それまで無口でどちらかといえば地味めの優等生だった犬千代は、極限の大自然生活の果てに、野生児のような衝しよう動どうに取り憑つかれたのだった。

　逡しゆん巡じゆんすればするほど飢えて身体からだが弱る。

　戦う、そして食うと決めた以上、犬千代は即そく実行した。

　朱槍を構えて、山中で虎と対決した。

　しかし相手はなんといっても虎である。

　熊くまなどは比べものにならぬほどに獰どう猛もうで頑がん丈じようだった。

　しかも、虎のほうも腹を減らしていて、犬千代を食うつもりだった。

「がるるるるる！」

「……」

「がるるるううううう！」

「……」

　圧あつ倒とうされた。

　通用しない。

　ついには大地に倒たおされ、虎にのしかかられそうになった。

　食べられる！

　もう、姫ひめさまのもとへ戻れなくなる……良晴たちとも会えなくなる！

　この時、犬千代は野生の本能に突とつ如じよ目覚めた！　無口なままでは負ける、気け圧おされている、野生のどうぶつを恐おそれさせるもの、それは槍やりの技量ではなく──野生のあらぶる雄お叫たけび！

「がるる……ふごおおっ!?」

「がお、がおおおおおおおおおおおおおお！」

「がるっ、がるっ!?」

「がおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　あらぶった。

　犬千代は、生まれてはじめて己おのれの理性を振ふり捨てて、あらぶった。

　その時、この山中での犬千代と虎との闘とう争そうを目もく撃げきしたマタギの鬼おに山やま権ごん兵べ衛えさん（三十七歳）は、後にこう語る──「どちらが獣か、わかりゃあしませんでした。ハイ。ええ？　どちらが勝ったかって？　あなたはなにもわかっていない。だって、槍を取らせれば柴田勝家に匹ひつ敵てきする、あるいは純じゆん粋すいな槍の技量は勝家以上と言われているあの前田犬千代ですよ。その前田犬千代が眠ねむっていた野生に目覚めて、本気であらぶったんだ──ええ。その虎の体重──犬千代の体重の、実に十倍！　その虎に向かってですな、こうして、こう、無造作に口の中に槍を突つっ込んだんですわ。顔面を晒さらして、虎の爪つめにひっかかれても気にしちゃあいない。それで、槍を虎の口ん中に突き立てたまま虎の体を引き上げて振り回しはじめたんですわ。あの小さな身体のどこにあんな力があるんだか。無茶苦茶ですわ、ハハハ。いやあ、あれが『槍の又また左ざ』なんですねえ──」




「いやいや、いつまで回想が続くんだよ犬千代！　しかも途と中ちゆうから知らないマタギのおっさんの回想になってるし！　誰だれだよ？　とにかく、今はそれどころじゃねえから！」

「……そうだった」

「要は、山暮らしの果てに野生に目覚めることで強くなったと言いたいんだなっ？　あらぶる野生を表現するために、虎の頭を被かぶったんだな？」

「……そういうこと。ちなみに長秀に招集されて、急きゆう遽きよ最前線へ送り込まれた」

「くう。さすがは長秀さん！　信澄に続いて犬千代まで。満点だ！」

「……良晴。採点芸を盗ぬすむと、長秀に怒おこられる」

「婿むこ取とりのためには、あの芸風はやめたほうがいいと思うんだよなあ」

　再会を喜び合っている時ではなかった。

　一人が二人に増えようが同じことよ、まとめて討うち取る、とつぶやきながら服部半蔵が忍者刀を抜ぬいた。

「待て犬千代！　こいつマジで強い！」

「……犬千代も強い」

　犬千代、本名を前田利家。

　戦国ゲームや戦国ドラマでは、ぼーっとしたお人ひと好よしで、しっかり者の奥さんのおかげで気がついたら出世していたとか、甥おいの前まえ田だ慶けい次じにからかわれて氷風ぶ呂ろに入って風か邪ぜをひいたとか、そんな役立たずのうっかり武将として描えがかれることが多い。

　だがしかし、本物の前田利家は、槍を取れば並ぶ者なしと称しようされた大だい胆たん不ふ敵てきなかぶき者。

　ある戦いくさでは目のすぐ下に矢を突き立てられたにもかかわらず、表情ひとつ変えずにそのまま戦い続けたという記録もある。

「ふん。貴様の槍には、手裏剣は通じぬな──ならば、刀で参る！」

　半蔵の忍者刀と犬千代の槍とが、激しく打ち合う。

　良晴の目には、二人の繰くり出す武器の軌道が、ほとんど見えなかった。

　互たがいに表情を崩さず、まるで精密機械のように得物を繰り出し続ける。

　加勢したくとも、入り込めない。

　ただ、ひとつだけわかったことがある。

　両者の実力は、完全に伯はく仲ちゆうしていた。
















　しかし。

（体力に差がありすぎる、長びけば、負けるのは犬千代だ！）

　服部半蔵は、犬千代の意外な強さに舌を鳴らした。

「ちっ……貴様、防ぎ続けて時間を稼かせぐ気か！」

「……そう」

「だが、しょせんは小こ娘むすめの細ほそ腕うでよ。息が上がったところを、殺す。貴様もその男もな！」

　バレてる、と良晴はうめいた。

　少しずつだが、犬千代の眉まゆのあたりに薄うすい皺しわが浮かび上がっていたのだ。

「……良晴は殺させない。犬千代も死ぬが、お前も死ぬ」

「相打ち覚かく悟ごか、面おも白しろいっ！　ならば、とことんまで相手をしてやろう！」

　何言ってんだよ犬千代、と良晴が思わず声をあげた。

　気づくと、無数の擦すり傷きずで犬千代の体が赤く染まり始めていた。

　体力の限界が近いのか、太股がこきざみに震ふるえていた。

「……ここで防ぐ。早く、信奈さまのところへ」

「お前を置いて行けるかっ！」

「……早く。もう、もたない」

　良晴は「うおおおお」と怒ど声せいをあげながら、半蔵の間合いへと特とつ攻こうした。

　だが、片足で軽々と蹴けり飛ばされた。

　その間も、犬千代との打ち合いは休むことなく続いている。

　こいつ、化け物みたいに強い。

　俺ごときが半蔵のかまえを崩くずすことは不可能だ、とその一撃で悟さとった。

　むしろ、良晴が蹴り飛ばされる光景を見た犬千代の槍のほうが、わずかに乱れた。

　半蔵はその隙すきを見み逃のがさない。

「……うっ」

　犬千代が肩かたに一いち撃げきを受けて、激痛に顔をしかめる。

「これしきで気を乱すとは、甘い。しょせんは、小娘の槍だったな」

　半蔵が、勝利を確信したかのように目を細めた。

「ぎゃ、逆効果だったなんてっ……ちくしょおおおっ！」

　良晴は奥歯をかみしめて立ち上がりながら、必死で考える。

（まだ何かあるはずだっ……何か、犬千代を救う方法が……）

　微び妙みような戦国知識……もう、俺にはこれしかない。

　忍にん者じや・服部半蔵。松平元康（徳川家康）の忠実な家臣。そして元康は今のところ、今川義元の使い走りをやらされている。

（だが桶狭間の戦いで義元が敗れれば、元康は三河で独立する。そして後に名を徳川家康と改めるんだ。ということは──）

　ひらめいた！

「待て、服部半蔵っ！」

「待たぬわ！」

「考えろ！　ここで俺と犬千代を殺せば、今川義元が尾張を吞のみ込み、そのまま京へ上るんだぞ！」

「それがどうかしたかっ」

「ならばお前の大将、松平元康は一生、今川義元の使い走りのままだぜ！」

「……む？」

「松平元康の本音は、三河の大名として独立したい！　そもそも、今川義元は元康に岡崎城を返してやると約束していたはずなのに、その約束は口だけ。ずっと便利屋としてこき使われ続けている！　そのはずだ！」

「だからどうしたっ！　強大な今川相手に謀む反ほんなど起こせぬわっ」

「謀反など必要ない。俺と犬千代を見逃せ！　必ず、信奈が義元を倒たおす！　元康はその隙に三河に戻もどって独立を宣言しちまえばいい！」

「そのような甘い話に乗ると思うか！　織田勢ごときが今川に勝てるわけがなかろうっ」

「勝つとも！　勝てなきゃ、俺の首をくれてやるっ！」

「信じられぬな！　たとえ勝利したとしても織田がそのまま勢いに乗って三河に攻せめてくれば、やはり我が姫の命運は尽つきるではないか！」

「ありえねえ！　俺の知識が正しければ元康は信奈の幼なじみのはずだ、それに信奈は東には興味がないんだ、美濃の攻こう略りやくだけに全力を注ごうと考えている。だから必ず信奈は元康と同どう盟めいを結ぶ！　いや、俺が命にかえて同盟を結ばせる！」

　すでに傷だらけになった犬千代は膝ひざを突つき、槍を落としていた。

　半蔵は、忍者刀を良晴の首筋に当てて、つぶやいた。

　小こ僧ぞう。貴様の命などに何の価値もない。

　だが、今川を倒して尾張と三河が同盟を結ぶという貴様の策、なかなかのものだ。

「このまま上じよう洛らく戦が続けば、いずれ我が姫とその家臣団は使い潰つぶされて三河武士団そのものが消しよう滅めつしてしまう。今川義元は、合戦は家臣の仕事だと思いこんでいるからな」

「そうだ。信奈も人使いは荒あらいが、義元よりはずっとマシだ。あいつは、天下を盗とるまで自ら刀をとって戦い続けるだろうからな！」

「ふん。小僧、今回だけは貴様の言葉を信じてやろう。だが約束を違たがえれば、どこへでも忍しのび入ってその首を貰もらい受けるぞ」

「ああ。いつでも来い」

　良晴と犬千代にとって幸運だったことに──

　服部半蔵は、ただの忍びではなかった。

　ただの忍びなら、良晴の話の半分も理解せずにただ己おのれの任務を遂すい行こうしていただろう。

　だが、半蔵は並の忍びではなかった。松平家に仕える忍びの頭領である上に、武将としての器量も持ち合わせている男だった。

　そして、ただ敵を殺すことを好むというレベルを超こえた、真に冷れい酷こく非情な男だった。

　それ故ゆえ、今川を見放して織田につくという「賭かけ」を選択して、信奈が勝った暁あかつきには「三河独立」の悲願を達成させるという良晴の話に乗ったのだ。

（よしんば織田が負けても我が姫は安あん泰たい。この二人を見逃したことは俺しか知らん。今川が勝てば、口くち封ふうじのために二人を殺すまで）

　半蔵はそこまで損得勘かん定じようをした結果、二人を見逃したのだった。

　が、織田が勝ってくれたほうがはるかに望ましいと思っていることは言うまでもない。




「姫。丸根砦とりで、陥かん落らくいたしました。敵方は松平元康軍です。十点です」

「鷲津砦も陥落です、姫さま！」

「デアルカ。砦を守備していた佐さ久く間ま大だい学がくたちは、討ち死にしたのね……ごめんなさい……」

　昨夜ゆうべから一いつ睡すいもせずに、この極限まで追い詰つめられた状じよう況きよう下かで信奈は「勝利」をつかむために考え続けてきた。鳴海城と大高城の付つけ城じろ群を突とつ破ぱされて熱田神宮まで攻せめこまれれば、もはや信奈に今川軍を防ぐ手立てはない。残された唯ゆい一いつの可能性は、沓掛城から行軍中の今川義元本隊を奇き襲しゆうして義元を討つか捕とらえる、この奇き跡せきに賭かけるしかない。だがそのためには大高城あるいは鳴海城に義元が入城してしまう前に本隊の位置を捕ほ捉そくしなければならなかった。そして、その情報がいまだにつかめていない。

「……義元の位置を探さぐるためにひそかに放った斥せつ候こうたちが、一人も戻もどってこない。どうやら服部党の結界を抜けられなかったようだわ。織田家には服部党のような腕うで利ききの忍しのび部隊はいない。わたしは情報戦においても、今は亡なき太原雪斎が造り上げた今川軍に及およばなかった……乾けん坤こん一いつ擲てきの奇襲策も、このままでは空から振ぶりに終わってしまう」

　今川義元自身には、軍才はない。輿こしに乗り、十じゆう二に単ひとえを着て出しゆつ陣じんしてくるような貴族かぶれのお姫さまである。だが、生前義元のもとで宰さい相しようを務めていた太原雪斎が、強勢無比な今川軍を鍛え上げて義元に残していた。織田家に捕らわれていた三河の松平元康に目を付けて奪うばい返し、姫武将として育成したのも、その松平元康に仕える忍び衆・服部党を今川軍の諜ちよう報ほう部隊として組み込んだのも、太原雪斎が為なしたことである。

　信奈の父・信秀をも翻ほん弄ろうしてきた雪斎は、まだ若く経験も少ない信奈が勝てる相手ではない。もしも雪斎があと数年生きていれば、信奈はすでに尾張ごと踏ふみつぶされていたはずだ。そしてその雪斎は、死んでなお、「今川軍」という巨きよ大だいな遺産をもって信奈の前に立ちはだかっている。

　十倍以上の兵力で圧倒的に蹂じゆう躙りんされつつある信奈が今川軍に勝つには、義元本隊への奇き襲しゆう攻こう撃げきしかない。逆に言えば、正面から戦えば絶対に滅ほろぼされる、それほどの相手なのだ。

　唇くちびるをかみながら斥候の帰りを待っていた信奈のもとに、信奈自身が放った斥候たちではなく、織田家から放ほう逐ちくされたはずの良晴と、逐ちく電でんしていた犬千代が現れた時には、二人とも身体中に手傷を負ってぼろぼろになっていた。

　互たがいに互いの肩かたを支え合いながら、ふらつく足取りで信奈の前に参上した二人の姿を見た信奈は、言葉では形容できないような複雑な表情を浮うかべていた。

「……姫さま。前田犬千代、ただいま帰参」

「犬千代に……サル？　あんたはもうクビだって言ったでしょう？　いったい、なにをしに戻ってきたの!?　戦せん況きようは、見ての通りよ。もう……織田家は……」

「信奈。犬千代は言うまでもないが、俺だってまだ、織田家を首になったつもりはないぜ！」

「……あんたって男は……どこまで馬ば鹿かなのよ？　そんなに死にたいわけ？」

「馬鹿はそっちだ！　勝手に俺が討うち死にすると決めるな！」

　お互いに、泣いているのか、怒っているのか、それとも笑っているのか、良晴にもわからない。

「……大高城へ向かっている義元の本隊を、良晴が見つけた」

　犬千代が、声を振り絞しぼる。

「……本隊は約五千。各地に展開している他の部隊からは完全に孤こ立りつ。今、女装した信澄とその親衛隊が兵士たちに酒を配って足止めしている。その場所は、『桶狭間山』」

「あの勘十郎が？　義元を？　足止め？　ほんとうなの良晴？」

「そうだ信奈。桶狭間山までの進路は、谷間の平地を延びるまっすぐな一本道と、太子ヶ根の山中をうねる獣けもの道みちがある。前者は短い時間で移動できるが敵に発見される危険が高い。後者は行軍に時間がかかり、奇襲の好機をみすみす逃のがす恐れがある。ただし、忍び衆が張っていた結界は、解除した。解除されているはずだ。あとは侍さむらいたちの監かん視しの目さえすり抜ぬければ」

「ほんとうに？　わたしが放った斥候は全ぜん滅めつよ。信しん頼らいできるの？」

「俺と犬千代が生きて戻ってきた。それを判断材料にしてくれ」

「あの勘十郎が、この大一番で成功すると思う？」

「だいじょうぶだ。あいつは、お前の弟だ」

「……本来ならば、わたしに殺されて歴史から退場していたはずの無能な弟よ」

「いや。信澄の運命は、変わった。信奈、お前の選せん択たくが変えたんだ。あいつは今ひとたびの命を与あたえてくれたお前のために、今日、桶狭間山で死ぬ気だ。今までの昼ひる行灯あんどんの信澄じゃない。俺は信じている」

　デアルカ、と信奈は目を潤うるませながらうなずいていた。

「でも、たとえ奇襲に成功して山から追い落とせたとしても、義元を取り逃がせば負けに等しいわ。義元に逃げられてしまえば、敵中に孤立した織田軍の奇襲部隊は四方から駆かけつけてくる今川勢に包囲殲せん滅めつされるのよ」

「桶狭間山から義元を街道へと追い落とす途中の田楽坪に、川並衆を伏ふせてある。あそこは泥どろ田た地帯だ。十二単を着た義元があそこへはまったら、逃げきれない」

「……よくもそこまで周しゆう到とうに手を打てたわね」

「俺一人の力じゃないよ。あとは、お前次し第だいだ。俺たちにできることは、ここまでだ。どうする？」

「サル。どうなの、あんたの千里眼では……」

　言いかけて、信奈が不意に口を閉じた。

　良晴は、傷だらけの顔で微び笑しようを浮かべていた。

「お前の道だ、信奈。お前が自分で選べ。俺は、黙だまってついていくよ」

「デ、アルカ」

　信奈も、不敵に微笑ほほえみかえした。

　微笑みながら、「良晴？　尾張では、梅つ雨ゆ時どきのこういううだるような蒸し暑い日にね、唐とう突とつに猛もう烈れつな雷らい雨うが来ることがあるのよ」と天を見上げていた。

「わたしのぜんぶを、この奇襲に賭けるわ！　これより出陣！　全速で進しん撃げきしながら織田家に残された全軍で、桶狭間山へ突とつ撃げきよ！」

　柴田勝家が「御ぎよ意いです！」と眦まなじりを釣つり上げ、勢いよく法ほ螺ら貝がいを吹ふいた。

　いっせいに兵たちが立ち上がり、鬨ときの声こえをあげた。

「せっかくの熱田神宮です。熱あつ田たの大おお神かみさまこと天あま照てらす大おお神みかみさまに戦勝祈き願がんをなされては？」

「いいわね万千代。神かみ頼だのみは趣しゆ味みじゃないけれど、この際だからなんだってやるわ。この戦いくさに勝ったら、熱田神宮に塀へいを奉ほう納のうしてあげてもいいわ」

「ふふ。かつては父君の葬そう儀ぎ場で大暴れした姫さまが、大人になられました。九十点です」

「いっそ草くさ薙なぎの剣つるぎを盗んで戦場に持ち出しちゃおうかしら？」

「……三種の神器を盗んではなりません、一点です」

「冗じよう談だんよ。この戦、神の力ではなく人間の力で勝たなければ、意味がないものね。もっとも、サルは人間のうちに数えてあげるけれど」

　丹羽長秀の提案を受けた信奈は、むすっと仏頂面で社しや殿でんの前へ大おお股またで近寄ると、カン高い声で叫さけんだ。

「いつまでこの国を乱れさせたままにしてるのよ！　これからは、わたしがあんたたちにかわって民を守ってやることにしたわ！　ちょっと、聞いてるの？　あんたがほんとうに神なんだったら、このわたしを勝たせなさいよ！」

　さらに神しん殿でんの前で、文字にするのもはばかられるようなバチ当たりな発言と行動の数々を繰くり広げ、そのあげく「むっ聞こえたっ！　社殿の奥の神様も、わたしが勝つと言っているわ！」と指を天に掲かかげて堂々と笑顔で宣言した。

　滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　足軽たちは「おおおおお、やってやるぜえええ！」と狂きよう喜き乱らん舞ぶした。

　勝家が「ひいいバチが当たりますよ姫ひめさま」と涙なみだ目めになり、長秀は「やれやれです。ぜんぜん大人になっていませんでした。まあ、元気だけはあるので百点」とため息をついた。

「全軍！　敵は、桶狭間山にあり！　死のうは一いち定じよう！　今日のこの合戦を、日ノ本の歴史に未み来らい永えい劫ごう語り継つがれる伝説にするのよ！　みんな、わたしに命をちょうだい！」

　馬に乗った信奈を先頭に、織田全軍が動きはじめた。

　良晴と犬千代も、応急手当を施ほどこすとすぐに立ち上がり、信奈に合流した。こんどは斥候としてではなく、兵士として合戦に参戦するのだ。

「……行こう、良晴。まだ、戦える？」

「ああ、行こうぜ犬千代！　不思議だ。全身が熱くほてって、痛みも疲ひ労ろうも感じねえ！」

「……良晴があらぶっている」

　桶狭間山へ。

　熱田神宮から出陣した織田軍二千は、坂を登り善照寺砦まで一気に駆けた。眼下には、川の中なか州すに構築した中島砦。そしてその中島砦の向こうに、手越川沿いの一本道が延びている。この一本道こそが、桶狭間山への最短ルートだ。

「あの道は鳴海城から丸見えです、姫。桶狭間山に近づけば、山上の敵の視界にも入りましょう」

「姫さま、もしも行軍中に発見されれば、われらは今川勢に挟きよう撃げきされ殲滅されます。迂う回かいして太子ヶ根へ続く獣道を進みましょうか？」

「いいえ。迂回する必要はないわ。このまま丘おかを下りて最短距きよ離りを直進！　わたしが熱田神宮でじっと耐たえながら待っていたものはふたつ。ひとつは、義元本隊の位置に関する正確な情報。もうひとつは、梅雨時の尾張にただ一日あるかないかという、天気の急変よ。今、そのふたつが、揃そろった」

　なにかに取り憑つかれたかのような熱量を帯びた信奈が最短距離を突つっ走ることを選び、全軍で手越川沿いの一本道を進もうと飛びだした時、異変が起きた。

　熱田の神も傍ぼう若じやく無ぶ人じんな信奈に激げき怒どしたのか、それとも眠ねむっていた魂たましいを揺ゆさぶられたのか。

　快晴だったはずの空がいきなり真っ黒い雲に覆おおわれ、激しい雷かみなりとそして豪ごう雨うとが襲おそってきた。

　まるで天が泣いているかのようだった。

「……世界から、光が消えた……絶対、天照さまは怒おこってる」

　と犬千代。

「これぞわが天運！　この嵐あらしに乗じて、まっすぐに桶狭間山を襲うのよ！　雑ぞう兵ひようは捨ておきなさい、狙ねらうは今川義元ただ一人！」

　ただの幸運じゃない。なにもせずに奇跡を待っていたんじゃない。信奈は昨夜からこの瞬しゆん間かんが訪おとずれるまでじっと耐えに耐えていたんだ。ずっと、自分の中の恐きよう怖ふと戦ってきた。今ついにその意志の力で唯一の勝機を摑つかみ取ったんだ、と良晴は思った。




　横よこ殴なぐりの豪雨と雷らい鳴めいに塞ふさがれて、ほとんど前が見えない。

　複数の戦線に展開していた今川軍の各部隊は、この信じられない突とつ然ぜんの豪雨のために桶狭間山へ猛もう進しんしている織田軍を発見しそこなった。

　鳴海城からも、鷲津砦や丸根砦からも、信澄親衛隊の歓かん待たいを受け桶狭間山に登って昼食を取ろうとしていた今川義元の本隊からも、泥どろまみれになって一本道を走っている織田勢二千の姿は見えなかった。

　ただ、服部党が構築した「結界」の本ほん拠きよ地ち──鳴海城から桶狭間山に至る一帯を見み渡わたせる高たか根ね山やま。その山頂に立つ服部半蔵だけが、黒い龍りゆうとなって泥でい濘ねいと化した大地を突き進む織田勢の姿を、その驚きよう異い的てきな視力と聴ちよう力りよくによって捕ほ捉そくしていた。

「すぐに今川方の侍どもに知らせねば」と逸はやる下忍たちを半蔵は腕うでひとつで制止しつつ、

「あれは、龍だ。人ではない。われらは、なにも見なかった」

　そうつぶやくと、「賭かけ」の結末を見とどけるために音もなくその場から消えた。




　桶狭間山には、今川義元が即そく席せきの本ほん陣じんを構えていた。

　この山へ至るには、いくつかの分ぶん岐き点てんがあった。

　まず、義元が乗る輿こしを担かつぐ男たちが異様な暑さにやられて続々と倒たおれるという突とつ発ぱつ事故によって、義元はふと不安になった。

「困りましたわね。不ふ吉きつですわ……雪斎からの忠告かもしれませんわね……焦あせるな、これ以上先へ進むな、という」

　亡なき雪斎は、この早すぎる上じよう洛らく戦にきっと乗り気ではない。無理に上洛するな、松平元康が武将として一人前に成長するまでは待て、と雪斎は言い残したのだ。

　進むべきか止まるべきか？　立ち往生しながら逡しゆん巡じゆんしていた義元の前へ現れた、旅回りの美少女芸人たち。

　さらに、今川さま！　これからの尾張をよろしくお願いしますみゃあ、と祝い酒を振ふる舞まいに続々と訪れてきた村人たちや僧そう侶りよたち。

　丸根砦陥かん落らくの朗報。

　鷲津砦陥落の吉きつ報ぽう。

　家老たちまでが、旅芸人軍団を率いる絶世の美少女「勘かん子こ」に夢中になって、どうか一刻のご猶ゆう予よをと義元に乞こいはじめてきた。

　戦はすでに大勝利ですぞ、このあたりで腹ごしらえをして暑さをやり過ごしましょう、と口々に唱えてきた。

　桶狭間山に陣じん取どれば万一の奇き襲しゆうの心配もありますまい、すぐ隣となりの高根山では服部党の忍しのびどもが織田勢を見張っております、と。

「そうですよ、今川家のお侍さまたち！　あちきと遊びましょう、でありんす！　これはあちきからの献けん上じよう品です。三河名物の焼きせんべいも美味ですが、これからは那古屋野のういろうをよろしく～！　元祖である京の外うい郎ろう家のものより、那古野産のほうが美味なんですよ～」

　義元の前に躍おどり出てきた勘子が、傘かさを広げてその先せん端たんから水を飛ばすという妙みような芸を見せながら、笑った。

「まあまあ。わらわほどではありませんが、かわいらしい娘むすめさんですこと。そのういろう、一口いただきますわ」

「ありがたき幸せでーすっ！」

　いやあなんと愛らしい娘さんじゃ。わしが森に連れ込んで押し倒す、いやそれがしが、と日ひ頃ごろはお堅かたい家老たちがみな色めきたっていた。

「出家の雪斎さんならば、道みち端ばたの旅芸人に入れあげるような真ま似ねはしませんわよね。ですけれど、皆みなさんは雪斎さんではないのですから贅ぜい沢たくは言えませんわ。ま、いいでしょう。家老たちや新たな領民たちとともに戦勝の喜びを味わう場を設けてこその王者ですわよね」

　織田信奈は熱田神宮に巣ごもっていて出てこない。今川軍二万五千に対し、信奈の手勢は二千しかいないのだという。道三救きゆう援えんも失策でしたが、そもそも実じつ弟てい信澄さんとの内ない紛ふんが信奈さんにとって致ち命めい傷しようでしたわ、と義元は思った。尾張さえ併吞すれば、あとは名門・今川家の威光をもって斎藤・六角と同盟し、上洛できる。意外にも早かった。もっと年月がかかるはずだった。雪斎が甲か斐いの武田信玄・小田原の北ほう条じよう氏うじ康やすと結んだ「三国同盟」によって東国の守りを万ばん全ぜんにしておいたことが、この上洛を成功せしめた。雪斎の遺志を果たす時が来た。もうまもなくだった。雪斎の悲願だった「今川上洛」に、手が届いていた。

　こうしてついに──義元はいったん桶狭間山に陣取り、休きゆう憩けいがてら五千の旗本衆に昼食を取らせることに決めたのだった。

　ところが。

　その昼食の途と中ちゆうだった。

　にわかに天候が崩くずれ、すさまじい豪雨が桶狭間山を襲った。

　驚おどろいた五千の兵はそれぞれ慌あわてて武具を打ち捨て周辺の森や林に身を隠かくし、期せずして分散することになった。義元の周辺には、四百人ばかりの馬うま廻まわりと小姓衆しか残っていない。

「なんてひどい雨ですの!?　元康さん、元康さんはどこ？　わらわの本陣に屋根を設けなさい！」

　雪斎亡きあと、元康をつねに侍はべらせてきた義元は（あら。そうでしたわね。元康さんは丸根砦を攻こう略りやくし終えて、今いま頃ごろは一足先に大高城に詰つめている頃でしたわ。元康さんがいないと、ずいぶん不便ですこと）と気づいた。

　やはり、元康に三河の岡崎城に帰られてしまっては困る。これまでは、なんのかんのと理由をつけて岡崎城返へん還かんを先延ばしにしてきた。三河の旧松平家家臣団は不満そうだったが、元康が強大な今川に謀む反ほんを企たくらめる道理はなく、三河侍はみな松平家に仕える犬のような忠義一いつ徹てつの面々なので旧松平家家臣団の謀反の恐おそれもない──はずだった。忍びは侍ではない、ましてや伊い賀がから流れてきた服部党は三河侍とは根本的にものの考え方が違ちがう、という事実に義元は気づいていない。

　ともあれ、もはや酒しゆ宴えんどころではない。義元は急ぎ大高城へ向けて出立したくなったが、この豪雨では動くこともできない。

　あら？　勘子さんの姿が見えませんわね？　とふと義元が妙な予感を抱いだいたその時。

　未ひつじの刻。

　未み曾ぞ有うの豪雨が、にわかに止やんだ。




「全軍突とつ撃げき、かかれえっ！」




　義元が今まで聞いたことのない、雷のような少女の声が、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを破っていた。

　義元が、そして義元に侍る小姓たちが、いったいなにが起きているのかを理解する前に、桶狭間山の麓ふもとから突とつ如じよとして鬨ときの声こえが鳴り響ひびいてきた。

　織田軍の奇襲部隊が、今川義元ただ一人を目指して、坂を駆かけ登ってきたのだ。

　まさか、と義元は目を疑った。

　酔よった今川兵同士でのケンカがはじまったのではないか、と思った。

　しかし、違った。

「今川義元、覚かく悟ご！　織田家筆頭家老・柴田勝家、ここに見参！　この一戦をあたしの禊みそぎの一戦とする！」

　織田家最強の猛将、柴田勝家。

　雀すずめのような愛らしい小鳥を描かいた旗印からは想像もつかない無む双そうの剛勇ぶりを発揮しながら、触ふれる敵をことごとく薙なぎ払はらい、蹴け散ちらし、「十じゆう二に単ひとえ！　見つけたぞ！」と義元をめがけて坂を駆け登ってくる。

「……前田犬千代、見参。がお、がお」

「丹羽長秀、参ります！　姫ひめ、一世一代の奇襲は完かん璧ぺきなまでに成功です。満点どころではありません！」

「闇やみに潜ひそむ日ひ陰かげの忍び・蜂須賀五右衛門、流れに乗せられてこっそりさんちぇんでごじゃる」

「待て。待ってくれ。俺さまは未来人・相良……ふぎゃっ……良晴……ふげっ……まともに走れねえ！　足場がぬかるみすぎてるだろ！」

「槍やりも使えないサルは戦わなくていいわよ！　勘十郎を見つけて保護しなさい！」

「とはいえ、あいつがどこにいるのかさっぱり……ふぎゃっ！　また転んだ！」

　あ。

　ああ。

　ああああ。

　このわらわが、織田軍に包囲されている!?

　いない。こういう時に義元の盾たてとなって死ぬはずの、古参の家老たちの姿もない。どうやら勘子が森の中に引き入れてしまったらしい。あの娘こは、織田方の間者だった。まさか死地の谷底ではなく、見晴らしが利きく山頂へ誘ゆう導どうされるとは──迂う闊かつだった。兵法の常識外だった。しかし、納なつ得とくはできなかった。説明がつかないことがあった。

「そんなはずはありませんわ。たとえこの豪雨で敵兵の姿がかき消えていたとしても、侍の目には見えなかったとしても、元康さんに仕える服部党の結界を破れるわけが……誰だれか、誰か！　わらわを守りなさい！」

　しかし義元を守るべき五千の本隊のうちのほとんどは、まだ雷らい雨うを避さけるために周辺の森林に分散したままだった。

「元康さん、元康さん！　これはいったいどういうことですの？　忍びたちはなにをしていましたの？　今すぐに織田勢を蹴散らしなさい！」

　その松平元康は、大高城を守備している。ここにはいない。そうなのだった。

　輿にはもう乗れない。担ぐ者がいない。馬は麓の木に繫つないでしまっている。義元は床しよう几ぎから立ち上がり、自らの足ですぐに山を駆け下りようとした。至るところに敵兵がいた。しかし一カ所だけはまだ、行く手を塞がれていない。その方角には、先刻義元が堂々と行軍していた、あの大高城へ至る街道が延びている。一刻も早く、元来た街道へ──大高城へ──！

　だが、絢けん爛らん豪ごう華かな十二単が仇あだになった。

　足下は豪ごう雨うによってぬかるんでいる。下り坂だ。滑すべり落ちるように、斜しや面めんを這はいながら逃にげた。

　気がつけば泥どろ田たと池ばかりの文字通りの死地に、義元の身体からだは転がり落ちていた。

　田楽坪。

　あと少し。

　この泥田を抜ぬけて街道まで辿たどり着けば、騒さわぎを聞きつけて集結してきた今川の兵たちが──。

　雪斎が築き上げた、今川家の大軍が──。

　義元は転がりながら起き上がり、起き上がりながら転がった。

　泥どろと水を吸い上げて鎧よろいのように重くなった十二単を、一枚ずつ必死で脱ぬぎ捨てながら。

　だが。

　侍ではない、まるで盗とう賊ぞくのようないかつい男たちが、義元の退路を断たつかのように周囲の泥田や池の中から次々と這い上がってきて「なんと美しい姫だみゃあ、だが俺たちは親分に忠誠を誓ちかう川並衆！」「相良の坊ぼう主ずのように甘くはねえ」「今川どの、お覚悟を！」と口々に叫さけびだした。

　もう、逃げ場はない。

「追い込んだぞ！　田楽坪へ！」

「今川義元、お命をちょうだい！」

　山頂から、織田勢がいっせいに駆け下りてくるのがわかった。

「……ひい、ひいっ……！」

「今川義元！　お前は十倍を超こえる兵を率いながら、姫さまに負けたんだ！　今川家はもう終わりだ！　この上は潔いさぎよく首を渡わたせ！　覚悟！」

　鎧よろい兜かぶとをすべて脱ぎ捨てて身軽になった柴田勝家が、追いすがってきた。

　腕うでをつかまれて、そのまま泥でい濘ねいの上に組み敷しかれていた。

「これも戦いくさの習わし。御ご免めん！」

　勝家は脇わき差ざしを抜き、義元の首筋へ突つき立てようとした。

　わらわは死にたくない、と義元は泣き声をあげた。

「死にたくないのならばこの場で降こう伏ふくし、出家を宣言するしかないぞ！　降伏しない、世を捨てないというのならば、みしるしをいただく！」

　降伏？　誰が？　このわらわが？

　義元は、勝家に組み敷かれながら叫んでいた。

「誰があなたがた尾張の山やま猿ざるどもに降伏など！　わらわは海道一の弓取り、今川義元ですわよ！　降伏するくらいなら潔く死を選びますわ！」

　そうだ。戦国武将としての今川義元はこの日ノ本の歴史に永久に刻まれるほどの大敗北によってもはや死んだ。今川家は、滅ほろびたも同然だった。太原雪斎が「天下人・今川義元」を育て上げるために積み重ねてきた労力も時間も、すべてはうたかたの如ごとく消えた。

　わらわは雪斎にただいちどだけ逆らってみたくなったのかもしれない。

　それは、嫉しつ妬と、というほどに暗い感情ではなかった。「生まれながらの王者」と雪斎が評した義元には、そのような負の感情が欠落している。ちょっとばかり、雪斎に対して背せ伸のびしてみせたかったのかもしれない。雪斎が見込んだ松平元康をかたわらに置かずに、自力で上じよう洛らくを成功させたかったのかもしれない。雪斎の魂たましいをあまり長く待たせたくなかったのかもしれない。

　だがその結果、海道一の弓取り・今川義元は尾張のうつけ姫・織田信奈に敗れた。これほどの恥ち辱じよくを受けるくらいならば、これからも受け続けるくらいならば、死んでしまったほうが──。

「わかった今川義元。それがお前の決断だな。ならば、一ひと突つきで冥めい土どへ送ってやる。痛みは、一瞬だ」

　柴田勝家がうなずく。

　死が、迫せまっていた。

　わらわは、今、死ぬ──。

「……いやっ……！　死にたくない！　わらわは、死にたくない……！」




　かつて義元を育て、駿河・遠江とおとうみ・三河を支配する東海一の大大名に仕立て上げた黒衣の宰さい相しよう・太原雪斎は──

　上洛戦を開始する前に、病で没ぼつした。

「……姫。これからは拙せつ僧そうのかわりに、三河の松平元康を軍師としてお使いください。わが兵法、軍学、まつりごとのすべてを、あの小こ娘むすめに教えておきました」

　雪斎は、なぜか松平元康を高く買っていた。

「拙僧なくば、上洛戦はおぼつきませぬ。姫に、二万を超こえる大軍を統率する能力はありません。というよりも、拙僧以外の今川家のいかなる武将にもこのような大軍はあつかえないのです。元康が一人前の武将に成長するまで、上洛してはなりませぬぞ。上洛戦に敗れれば、死ぬことになります。織田は──かくも拙僧と今川家に叩たたかれ苦しめられてきた織田は、いざ今川を滅ぼす機会を得ればすみやかに姫の首を盗とろうとするでしょう。織田にとってそれほどの脅きよう威いなのです、今川家と姫の存在は」

　自分亡なきあと、元康を義元の片かた腕うでにするつもりで、熱心に教育していた。

　生まれながらの王者、足利に連なる名門中の名門、誰にも嫉妬など抱くはずもなかった今川義元は、自分には家臣として必要とされる能力などなにも要いらないのだ、王者なのだ、と雪斎から教えられてきたし、そう信じていた。しかし死に行く雪斎のこの遺ゆい言ごんに対して、はじめてささやかな不満を持った。

「いいえ。待ちませんことよ。わらわの力で、一刻も早く上洛を果たしますわ。雪斎。だって、あなたの生しよう涯がいの悲願でしたもの」

　老いた雪斎は、なにかを言おうとした、おそらくは義元にすがりついて止めようとした。だがもう彼にはその体力がなかった。

　苦く笑しようしながら、「どうしても上洛なさるのであれば、ひとつだけ約束してくだされ」とつぶやき、静かに目を閉じた。

「姫にとっては、上洛だけが幸福ではありません。この先……なにがあっても……生きてくだされ……生きて、幸福をつかむのです。姫」




　そうだ。たとえ敗れても生きると、雪斎と約束していた。

　やっぱり、わらわは死にたくない！

　生きたい……！

「今川義元、今さら言を翻ひるがえすなっ！　武士に二言はないぞ！　潔く首を盗られろ！」

　剛ごう直ちよくな勝家は、義元が前言を翻したことに立腹した。これ以上義元に生いき恥はじをさらさせていてはならないと思った。海道一の弓取り、今川義元はここで討うち取られてこそ、伝説の姫武将になる──。

　痛ましい、同年代の姫武将の首を盗るのは辛つらい、とためらいながらも、死にたくないと泣く義元の首を一いち撃げきで刺さし貫つらぬこうと脇差を構え直した。

　この時。

　勝家の背後から泥まみれになって駆かけてきた一人の少年足軽が、

「待て勝家えええ！　殺すな、殺しちゃダメだあああ！　これほどの美人を殺すだなんて、とんでもない！　もったいない！　日ノ本の歴史的損失だ！」

　わけのわからない言葉を叫びながら、勝家に抱だきついてきた。

　この少年は？　義元は、彼の顔とその声に、覚えがあった。




　相良良晴は、女の子が殺される場面など、たとえ自分が殺されることになろうとも見たくはない男。

　ここは、日ノ本の歴史に名高い桶狭間の合戦場である。この場にいる誰もが今、狂している。生死を分ける戦いを繰くり広げていた勝家も、そして義元もそうだったが、とりわけ良晴は完全に頭に血が上っていた。

　この時ばかりは、ほとんどほんもののサルと化していた。

　ちょっと待ったあああ！　今川義元を、性格は悪いがこれほどの美人を殺すなんてとんでもない！　しかもまがりなりにも俺の顔見知りだぞ！　と逆上し、神をも畏おそれぬ度胸で柴田勝家に背後から抱きついていた。

「泣いて命いのち乞ごいしてるじゃねーか！　降伏した姫ひめ武将を殺すのは掟おきてに反するんじゃなかったのかっ？」

「じゃじゃじゃ邪じや魔まするなサルううう！　こいつが誰だかわかっているのかっ？　ここで首を盗らないとあとあと面めん倒どうなことになるぞっ！　そもそも義元は降伏を拒きよ否ひしているんだっ、だから討つしかないんだっ！」

「うおお、すげえ馬ば鹿か力ぢからだ！　信奈とは比べものにならない、俺の腕わん力りよくじゃ止められねえ～！　ならば、紳しん士し的てきではないが──最終手段！」

「きゃあああああっ？　ききき貴様、ああああたしの胸をつかんでなにをしているんだあああああっ!?」

「鎧を外したのが命取りだな勝家！　やっぱりノーブラか！　っていうかブラジャーみたいなものを胸につけている信奈のほうが妙みようなんだよ！　あれはどこで手に入れたんだ、まるでオーパーツだ！　そういえばオーパーツとおっぱいって、響ひびきが似てるよね？」

「揉もむなあああああ！　う、うあああああ、やめてえええ！」

「断る！　今川義元を殺さないと誓うまでッ！」

「殺さない、殺さないから放してええええええ！」

「そうか、わかってくれたか勝家！　ありがとうっ！」

　うあああああ……汚けがされた……と涙なみだを流しながら、勝家は義元の身体の上にどさりと倒たおれ込んでいた。

　義元は勝家の下した敷じきになりながら、自分の命を救ったこの奇き妙みような男の出現に小首をかしげていた。

「……いったいなんですの、あなたは？　以前今川に仕官を志願してきた黒くろ装しよう束ぞくの男ですわね？　なぜ、織田方に？　そして、どうしてあなたを雇やとわずに追い払はらったわらわを助けましたの？」

「今は織田家の足軽、相良良晴だよ。今川義元、これで戦は終わりだ。短気な信奈が切れないうちに、降伏してくれ」

「……し、仕方ありませんわね。あ、あなたの顔を立てて、今回だけはこの程度で勘かん弁べんしてあげても構いませんことよ？」

　義元はとてももったいぶった口調でそうつぶやくと、ぷいっと顔を背そむけてしまった。

　すげぇ根こん性じようしてるなこの子……と、良晴はちょっとだけ義元を助けたことを後こう悔かいした。義元を助けるのに夢中で、勝家に一生ものの恨うらみを買ったことには気づいていない。

　この修しゆ羅ら場ばの攻こう防ぼうを眺ながめていた川並衆の野や郎ろうどもは「坊主、よくもあんなでかい乳を揉めるな」「うっぷ……牛を思いだして、気分が」「やっぱり胸が薄うすい幼女は最高だな！」と別の意味で良晴に震ふるえ上がっていた。




　史上名高い電でん撃げき奇き襲しゆう戦・桶狭間の合戦は、一刻足らずで決着がついた。

　織田軍は沓掛城方面へ逃にげ散っていった今川本隊の残党を追って桶狭間山を駆け下り、これを釜かまヶが谷たにで捕ほ捉そくして壊かい滅めつせしめ、勝かち鬨どきをあげた。

　義元が捕とらえられて降伏したと知った今川方の各部隊は大混乱に陥おちいり、次々と戦線を離り脱だつしていた。

　二万を超える大軍だっただけに、「王」を欠くと驚おどろくほどに脆もろかった。

　大高城に入っていた松平元康は、義元敗戦の一報を聞くや否いなや震え上がって「もうおしまいです、ここで死ぬる死ぬる」と錯さく乱らんしたが、服部半蔵たち家臣団の説得を受けて大高城を捨て、しかしちゃっかりと生まれ故郷・三河の岡崎城へ帰き還かんしたという。

　岡崎城はもともと松平家の本城だ。長き人ひと質じち暮らしを強しいられていた元康の苦労に気を揉んでいた三河侍たちは歓かん喜きの声をあげて元康を出で迎むかえたという。

　大高城と沓掛城は、兵力を消しよう耗もうさせずに奪だつ回かいできそうだった。

　だが残る鳴海城を守る今川勢は、頑がん強きように抵てい抗こうしているという。信奈は、今川義元の生命安あん堵どを条件に城主と和わ睦ぼくし、鳴海城から今川領へと撤てつ退たいさせようと決断した。

　桶狭間の合戦は、あくまでも防衛戦だった。義元を捕らえて今川家を没ぼつ落らくさせたとはいえ、今川領に踏ふみ入って城を奪うばっていくような力は織田家にはないのだ。今川領への侵しん攻こうをはじめれば、こんどはすぐに美濃の斎藤義龍が尾張に攻せめこんでくるだろう。

　丹羽長秀が、信奈にやんわりと「こたびの戦いくさはこれまでです」と言い聞かせた。

「これほどの犠ぎ牲せいを払ったのに得る領土がないとは無念ですが、今川を攻めるとなると斎藤家・今川家の二方面作戦を強いられる上、松平元康どのはお若いのになかなかの戦上手。そうなれば二十点です」

「デアルカ……そうね。今は、尾張国内の旧領を奪回できればそれで満足すべきね」

「いずれにせよこの敗戦で、すでに今川家は滅ほろびたも同然です。三国同盟にもほころびが出ます。甲斐の武田信玄は以前から駿河欲しさに、今川・北条との三国同盟を破は棄きせんとする野心を見せていました。早晩、駿河侵しん攻こうを開始しそうです」

「まるで事前から義元の敗北を予定していたかのような動きね。今川領に踏み込んで最強を誇ほこる武田騎き馬ば隊とことを構えるのはまずいわ。上洛どころではなくなってしまう──今川領進出は、悪手だわ」

「今川が倒れた以上、かの越えち後ごの軍神も、関東を目指して北条討とう伐ばつへと動きはじめましょう」

「……京を目指すならば強きよう豪ごうがひしめく東国は捨ておいたほうが得策ね。やはり、織田が進むべきは蝮まむしを追った美濃」

　信奈は起死回生の奇き襲しゆうに成功して奇き跡せき的てきに勝ったが、今の織田家にはここまでが限界だった。今川義元が治めていた広大な所領を手に入れることはできなかったのだ。

　しかし、海道一の弓取りを尾張のうつけ姫が倒したという評判は、たちまち日ノ本中を駆け巡めぐることになるだろう。

　形にならない大戦果を、信奈は得たのだ。

　もう、この国の誰だれも、二度と信奈をうつけなどと呼んで笑うことはできない。

　だが、そんなことよりも──信奈にとっていちばん苦しかったこの時に、自分の命を賭かけてまで、傷だらけになってまで戻ってきてくれた者たちがいた。

「犬千代。勘十郎とのいさかいは終わったわ、帰参を認めてあげる！」

「……御ぎよ意い」

「このたびの働き、見事だったわ。ういろう一年分を下か賜ししてあげるわね」

「……どうしよう……」

　ういろう一年分に埋うずもれた自分の姿を想像したのか、犬千代はない胸を押さえて「はぁ、ふぅ」と息を荒あららげ始めた。

　そんな犬千代の背後では、なぜか花魁おいらんの格好をした信澄がお尻しりを押さえながら、親衛隊に支えられてよろよろと歩いていた。

　妙みように着ちやく衣いが乱れていて、そして頰ほおがげっそりとこけていた。

「あら勘十郎、いたの？　何なの、その格好？」

「ああ……姉上……今日だけは、ぼくのことは放っておいてください……（しくしくしく）」

「？　まあいいけど？」

　信澄は、陣じん幕まくの外へと去っていった。

　いったい何があったのかしら？　信奈は首を「くいっ」と少しだけ捻ひねった。

　だがすぐに信澄のことを忘れて、論功行賞を再開する。

　次だ。

　いちばんの功績を挙げた男。だが、すでにクビを言い渡わたして追放したはずの男。

　信奈が、犬千代の隣となりであぐらをかいているその無礼な男のほうに視線を向けた。

「で、サル」

「褒美をよこせ！」

「まだ何も言ってないでしょっ！　なんで戻ってきたのよ！　犬千代が運良くかけつけなかったら、あんた死んでたじゃない！」

「うるせえな。お前が俺を解かい雇こしても、俺はしつこく舞い戻る！」

「だから、なんでよっ？」

「俺さまがついていてやらねーと、お前は短気で不安定で気分屋で、みちゃいられねえからだ！」

「だ・ま・り・な・さ・い・よ。ちょっとくらい働いたからって、調子に乗るんじゃないわよ！」

「それに織田家以外の大名に仕えても、ぶっちゃけ先があまり読めねえんだ。たとえば、陸む奥つの南なん部ぶ家でいつ何が起こるかなんて、いまいちわからないんだ。お、お前と一いつ緒しよにいたいってわけじゃないんだからなっ！」

「ふんっ！　それじゃあ、しょうがないわね。あんたが行き倒だおれになっていくのを眺ながめるのも楽しそうだけど、手元に置いてじわじわと締しめ上げてあげるわよ！　真ま綿わたで、首を絞しめるように、じわじわ、じわじわと、ひっひ！」

「ドＳかよっ？　これはまたずいぶんと楽しそうだなっ！」

「あんたの幸運はこの戦で最後よ、次こそはこのわたしが必ずあんたの息の根を止めてみせるわ！　死地に送り込んでやるんだからっ！」

「おう、いくらでも送れや！」

　また始まった……と勝家がため息をつく。

「あのー、姫さま。サルとじゃれあいたいというお気持ちはわかりますが、この後にもいろいろとありますので、この場は手短に済ませてくれませんか……？」

「だっ、誰がじゃれてるのよ、六ッ!?　わ、わたしはこのしつけのなっていないサルを調教してあげるために……！」

「とにかく俺は帰参する。いいな。そして、褒美をよこせ！　褒美はふたつ、要求する」

　はいはい。わかったわよ。で、何が欲しいの？　ういろう？　それともみそ煮に込みうどん？　てばさきはダメよ、わたしの独どく占せん物なんだから。

　忌いま々いましそうに吐はき捨てる信奈に向かって、良晴は今こそ自分の心のたけをぶちまけようと思った。

　だが、まずはひとつめの要求。

「ひとつめ。三河に舞い戻った松平元康と同どう盟めいを結んでくれ」

「もう使者を送ったわよ。わたしは美濃から京へ上ることしか考えてないんだから、いまさら東国と戦をするつもりはないわ。バカじゃないの？」

　さすがだな、と良晴は内心舌を巻いた。

「なんでそんな褒美をあんたがほしがるのよ？」

「それはもちろん半蔵と……いや、お前がそう決めてるのならそれでいい」

　また一段と、信奈が大きくなったかのように見えた。

　後光が差してるっていうか、鋭するどい眼力がパワーアップしたっていうか。

　だが、顔には出さない。

　それにそもそも、ほんとうの褒美は、これから要求するものなのだ。

　ついに、ついにこの時が来た。

　聞け、俺の心の叫さけび！　偽いつわらざる、俺の本音！

「ふたつめの褒美！　天下一かわいい女の子と、いちゃいちゃさせてくれ！」

　見てるか、藤吉郎のおっさん！　俺は今、おっさんが目指したモテモテ坂を上りはじめたぜ！　おじゃが池での屈辱をついに晴らす時が来た！

　性格に難ありだが、海道一の美少女・今川義元を紹しよう介かいしてもらおう。あいつも降伏して人質になっちゃった以上、「ようやくしおらしくなってきた今川義元」に変身するかもしれないし、なんたって俺はあいつにとって命の恩人。

　ちょ、ちょっとくらいなら、う、う、嬉うれしいサービスをしてくれたりして……？

　なんたって戦国一の名門・今川家の姫ひめさまだもんな。現代人、しかも庶しよ民みんの女の子とは感覚が違ちがうはずだ。床とこの中では超ちよう恥はずかしがったりして、もしかしたら意外にかわいいかも……。

　やばい、やばいぜ。

　ああっ、戦国時代に来てよかった！　ほんとうに！

　目を輝かがやかせながら、良晴はきらりと白い歯をみせて微笑ほほえんだ。

　信奈は、低い声でつぶやいた。

「……あんた、ほんとにサルだったのね」

「って、なんだよっ？　なんで眼球を回転させて白しろ目めで俺をにらむんだよっ？」

「目にあんたのサル面づらが映ったら、わたしの美しい瞳ひとみが汚けがれるからよ」

　ぜんっぜんかわいくねーなこいつは、と良晴はつぶやいた。

「いいから褒美をよこせ！　よこさないと泣くぞ！」

「ああもう、うるさいうるさい！　くっだらないおねだりなんかして、ほんっとに恥はじ知しらずねっ！」

「バカ野や郎ろう！　俺は何も恥はずかしいことなんて言ってねえ！」

「……はあ？」

「男が戦に命を賭けられる理由なんてのはな！　かわいい女の子を守りたい、死なせたくない！　これだよ、これしかないだろうが！　少なくとも、俺はそうだっ」

「あ……」

　信奈の細い肩かたが、一いつ瞬しゆん、ぴくんっ、と跳はねたように見えた。

　口をへの字に曲げながら、茶色い瞳で良晴をにらみつけてくる。

「……ふ、ふん……あ、あんたの功績はこの戦でいちばんだものね……そ、そうね。しょうがないかしらね」

　おおっ？　なぜか知らないが、信奈がついに折れた！

　良晴は、感動した。

　信奈は、なぜか頰をうっすらと赤らめながら、小さな声でもごもごっと言った。

「今夜、長屋で身を清めて待っていなさい」




　　　　※




　その夜。

　戦勝にわくうこぎ長屋。

　良晴のあばら屋にも、続々とお祝いの品を持って隣りん人じんたちが遊びに来てくれた。

　ひつまぶしを差し入れに来たお向かいの浅野の爺じいさん。「サル、お前は必ず殺す覚かく悟ごしろ」となぜか怒いかり狂くるっている柴田勝家はみそ煮込みうどんを持参。なぜか信澄はずっと自分の尻を押さえてめそめそしくしく、まるで小こ娘むすめのようになよなよ体をくねらせながら泣いていた。自分の小指をきーとかんだりして。桶狭間でいったい何があったのか、みんな恐こわくて聞けなかった。そして初めて長屋にたずねてきてくれた丹羽長秀は、ぎっくり腰ごしで動けない斎藤道三からのことづてを持ってきてくれた。

「『人たらしの坊ぼう主ずよ、天下人の心はいずれお前のものになるじゃろう』と仰おおせでしたよ」

「はあ？　何だそれ。意味わかんねーな」

「私にもわかりませんが、おめでたいので満点です。いやしかし、このたびはすばらしいお働きでした。これからもよろしく、相良良晴どの」

「いえっ、こちらこそ！　織田家にはまともな家臣がいないので長秀さんがいてくれると安心します！」

「こらあ、サルぅ！　まともじゃない家臣とはあたしのことかあ！」

「……ああっ……ぼくはもう、まともじゃなくなってしまったんだ……」

　夜よる遅おそくまで、狭せまい部へ屋やの中ですし詰づめになった面々の大おお騒さわぎは続いた。

　だが、大変だった一日も終わり、やがて一人、また一人と帰っていく。

　そして、最後に部屋に残った二人は──

　傷を癒やすと称して五右衛門が取り出してきた忍びの『秘薬』を身体中にべたべた塗られ、「……妙に、ほてる」ともじもじしながらつぶやいている犬千代と、「今夜一晩は身体が熱くて眠ねむれぬでござろうが、我が慢まんしてくだしゃれ」と秘薬の「使用上の注意」を今さら教えている五右衛門だった。

「いやいや相良氏は、木下氏に勝まさるとも劣おとらぬ男にござる。木下氏もご満足であろうにょ」

「そうほんとうのことを言うな、わはははは！　今に生意気な信奈から高こう禄ろくをぶんどって、おっさんのでっかい墓を建てるぜ！」

「して、川並衆召めし抱かかえの件、信奈どのに具ぐ申しんしていただいたか」

　……

　……

　……忘れていた。

　女の子といちゃいちゃしたいという欲よく望ぼうに流されて、すっかり忘れていた。

　言えない……きらきらと瞳を輝かせている五右衛門に、そんなこと言えない……。

　っていうか、完全に忘れていたなんてバレたらすっぱり斬きられるんじゃねえか？

「そ、それがな。こほん。信奈は気むずかしいからな」

「……ダメでござったか」

「いやいや。あと一働きしてみせれば次は間ま違ちがいない！」

「……左様でござろうか？」

　やばい五右衛門の視線が冷たい、この凍いてつくような瞳はまるで服部半蔵。

　もしかして、バレてるっ？

「な、なあ五右衛門！　もし信奈直参がダメでも、この俺が城持ちになってお前ら全員俺の家来にするからさっ！　約束するっ！」

「ほう。これはまた大おお法ぼ螺らでござるな」

「俺にはこの世界に一いち族ぞく郎ろう党とういねーし、お前らは俺の家族みてーなもんだ！　俺の戦国ゲーム知識とお前らの働きが合体すれば、俺はまだまだ出世できるって！　任せろ！」

「……では、こたびの暴走は見み逃のがすでござる」

「えっ？」

「だが、次に拙せつ者しやたちの論ろん功こうを忘れたら……全部川並衆の男どもに教えりゅでごじゃりゅからにゃ……」

　やっぱりバレてたっ!?

　震ふるえあがっていると、犬千代がふらりと立ち上がって五右衛門の袖そでをつかんだ。

「……寝ねる」

「そうでござるな。拙者もおいとまいたそう……川並衆が相良氏を襲しゆう撃げきせぬよう、説得しにゃければにゃあ」

「……かんだ。かわいい……」

「せ、拙者、かわいくはござらぬ！　拙者は、泣く子も黙だまる怪かい盗とうはちちゅかぎょえもんっ」

「……かわいい」

「あううううう～っ！」




　犬千代と五右衛門も、帰って行った。

　まあ犬千代はすぐ隣となりだし、襖ふすまを開ければスカスカになった生いけ垣がき越ごしに会話できるのだが。

　部屋の中で大の字に仰あお向むけになった。

　不意に、さびしくなってきた。

　とにかく人が大勢来て騒さわがしかったからな……でも、ほんものの家族はこの世界にはいねえ。

　そう思うと、ちょっとだけ泣きたくなった。

　やめたやめた、泣いて帰れるわけじゃねえ。俺らしくもない。

　雨あま漏もりの穴が空いている天てん井じようを見上げながら、首を横に振ふった。

　泣きたくなった時には、楽しいことを考えればいいのさ。

（今夜、かわいい女の子がうちに来る……って信奈はほのめかしていたけど……あの義元がこんなボロ屋に素す直なおにやってくるとは思えないし、いったい誰だれが）

　そういえば、「待っていなさい」ってつぶやいた時の信奈、妙みように頰ほおが赤かったな。

　まさか。

　まさか……？

　俺への褒ほう美びは……あいつ自身っ？

　そうひらめいた刹せつ那なに。

　ドクンッ！

　心臓が、口から飛び出しそうになった。

（ななななんで興奮してるんだよ俺っ？）

　天下一かわいい女の子といちゃいちゃさせてくれ、と俺はあいつに言った。

　あっ？

　あいつ、天下一かわいい女の子って自分のことだって信じ込んでいるから……性格を除けば当たってるかもしれねえが……ってことは？

（「身を清めて待っていなさい」って言ってたな……まさか、まさか、まさか）

　そんなバカな、あいつがそんなことするもんか。好きでもない、しかも自分の家臣に、褒美に自分を与あたえるとかそんなことするわけない、だいたいあいつは自分に釣つり合う男なんていないと思いあがっているに違いないし、あれで意外と純情だし。

　いやでも、もしかしてあいつが、実は俺のこと好きだったりしたら……？

　あいつ、ぜんぜん素直じゃねえから、実は俺のことが好きだったりして、そして今回この褒美を口実に、俺の布ふ団とんの中に仏頂面で入ってきて、「なんでこんな気持ち悪いサルとこんなことしなきゃならないのよ」とぶつぶつ言いながら……！

（い、いかん！　なぜか鼻から血がっ！）

　寝ね転ころんだまま目をつぶって、般はん若にや心しん経ぎようを唱えた。

　煩ぼん悩のうよ去れ！

　ぶつぶつつぶやいていると、すっ……と入り口が開いて誰かが部屋へとあがりこんできた。

（うわっ……）

　金かな縛しばりにあったように動けなくなった。

　深夜の訪問者は、良晴のすぐ隣に腰こしを下ろしてきた。

（ええい、俺はあんなわがままで暴力的な女なんぞ好きでもなんでもないが、このまま狸たぬき寝ね入いりしていちゃ男がすたるっ！　信奈に恥はじをかかせちゃいけねえ！　こ、こ、今夜だけだっ、今夜だけだからなっ！　さらば俺の童どう貞ていソー・ヤング！）

　がばっ！！！！！

　良晴が目を血走らせ、狼おおかみの如ごとく飛び上がって訪問者の小さな肩を抱だきしめると──

「何をなさる！　寝ぼけているのですか、サルさまっ」

「って、ねね──────────!?　なんでっ？」

「信奈さまが、『天下一の美少女』をサルさまにご褒美としてお与えになると決めたからですぞ！」

「話が見えねえっ!?　それとお前と何の関係があるっ!?」

「このねねが、尾張でいちばんかしこくてかわいい美少女ですぞ！」

　ばったり、と良晴は畳たたみの上に顔から突つっ伏ぷした。

　そして泣いた。

「お前は、幼女だ────！　美少女違ちがうっ！　まだ早いっ早すぎだっ！」

「十年後には美少女でござる！」

「そんなこと知るかっ！　俺はっ！　今っ！　今すぐ、女の子といちゃいちゃしてえんだっ」

　だが、ねねは聞いちゃいない。

「というわけでこのねね、本日よりサルさまの義理の妹となりましたぞ！」

「なんでだっ、なんでそんな話になるんだっ」

「これでサルさまは身元不明の足軽ではござらぬ、わが浅野家と縁えん続つづき！　名実共に織田家の家臣団の一員でござる。あら、めでたや！」

　ぱちぱちぱち、と手を叩たたきながらねねが満面の笑えみで「おめでとうございまする、兄あにさま」とはやし立てた。

「ちなみに兄さまは、侍さむらい大だ将しように昇しよう格かくいたしましたぞ」

　そんなの全然めでたくないよ……。

　良晴は、ショックで起き上がれない。

「あのさ、ねね。俺は妹じゃなくて、その、『彼女』を紹しよう介かいしてくれと信奈に頼たのんだんだけど……話が微び妙みように違ちがうんだけど……」

　ねねは容よう赦しやなく良晴の背中の上に座ってきて、彼女はいけませんな、とこまっしゃくれた口調で言いだした。

「このねね、信奈さまより『女好きでスケベなサルが女の子に手をつけたりしないよう、妹としてきちんと見張りなさい』とのご命令をいただきました」

「ええええっ？」

　ねねが、信奈のモノマネをしながら続ける。

　信奈さまは、「べ、別にサルが誰といちゃついてもわたしは全然どうでもよくてほんとにまったく構わないんだけど、あんなエロザルにだまされてもてあそばれる女の子がかわいそうだから邪じや魔ましてあげるだけなのっ！」とご立腹でしたぞ。

　それはもう、顔を真っ赤にして目をうるませて体を震わせて、めちゃめちゃお怒いかりのご様子！

「どうしてそこまで激げき怒どされてるんだっ!?」

「これからはねね以外の女に色目を使ってはなりませんぞ！」

「なんでそーなるんだよっ？　っていうかお前に色目を使った覚えは一度もねえ！」

「ダメですっ当分女遊び禁止です！」

「なんでっ!?　俺に『死ね』とおっしゃるっ？」

「今がいちばんだいじな時！　信奈さまは、兄さまは女の子のお尻しりさえ追いかけなければ立派な侍になれると仰おおせでしたぞ！　ねねも同意見ですぞー！」

　ダメだ、ねねがうるうると目を輝かがやかせて俺の出世を期待している！

　信奈にすっかりだまされてやがるっ！

　ああっでもねねの純真な期待を全否定するような発言はできねえ、利口ぶっていてもまだまだ子供！
















「あの女っ……真綿でじわじわと首を絞しめるってのはこのことだったのかあっ？　あまりにも残ざん虐ぎやく非道だっ、あいつこそ第だい六ろく天てん魔ま王おうだっ！」

　憎にくいっ……俺を期待させるだけさせて地じ獄ごくに叩き落としたあの女が、死ぬほど憎いっ！

　これがっ、これがっ桶狭間の合戦を勝利に導いた家臣に対する仕打ちなのかあっ？

「おお、ねねが妹となった朗報をそこまで泣いて喜んでいただけますか、兄さま！」

「腹の底から嘆なげき悲しんでるんだよっ！」

「この尾張一かしこいねねが妹となったからには、兄さまには徹てつ底てい的てきに仕事の鬼おにになって出世していただきますぞー！」

「いいから、俺を座布団がわりにするんじゃねえ！　背中から下りろ！」

「さあさあ今夜は同じ布団で眠ねむりましょう、兄さま！」

「俺は、お年とし頃ごろの女の子と一いつ緒しよに眠りたいー！」

「十年早いですぞ！」

「十年も我が慢まんできるかあっ！」

　もういいよ勝手に座布団にでも枕まくらにでもしろよ。

　脱だつ力りよく、そして、猛もう烈れつな睡すい魔まが襲おそってきた。

　俺、しばらくこの世界でがんばってみます、と良晴は遠のいていく意識の中でつぶやいていた。
















　　　あとがき




●「織お田だ信のぶ奈なの野望　全国版」改かい稿こうについて




　春日かすがです。ファンタジア文庫で「織田信奈の野望　全国版」を11巻から発売させていただいていましたが、ようやく既き刊かんのすべてをファンタジア文庫で出せることとなりました。長らくお待たせしました。しかし、そもそもＧＡ文庫版「織田信奈の野望」（以下「無印」と略します）の１巻が出版されたのが２００９年ですから、今から六年前です。スタートから六年も経たてば、今から読み返すとさすがに古びてしまっているところもありますし、「無印」のスタート当初と今とでは作品の路線が変へん更こうされていたり、最大の難問であった「ページ数の制約」の上限が大おお幅はばに変わっていたりということもあって、無理を言って既刊全巻を全面改稿させていただくことになりました。

　実に半年にもわたってこの作業を続けることになったのですが、「信奈」の既刊全巻を改稿できる機会はもう二度とありませんから、最初で最後の改稿のチャンスだと思い定めてコツコツと作業を続けてなんとかやり遂とげました。このマラソンのような作業にひたすらつきあってくださった編集さんにも感謝しています。

　改稿全ぜん般ぱんについてのルールは、「作風の統一」と「収録できなかったシーンやエピソードの収録」の二本柱です。

　まず「作風の統一」ですが、六年の間に春日自身が病気で倒たおれたり震しん災さいを経験したりなどあって人生観が変わったということもあるかもしれませんが、なによりも、「無印」スタート時点ではハーレム系のゆるめのラブコメディとして企き画かくしていた作品だった「信奈」が、挿さし絵えを描かいてくださったみやま零ゼロさんの画力と勢いに引っ張られて「イラストに負けていられない」とばかりに気合いが入り、「歴史ものはうけない」「読者がついていけない」という当時のラノベ業界の常識を忘れて２巻の終しゆう盤ばんあたりから３巻にかけて作者自身が「信奈」にのめり込んでいき、どんどんシリアスな歴史小説方向へと変へん貌ぼうしていったということがありまして、いつか機会があったら１巻から現行の歴史小説寄りの「信奈」の作風に統一したい、と思っていたわけです。その分、今の「信奈」は当初にあったようなゆるいエピソードが入れにくくなっているのですが、ドラゴンマガジンの短編などで補完させていただいています。また、改稿版の２巻以後では、文庫未収録または新規書き下ろしのＳＳを各巻に一話ずつボーナスとして収録させていただいて、ゆるいエピソードの不足分を補っています。

「収録できなかったシーンやエピソードの収録」についてですが、「無印」スタート当時のラノベ、特にラブコメは２５６ページが一般的で、２５６ページを大きくはみ出してはならないという暗黙のルールがあったんですね。なので１巻では、織田家統一事業の上で重要な「稲いな生おの合戦」が丸ごとカットされていたりします。また、出し惜しみせずに１巻で桶おけ狭はざ間ままでやってしまおうということになり、そのため物語のスピード感は出たのですが「桶狭間の合戦」もあっという間に終わってしまいました。

　２巻・３巻でも同様で、松まつ永なが久ひさ秀ひでの過去編や三み好よし三人衆・剣けん豪ごう将軍などの重要なキャラクターやエピソードが収録できませんでした。なので、上じよう洛らく前後の畿き内ない編の人間関係の説明が微び妙みように不親切なのは、ページ数制約の問題が大なのです。

　この縛りを壊こわしたのは３巻の終盤で、「姫ひめ巫み女こさまの台詞せりふで終われば綺き麗れいに２５６ページで終わる」というところを、最終章の「金かねヶが崎さきへ」を春日の我わが儘ままで収録したことがきっかけなのですが、作品世界が拡大するとともに巻によっては３００ページ縛りを破る必要も生じまして、こんどは３００ページ縛りとの戦いとなったわけです。しかしながら、ページ数を長くすることが目的ではありませんし、さすがに４００ページが一冊の限界だろうと作者も思っていますので、基本的に４００ページを超こえることはない……と思います。

　また、既刊の中期と後期にスランプの時期がありまして、中期のスランプは東日本大震災がきっかけで合戦シーンや人が死ぬシーンを書けなくなった時期にあたります。この時期に書いた原げん稿こうは、ゆるいコメディ路線に戻もどっているのですが、すでに歴史小説路線に舵かじを切った後だっただけに読者からの不評もあり、作者自身、当時は全力を尽つくせなかったという悔くいもあったので、ほぼ丸ごと新たに書き直して本来の作風に戻しました。

　ちなみに、個人的なスランプとは別の話なのですが、信奈の最大の宿敵であり強敵である上うえ杉すぎ謙けん信しんと武たけ田だ信しん玄げんについては、もともと「信奈」本編の良よし晴はる視点では描き込める場面にどうしても限りがあって、良晴は関かん与よしていないものの戦国時代のハイライトの一つである「川かわ中なか島じまの合戦」を描かなければ両キャラクターともに十分に掘ほり下さげて描くことができない、という悩なやみがずっとありました。回想を挟はさめばいいという声もありましたが、川中島の回想をはじめたら文庫一冊では終わりませんから……その問題を解決するために、謙信と信玄が川中島で出会いそして戦うという筋立ての外伝の執しつ筆ぴつをずっと熱望していたのですが、これがどうしてもかなわず、「無印」では山やま本もと勘かん助すけが退場したあとの信玄のキャラクターが微妙な立ち位置となってしまい、謙信はそもそも本編に出すことができないという事態になって悩んでいたわけです。

　この長年の問題は、ファンタジア文庫への移い籍せきによって「天と地と姫と　織田信奈の野望外伝」をネットで書かせていただけるようになって、ようやく解決しまして、おかげさまで謙信は12巻についにメインヒロインとして登場したわけですが、信玄はすでに既刊に何度か登場しているので、７巻の信玄がらみのシーンはほぼすべて書き直すということになりました。もっとも、５巻の、勘助とのコンビ活動をしている信玄については、ほとんど修正はありません。死んでいるはずの勘助が５巻に登場したのも、あの時点では勘助がいないと信玄のキャラを描くことができないのでほとんど苦肉の策だったわけですが、結果的には登場させてよかったなと思います。この感情は純じゆん粋すいな愛である！　という名台詞を叫さけんでくれたのみならず、梵ぼん天てん丸まるに山やま勘かん眼帯まで授けてくださった勘助さんは大天使です。

　後期のスランプは、体調を崩くずして原稿が書けなくなり入院することになり、しばらくして退院したあと筆を執とったところ、文章はかろうじて書けるようになったのですが構成力が落ちてしまっていて、プロットが散さん漫まんになってしまったというもので、全体をもういちど絞しぼり直して、大だい胆たんにプロットの再構成を施ほどこしました。




●１巻改稿について




　というわけで、「無印」の１巻を書いてから六年が経過しています。この六年の間に戦国ファンはいよいよ増え、謎なぞだらけだった桶狭間の合戦についてもさまざまな新説が登場したり常識が書かき換かえられたりして、ずいぶんと事情が変わりました。いにしえの「信長の野望」では、桶狭間イベントが「桶狭間だぎゃー」の一言で終わってしまうこともありましたが、今はもちろんそんなことにはなりません。

　とりわけ「今いま川がわ義よし元もとが布ふ陣じんした桶狭間は谷ではなく、おけはざま山という山だった」「織田軍は進路を迂う回かいして奇き襲しゆうしたのではなく、正面からおけはざま山へ攻せめかかった」という「おけはざま山説」は、以前は新説の一つとして紹しよう介かいされていた程度のものだったと思うのですが（それで「無印」の良晴は「山だって？」と驚おどろいているわけです）、この六年の間にすっかりメジャーになり、今では定説と化した感があります。

　今回の改稿版も、「実際の義元本ほん陣じんがどこにあったのか？」は現代人の良晴にもわからないので実際に斥せつ候こうとして戦場を駆かけて義元本陣を探すという展開は同じなのですが、「無印」ではページ数の制約もあって、「桶狭間だぎゃー」的な乗りで合戦シーンを短くしなければなりませんでした。しかし今回はより多くのページを割さけることもあって、最新の説を採とり入れつつ、ほぼまるごと書き直すことにしました。

　ともあれ義元の本陣「桶狭間」の場所と義元終しゆう焉えんの地「田でん楽がく狭はざ間ま」がどこにあったのかを想定し直す上で、今回の改稿にあたり、桶狭間の戦場を取材旅行してきました。

　名古屋に着いて驚いたのは、カレーでお馴な染じみのココイチが謎の名古屋めし「あんかけパスタ」の店を出店していたこと……ではなく、桶狭間古戦場が二カ所あるのです。

　愛知県豊とよ明あけ市と、名古屋市緑区です。

　豊明市のほうが昔から桶狭間古戦場とされていた場所で、緑区のほうは「おけはざま山説」の浮ふ上じようとともに脚きやつ光こうを浴びた新規勢力のような気がします。実は、緑区の古戦場公園が整備されたのが２００９年。まさに「信奈」の１巻が書かれた年でした！　道理で当時、緑区側の古戦場の存在を知らなかったはずです。「おけはざま山　今川義元本ほん陣じん跡あと」の石せき碑ひに至っては、２０１１年に建てられたようです。つまり執筆当時には、まだ存在していなかったわけです。

　実際に桶狭間周辺を歩いて回ってみたところ、二つの古戦場の中間にある小高い丘おかが「おけはざま山」で、その丘の東西の坂を下っていた先にそれぞれの古戦場があるということがわかりました。なぜこうなったかというと、実は豊明市側に「田でん楽がくケが窪くぼ」があり、緑区側にも「田でん楽がく坪つぼ」があるのです！　義元終焉の地「田楽狭間」がどちらなのか、今となってはもはやわかりません。古戦場が二カ所誕生するのも当然です。いったいどういうことなんだろうと良晴以上に頭を悩ませましたが、改稿版では「おけはざま山本陣説」を採りました。おそらく山から追い落とされた今川軍の将兵たちは、東側の田楽ケ窪と西側の田楽坪とに分散して逃にげたのでしょう。

　このほかの改かい稿こう箇か所しよは、

・「ラノベってこういう感じで書くのかな」と書いてみたら残念それは十年前のラノベの文体だった！　という過あやまちを犯してしまった、冒ぼう頭とうの怒ど濤とうの擬ぎ音おん連発改行連発シーンの書き直し。

・ページ数の都合で収録できなかった長なが秀ひで初登場シーンや川並衆初登場シーン、犬いぬ千ち代よ放ほう浪ろうシーンなどの細かいシーンを新たに書き下ろし。

・同じく、ページ数の都合ではしょらざるをえなかった「稲生の合戦」エピソードを書き下ろし。これで１巻に勝かつ家いえの見せ場ができました。

・続く「信のぶ勝かつ誅ちゆう殺さつ」エピソードを書き直し。「信勝誅殺」のエピソードは、今から振ふり返かえってみると「信奈」という作品全体にとって重要な分ぶん岐き点なので、今回の改稿作業でいちばん力が入りました。

　などなどです。最終的に、全面差さし替かえと新規差し込みに使った書き下ろし原稿は、原げん稿こう用よう紙しで二百四十枚ほどになりました。ストーリーは「無印」１巻と同じですが、六年の時を経て大幅に新しくなったと思います。

　また、この１巻だけは短編が収録されていませんが、みやま先生が新たに表紙の信奈を書き直してくださったので、「無印」の１巻を買われた方もぜひとも手にとってください。

　というわけで、新規の方も、「無印」を読んでくださってきた方も、新しく生まれ変わった完全版の「織田信奈の野望　全国版」をよろしくお願いします。
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